



[image: ]










※注意







この書籍は「アドベンチャーブック」です。







文中に現れる選択肢をタップことによりストーリーが変化します。







選択肢をタップせずにページをめくると表示される警告文を無視して進みますと







現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。









　生活のため、昼は派遣事務、夜はキャバ嬢として働き蜂のような生活を送っていた貴方。

　謎の男ジョージに多額のお金と引き換えに依頼され、名門・神九条家が支配する財閥企業「三響」に秘書として潜入した貴方に課された使命は、三匹の獣に取り入ること──。




　快感の野獣─常務取締役・神九条秋善。

　見た目はチンピラだが、豪腕で三響の不動産を急成長させた彼の秘書になることを選んだ貴方は、初日からキスを迫られ、急な会議に同席させられ、終始彼に振り回されっぱなし。

　仕事ぶりを褒められて安心したのも束の間、彼に強引に押し倒されて──!？




「膝の上に乗れ」




　関わっていく中で、派手な見た目とは裏腹の仕事への誠実さから、徐々に彼に惹かれていく貴方。

　あくまでも取り入る対象でしかなかったはずなのに、いつしか騙すことに耐えられなくなり……。




「俺は昔から我慢のできない性分でね。抱きたい時は、いつでもどこでもお前を抱く。」




　愛、欲望、そして裏切りに満ちた禁断の物語が、今始まる──。
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　三響ホールディングス本社ビル──。




　──通称三響ビル41階の会議室に私はいた。

　「三響ビルの41階以上に入るのは大いなる名誉」

　41階以上には、選ばれた人間しか入れないと言われている。




【里奈】

（‥‥私も出世したものね）




　──そうは言っても、私はキャリアウーマンなんかじゃない。

　どこにでもいる、ただの二十代の独身女だ。

　つい最近まで昼は派遣事務、夜はキャバ嬢の二重生活。

　生活のため、働き蜂のように働く毎日だった。

　そんな私が栄誉ある三響ビルの41階にいる理由、それは──。

　──三響ホールディングスの秘書として採用されたからだ。




【？？】

「お待たせしました」




　会議室のドアが開き、同世代の青年が会釈をしながら入って来る。




【冬哉】

「初めまして、総務部長の神九条冬哉です」




【里奈】

（‥‥私の人事権を、タメくらいのこの男が握ってるのか）




　優雅な立ち振る舞いを意識して席を立ち、角度三十度のお辞儀をしながら、私は名前を名乗った。




【里奈】

「初めまして、‥‥水之瀬里奈です。よろしくお願い致します」




　声がかかるまで、深々と頭を下げて待つ。




【冬哉】

「どうぞ、顔を上げて座って下さい」




【里奈】

「ありがとうございます」




　微笑を浮かべた顔を上げ、部長の後に腰を下ろす。




【冬哉】

「年も近いのだから、緊張せずにリラックスして下さい」




【里奈】

「いえ、若くても神九条部長は上司ですから」

（三響を支配する神九条一族だから、若くて部長になれるんだよね）

（私もこんな一族に生まれたら、どんなに人生が楽だったことか‥‥）




【冬哉】

「僕のことは冬哉部長と呼んでください。三響には神九条姓が多くて紛らわしいので、名前に役職名で呼ぶのが慣習になっています」




【里奈】

「分かりました、冬哉部長」




【冬哉】

「理解が速いですね、水之瀬さんは。さすが東大卒」




【里奈】

「ありがとうございます」




　丁寧に、しかし軽く、嫌味にならない程度に頭を下げる。




【里奈】

（‥‥東大なんてウソだけどね）

（資格も特技も、履歴書に書いてあることは全部ウソ）




　経歴詐称をしてまで、私が三響に潜りこむ理由はただ一つ──。

　──とにかく「大金を稼いで人生を変えたかった」からだ。




　数日前、私の部屋──。




【ジョージ】

「‥‥以上が、アンタに授けられた予言だ」




　予言と称し、ジョージは私に三響潜入計画を説明した。




【里奈】

「そんな計画が成功する？　あの三響でしょ？」




【ジョージ】

「‥‥神に誓って成功する」

「アンタは選ばれた人間になるんだ」

「成功すれば億万長者‥‥人生、大きく変わるぜ？」




【冬哉】

「それでは、配属面談を始めましょう」




【里奈】

「はい。よろしくお願いします」

（ここまで、本当にジョージが予言した通りの展開だな）




　部長は足を組みながら、会社パンフレットを広げた。




【冬哉】

「現在、新しい秘書を希望している幹部は三人」

「一人目は、財界のプリンスとして世間の注目を集める春樹社長」

「多くの秘書たちが社長付秘書のポジションを狙っています」




【里奈】

（若き獣王と称される神九条春樹）

（まだ若いのに威厳と風格がある。名家の血ってヤツね）




【冬哉】

「二人目は、金融事業のスペシャリスト秀明専務」

「三響のここ半年の成長は、専務に負う所が非常に大きいです」




【里奈】

（氷獣と恐れられる神九条秀明）

（こんな冷たく鋭い目をした人、今まで見たことがない）




【冬哉】

「子会社から大抜擢された、秋善常務」

「豪腕営業で三響不動産を急成長させた手腕を買われています」




【里奈】

（野獣、神九条秋善）

（ワイルドで今風だな。大企業の常務と言うよりホストだけど）




【冬哉】

「水之瀬さんは三人の人員要望をクリアしているので、」

「好きな配属先を選んでもらって構いません」




【冬哉】

「水之瀬さん、配属希望はありますか？」




【里奈】

「はい。私の希望は──」




　この選択が、私の運命を想像以上に大きく変えることに──。

　そして、人間から獣にこの身を堕とすことになるなんて──。

　──この時の私は、全く気が付いていなかった。








第１章









　朝日の降り注ぐ部屋の片隅で、里奈はゆっくりと化粧を終えた。




【里奈】

「‥‥こんなものかな。‥‥１億円のためよ。頑張らなくちゃ！」




　頬をパンッと打つと同時に、玄関のチャイムが鳴った。




【里奈】

（こんな朝早くからお客さん？）




　慌ててドアに駆け寄ると、向こう側からドンドンと荒々しく扉が叩かれていた。




【里奈】

「ど、どちら様ですか？」




【ジョージ】

「オレだ。開けろ」




　ドアを開けると、そこにはジョージが立っていた。




【里奈】

「ジョ、ジョージ、さん‥‥？」




【ジョージ】

「ジョージでいい。支度は、できてんな？」




【里奈】

「はい！」




【ジョージ】

「敬語もやめろ。気持ちわりぃ。送ってく。行くぞ」




【里奈】

「送るって‥‥？」




【ジョージ】

「会社だ、会社。今日は初日だ。遅刻なんてされちゃ、せっかくの計画がご破算だ」




【里奈】

「わ、わかって‥‥る、わよ」




【ジョージ】

「表に車を止めてる。さっさと下りて来い」




【里奈】

「う、うん」




　ジョージは来た時と同様に、乱暴にドアを閉めるとすぐに行ってしまった。




【里奈】

「お、お待たせ」




【ジョージ】

「シートベルト締めろ」




【里奈】

「う、うん‥‥」




　里奈がシートベルトを締めると同時に、車は急発進した。




【里奈】

（あ、危ない‥‥）




【ジョージ】

「資料に目は通したか？」




【里奈】

「う、うん。会社の概要と、仕事内容は‥‥なんとなく」




　昨夜、あの部屋と共に里奈の手元には、神九条秋善という人物に関しての資料が渡された。




【里奈】

「あんまり、いい印象じゃないです」




【ジョージ】

「お前の好みはどうでもいい。しっかり頼むぜ？　相棒」




【里奈】

「‥‥あなたの相棒になった覚えはありません」




【ジョージ】

「つれねぇこと言うなよ。これからは、オレの手足となって働いてもらうんだからな」




【里奈】

「まるで駒ね」




【ジョージ】

「駒、ね‥‥。嫌いじゃないぜ、その言い方」




【里奈】

（そりゃあ、あなたは楽しいでしょうけど‥‥）




【ジョージ】

「‥‥あの部屋は、どうだ？」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「体はしっかり休めろ。いざという時、使い物にならないじゃ話にならねぇからな」




【里奈】

「うん‥‥」

（駒には優しい、ってことね‥‥この人、敵に回すと怖そう‥‥）




　ジョージの横顔を眺めながら、里奈はただ静かな不安と妙な高揚感が胸の中で入り交じるのを感じていた。




【里奈】

（しっかりしなくちゃ‥‥）




　三響ホールディングス──




【里奈】

「すごい、ビル‥‥。これ全部、会社だって言うの!?」




　目の前に広がるタワービルに、里奈は圧倒された。

　42階の本社、それに隣接するように建つ35階のアミューズメントタワー。

　その全てが三響ホールディングスの管理の下にある。

　商業施設としても名高い、三響ホールディングス本社ビル。




【里奈】

「ふたつの巨塔‥‥。こうして見ると、すっごい迫力‥‥。って、引いてる場合じゃないか。この中で、私が人を潰す。それが、私の仕事‥‥」

「よしっ！」




【里奈】

「あ、あの‥‥。本日からこちらの秘書課でお世話になる、水之瀬里奈と申します」




【受付】

「少々お待ち下さい」




　受付の女性はそう声をかけると、どこかへと電話をかけ始めた。




【里奈】

（どうしよう‥‥緊張、する‥‥。しっかりしなくちゃ‥‥怪しまれたら、最後‥‥）




【？？】

「失礼。いいかな？」




【里奈】

「え？」




　振り返ると、どこかで見たことあるような顔が立っていた。




【里奈】

（あれ？　この人‥‥）




【受付】

「おはようございます」




【？？】

「おはよう。君が、秘書課に来たっていう、新人さんかな？」




【里奈】

「は、はい！　今日からこちらでお世話になる、水之瀬です」




【冬哉】

「水之瀬さん。初めまして、僕は冬哉。神九条冬哉。神九条薬品で取締役をやっています」




【里奈】

「あ‥‥!!」

（そうだ、この人‥‥神九条の資料に写真が入ってた。写真だと、もっと怖い人に見えたたけど‥‥）




【冬哉】

「せっかくだし、秘書室まで一緒に行こうか」




【里奈】

「え？　でも‥‥」




【冬哉】

「僕もそのフロアに用があるんだ。せっかくだから、朝の戯れに付き合っていただけると嬉しいのだけれど‥‥」




【里奈】

「わ、わかりました」




【冬哉】

「それじゃあ、行こうか」




　冬哉に促され、里奈は彼のあとを追った。




【冬哉】

「３階までは飲食店がメインなんだ。37階は社員食堂があるよ。僕的にオススメなのは、隣のビルのレストランだけどね」




【里奈】

「こんなに近くに遊ぶ場所があると、仕事するのが嫌になっちゃいそうですね」




【冬哉】

「‥‥」




【里奈】

（しまった。こういう話題は避けた方がよかった、かな‥‥？）




【冬哉】

「ふふっ、そうですね。映画館、プラネタリウム、劇場、ジム。すぐ間近にあると、ちょっと仕事をサボって遊びに行きたくなってしまいますね」




【里奈】

「で、ですよね！」

（よかった‥‥この人、話しやすい）




【冬哉】

「はい、到着しましたよ」




【里奈】

「あ‥‥」




【冬哉】

「ようこそ。三響ホールディングスの中枢、塔の頭脳、財を担う者たちの聖域へ」




　開かれたエレベーターの扉の向こうは、下の階の喧噪とはうって変わった、静寂に満ちていた。




【冬哉】

「そこが秘書課、そして奥が取締役のお部屋」




【里奈】

「ここが‥‥」




【冬哉】

「それじゃあ、頑張って下さいね」




【里奈】

「あ、神九条さんは？」




【冬哉】

「僕はこの上、最上階に用があるんだ」




【里奈】

「最上階‥‥」




【冬哉】

「またどこかで会うかもしれないね。同じグループの人間同士、仲良くやって行こうね」




【里奈】

「こ、こちらこそ！　よろしくお願いします」




【冬哉】

「ああ、そうそう。それから」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「この会社、周りはみんな神九条ばかりだから、呼ぶ時は下の名前で呼んだ方がいいと思うよ。みんなそうしているから」




【里奈】

「は、はい。ありがとうございます、冬哉さん」




【冬哉】

「うん。じゃあ、また」




　冬哉はそう言って、エレベーターの扉を静かに閉じた。




【里奈】

（神九条冬哉‥‥気さくな人。一応、覚えておいた方がいいかな？　今後、どこで会うかもわからないし）

「さて、と」




　広いガラス戸の向こうには、秘書課の女性らしい人たちが数人デスクについているのが見える。




【里奈】

「行く、しかないよね。よしっ！」




　里奈は息を深く吸い込み、１歩を踏み出した。

　その時だった──




【？？】

「おっ!?」




【里奈】

「えっ‥‥もごっ!?」




　何かが背後から里奈の口を塞いだ。




【里奈】

（な、何‥‥!?）




【？？】

「シーッ、静かにしろ。今みつかると面倒なんだよ」




【里奈】

（だ、誰!?）




【？？】

「いいか？　手離すから、静かにしてろ」




　里奈はコクコクと頭を縦に振って見せた。

　その動きに、口を塞いでいた何者かは里奈の体を引きずって、廊下の隅に移動した。




【？？】

「ここまで来りゃあ、平気だな？」




【里奈】

「むむむー！　むーっ！」




【？？】

「あ、悪ぃ悪ぃ」




【里奈】

「ぷはっ！　く、苦しかった‥‥」




【？？】

「んで？　お前、誰だ？」




【里奈】

「あ、あなたこそ誰ですか！　いきなり人の口を塞いで‥‥！　誘拐ですか!?」




【？？】

「数十センチの移動で誘拐なんて言われちゃ、たまんねぇよ。お前、俺のこと知らねぇのかよ」




【里奈】

「誘拐犯の知り合いなんて‥‥ん？」

（そう言われれば、どこかで見たような‥‥）




【秋善】

「俺の名前は神九条秋善。神九条不動産の代表取締役様だ」




【里奈】

「だ、代表って‥‥ああああっ!?」

（そ、そうだ！　この人、写真で見た‥‥私のターゲット!?）




【秋善】

「ああ？　なんだよ。文句あんのか？」




【里奈】

「い、いえ‥‥その。写真となんだか雰囲気が違うなぁと」




【秋善】

「写真？」




【里奈】

「あ、あの！　ホームページに載ってる！」




【秋善】

「ああ、あれか。あのなぁ、俺は会社の顔なわけ。お客様の前では、素敵な笑顔のひとつやふたつ、バンバン浮かべちゃうわけ。わかった？」




【里奈】

（そ、それにしたって‥‥間近で見ると迫力が違うというか‥‥）

「チンピラっぽい‥‥」




【秋善】

「あ？　なんか言ったか？」




【里奈】

「いえ！　なんでもありません！　あ、わ、私！　本日付けで秘書課に配属になりました、水之瀬里奈と申します。よろしくお願いいたします」




【秋善】

「ああ、新人か。ふ～ん？」




【里奈】

「え？」




　秋善は突然里奈の顎に指をかけると、そのままクッと上を向かせる。




【里奈】

「なんですか‥‥？」




【秋善】

「今度のは、中々上玉じゃねぇか」




【里奈】

「ち、近いです！」




【秋善】

「しっかり働けよ？　俺のために、な？」




【？？】

「取締役！」




【秋善】

「ヤベッ、じゃあな。新人！」




【里奈】

「あ‥‥！」




　秋善はそう言って里奈の額を指で弾くと、そのままエレベーターに飛び乗ってしまった。




【？？】

「ああ！　もう！　逃げられちゃった‥‥。こうなったら、根回しして入り口で捕獲するしか‥‥」




【里奈】

「あ、あの‥‥」




【？？】

「あら、貴方は‥‥」




【里奈】

「えっと‥‥私、今日からこちらでお世話になる‥‥」




【？？】

「水之瀬里奈さん？」




【里奈】

「えっ!?　は、はい！　そうです！」




【雪】

「やっぱり。さっき履歴書を見たのよ。私は三島雪。貴方と同じ、ここで秘書をしているの」




【里奈】

「三島さん‥‥」




【雪】

「雪でいいわ。ここの会社は、ファーストネームで呼び合う人がほとんどなの。覚えておくといいわ」




【里奈】

（そういえば、さっき冬哉さんもそんなようなことを‥‥）

「わかりました。お世話になります。よろしくお願いします」




【雪】

「よろしく。さっそく目をつけられたようね」




【里奈】

「さっそくって？」




【雪】

「取締役よ。あの人、本当に女の子には目がないんだから。気をつけてね、貴方可愛いから」




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥」




【雪】

「あら、謙遜しなくていいのよ。貴方みたいな子が入ってくれて、私とても嬉しい。男ばかりの職場じゃ、華がないものね」




【里奈】

「雪さん‥‥」




【雪】

「一緒に、いい仕事をしましょう」




【里奈】

「はい！　よろしくお願いします！」




【？？】

「いいわね、可愛い新人サンは。責任なんて考えず、結婚までの腰掛けにヘラヘラ笑っていればお給料が入るんですもの。羨ましいわ」




【里奈】

「え？」




　振り返ると、背の高い女性が腕を組んで立っていた。




【里奈】

（何？　この人‥‥）




【雪】

「夏妃子さん。おはようございます」




【夏妃子】

「新人を、紹介してはくれないの？」




【雪】

「失礼しました。里奈さん、こちら神九条夏妃子さん。うちの第一秘書をしている優秀な先輩よ」




【里奈】

「神九条‥‥？」




【雪】

「神九条金融の取締役、神九条秀明氏の奥様なの」




【里奈】

「なるほど‥‥。初めまして、夏妃子さん。私、水之瀬里奈です。今日からこちらの秘書課でお世話になります。よろしくお願いします」




【夏妃子】

「水之瀬‥‥ね。確かに、顔は可愛い子ね」




【里奈】

「あ、ありがとうござ‥‥」




【夏妃子】

「勘違いしないでね。私、アナタのようなお飾りの子、好きではないの」




【里奈】

「わ、私は‥‥！」




【夏妃子】

「口答えしないで。それから、私のことは様づけで呼ぶこと。いいわね？」




【里奈】

「さ、様‥‥!?」




【夏妃子】

「まったく。こんな部署に、５人も６人もいらないでしょう。余計な予算なんて、削ってしまえばいいのにね。優秀な人材が数人いればそれでいい。そうは思わない？」




【雪】

「相変わらず、夏妃子さんは手厳しい。彼女、今日入ったばかりなんですから、お手柔らかに頼みますよ」




【夏妃子】

「‥‥まぁ、せいぜい私の邪魔だけはしないことね。失礼」




　夏妃子はくるりと踵を返すと、エレベーターホールへと消えて行った。




【里奈】

（あれが、三響ホールディングス実質ナンバー２の奥さん‥‥）

（さすが権力者の妻って所かな。まるで、クイーンのような振る舞い‥‥）




　呆然とする里奈のすぐ側で、突然携帯電話の着信が鳴り響いた。




【雪】

「失礼。はい。はい‥‥わかりました。ありがとう。ついでです、変わっていただけますか？　里奈さん」




【里奈】

「は、はい！」




【雪】

「早速仕事よ」




　雪はそう言って、携帯電話を放り投げた。




【里奈】

「な、なんですか？」




【雪】

「最初の仕事よ。早く来い、って言ってあげなさい」




【里奈】

「あの、誰なんですか？　これ」




【雪】

「出ればわかるわ」




【里奈】

「‥‥？　もしもし？」




【秋善】

『‥‥チッ、お前を使うとは。悪い上司だな』




【里奈】

「取締役!?　一体、どこから‥‥？」




【秋善】

『受付で捕まった。ったく、三島は手回しがうますぎて引く』




【里奈】

「えっと‥‥雪さんから伝言です。早く来て下さい」




【秋善】

『へいへい。わかったよ。すぐ戻る。そう伝えろ』




【里奈】

「わかりました」




　電話はガチャンと切れてしまった。




【里奈】

「ゆ、雪さん。今の‥‥」




【雪】

「これから会議があるのよ。あの人、そういうかしこまった席、嫌いだから。特に今日は‥‥」




【里奈】

「今日は？」




【雪】

「‥‥いえ、なんでもないわ。ほら、エレベーターが戻ってきたわよ」




　雪さんの言葉にエレベーターの表示を見ると、41階に到着した所だった。




【秋善】

「まったく。うちの秘書ちゃんは、優秀で困る」




【雪】

「取締役。会議のお時間です。下の会議室まで、まいりましょう」




【秋善】

「へいへい。ここまで来たら、抵抗はしませんよ」




【里奈】

「あ、あの、それじゃあ私は‥‥」




【秋善】

「ついでだ、お前も来い」




【里奈】

「え？」




【雪】

「取締役！　彼女は今日入ったばかりの新人で‥‥！」




【秋善】

「だからだ。どうせつまんねぇ会議だ。華は多いに越したことはねぇよ」




【雪】

「しかし‥‥」




【秋善】

「仕事を覚えるのも新人の仕事だ。ついて来い」




【里奈】

「わ、わかりました！」




【秋善】

「いい返事だ。行くぞ」




【里奈】

「はい！」




　秋善に続き、里奈と雪もエレベーターに乗り込んだ。




【里奈】

「あれ‥‥？」




　エレベーター内には、既に先客がいた。それは、先ほど会った夏妃子と‥‥。




【？？】

「おや、秋善。朝から両手に華だね」




【秋善】

「うるせぇよ。クソ兄貴」




【里奈】

（兄貴‥‥!?　ってことはやっぱり‥‥！）




【？？】

「ご婦人方の前であまり汚い言葉は使わない方がいい」




【秋善】

「申し訳ございません、オニイサマ。お前と仲良く談笑なんてする気は、さらさらないんでね」




【雪】

「おはようございます、社長。こちら、今日から入った新人です」




【春樹】

「ああ、そうだったのか」




【雪】

「社長の神九条春樹さんよ」




【里奈】

（この人が、ナンバー１‥‥）

「は、初めまして！　水之瀬里奈です！　よろしくお願いします！」




【春樹】

「うちの会社は厳しいからね。しっかり頑張りなさい」




【里奈】

「ありがとうございます」




【秋善】

「俺の秘書にちょっかいかけんなよ」




【里奈】

「えっ!?」




　声を投げかけられると同時に、里奈の体が後ろに引きずられた。

　顔を上げると、すぐ真上に秋善の顔があった。




【秋善】

「こいつは俺の秘書だから。お前には、指１本触れさせねぇよ」




【里奈】

「取締役!?」




【夏妃子】

「さすがね、アキ。お手の早いこと」




【秋善】

「お褒めに預かり光栄だ、姉貴」




【夏妃子】

「せいぜい頑張りなさい。参りましょう」




【春樹】

「ああ、失礼」




　社長はそう言って、エレベーターから下りて行った。




【秋善】

「ケッ‥‥」




【里奈】

（すごい空気‥‥これが、トップ企業‥‥三響ホールディングス‥‥）

（気合いを入れ直さないと‥‥飲まれてしまいそう）




　下のフロアに下りた里奈が通されたのは、大会議室だった。

　今日は５年計画とされている大きな企画の、決定会議の日。

　今日の会議が通れば、この計画が本格的なものとして動き始める。大切なものらしいと雪が教えてくれた。




【里奈】

（って、挨拶もそこそこの新人に、いきなり議事録をつけろなんて‥‥まったく、無茶な会社‥‥）




【社員】

「と、というわけで‥‥今回の総合都市計画を『ゴッドパレス銀座』と銘打ち、今後計画を遂行して行こうと、か、考えておりましゅっ！」




【里奈】

（噛んだ‥‥）

（無茶ぶりなのは、私にだけじゃないってことか‥‥可哀想。あっちも新人かな？　震えちゃって‥‥）




【社員】

「な、なな何か！　質問がありましたら‥‥！」




【常務】

「申し訳ないが、この都市計画の必要性がわからない。ＯＫとは言えないな」




【社員】

「そ、それにつきましては、先にもご説明しました通り‥‥！」




【常務】

「いくらうちに儲かっていると言っても、先の見えないビジネスに捨て金を出すほど、酔狂で動いているわけではない」




【里奈】

（バッサリ‥‥）

（大会社のトップともなると、ビジネスはシビア‥‥か。これは私が動かなくても、あんな‥‥）




【秋善】

「あー‥‥ダッリィ‥‥」




【里奈】

（あんな取締役なら、自滅する可能性も‥‥）




【秋善】

「あー、ちょっといいか？」




【里奈】

「えっ!?」




【常務】

「な、なんでしょうか？」




【秋善】

「お前なぁ、準備はちゃんとしとけっつったろうが」




【社員】

「も、申し訳ありません」




【里奈】

（みんなの前で部下を叱るなんて‥‥まぁ一応上司ならこういう手法もあるんだろうけど‥‥）

（一体、何を考えて‥‥）




【秋善】

「謝罪なんかいらねぇよ。いいか、よく聞け？　会議の準備っつーのは、お綺麗なプレゼン資料を作ることじゃねぇんだよ。見た目がそんなに大事なら、専用のデザイナー雇った方が、なんぼかマシだ」




【社員】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「お前がこの資料を作ったのは、なんのためだ？」




【社員】

「そ、それは‥‥社長に、今回の計画について、許可をいただくために‥‥」




【秋善】

「あのなぁ。そうじゃねぇだろ？　俺の許可が必要なら、お前は何をすりゃあいいんだよ」




【社員】

「それは‥‥この企画の素晴らしさを、社長にわかってもらって‥‥」




【秋善】

「わかってんじゃねぇか」




【里奈】

「あ‥‥」

（そうか、今のプレゼンでは、ただ必要な予算とそれに見合う計画かどうかということしか紹介されていなかった‥‥）

（切り口を変えて魅せない限り、会議はここで終わる‥‥）




【秋善】

「もう１回、やってみろ」




【社員】

「は、はい！　皆様、今しばらくお時間をいただきます！」




　それからの社員のプレゼンは、見違えるようだった。

　はっきりとした主張、分析、いかにこの計画が素晴らしく、お金を生むものかがしっかりと説明されていった。




【里奈】

（へぇ‥‥肩書きは伊達じゃないってことか）




　会議は着々と進み、『ゴッドパレス銀座』計画の本格的な準備態勢が整えられることとなった。




【里奈】

「はー‥‥やっとお昼か‥‥」




　里奈は明太子のクリームスパゲッティが乗った皿をテーブルに置きながら、大きなため息をついた。




【里奈】

（さすが、超大手企業様の社員食堂。一流ホテル並みのクオリティと品揃え‥‥）




　立ち上るバターの香りと、つややかなクリームの絡んだパスタはただでさえ空腹の里奈の胃を刺激してくる。




【里奈】

（食事の時間だけが、安息の時って感じ‥‥）




　あつあつのパスタにフォークを差し込んだ時、ポケットの中で携帯電話が震えた。




【里奈】

「誰‥‥？」




　そこには、１通のメールが届いていた。




【里奈】

「ジョージ‥‥」




　里奈は周囲を確認すると、机の下に隠すようにメールを開いた。




【ジョージ】

「今晩、初日の報告をしろ」




【里奈】

（やっぱり、そうなるよね‥‥了解、っと）




　メールを送信し息をついた次の瞬間、再び手の中の携帯電話が震えた。




【里奈】

「へ、返信!?　早い‥‥あれ？」




　携帯に目を落とすと、それはメールではなく電話の着信だった。




【里奈】

「も、もしもし？」




【？？】

「俺だ」




【里奈】

「その声‥‥取締役!?　どうしてこの番号‥‥」




【秋善】

「自分の秘書の携帯の番号くらい、調べられなくて何がボスだ」

「お前、今どこにいる？」




【里奈】

「食堂ですけど‥‥」




【秋善】

「今すぐ俺の所に来い」




【里奈】

「す、すぐですか？　私、今食事を‥‥」




【秋善】

「今すぐだ。早くしろよ」




【里奈】

「あ‥‥」




　電話はこちらの返事を待たずに、ブツリと鈍い音をたてて途切れた。




【里奈】

「うう、私のご飯が‥‥」

「仕方ない‥‥」




　里奈は食器を片付けると、すぐにエレベーターホールへ向かった。




【里奈】

「失礼します」




【秋善】

「おう、来たか」




　オフィスに足を踏み入れると、秋善がデスクの上に足を投げ出してふんぞり返っていた。




【里奈】

「ご用でしょうか？」




【秋善】

「用がなくちゃ、呼んじゃダメなのか？」




【里奈】

「からかわないで下さい」




【秋善】

「そうツンケンすんな。べっぴんさんが台無しだぜ？」




【里奈】

（私は、この人を脱落させなくちゃいけない‥‥まずは、なるべく言うことを聞いて仲良くなるのが最優先‥‥）

（でも、こんな人と一体どうすれば‥‥）




【秋善】

「まぁいい」




　秋善は足を下ろして組み直すと、里奈をまっすぐにみつめた。




【秋善】

「今日の議事録、見させてもらった。よくできていた」




【里奈】

「ほ、本当ですか？」




【秋善】

「ああ。いきなりほっぽり出されたわりには、整理されていた。お前、才能はあるみてぇだな」




【里奈】

「才能‥‥？」




【秋善】

「秘書の、才能だ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「どうした？」




【里奈】

「いえ‥‥褒めていただけるとは、思っていなかったので。少し、驚きました」




【秋善】

「必要以上のおべっかは嫌いだ。だがな、必要な言葉は惜しみなく言うぜ。俺はな」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「『ゴッドパレス銀座』計画について、概要は把握したな？」




【里奈】

「え？　ええ‥‥先ほどの会議で、大方」




【秋善】

「いい返事だ。今回の計画、どう思う？」




【里奈】

「どう？」

（こういう時、どう言えば正解なの‥‥？　失敗するかもしれない‥‥そうすれば、私の任務は‥‥）




【秋善】

「好きに言ってみろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「誰が偉いとか、取締役がどうとか、三響ホールディングスがなんだとか、んなこと考えねぇで、自分の意見を言え」




【里奈】

「自分の、意見‥‥？」




【秋善】

「俺は、一緒に仕事をする人間にはいつでも本音で向かってもらいたいと思ってる。そんな時に１番邪魔なもんは何か、わかるか？」




【里奈】

「邪魔なもの‥‥」




【秋善】

「立場だよ」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「守らなきゃならんもん、プライド、功名心、そんなもんに邪魔されて、みんな本音が言えなくなっちまう。そんなくだらねぇもんのせいで、おもしれぇ企画を生むチャンスがなくなっちまうなんてアホみたいだろ？」




【里奈】

（驚いた‥‥この人、案外ちゃんと‥‥）

（‥‥そうだ。目的はあるけれど、マニュアルがあるわけじゃない。私は私の考えで行動する‥‥ただそれだけ！）

「そう‥‥ですね。そう思います」




【秋善】

「わかったら、さっさと言ってみろ」




【里奈】

「‥‥素人意見ですが、素敵な計画だと思いました。特に、高齢者に配慮した町づくりというのは、素晴らしい発想だと思います」




【秋善】

「俺らだって、ほっといても歳は取るってこった。んな時、寒い家でひとりになるより町に出て遊べる場所があった方が、人生楽しいじゃねぇか」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「俺は今回のプロジェクトで、この三響ホールディングスのトップに立つ。王座を俺のもんにするために、何がなんでも成功させる。お前にもしっかり働いてもらうからな。覚悟しとけ？」




【里奈】

「は、はい！　私、頑張ります！」

（やる気ない人なのかと思ってたけど、さっきの会議といい、今といい‥‥仕事に関しては真面目なんだ）

（それだけ、今回のプロジェクトには本気ってことなのかな‥‥）




【秋善】

「さて、そこでだ」




　秋善はゆっくり立ち上がると、里奈の前に立ちふさがった。




【秋善】

「次の仕事を、命じたい」




【里奈】

「は、はい！　なんでしょう？」




【秋善】

「そうさねぇ‥‥」




【里奈】

「え？」




　秋善は左手を里奈の腰に回すと、反対の手で顎をとらえて上を向かせた。




【里奈】

「なっ!?　何を‥‥っ!?」




【秋善】

「この前の続き、するか？」




【里奈】

「この前って‥‥!?」




【秋善】

「俺ら、挨拶のチューもまだだろ？」




【里奈】

「挨拶って!?」




【秋善】

「外国じゃ当たり前だ。そう意識すんなって」




【里奈】

「む、無理です！　ここは日本です！」




【秋善】

「業務命令だとしても？」




【里奈】

「セクハラって言うんですよ！　そういうの！」




　体の間に腕をねじ込み、里奈はなんとか秋善の体を引きはがそうとするが、力の差は歴然で‥‥。




【秋善】

「嫌なのか？」




【里奈】

「そ、そういう問題じゃありません！」




【秋善】

「じゃあ、どういう問題なんだ？」




【里奈】

「そういうのは、気軽にやってはいけないことだと思いますし‥‥」




【秋善】

「気軽じゃなきゃいいのか？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前のこと、身も心も愛してやるっつったらいいわけ？」




【里奈】

「そういうことすぐ言うのが、気軽だって言ってるんです！」




【秋善】

「じゃあ、膝の上に乗れ」




【里奈】

「は、い？」




　秋善はそんなことを言いながら、広いデスクの上に腰掛けた。

　すぐ目の前で、長い足が組まれる。




【秋善】

「ほら、来いよ」




【里奈】

「あ、あなたねぇ‥‥」




【秋善】

「社長にサービスしろよ、それがお前の業務だろ？」




【里奈】

「そんなの‥‥業務外に決まってるじゃないですか！」




【秋善】

「なら、手当てをつけようじゃねぇか」




【里奈】

「えっ!?」




　秋善は高らかに叫び声を上げると、胸元から札束を取り出しそれを天高く放り上げた。

　紙テープが途中で千切れ、２人の頭上を万札が舞う。




【秋善】

「さぁ、業務命令だ」




　呆然としている里奈の腕を掴み、秋善は勢いよく引き寄せた。




【里奈】

「あっ!?」




　反転する体が、机の上に押し付けられる。

　見上げる形で天井と、秋善の顔が目に飛び込んで来た。

　押さえつけられた両手首に、秋善の指が絡み付いて痛む。
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【里奈】

「こ、声を出しますよ!?」




【秋善】

「出せば？　ここは完全防音。外には何も聞こえねぇよ」




【里奈】

「やめて下さい！　こんなこと、したくない！」




【秋善】

「今は嫌でも、じきによくなる」




【里奈】

「なっ‥‥!?」

（やだ‥‥こんなの、絶対に嫌‥‥っ!!）




　里奈はありったけの力を込めて、捕らえられた手首を引き抜いた。




【里奈】

「嫌っ！」




【秋善】

「なっ!?」




　里奈は自由になった片手を振り上げると、それを勢いよく振った。

　パンと、何かが弾ける音がして、男の目が揺れる。




【秋善】

「お前‥‥」




【里奈】

「いい加減にして！　権力があるだかなんだか知らないけど、こんなことで女を自由にできると思ったら大間違いよ！　男なら‥‥。男なら、実力で惚れさせれみなさいよ！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥あれ？」

（し、しまった！　ターゲットひっぱたいてどうするのよ、私！　ここは大人しく言うことを聞いて、仲良くしておけば‥‥）

（ああ、でも‥‥好きでもない男の人となんて絶対無理！）




【秋善】

「お前‥‥」




【里奈】

（どうしよう‥‥上司を叩いちゃったわけだし、ここは一応謝った方が‥‥）

「‥‥申し訳ありません」




【秋善】

「謝るなら最初からすんなよ」




【里奈】

「一応、謝っただけです。叩かれたくなかったら、最初からしないで下さい」




【秋善】

「まったく‥‥予想外におもしろい新人が入ったようだな」




　秋善はくつくつと小さな笑い声を漏らしている。




【里奈】

「い、いいから、そこ。どいて下さい」




【秋善】

「嫌だね」




【里奈】

「な‥‥っ!?」




【秋善】

「たまには、こんな趣向もおもしろい」




【里奈】

「たまにはって‥‥？」




【夏妃子】

「失礼」




　その時、扉がノックされ夏妃子が室内に入って来た。




【秋善】

「入っていいとは言ってねぇぞ」




【里奈】

「あ‥‥っ！」




【夏妃子】

「お楽しみ中の所ごめんなさい。そっちの新人に、仕事をさせたいのだけれど」




【秋善】

「あとで返せよ」




【夏妃子】

「‥‥早く来なさい」




　夏妃子は机の上に倒れ込む里奈を一瞥すると、部屋をあとにした。




【秋善】

「だ、そうだ。行け」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「ああ、そうだ」




　緩んだ襟元を直して体を起こした里奈の腕を、秋善は軽く掴んで引き寄せた。




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺はお前を気に入った。ゆくゆくは、自分から俺に抱かれたいと思わせる」




【里奈】

「そんな‥‥」




【秋善】

「俺が直々にしつけてやる。覚悟しろよ？」




【里奈】

「し、失礼します！」




【秋善】

「へいへい。‥‥おもしろくなりそうだ」




【里奈】

「も、戻りました‥‥」




【雪】

「おかえりなさい。お疲れ様です」




【里奈】

「お疲れ様です」




【夏妃子】

「何をやって疲れたのか知らないけど、仕事はちゃんとやりなさいよ」




【里奈】

「‥‥申し訳ありません」




【？？】

「夏妃子」




【里奈】

「ん？」




　ふいに入り口の扉が開き、ひとりの男がやって来た。




【？？】

「行くぞ」




【夏妃子】

「わかってるわよ。それじゃあ、お先」




【雪】

「お疲れ様です」




【里奈】

「え!?」




　夏妃子は鞄を持つと、そのまま男と共に秘書室をあとにした。




【里奈】

「雪さん。今のは‥‥」




【雪】

「神九条秀明さん。夏妃子さんの旦那様よ」




【里奈】

「あれが‥‥。なんだか、怖そうな人でしたね」




【雪】

「こらこら。めったなことを言うものじゃないわ。鬼のように仕事ができる、という意味では怖い人かもね」




【里奈】

「そうなんですか‥‥。あの、夏妃子‥‥様は、もう帰っちゃったんですか？」




【雪】

「そうよ。あの人は、ここの治外法権みたいな存在だからね」




【里奈】

「そんな‥‥」




【雪】

「ちなみに、私たちには業務がたっぷり残されております」




【里奈】

「ええっ!?」




【雪】

「会議資料整理、通常業務に加えて、来週行われるパーティーの招待状作成、スケジュール確認、それから‥‥まだ続ける？」




【里奈】

「いえ、結構です‥‥私は何をすればいいですか？」




【雪】

「そうね。じゃあ、メールの打ち方を教える所から始めましょうか」




【里奈】

「よろしくお願いします！」




【雪】

「今夜は残業になるかもしれないわね‥‥」




【里奈】

（はー‥‥。とりあえず、変なことにならなくてよかった‥‥）

（これからは気をつけて行動しないと‥‥）

「‥‥あれ？　そう言えば、何か忘れてるような‥‥」




【雪】

「里奈さん？　どうしたの？」




【里奈】

「い、いえ！　なんでもありません！　よろしくお願いします！」




　夏妃子に言いつけられた仕事は膨大で、雪の予想通り初日からいきなりの残業コースとなっていた。




【里奈】

「‥‥こうして、こう！　できた！」




【雪】

「さすが里奈さん。飲み込みも早いけど、仕事も早いわね」




【里奈】

「ありがとうございます！　でも‥‥」




　パソコンのソフトを立ち上げて、今日のタスクリストを表示させてみる。

　ようやく半分。時計の針は既に午後９時を指している。




【里奈】

（終電ギリギリまでねばれば、終わるかな‥‥）

「秘書って、大変な仕事なんですね‥‥」




【雪】

「そうよ。笑ってお茶いれてればいいなんて仕事じゃないんだから」




【里奈】

「今の、夏妃子様の真似ですか？　今の、すごく似てました」




【雪】

「本人には内緒ね？　結構練習したんだから」




【里奈】

「ふふっ、も～。雪さんったら」




【雪】

「夏妃子さんも、色々大変みたいだけどね。秘書の仕事が大変なのは、あの人が１番わかってるはずなんだけど‥‥」




【里奈】

「え？　それって‥‥？」




【春樹】

「おやおや、美人が２人で残業かい？　ひどい会社があったものだね」




【里奈】

「あっ！　あなたは‥‥!?」




【雪】

「社長‥‥」




【春樹】

「おっと、今の言葉はセクハラ扱いになってしまうのかな？」




【里奈】

「い、いえ‥‥そんなことは‥‥」

（現在最有力候補の、社長‥‥私のターゲットではないけれど、まだ情報が少なすぎる。うかつに動かない方が得策‥‥？）




【春樹】

「ちょうどよかった。今、お客さんにもらったばかりなのだけれど‥‥」




　春樹はそう言いながら、白い箱を雪のデスクの上に置いた。




【里奈】

「なんですか？　それ」




【春樹】

「はるはる堂のマーメイドロールケーキ」




【里奈】

「ええっ!?あの、１日限定15個の幻の絶品ロールケーキですか!?」




【雪】

「あら、詳しいのね」




【里奈】

（前の職場でよく差し入れにもらってたから‥‥とは言えないよね）

「甘いものは、大好きなんです‥‥」




【雪】

「へぇ～。じゃあ、今度オススメのお菓子を教えてもらおうかな？」




【里奈】

「任せて下さい！　ご案内しますよ！」




【雪】

「ありがとう、楽しみだわ」




【里奈】

「あれ‥‥？」

（雪さんって、こんなにテンション高い人だったかな‥‥？）




【春樹】

「喜んでもらえたなら嬉しいよ。もらったのはいいが、こんなに食べられないからね。君たちが残っていてくれてよかった」




【雪】

「で、では、休憩にしましょうか。里奈さん、お茶をいれてきてもらえる？」




【里奈】

「は、はい！」




【春樹】

「遅くまで大変だと思うが、引き続き頑張ってくれ」




【雪】

「よろしければ、社長もご一緒にいかがですか？」




【春樹】

「せっかくの誘いだが、このあと約束があるんだ。私はこれで、失礼するよ」




【雪】

「では、エントランスまでお送りいたします」




【春樹】

「そうかい？　では、お言葉に甘えて。お願いするよ」




【里奈】

（ん？　もしかして、雪さんて社長のこと‥‥）




【雪】

「ちょっと行って来るね。里奈さん」




【里奈】

「あ、はい！　了解です」




　雪は春樹のあとを追い、エレベーターホールへと向かった。




【里奈】

「‥‥はぁ、ちょっと緊張した。さすが現トップは落ち着いてるというか‥‥一応、あの人のことも調べておいた方がいいよね。これから、どう関わるかわからないわけだし‥‥」

「‥‥まずは、目の前を仕事を終わらせないと。クビになるわけにはいかないもの。っと、その前にお茶お茶！」




　里奈はコーヒーを２人分用意するため、給湯室へ向かった。




　結局、その日のタスクが全て片付いたのは終電ギリギリの時刻だった。




【雪】

「お疲れ様。遅くなっちゃったわね」




【里奈】

「でも、今夜中に終わってよかったですね」




【雪】

「そうね。優秀な新人が来てくれて、助かっちゃった」




【里奈】

「いえ、私はまだまだ‥‥これから頑張ります」




【雪】

「よろしく頼むわ。本当なら、これから歓迎会といきたいのだけれど‥‥」




【里奈】

「いえ、そんな‥‥ケホッ」




　その時、里奈の顔に白い煙がかかった。

　思わずむせた里奈が顔を上げると、ビルの物陰に見知った男の顔が見えた。




【ジョージ】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥あっ!!」




【里奈】

（しまった‥‥すっかり忘れてた！　今日、ジョージに夜報告をするって話だったんだ‥‥！）




【雪】

「どうかした？」




【里奈】

「い、いえ、なんでもありません！」




【雪】

「もう時間も遅いし‥‥私も少し用があるから、歓迎会はまた今度ゆっくり」




【里奈】

「ええ、是非。よろしくお願いします」




【雪】

「お疲れ様」




【里奈】

「お疲れ様です！」




　雪の姿が見えなくなるまで、里奈は頭を下げ続けた。




【ジョージ】

「遅ぇよ」




　ジョージがそう言いながら、里奈の顔に煙を吹きかけた。




【里奈】

「ケホッ！　ケホッ!?　な、何すんのよ!?」




【ジョージ】

「オレをこんだけ待たせたんだ。その罰」




【里奈】

「あ、あのねぇ‥‥！」




【ジョージ】

「ははっ、うるせー口は塞ぐぞ」




　その時、里奈の腰をジョージが後ろから抱き寄せた。

　バランスを崩した里奈は、男の胸元にもたれるようにして立ち止まる。




【里奈】

「ご、ごめんなさい！　私、今日残業があることを伝えるの、忘れて‥‥」




【ジョージ】

「んなこったろうと思った。まぁ、初日からそんだけのこと任されるってのは、まずまずのできなんじゃねぇの？」




【里奈】

「だったらいいんですけど‥‥」




【ジョージ】

「ああ、できなさすぎて残業させられたって可能性もあんのか」




【里奈】

「そ、そんなんじゃない！」




【ジョージ】

「だといいんだがな。さて、今日の成果を‥‥ん？」




【里奈】

「‥‥どうしたの？」




【ジョージ】

「どうやら、今日の任務はまだ終わってないようだな」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「しっかりな」




【里奈】

「あ、ちょ、ちょっと!?」




　ジョージは里奈の肩を叩くと、路地裏の方へ走って行ってしまった。




【里奈】

「何よあれ‥‥」




【秋善】

「ひとりごとか？」




【里奈】

「きゃあっ!?」




【秋善】

「でっけぇ声出すな！　びっくりすんだろうが！」




【里奈】

「秋善さん!?」




　振り返ると、そこには秋善が立っていた。




【秋善】

「お前、まだいたのか」




【里奈】

「まだいたのかってひどい‥‥」




【秋善】

「お前、今夜暇か？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「今晩、どうだって聞いてんだよ」




【里奈】

（ど、どうって言われても‥‥）

「特に予定はありません」




【秋善】

「それは、いいということだな？」




【里奈】

「それとこれとは話が別です」




【秋善】

「なんだそりゃ」




【里奈】

「とにかく、もうこんな時間ですし。電車もなくなっちゃうので、失礼します」




【秋善】

「へいへい。まぁ、こんなすぐ落ちちゃつまんねぇしな」




【里奈】

「すぐも何も落ちません」




【秋善】

「おっと、待ちな」




　秋善はそう言って、里奈の腕を強く掴んだ。




【里奈】

「な、なんですか！」




【秋善】

「飯くらい、いいだろ？」




【里奈】

「はい？」




【秋善】

「ひとりで食っても味気ねぇ。付き合え」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「帰りは俺のハイヤーで送ってやる。それとも、残業代が必要か？」




【里奈】

「け、結構です！　い、行きますよ！」




【秋善】

「へいへい。あんがとさん。行くぞ」




　里奈の腕を引きずるようにして、里奈は秋善の車に案内された。




　秋善に連れられたのは、高級焼肉店の個室だった。




【里奈】

「さすがセレブは夕飯もゴージャスですね」




【秋善】

「お前はいちいち嫌味言わなきゃ飯が食えねぇのか？」




【里奈】

「そういう取締役だって、いちいちセクハラしなくちゃご飯食べられないんですか？」




【秋善】

「うるせぇよ。ほら、こっちの肉焼けてんぞ」




【里奈】

「お肉焼くタイミングくらい自分で‥‥」




　里奈の言葉を完全に無視して、秋善は取り皿にどんどん肉を重ねて行く。




【里奈】

「こんなに食べられませんよ！」




【秋善】

「いいから食え。金を出してんのは俺なんだ。俺の好きにする」




【里奈】

「もう、めちゃくちゃ‥‥」




【秋善】

「うまいだろ？」




【里奈】

「‥‥まぁ、お肉はおいしいです。いい雰囲気のお店ですね。さすが取締役です」




【秋善】

「ここは、夜中でもやってるし個室もあるし、ゆっくり飯が食いたい時によく使ってる」




【里奈】

「夜中って‥‥？」




【秋善】

「こう見えても多忙な身なんでね。仕事に集中すると、飯食うの忘れちまうんだよ」




【里奈】

「‥‥よくないですよ。そういうの。体壊します」




【秋善】

「わかってるが、どうにも性分でね」




【里奈】

「上に倒れられたら、下はどうすればいいんですか」




【秋善】

「なるべくそうならんようにするさ。それとも‥‥」




【里奈】

「ふぐっ!?」




　秋善は箸でつまんだ特上カルビを、里奈の口に無理矢理押し込んでニッと笑った。




【秋善】

「お前が、毎晩食事を監視してくれるってんなら、考えてもいいぜ？」




【里奈】

「‥‥んっ」

「か、考えておきます」




【秋善】

「え!?　ま、まじか!?」




【里奈】

「なんで驚くんですか！　取締役が言ったんじゃないですか！」




【秋善】

「いや、そんな風に言われると思ってなかったから‥‥。びびった」




【里奈】

「‥‥まともなお願いなら、聞きますよ。全部了承するつもりはありませんけど。聞くくらいなら‥‥」




【秋善】

「お前‥‥。はっはっは！　お前、本当におもしれぇ女だな。おもしれぇ。どんどん食え！」




【里奈】

「言われなくてもいただきます！」

（変な感じ‥‥でも、ターゲットに近づくのは悪いことじゃないはず‥‥）

（悪いことじゃ‥‥）




【秋善】

「あん？　なんだよ」




【里奈】

「な、なんでもありません。このお肉、もらいますね」




【秋善】

「あっ、お前。１番いい肉取りやがって！」




【里奈】

「焼き肉は戦争なんです」




【秋善】

「クソッ、負けねぇぞ！」




【里奈】

（変なの。楽しい‥‥なんて）




　こうして、２人は焼き肉を心ゆくまで堪能したのだった。




【秋善】

「出してくれ」




【運転手】

「かしこまりました」




【里奈】

「はー！　本当においしかったです！　ごちそうさまです！」




【秋善】

「ったく、俺の誘いには渋い顔するくせに、こういう時はいい顔で笑うのな。お前」




【里奈】

「そ、そうですか？　普通です」




【秋善】

「なら結構だ。そっちの顔の方が、俺は好きだぜ」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます。なら、ずっとこういう顔でいられるよう、ご協力をお願いします」




【秋善】

「言うねぇ？」




　秋善はニッと微笑むと、そのまま里奈の膝の上に倒れ込み、仰向けのまま頭を彼女の足に乗せた。




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「うるせぇ。ちょっと静かにしてろ」




【里奈】

「で、できませんよ！」




【秋善】

「肉おごってやったんだから、こんくらいは我慢しろ」




【里奈】

「我慢って‥‥ちょっとだけですよ」




【秋善】

「‥‥いいのかよ」




【里奈】

「ご飯をおごってもらったのは事実ですし、このくらいなら。お礼です」




【秋善】

「なるほどな。これじゃあ、焼き肉もう１回くらいおごってやんねぇとな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「焼き肉１回でこの膝は、高すぎる。つりが出ちまったよ」




【里奈】

「そんなの、いいですから‥‥」




【秋善】

「とりあえず、黙ってろ」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「飯食ったら眠くなった。ちょっと、休ませろ。業務命令」




【里奈】

「‥‥かしこまりました」




　そう言って目を閉じた秋善は、すぐに穏やかな寝息をたて始めた。




【里奈】

（寝ちゃった‥‥）

（本当、変な人‥‥）




　気がつくと、里奈は無意識に男の前髪を撫でていた。




【里奈】

「送っていただき、ありがとうございました」




【秋善】

「気にすんな。こっちも、飯に付き合わせたしな」




【里奈】

「気をつけて下さいね」




【秋善】

「おう。また、明日な」




【里奈】

「はい。では‥‥」




【秋善】

「ああ、そうだ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前の仕事、丁寧で見所があると思う。明日から、しっかり働けよ。俺のために」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




【秋善】

「おやすみ」




　挨拶を合図に、秋善を乗せた車は静かに発進した。




【里奈】

「おやすみなさい‥‥。はぁ。なんか、どっと疲れた」




【ジョージ】

「初日から送迎とは、さすが。男を手玉に取るのはお手のものか？」




　声をかけられた方に視線を向けると、そこにはジョージの姿があった。




【里奈】

「ジョージ‥‥あなた、いつからそこにいたの？」




【ジョージ】

「さぁね。お前には関係ないだろ？」




【里奈】

「関係ある。ここは私の家なのよ」




【ジョージ】

「俺が用意してやった‥‥な」




【里奈】

「報告なんてメールでもいいでしょう？　こんな所で待たれると、近所迷惑なの」




【ジョージ】

「いいだろうー？　直接聞くほうが手っ取り早いんだよ、早くしろ」




【里奈】

「‥‥いきなり抱かれそうになって、断った」




【ジョージ】

「は？　何やってんだよ、お前！　そこはＯＫする所だろ!?」




【里奈】

「枕は主義じゃないの」




【ジョージ】

「わかってんのか？　あいつに不利な情報を手に入れるためには、手段なんか選んじゃいらんねぇんだよ」




【里奈】

「私には私の主義がある」




【ジョージ】

「金のためでも、か？」




【里奈】

「誇りを忘れたら、人間はただの動物と同じよ」




【ジョージ】

「‥‥フンッ、言うじゃねぇか。せいぜいその誇りとやらが、お飾りでないことを願うぜ」




　ジョージはそう言うと里奈の顎を掴んで引き寄せ、近づいた胸元に１本のペンを差し込んだ。




【里奈】

「何、これ‥‥」




【ジョージ】

「デジカメだと、何かとやり辛いだろ。小型のカメラが仕込んである。必要なら使え」




【里奈】

「‥‥ありがとう」




【ジョージ】

「目的を忘れんなよ。あの男を失脚させるためなら、なんでもやれ。できること、全てだ。いいな？」




【里奈】

「‥‥わかってる」




【ジョージ】

「期待してるからな」




　ジョージはクシャっと里奈の頭を撫でると、そのまま帰路についた。




【里奈】

「期待‥‥ね」




　胸元に光るペン型のカメラを見つめながら、ぼんやりと秋善の顔を思い浮かべてみる。

　あの男を失脚させる。自分に伸し掛る責任の重さに、里奈は改めてため息をついた。








第２章









【雪】

「里奈さん。どう？　進んでる？」




【里奈】

「雪しゃん……」




【雪】

「だ、大丈夫？　なんだか、げっそりしてるみたいだけど‥‥」




【里奈】

「大丈夫です。今過去のデータに目を通していて‥‥」




【雪】

「あーあ、目が真っ赤になってる。目薬は？」




【里奈】

「も、持ってません‥‥」




【雪】

「もう、仕方ないわねぇ」




　雪はそう言いながら、自分のデスクの１番下の引き出しから新品の目薬を取り出して里奈に差し出した。




【里奈】

「これ‥‥」




【雪】

「そんなウサギみたいな目でお客様の対応をするつもり？」




【里奈】

「すみません‥‥」




【雪】

「いいのよ。あなたは。よく頑張っているわ。入りたてで、慣れないことも多いのに細かい所までよく気がつく。でも、ちょっと頑張りすぎかな」




【里奈】

「ご、ごめんなさい‥‥。初めての仕事だから、色々覚えることが多くて‥‥」




【雪】

「あなた、前は確か‥‥」




【里奈】

「あっ！　えっと、その‥‥！」




【雪】

「飲食店で接客業をしてたのよね？　アルバイト？」




【里奈】

「そ、そうなんです！　このままフリーターっていうのも、厳しいかなと思って！」

（そうだった！　履歴書はジョージが用意してくれて‥‥う、嘘はついてない。嘘はついてない！）




【雪】

「そっかぁ。じゃあ、不安なのも尚更だよね。わからないことがあったらなんでも聞きなさいね」




【里奈】

「はい！　ありがとうございます！」




【秋善】

「なんだよ、楽しそうじゃねぇか？」




【里奈】

「ひゃあっ!?」




　突然息を吹きかけられ、里奈は耳を押さえて振り返った。

　自分の顔のすぐ真横に、秋善の唇がある。




【秋善】

「よっ。なんだ今の妙な声は。どうせなら、もっと色気のある声で啼けよ」




【里奈】

「い・や・で・す！」




　里奈は秋善の頬をぐいぐい押さえ、遠ざけながら笑顔を作った。




【雪】

「ちょ、ちょっと！　里奈さん!?」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「ああ、いいっていいって」




【雪】

「し、しかし‥‥」




【秋善】

「ったく、相変わらずつれねぇなぁ。そういう所も、魅力的だと思うけどな？」




【里奈】

「仕事して下さい」




【秋善】

「仕事より、俺とイイコトしちゃわない？」




【里奈】

「検討させていただきます」




【秋善】

「えっ!?　マジ!?」




【里奈】

「いいとは言ってません。あくまでも検討するだけですから」




【秋善】

「いやいやいや！　そういう地道な１歩が大事なんだって！　こういうのは！」




【里奈】

（テンション‥‥上がりすぎ‥‥）

「取締役」




【秋善】

「なんだ？」




【里奈】

「見ればわかりますよね？　仕事中なんです。あとにして下さい」




【秋善】

「あとならいいのか？」




【里奈】

「少なくとも、雑談は休憩中にして欲しいです」




【秋善】

「へぃへぃ。まぁ、せいぜい俺のために働いてくれ」




　秋善はヘラヘラと笑いながら、社長室へ入っていった。




【里奈】

「まったく。油断も隙も‥‥ん？」




【雪】

「あなた‥‥」




【里奈】

「どうしたんですか？　雪さん？」




【夏妃子】

「驚いた。アキがあそこまで言われて黙ってるなんて、雨でも降るのかしら？」




【里奈】

「え？」




【雪】

「取締役は‥‥確かに色々困った人だけど、自分を否定されるのは大嫌いな人なのよ」




【里奈】

「否定だなんて！　そこまでは‥‥」




【雪】

「うん。もちろん冗談だってことはわかってるんだけど」




【夏妃子】

「その冗談もなかなか許さないのが、あの男なのよ」




【里奈】

「そ、そうなんですか？　とてもそんな風には‥‥」




【雪】

「だから、驚いてるのよ。貴方、よっぽど気に入られちゃったみたいね」




【里奈】

「あ、あはは‥‥」

（あんまり実感ないというか‥‥あの人は誰にでもあんな感じなのかなって思ってたから、結構意外というか‥‥）




【夏妃子】

「まぁ、あまり調子に乗らないことね。痛い目を見るのは、大抵の場合は女の方よ」




【里奈】

「え？　は、はい！　気をつけます！」




【夏妃子】

「無駄口叩いてる暇があるなら仕事をしなさい」




　夏妃子は里奈の目を見ないままそう言い放つと秘書室を出て行った。




【里奈】

「夏妃子様って、あんまり秘書室にいませんよね」




【雪】

「ああ、あの人は副業がメインみたいな所あるからね」




【里奈】

「副業？　副業なんて‥‥いいんですか？」




【雪】

「いずれわかる時も来るわ。彼女は‥‥特別なのよ」




【里奈】

「‥‥？」




【雪】

「さぁ、午後はお客様が多いわよ。各人の好みは把握した？」




【里奈】

「え？　は、はい！　Ａ山商事の結城様は、お茶は濃いめ。お茶請けはようかん！」




【雪】

「15時の徳永さんは？」




【里奈】

「徳永様は‥‥コーヒーとくだもの！」




【雪】

「よしよし、しっかり入っているようね。頑張って」




【里奈】

「はい！」




　秘書の極意は、先を読むことである。

　昨日買った本には、そう書いてあった。

　昼間の世界のことすらよくわかっていない里奈だったが、殿方との接し方には多少は心得がある。




【里奈】

「‥‥頑張ろう」

（まずは、秘書としてしっかり役に立たないと！）




　目的を果たすために今自分がすべきことを、里奈は理解していた。




【里奈】

「ありがとうございました！　失礼します。えっと‥‥次は、このデータを確認して‥‥ん？」




　その時、ポケットに入れていた携帯がブルブルと震えた。




【里奈】

「この振動‥‥メール？」




　画面を確認すると、秋善からのメールが１通届いていた。




【里奈】

「本文は‥‥なし？　何これ。間違いメールかな？」




　よく見ると、メールには写真が１枚添付されていた。




【里奈】

「写真‥‥？」




　添付ファイルを開いた瞬間、里奈はモフッと吹き出した。




【里奈】

「な、な‥‥ププッ」




　そこには、秋善の写真が添付されていた。

　マジックでチョビ髭を書いて、ドヤ顔を決め込む秋善の姿がドアップで映し出されていた。




【里奈】

「な、何をして‥‥このために顔に髭書いたの!?　取締役‥‥暇なの!?」




　里奈は改めて画像を見下ろした。あまりにも、あまりにもかっこつけたドヤ顔である。




【里奈】

「ブフッ‥‥ダメだ。これをあの社長室でひとりで撮っている所を想像するだけで‥‥ムフッ」




【夏妃子】

「楽しそうね」




【里奈】

「あ、夏妃子様!?」




【夏妃子】

「サボってないで仕事しなさい」




　夏妃子はそう言って、秘書室のエレベーターに乗って行ってしまった。




【里奈】

「うう‥‥やっぱりあの人、苦手だ」




【里奈】

（もう戻って来たんだ‥‥一体、何をしてるのかな）

「ボーっとしてる場合じゃない！　戻らないと、夏妃子様に怒られちゃう！　嫌味を言われる！　雑巾の絞り汁入りのお茶を出される！　って、そこまではさすがにやんないか‥‥。でも、早く戻った方がいいよね！」




　里奈はもう１度受け取った資料の数を確認すると、エレベーターホールへ向かった。




【里奈】

「ただいま戻りま‥‥」




【雪】

「ちょうどよかった！　里奈さんも一緒に来て！」




【里奈】

「え？　ど、どうかしたんですか？」




【雪】

「今１階の受付から連絡があったの。『ゴッドパレス銀座』の件で、地元住民たちが下に押し寄せてるって」




【里奈】

「ええっ!?　た、大変じゃないですか！」




【雪】

「とりあえず全員興奮してるみたいだから、帰ってもらうわ。あなたも手伝って！」




【里奈】

「わ、わかりました！」




　里奈と雪は急いで１階へ向かった。

　エレベーターを下りると、20人ほどの人が受付に向かって何か息巻いていた。




【住民Ａ】

「いいから社長を出しやがれ！」




【住民Ｂ】

「私たちから住む場所を奪って、どうやって生きて行けって言うのよ！」




【里奈】

「す、すごいことになってますね‥‥」




【雪】

「ボーっとしない！　行くわよ！」




【里奈】

「は、はい！」




　雪に続いて、里奈は人混みの中に突入した。




【里奈】

「つ、疲れた‥‥」




【雪】

「お疲れ様。コーヒーでもいれよっか」




【里奈】

「あ、私がやります！」




【雪】

「そう？　じゃあ、お願いね」




　里奈は給湯室に向かうとコーヒーを２つ用意した。




【里奈】

「雪さん、どうぞ」




【雪】

「ありがとう」




【秋善】

「なんだなんだ？　お嬢さん方、疲れた顔してんな？」




【里奈】

「あ、取締役！」




【秋善】

「なぁ、鼻の下。消えてる？」




【里奈】

「はい？」




【秋善】

「さっきのさ。一応消したんだけど、落ちてんのかちっと心配になってな」




【里奈】

「もう‥‥バカなことやってないで、取締役も協力して下さい！」




【秋善】

「協力？」




【雪】

「今、ご報告しようと思っていたんです。実は先ほど、住民団体の方がいらっしゃって‥‥」




【秋善】

「ああ、例の計画の件か。で、どうしたんだよ」




【雪】

「実は彼女が‥‥」




【里奈】

「ウッ‥‥やっぱり、説明しないとダメですか？」




【雪】

「当たり前。自分の言葉には責任を持ちなさい」




【里奈】

「は、はい‥‥。あの、実は‥‥」




【住民Ａ】

「アンタらじゃ話にならん！　社長を出せ！　社長を！」




【雪】

「社長は現在席を外しておりまして、後日書面で回答させていただきますのでまずは質問状を‥‥」




【住民Ｂ】

「誠意を見せなさいよ！　誠意を！」




【住民Ｃ】

「明日から住む場所がなくなるかもしれねぇってのに、黙っておたくらの返答待ってるわけにはいかねぇんだよ！」




【里奈】

「まぁ、確かに。その気持ちわからなくはないですけど‥‥」




【雪】

「ちょ、ちょっと！」




【里奈】

「え？　あっ!!」




【住民Ａ】

「そう思うなら、きちんと説明してくれよ！」




【雪】

「と、とにかく！　今日の所はお引き取りいただいて‥‥」




【住民Ｃ】

「きちんと説明されるまで、帰るつもりはねぇよ！」




【里奈】

「雪さん‥‥」




【雪】

「困ったわね‥‥」




【里奈】

「あ、あの。皆さんのお話を聞くことは、できないんでしょうか？」




【雪】

「里奈さん!?　何を言って‥‥」




【里奈】

「いえ、その‥‥やっぱり不安ですよ。いきなり大きな計画が持ち上がって、住む場所がどうなるかわからないなんて」




【住民Ｃ】

「そ、そうだ！　こっちも説明してもらわなきゃ‥‥その、困るんだよ！」




【里奈】

「あの、取締役に言って、説明会を開いてもらうことってできないでしょうか？」




【雪】

「それは‥‥私の口からは、なんとも言えない」




【里奈】

「あ、あの、皆さん！　今日のことはきちんと上の者と相談して、後日改めて連絡するということで、今日はお引き取り願えないでしょうか？」




【住民Ａ】

「ちゃ、ちゃんとやってくれるんだろうな」




【里奈】

「皆さんの不安は、必ずお伝えします。ですから、少しだけお時間を下さい。お願いします！」




【住民Ｂ】

「そ、そこまで言われたら‥‥」




【住民Ｃ】

「な、なぁ‥‥」




【住民Ａ】

「‥‥わかった。今日の所は、あんたに任せるよ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます！」




【住民Ｃ】

「連絡、待ってるからな！」




【秋善】

「なるほどなぁ。そんな約束を勝手にしてきちまったってことか」




【里奈】

「申し訳、ありません‥‥」




【雪】

「彼女の言動を止められなかったのは、私の責任でもあります。本当に、申し訳ありません」




【秋善】

「いや、怒ってねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「こいつも、一応会社のこと考えて行動した結果だろ？」




【里奈】

「は、はい。あのままじゃ、収集つかなかったし。やっぱり、不安な気持ちもわかるから‥‥」




【秋善】

「そういう奴の努力に、俺はキレたりしねぇよ」




【里奈】

「‥‥っ」




【雪】

「では、検討をお願いできますか？」




【秋善】

「そのうちやんなきゃとは思ってたことだ。もうちっと形ができてから、住民に対してのフォローはするつもりだったんだがな」




【里奈】

「申し訳ありません‥‥」




【秋善】

「責めてねぇよ。んな顔すんな」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「まぁ、フライングしちまった件に関してはフォローしてもらうがな」




【里奈】

「へ？」




【秋善】

「地元住民たちへの説明と、土地交渉のための会合を開く。お前に、そのセッティングを任せたい」




【里奈】

「ええっ!?　わ、私にですか!?」




【秋善】

「当然だろ。自分の言葉に責任を持つ、それが大人だろ？三島。こいつのこと、フォローしてやれ」




【雪】

「‥‥かしこまりました」




【秋善】

「しっかりな」




　秋善は鼻の下を擦りながら社長室へ戻って行った。




【里奈】

「ゆ、雪さん‥‥」




【雪】

「とりあえず、お咎めはなかったみたいで何より」




【里奈】

「そうですね‥‥って、ほっとしてる場合じゃないですよ！　セッティングって何をしたらいいんですか!?」




【雪】

「まぁまぁ、ひとつずつ覚えて行けばいいから」




【里奈】

「はい‥‥」

（いきなり言われても‥‥そんな大きな仕事、ちゃんとできるのかなぁ‥‥）

（いや、でも私が言い始めたことだし‥‥何より、ここでビシッとキメれば取締役にも認められるチャンスだよね？）

（そうすれば、ちょっとはセクハラも収まる可能性も‥‥つまりは、近づいても安全にガンガン調査できる？）

「よしっ！　私、頑張ります！」




【雪】

「それじゃあ、過去に似たようなケースがなかったか、探す所から始めましょうか」




【里奈】

「はい！　あ、それと『ゴッドパレス銀座』の計画資料も、できる限り見たいんですけど‥‥」




【雪】

「わかった。じゃあ、閲覧できるように各部署にお願いしておきましょう」




【里奈】

「ありがとうございます！」

（見てなさいよ、神九条秋善！　私の実力を、見せつける！　そして、脱セクハラして情報をゲットしてみせる！）




　その日の夜里奈は帰宅後、深夜を回った時間になってもパソコンの前に座っていた。




【里奈】

「そっか。こういうパターンもあるんだ‥‥人数もある程度絞った方がいいかもなぁ。まだ企画自体が曖昧な所も多いし、住人全員への説明は後日にして‥‥」

「‥‥はぁ」




　慣れない作業と、考えごとで里奈は頭が湯だってしまうのではないかとさえ感じていた。




【里奈】

「会合ひとつセッティングするのも、大変なんだ‥‥。場所に、対象者に、気を使わなくちゃいけない所が山のようにあって‥‥はぁ～‥‥」




　大きなため息をつき、ふと携帯に目を落とすと液晶パネルがゆっくりと点滅していた。




【里奈】

「あれ？　メール？　こんな時間に誰だろう‥‥」




　画面を開くと、そこにはジョージからのメールが届いていた。




【ジョージ】

「『報告は毎日入れろ』」




【里奈】

「‥‥はい、すみません」




　思わず画面に向かって謝罪してしまった。

　里奈は気を取り直してメール画面に向かう。




【里奈】

「‥‥こういう場合って、ちゃんとビジネスメールっぽくした方がいいのかな？　でも、ジョージもこれだけしか送ってないし。そもそも報告って何をしたら‥‥」

「はー‥‥ただの営業メールだけなら、得意なんだけどなぁ‥‥」




　考えすぎると、どんどん頭の中が絡まって、日本語がゲシュタルト崩壊していくような気がする。




【里奈】

「コーヒーでも飲んで、ちょっと落ち着こうかな。‥‥ん？　コーヒー‥‥そうだ！　もしかして、こういうのも‥‥」




　里奈は再びパソコンに向かうと、思い浮かんだアイデアをメモしていった。




【里奈】

「もしかしたら、こういうのも‥‥よし！　今日はこのくらいにして、あとは明日‥‥。っと、その前に報告報告っと！」




　慣れない昼職のやり方に翻弄されながら、里奈はなんとか報告のメールを打つとベッドに入った。

　時計は、午前２時を回っていた。




【里奈】

「い、いかがでしょうか？」




【秋善】

「なるほどねぇ‥‥。今までにない試みだな、三島はどう思った？」




【雪】

「形式的なものではなく、対話と弾ませるという意味では素晴らしい場所であると考えます」




【秋善】

「だな。カフェの２階を借り切っての説明会。住民の希望をひと通り聞いて、茶を出して帰らせる。いいんじゃねぇの？」




【里奈】

「ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「ああ。正直、こっちもまだ手持ちの弾が少ねぇ。情報を出すより、住民の希望をひと通り吐き出させた方が、進行はスムーズかもな。ああいう連中は、しゃべんのが好きだ。検討材料にもなるし、変に会議室なんかよりピリピリしなくていいだろ」




【里奈】

「よ、よかった‥‥」




【雪】

「あら、どうして泣きそうな顔なの？　自信があるから、この案を提出したんでしょ？」




【里奈】

「も、もちろんです！　会社の不利益になるようなことはしたくありませんでしたし、私なりに考えて‥‥。ただ、本当にこんな感じでいいのかなって、不安はあったので‥‥」




【秋善】

「ははっ！　確かに、こんな初回会合は初めてだ。ビジネスはビジネスの場でってのが、大前提だからな。特に初手は大事だ。こっちのペースに巻き込むためにも、自分のテリトリーに引き込んだ方が、やりやすい。そう考えるのが普通だろうな」




【里奈】

「受付に押しかけてる人たちを見ていて思ったんです。既に、ケンカをすること前提で乗り込んで来てるのかなって。そういう人にとって、ここは戦場みたいなものだから、冷静にもなれないのかなって」




【雪】

「なるほど。確かに、そうかもしれないわね」




【里奈】

「こちらから出せる情報が少ない今、またケンカ越しになれば長時間の討論が続く可能性があります。だったら、コーヒーでも飲みながらゆったりした空間で、休憩を意識した話し合いの方が、一般の住人の方は冷静に対応してくれるかなと思って」




【秋善】

「理想論だとは思うが、少なからず間違っちゃいねぇ。しかし、カフェで会合ね。ははっ、おもしれぇじゃねぇか」




【里奈】

「じゃあ‥‥」




【秋善】

「この案で行くぞ。準備を進めろ」




【雪】

「承知しました」




【里奈】

「あ、ありがとうございます！」

（やった！　脚下されると思ったけど、すごく嬉しい！　自分の企画が通るのって、こんなに嬉しいものなんだ‥‥）




【雪】

「じゃあ、行きましょうか」




【里奈】

「は、はい！」




【秋善】

「ああ、里奈」




【里奈】

「はい！　なんでしょうか？」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（な、なんかじっと見られてる？　またセクハラ言われるのかな‥‥）




【秋善】

「よく考えたな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「うちの会社の連中は、優秀だが発想が玄人じみた奴ばっかりでね。お前みたいな、突拍子もない意見出す奴がなかなかいねぇんだよ。お前とは、面白い仕事ができそうだ。今後も、しっかり頑張れよ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥！」




【秋善】

「ついでに、デートプランも立ててもらえると嬉しいんだが‥‥」




【里奈】

「じゃあ、私はこれで」




【秋善】

「へいへい。またな」




【里奈】

（まったく、やっぱりセクハラして来るんだから！）

「でも‥‥」




【雪】

「里奈さん？」




【里奈】

「は、はい！」




【雪】

「大丈夫？　顔が赤いようだけれど」




【里奈】

「あ、だ、大丈夫です！　緊張してたのかな‥‥あはは。あ、資料！　取締役の言ったこと、忘れないようにメモしておきますね！」




【雪】

「そうね。些細なことだけれど、念のために残しておくのは悪くない。貴方も秘書としてのなんたるかが、わかってきたのかな？」




【里奈】

「え、えへへ‥‥」




　里奈は自分のパソコンに向かうと、周囲から顔色が伺われないように体勢を低くした。




【里奈】

（どうしよう‥‥嬉しくて、ニヤける‥‥）

（自分の仕事を認められるのって、こんなに嬉しいことだったんだ‥‥）

（頑張ろう‥‥この立場は、借り物みたいなものだけど。始めたことは、きちんとやり遂げなきゃ！）

「よしっ！」




　秋善を、この戦いから引きずり下ろす。いつかはそうするつもりだ。

　そのための前準備であるはずの仕事に、里奈はやりがいを見出しつつあった。

　そして、秋善という人間をほんの少しだけ尊敬し始めていることに、彼女は少なからず動揺していたのだった。




　第１回目の会合は、その翌週に開催された。

　里奈によって整えられた会場は、清潔感のあるアットホームが売りのカフェだった。

　まるで、知人と世間話をするように。そんな話し合いを持つことができればと願った会合は、予想通り大混戦の体をなしていた。




【住民Ａ】

「それじゃあ、俺たちの住む場所はどうなるんだって話だよ！」




【社員】

「で、ですから‥‥その点も含めて、現在検討中でして」




【住民Ｂ】

「検討ってことは、やっぱり出てけってことじゃないか！」




【住民Ｃ】

「うちはもう60年あそこに住んでんだ！　今更よそに行く気なんざ、これっぽっちもねぇぞ！」




【里奈】

（ああ‥‥やっぱり、こうなっちゃうんだ‥‥）




　住民たちの怒りは既に頂点に達していた。

　確かに、急な都市開発で土地を奪われるとなれば、穏やかではいられないだろう。

　会社としての対応が、今後の命運を分けるこの大事な場面で、社員たちは視線を泳がせていた。




【社員】

「現在の計画といたしましては、土地を譲っていただける皆様に対しては、新規に建てられるマンションへの移住を優先的に進められるよう検討しておりまして‥‥」




【住民Ａ】

「そういうことを言ってんじゃねぇんだよ！」




【住民Ｂ】

「町が変わっちゃうことが問題だって言ってるの！」




【社員】

「あ、あば‥‥あば件に、ちゅきましては‥‥」




【里奈】

（ああ、これが俗に言うカオスってやつ‥‥？）

（やっぱり、冷静に意見交換なんて、最初から無理だったのかな‥‥）

（でも、もう商店街の中で営業しているお店も少なくて‥‥この町は今のままじゃ、きっと‥‥）




【秋善】

「騒ぐなよ。じぃさん、ばぁさん」




【里奈】

「えっ!?」




【住民Ａ】

「な、なんだと!?」




【秋善】

「ここは大人の意見交換の場だろ。ぎゃんぎゃん騒ぐなっつってんだよ」




【里奈】

（ちょ、ちょっと!?　何言い出してるの!?　この社長!?　そんな言い方したら‥‥）




【住民Ａ】

「ふ、ふざけるな！　若造が、バカにするな！」




【秋善】

「尊敬されたかたったら、それ相応の態度を見せてくれよっつってんだよ」




【里奈】

「ゆ、雪さん‥‥」




【雪】

「大丈夫よ。見てなさい」




【里奈】

「え‥‥？」




【住民Ｂ】

「あ、あなたみたいな男が社の代表だなんて、話にならないわね！」




【秋善】

「話にしてねぇのはどっちだよ。あんたらが言いたいことがあるっつーからこっちも来てんだぜ？　それなのに、さっきから話があっち行ったりこっち行ったり。うちの社員泣かしたいだけみたいに見えるけどな」




【住民Ｂ】

「そ、そんなこと‥‥」




【住民Ｃ】

「そもそも、おたくらが、俺らを泣かせようとしてるようなもんだろ！　何を偉そうに‥‥」




【秋善】

「別に、俺はあんたらを泣かしたいわけでも、潰したいわけでもねぇよ。そんなことしても、一銭の得にもならねぇからな」




【住民Ａ】

「‥‥っ!?」




【里奈】

（こ、怖い‥‥!!）




　先ほどまで息巻いていた住民たちも、この秋善の静かな威圧に言葉を失っていた。




【里奈】

（これが‥‥神九条不動産のボスの実力だって言うの‥‥？）




　空気は重く、少しでも身動きを取れば、潰されそうな沈黙が会場全体に広がっていた。




【秋善】

「土地なんか、なんの意味もねぇんだよ。本当は」




【住民Ａ】

「なんだと!?」




【里奈】

（取締役‥‥何を‥‥？）




【秋善】

「土地だけあっても仕方ねぇだろ。町ってのは、人がいて初めて空気を持つ。違うか？」




【住民Ａ】

「それは‥‥」




【住民Ｂ】

「そうよ。だから、私たちは！」




【秋善】

「わかってる。あんたらが今の町を守りたいってのも、この場所が好きだってことも。でもな、今のままで本当にいいと思ってるのか？」




　秋善の問いかけに、会場内は再び重い沈黙に包まれた。




【秋善】

「見所もねぇ、勝負できる地盤ももうもろい。駅前に大型スーパーがひとつ立ちゃ、それで商店街の生き残りはしまいになる。違うか？」




【住民Ｃ】

「‥‥そうだ。俺たちの町は、既に死に始まってる」




【住民Ａ】

「オイ！」




【住民Ｃ】

「みんなだってわかってんだ。若いもんも寄りつかん。目玉もない。死にかかった町だが‥‥。それでも俺たちは、ここが好きなんだ。この町で生きて、この町で最期を迎えたい。それだけなんだ」




【里奈】

「みなさん‥‥」




【秋善】

「あんたらの気持ちもわからなくはない。誰だって、変わるのは怖いからな」




【住民Ｂ】

「あなたに何がわかるのよ」




【秋善】

「‥‥駅前のお好み屋。あんたの家だな？」




【住民Ａ】

「え？　あ、ああ。そうだが‥‥」




【秋善】

「いい店だな」




【里奈】

「え？」




【住民Ａ】

「あんた、うちに来たことがあんのか？」




【秋善】

「あのなぁ、俺はこの町を開発しようって人間の親玉だぜ？　現地の下見くらいはしてるに決まってんだろ」




【里奈】

「そ、そうなんですか？」




【雪】

「ああ見えて、マメな仕事をする人なのよ」




【里奈】

「知らなかった‥‥」




【秋善】

「毎晩地元の人間が集まって、どうでもいい話して。みんな家族みたいな顔でくっちゃべって、土産買って家に戻る。そんな、昔なら当たり前だった光景が、今は少なすぎる。あんたらの町には、そういう匂いがちゃんと残ってる。そいつは素晴らしいもんだと、俺は思ってる」




【住民Ａ】

「‥‥」




【秋善】

「だがな、どのみちこのままじゃ、若いもんは残らねぇ。店も営業できねぇ、年寄りもどんどんいなくなるって未来しか見えねぇじゃねぇか。俺は嫌だね。そんなもん」




【住民Ｃ】

「あんた‥‥」




【秋善】

「確かに、そのままとはいかねぇ。でもな、新しくすることはそんなに悪いことなのか？　見た目がちょっとくらい変わっても、あんたらが居れば町になる。あんたらがこれからも、ずっと笑って暮らせれば、そこがどこだって何も変わらねぇ。違うか？」




【住民Ｃ】

「‥‥わかった」




【住民Ａ】

「オイ、お前！」




【住民Ｃ】

「俺は‥‥納得いかなかったんだ。なんにも知らねぇガキがしゃしゃり出て来て、俺らの町を奪うなんて絶対許せねぇって。でも、俺は思ったよ。あんたみたいな親玉がいるんだったら、俺らの町を預けてもいいんじゃねぇかって」




【住民Ｂ】

「ま、まぁね‥‥」




【住民Ａ】

「そういう考えなら、考えてやらねぇこともねぇよ」




【里奈】

「みなさん‥‥」




【秋善】

「決まりだな。ほら、お前もボサっとしてねぇで、進行しろ」




【社員】

「は、はい！　で、では！　これにて第１回の会合を終了とさせていただきます。また、今後のことにつきましては、詳細が決定しだいお知らせしていくという形で‥‥」




　司会役の社員が進行する中、集まった住人たちはようやく手元のコーヒーに手をつけ始めた。

　場の空気が、開始とは打って変わったものになっていることは一目瞭然で、その場にいる誰もがほっとした表情を浮かべていた。




【里奈】

「あっ！　そ、そうだ！」




【雪】

「どうしたの？　里奈さん？」




【里奈】

「み、皆さん！　お疲れ様でした。コーヒーは冷めてしまっている方も多いと思います！　今すぐ温かいものに取り替えますので、希望の方は手を挙げて下さい！」




【住民Ｂ】

「こっち、お願いしようかしら」




【里奈】

「はい！　少々お待ち下さい！」




【住民Ａ】

「俺はビールの方がいいなぁ」




【秋善】

「調子にのんなよ？　クソジジイ」




【住民Ａ】

「うるさいわ若造が。年寄り扱いすんな」




　秋善と住民たちのやり取りに、小さな笑い声が上がった。




【里奈】

「みんな、笑ってる‥‥あの空気から、ここまで持って行けるなんて、奇跡としか思えない‥‥」

（しかもあんな言い方で‥‥）




【雪】

「これが、あの人のやり方なのよ」




【里奈】

「雪さん‥‥」




【雪】

「面白い人でしょ？」




【里奈】

「‥‥そうですね。セクハラはひどいですけど」




【雪】

「それも、きっと‥‥」




【里奈】

「え？」




【雪】

「‥‥なんでもないわ。さぁ、みなさんにコーヒーをお配りしましょうか」




【里奈】

「はい！」




　こうして、第１回の会合は無事に終わったのだった。




【里奈】

「‥‥で、なんでこうなるんですか!?」




【秋善】

「あーもう、うるせぇよ。ちょっと静かにしてろ」




【里奈】

「なっ!?　ふ、ふざけないで下さい！　なんで、会社に戻るのにこんな‥‥!!」




　里奈は今、秋善の使用しているハイヤー内で、彼を膝枕していた。




【里奈】

「いや、なんでですか！　なんで私が、取締役を膝枕しなくちゃいけないんですか！」




【秋善】

「社長特権」




【里奈】

「意味がわかりません、セクハラです」




【秋善】

「お？　俺を訴えるか？　裁判は金がかかるぞ～？」




【里奈】

「そういう言い方、本当にやめた方がいいと思います」




【秋善】

「へいへい。お前が泣くほど嫌がったら、やめてやるよ」




【里奈】

「泣きません」




【秋善】

「お前はそういう女だよなぁ？　本当、おもしれぇ」




【里奈】

（遊ばれている‥‥）

「大体、なんで雪さんは一緒じゃないんですか」




【秋善】

「あいつは、他の現場に直行しなきゃいけなかったんだよ。会社に戻るのは俺とお前だけ。わかる？」




【里奈】

「助かりますけど、正直」




【秋善】

「だろ？　電車で戻るのも大変だしな」




【里奈】

「でも、それとこれとは別の話です。まったく‥‥さっきはちょっとすごいって、見直したのに」




【秋善】

「へぇ？　そうなのか？」




【里奈】

「ちょ、ちょっとですよ！　ちょっと！　ちょっとだけ‥‥ただのちゃらんぽらんじゃないんだなぁと」




【秋善】

「お前なぁ。社長捕まえてちゃらんぽらんって」




【里奈】

「言われたくなかったら、セクハラをやめて下さい」




【秋善】

「愛情表現だっつーの」




【里奈】

「だから、そういうのが‥‥！」




【秋善】

「お前も、よくやったな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「コーヒー。よく気がついたな」




【里奈】

「あ、あれは‥‥いつも秘書として気をつけないといけないって意識してた所だったので」




【秋善】

「確かに、相手が俺や取引先の連中なら、飲み物の温度っつーのは気にする基本かもしれねぇな。でも、そういうのをサラっとああいう連中相手にやれるのは、なかなか見所があると思った」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「今後も期待してるぞ、秘書君」




【里奈】

「‥‥っ」




【秋善】

「‥‥どした？」




【里奈】

「な、なんでもありません！」

（びっくりした‥‥う、嬉しくて、泣くかと思った）

（別に、褒められたことがないわけじゃないけど‥‥こんな風に褒められるのって、やっぱり‥‥）

「って！　どこに手を伸ばしてるんですか！」




【秋善】

「ん？　脚？」




【里奈】

「わかってますよ！　誰がいいって言いました!?」




【秋善】

「いやぁ、俺も頑張った分、ご褒美が欲しいなぁと思って」




【里奈】

「ダメですよ！　う、運転手さんも見てるんですから！」




【秋善】

「見てなかったらいいのか？」




【里奈】

「そういう問題じゃありません！」




【秋善】

「大丈夫だって。俺の運転手は優秀だから」




【里奈】

「関係ないです！　って、アレ？」




　その時、胸ポケットに入れていた携帯電話が光っていることに里奈は気がついた。




【里奈】

（そうだ！　会合があるからバイブもオフにしてたんだ！）

「し、失礼します！」




【秋善】

「どうぞ～」




　里奈は膝に秋善の頭を乗せたまま、電話を取った。




【里奈】

「もしもし!?　」

「‥‥はい、そうです」

「‥‥」

「えっ!?　ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「‥‥？」




【里奈】

「わ、わかりました。すぐに伺います！　いえ、大丈夫です！　では‥‥」




　通話を切って呆然とする里奈の様子に、秋善も何かを感じたのか急に真面目な顔で彼女を見上げた。




【秋善】

「どうした？」




【里奈】

「お、叔父が‥‥容態が悪化したって。病院から連絡が‥‥」




【秋善】

「叔父？」




【里奈】

「その‥‥うちは、両親がいないので、叔父が父親代わりというか‥‥。あ、あまり、体が強くなくて、ずっと入院していて‥‥」




　きちんと説明したい里奈だったが、言葉がうまくまとまってくれない。




【里奈】

（ダ、ダメ！　しっかりしないと！　私が、しっかりしなきゃいけないんだから！）




　考えれば考えるほど、頭の中が混乱して行く。指先が血の気を失って冷えていくのがわかった。




【秋善】

「落ち着け」




【里奈】

「え？」




　急に冷たい指先を、何かあたたかいものが包み込んだ。

　それは、秋善の掌だった。

　体を起こした秋善が、里奈の目を覗き込んで、しっかりと手を握っている。




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「病院は、どこだ？」




【里奈】

「あ‥‥だ、第７病院‥‥」




【秋善】

「第７病院に向かってくれ」




【里奈】

「え？」




　秋善は運転手に指示すると、再び里奈の膝に頭を置いた。




【里奈】

「ど、どうして‥‥」




【秋善】

「こうした方が早いだろ」




【里奈】

「取締役‥‥　ありがとうございます」




　秋善は何も言わず、ただ静かに目を閉じていた。

　里奈は、なんとか心を落ち着かせようと窓の外に視線を移した。

　しかし、流れる景色も、秋善の行動も胸のざわつきを抑えるには不十分で、ただ込み上がる不安に押しつぶされそうになりながら、じっと窓の外をみつめていた。




【里奈】

「叔父さん！」




【鳩野】

「里奈‥‥？　どうしたんですか？　こんな時間に」




【里奈】

「先生から連絡があったの。叔父さんの容態が急変して、すぐに検査が必要な状態だって」




【鳩野】

「それで、こんな時間に駆けつけてくれたんですか。ありがとう」




【里奈】

「もう‥‥のんきなこと言ってる場合じゃないでしょ！　私、心配したんだから‥‥」




【鳩野】

「いえ。今すぐ急にということではないんです。ただ、昼食の後、少し胸が痛んで‥‥」




【里奈】

「胸が？」




【鳩野】

「それで、念のために１度検査をしてみた方がいいかもしれないという話だったんですよ」




【里奈】

「そうだったの‥‥。でも、お医者様がそう言うなら、検査は一刻も早い方がいいと思う」




【鳩野】

「しかし‥‥」




【里奈】

「お、お金のことなら心配しないで！　私がなんとかするから！」




【鳩野】

「‥‥本当にすみません。貴方に、迷惑をかけて」




【里奈】

「もう、そんなこと言わないで？」

「両親のいない私に優しくしてくれたのは叔父さんだけだった。実の娘みたいに育ててくれたこと、私本当に感謝してるの」




【鳩野】

「みたいじゃありません」




【里奈】

「え？」




【鳩野】

「君は、僕の娘だよ」




【里奈】

「‥‥ありがとう、叔父さん。と、とにかく！　お金のことなら心配しないで？　今、新しい仕事も始めて。ちょっと生活に余裕が出て来たくらいなんだから！」




【鳩野】

「新しい仕事？」




【里奈】

「あ、変な仕事じゃないよ！　ちゃんと、お昼間のお仕事。だから、安心して。叔父さんはゆっくりババーンと休んでてよ！」




【鳩野】

「‥‥すみません」




【里奈】

「いいの。私の、大切な家族なんだもの。このくらい、当然だよ」




【鳩野】

「ありがとうございます」




【里奈】

「それじゃあ、また来るね。ちゃんと休まないとダメだからね！」




　里奈は笑顔をキープしたまま、鳩野の病室を出た。




　病院を出ると、車の前に立つ秋善の姿が見えた。




【里奈】

「先に戻ってたんじゃ‥‥」




【秋善】

「アホか。んな顔してるお前を、置いて行けるわけねぇだろ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「‥‥ったく」




　秋善はそう言って、里奈の頬にそっと指を添えた。




【秋善】

「泣きそうな顔しやがって」




【里奈】

「や、やだなぁ。私、泣きそうな顔なんて‥‥」




【秋善】

「お前は、俺の前で笑ったりしない」




【里奈】

「‥‥っ」




【秋善】

「‥‥叔父さんの容態はどうなんだ」




【里奈】

「‥‥今すぐにどうということではないそうです。ただ‥‥」




【秋善】

「ただ？」




【里奈】

「肺に細菌が転移している可能性があるので、早めに検査が必要かもしれないと‥‥」




【秋善】

「検査、か‥‥。立ち入ったことを聞くが、金のアテはあるのか？」




【里奈】

「それは‥‥」

（検査のためには、まとまったお金が必要‥‥でも、今の任務はまだ始めたばかりだし‥‥）

（ジョージが前金で払うなんてことはしないだろうし‥‥）

（最悪、こちらの仕事をしながら、また夜の仕事も考えないといけないかもしれない‥‥）




【秋善】

「里奈？」




【里奈】

「え？　あ‥‥。だ、大丈夫ですよ！　今までだってなんとかしてきたし、これからだって、私がなんとかします！」




【秋善】

「‥‥そうか」




【里奈】

「はい‥‥」

（私の仕事は、この人の弱味を握ること。私の弱味を、わざわざ見せる必要はない）

（なんとなく‥‥この人には、知られたくない。）




【秋善】

「じゃあ、乗れ。社に戻るぞ」




【里奈】

「はい‥‥ありがとうございます」




　秋善が開けてくれた車の扉から、里奈は車内へ乗り込もうと身を屈めた。

　その時だった。




【秋善】

「オイ」




【里奈】

「え？」




　突然強い力が腕をとらえ、そのまま引きずるように体を反転させられた。




【里奈】

「んっ!?」




　背中に当たる車の屋根の部分に、痛みを感じる間もなく、里奈はその唇を秋善のそれによって塞がれていた。




【里奈】

（な、に‥‥？　キス!?）

「やめて下さい！」




【秋善】

「いいから、ちょっと大人しくしとけ」




【里奈】

「え‥‥んんっ!?」




　問答無用で唇を押し付けられ、里奈は思考が停止するのを感じた。

　背中には車体、横には車の扉、そして強く掴まれた腕に、抵抗する術は残されていなかった。




【里奈】

（動けない‥‥）




　ただ触れ合う唇の熱さに、里奈は頭の芯が痺れるのを感じていた。

　どれくらいそうしていたのだろう。ふいに、熱が離れた。




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（‥‥なんで、何も言わないのよ）

「何か言って下さい」




【秋善】

「愛してる、とでも言えば満足か？」




【里奈】

「言えばいいってもんじゃないです！」




【秋善】

「意味なんかねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「したかったからした。それだけだ」

「ごちそーさん。まいど」




　秋善は里奈の頭をくしゃっと撫でると、先に車に乗り込んだ。




【里奈】

「な、な、な‥‥!!」

（何よ！　今のっ!?）




【秋善】

「早く乗れ。戻るぞ」




【里奈】

「‥‥はい」




　動揺と怒りと混乱の入り交じる複雑な思いを抱え、里奈は車に乗り込んだ。




　車内は途方もない沈黙に包まれていた。




【里奈】

（‥‥余計なこと言って、また変な空気になるのは嫌だ）

（でも、この沈黙‥‥すっごい気まずい‥‥）




【秋善】

「金は出してやる」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「検査が必要ってことは、まずいもんがあるかもしれねぇってことだろ。だったら、早いに越したことはねぇだろ」




【里奈】

「いや、でも‥‥」




【秋善】

「なんだ？　それとも、今日検査を受けさせるだけのアテがあるっていうのか？」




【里奈】

「それは‥‥」




【秋善】

「検査費用は俺がもつ。だから、一刻も早く叔父さんとやらを検査に回してやれ」




【里奈】

「そ、そんな！　ダメです！　叔父さんの病気、ちょっと難しいというか‥‥抵抗力が弱って色んな病気を併発したりしてて‥‥」




【秋善】

「なら尚更、対応は早い方がいいだろう」




【里奈】

「でも、そんなこと！　他人にお願いするわけには！」

（そもそも、引きずる下ろそうとしてる相手に、そんな援助をしてもらうわけには‥‥）




【秋善】

「他人じゃねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「社長と、秘書‥‥だろ？」




【里奈】

「取締役‥‥」

（た、確かに、ありがたい申し出だけど‥‥でも、敵の申し出を受けるなんて‥‥ダメだよ。絶対‥‥）




【秋善】

「うるせぇ」




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「お代はすでにいただいた。こっちはこっちでやらせてもらう」




【里奈】

「お代？」




【秋善】

「もらっただろ？」




　秋善はそう言いながら、自分の唇を指でつんとつついて見せた。




【里奈】

「‥‥っ!?　ま、まさかさっきのキ‥‥ッ!?」




【秋善】

「そういうわけだ。だから、遠慮せずに俺を頼っておけ」




【里奈】

「‥‥すみません。正直、助かります。でも、いつかきちんとお返ししますので」




【秋善】

「いいっつってんのに。律儀な女」




　秋善はニッと微笑むと、そのまま窓の外に視線を移した。




【里奈】

（‥‥なんか、私の方が弱味を作っちゃったな）

（まさか、こんなこと言い出すなんて思わなかった‥‥本当、よくわからない人。でも‥‥）

「‥‥ありがとうございます」




【秋善】

「‥‥ああ」




　静まり返った車内で、里奈はゆっくりと男の横顔に視線を向けた。

　いつもの意地悪そうな秋善の顔は、なぜか彼女の心に穏やかな気持ちを運んでくれた。

　会社に戻ると、既に昼休みも終わった時刻になっていた。




【秋善】

「ああ、いい」




　秋善は運転手に断りを入れると、里奈の座っている側のドアを開けてくれた。




【里奈】

「な、なんですか‥‥」




【秋善】

「人の行為は素直に受け取るもんだ」




【里奈】

「失礼ながら、すごく怖いんですけど‥‥」




【秋善】

「ははっ、本当に失礼な話だな」




　楽しそうに笑いながら、秋善は里奈に手を差し出した。




【秋善】

「身内の病気ってのは気が滅入るだろ。こんな時くらい、他人にはめいっぱい甘えとけ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「同情だ、同情。ほら」




　里奈は秋善の手を取ると、ゆっくりと立ち上がった。




【里奈】

「あっ!!」




　強い力で引き上げられ、里奈の体がバランスを失った。

　転びそうになった体を、秋善が支えてくれた。




【秋善】

「大丈夫か？」




【里奈】

「は、はい‥‥あっ！」




　顔を上げると、もたれかかっていた秋善のシャツの胸元に里奈の口紅が微かに付着していることに気がついた。




【秋善】

「あーあ。ついちまったな」




【里奈】

「申し訳ありません！」




【秋善】

「冗談だよ。んなマジにとんな」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「うちの秘書は優秀だからな。部屋に戻ったら、すぐにクリーニングを手配してくれるんだろ？」




【里奈】

「取締役‥‥。はい。すぐに準備します！」




【秋善】

「ああ、頼む。口紅くらい気にすんな。こんなん、大人の男の勲章みたいなもんだろ？」




【里奈】

「ひ、昼間から何言ってるんですか！」




【秋善】

「あ、何想像したんだよ」




【里奈】

「取締役が変なこと言うからですよ！」




【秋善】

「へいへい。ほら、行くぞ」




【里奈】

「う、うう～‥‥」

（あ、遊ばれてる‥‥悔しい！）




　熱くなる頬を手で仰ぎながら、里奈はなぜ目の前の男にこんなにも翻弄されているのか、ぼんやりと考えていた。




【夏妃子】

「それじゃあ、お先に」




【雪】

「お疲れ様です」




【夏妃子】

「水之瀬、さっき頼んだ資料。明日の朝までよ」




【里奈】

「は、はい！　頑張ります！」




【夏妃子】

「‥‥そう。じゃあ、お疲れ様」




　夏妃子はそう言って、いつものように颯爽と秘書室をあとにした。




【雪】

「だ、大丈夫？　すごい量だけど‥‥」




【里奈】

「終電までには終わると思います‥‥」




　目の前に積みあがった紙の山を眺めながら、里奈は途方に暮れていた。




【雪】

「手伝おうか？」




【里奈】

「い、いえ。私の戻りが遅かったのが原因ですし、難しいものじゃないので‥‥」




　結局、雪よりも遅く秘書室に戻った里奈に、夏妃子は膨大な仕事を言い渡した。




【雪】

「でも‥‥」




【里奈】

「大丈夫です。雪さんは先に帰って下さい」




【雪】

「わかった。あんまり無理しないで、これは明日の昼までにあればいいものだから。あんまり遅くならないうちに、里奈さんも帰りなさいね。最悪、私が明日手伝ってあげるから」




【里奈】

「ありがとうございます、雪さん。できる限り頑張ります！」




【雪】

「うん。それじゃあ、お先に」




【里奈】

「お疲れ様です」




　秘書室から出て行く雪を見送り、里奈は盛大なため息をついた。




【里奈】

「まぁ‥‥実際、戻る時間が遅くなったのは仕方ないけど。これはちょっと‥‥」




　目の前には印刷の終わった招待状が、どっさり。

　これを明日中に発送するから、全て折って封筒に入れる。というのが夏妃子の命令だった。




【里奈】

「よ、よし！　頑張ろう!すごく頑張れば、多分２時間くらいで終わるはず！　よーっし！」




　なんとか気持ちを奮い立たせ、里奈は招待状作りに取り掛かった。




【里奈】

「はー‥‥指先の水分がどんどんなくなってく‥‥。ハンドクリーム持ってたかなぁ？」




【冬哉】

「そういう時は、紙がベタつくからワセリンの方がいいと思うよ」




【里奈】

「え!?　と、冬哉さん!?」




【冬哉】

「うわぁ‥‥すごい量だね。これ招待状？」




【里奈】

「は、はい。そうです」




【冬哉】

「ひとりでやるの大変そう。僕も手伝うよ」




　冬哉は里奈の前に座ると、招待状を折り始めた。




【里奈】

「えっ!?　あ、あの冬哉さん!?　な、なんでここに‥‥というか、手伝わせるなんてそんなの！　ダ、ダメです！」




【冬哉】

「あははっ。里奈さんって、落ち着けってよく言われない？」




【里奈】

「うっ、そ、ぉんなことは‥‥」




【冬哉】

「目、泳いでるよ」




【里奈】

「ごめんなさい‥‥たまに言われます」




【冬哉】

「謝らなくてもいいよ。じゃあ、ひとつずつ答えるね。まず、回答その１。僕がここにいるのは、さっきエレベーターで三島さんに会ったから」




【里奈】

「雪さんに？」




【冬哉】

「ちょっと世間話をしたら、君がひとりで残業してるって聞いて。ちょっと様子を見に来たの。はい、これ差し入れ」




　冬哉はそう言って、ポケットから缶の紅茶を取り出してテーブルに置いた。




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【冬哉】

「回答その２。僕、こういう地味な作業好きなんだよね。小学校の頃は掲示係だったんだ」




【里奈】

「掲示係？」




【冬哉】

「あ、知らない？　保健だよりとか、クラスメイトの習字とかを画鋲で貼る係」




【里奈】

「なるほど‥‥」




【冬哉】

「僕、もう帰る所だったし。ちょっとだけお手伝い。迷惑かな？」




【里奈】

「い、いえ！　迷惑だなんて‥‥！　で、でも‥‥」




【冬哉】

「でも？」




【里奈】

「‥‥か、神九条薬品の取締役に、こ、こんなことをさせては‥‥」




【冬哉】

「あはは。そういうの、気にして欲しくないな」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【冬哉】

「ほら、僕は君がここに初めて来た時に、初めて声をかけた。つまりはこの会社で初めてできたお友達。違う？」




【里奈】

「と、友達なんて、そんな恐れ多い！」




【冬哉】

「僕は、君と友達になりたいと思ってるんだけど？」




【里奈】

「冬哉さん‥‥」




【冬哉】

「ね？　君が困ってるのは、友達として見過ごせないもん」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥じゃあ、申し訳ありません。手伝っていただいてもよろしいですか？」




【冬哉】

「は～い！　お任せあれ！」




　冬哉はものすごい速さで招待状を作成してくれた。




【里奈】

（社長さんにこんなことさせていいのかな‥‥）




【冬哉】

「会社には慣れた？」




【里奈】

「え？　は、はい！　ちょっと社長が豪快で、戸惑うこともありますけど‥‥」




【冬哉】

「社長‥‥ああそうか。君は秋兄さんの秘書だったね」




【里奈】

「秋兄さん‥‥？」




【冬哉】

「僕は神九条の三男にあたるんだよ。長男が春兄さん、その次が秋兄さんで、僕」




【里奈】

「なるほど‥‥」




【冬哉】

「秋兄さんは昔からヤンチャな人で、悪いことは全部あの人に教わっちゃった」




【里奈】

「わ、悪いこと‥‥」




【冬哉】

「あはは、そんな深刻な顔しないで？　くだらないことばかりだよ。自分の家をピンポンダッシュするとか、空き缶を集めて船を作ろうとか」




【里奈】

「ふふっ、昔から豪快な人だったんですね」




【冬哉】

「そうそう。川で遊んで溺れかけたり、虫を捕まえては家の中で逃がしちゃったり。いやぁ、僕もよく今生きていられたなと」




【里奈】

「仲のいい兄弟だったんですね‥‥」




【冬哉】

「仲‥‥か。そうだね。子どもの頃は何も知らなかったし、それでよかったから‥‥」




【里奈】

「す、すみません。立ち入ったことを聞いてしまいました」




【冬哉】

「いや、かまわないよ。三響ボールディングスの王座争いは、今や週刊誌のネタになっちゃうくらい有名な話だし」




【里奈】

「でも‥‥家族で争わなくちゃいけないなんて、寂しいです」




【冬哉】

「‥‥君はとてもいい子なんだね」




【里奈】

「そ、そんなこと！　ありません‥‥」




【冬哉】

「‥‥確かに、家族で争うの寂しい。僕は、神九条の家が好きなんだ。だからこそ、戦いたいと思うこともある」




【里奈】

「好きだから、戦いたいんですか？」




【冬哉】

「そう‥‥。好きだからこそ、そういうことを考えることがあるってことだよ」




【里奈】

「冬哉さん‥‥」




【冬哉】

「しゃべり過ぎてしまったね。はい、これで全部終わったかな？」




【里奈】

「あ‥‥」




　しゃべりながらで気づかなかったが、招待状作りはいつの間にか全て終わってしまっていた。




【里奈】

「すみません。結局、最後まで手伝っていただいてしまって‥‥」




【冬哉】

「君には、言葉の使い方から教えてあげた方がいいのかな？」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「こういう場合、ありがとうと言われた方が嬉しいのだけれど」




【里奈】

「あ、ありがとうございます！」




【冬哉】

「うん。終わって良かった。もう帰るなら、一緒に出ようか？」




【里奈】

「は、はい！　すぐに準備をします！」




　里奈はカバンを手にすると、秘書室の照明を落とし、冬哉と共に会社をあとにした。




【里奈】

「今日は、本当にありがとうございました」




【冬哉】

「お役に立てたならよかった。里奈さんとゆっくり話ができて、僕もとても楽しかったです」




【里奈】

「ありがとうございます」




　また、何かあったらいつでも僕に相談してね。




【里奈】

「冬哉さん‥‥」




【冬哉】

「これから、予定はあるのかな？」




【里奈】

「予定？」




【冬哉】

「よかったら、一緒に食事でも‥‥」




【秋善】

「そいつは困るぜ」




【里奈】

「えっ!?」




　声をかけられ振り返ると、ハイヤーに背を預けた秋善の姿があった。




【里奈】

「取締役!?　どうして‥‥」




【冬哉】

「こんばんは、秋兄さん。どうしたの？　もうとっくに遊びに行ってると思ったのに」




【秋善】

「お前には関係ねぇよ。ったく‥‥」




【冬哉】

「‥‥なるほど。そういうことか」




　冬哉と秋善はそう言って、里奈をじっとみつめた。




【里奈】

「え？　な、なんですか？」




【秋善】

「なんでもねぇ。行くぞ」




【里奈】

「え!?　あ、ちょ、ちょっと!?」




　秋善は里奈の腕を掴むと、そのままハイヤーまで彼女を引っ張って行ってしまう。




【冬哉】

「里奈さん、今夜は楽しかったよ。またね」




【里奈】

「あ、お、お疲れ様です！」




　無理矢理ハイヤーに押し込まれながら、里奈は遠くで手を振る冬哉に頭を下げた。




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「あ、あのぉ‥‥」




【秋善】

「なんだよ」




【里奈】

「そ、それはこっちのセリフです。なんですか、さっきの」




【秋善】

「別にー」




【里奈】

「もう！　言いたいことがあるなら、はっきり言って下さい！」




【秋善】

「‥‥なんだよ、さっきの」




【里奈】

「さっきのって？」




【秋善】

「『今夜は楽しかった』って、どういう意味だって聞いてるんだ」




【里奈】

「あ、あれは‥‥その。少しお話をさせていただいただけで、別に深い意味は！」




【秋善】

「へぇ？　あんなに長い時間、会社で何やってたんだか」




【里奈】

「べ、別に！　誤解されるようなことは何も‥‥って、ん？　あの、取締役。あんなに長い時間って‥‥いつからあそこにいたんですか？」




【秋善】

「‥‥さぁな」




【里奈】

（こんなにいいタイミング‥‥もしかして、ずっと待っててくれた‥‥？）

「あ、あの‥‥取締役。もしかして‥‥」




【秋善】

「あーあ。クソッ！　腹減った、飯行くぞ。飯！」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「ったく、お前は本当。目離すとすぐふらふらすんのな。ペンギンか？」




【里奈】

「ペッ!?　し、知りませんよ！　なんですかその例えは！」




【秋善】

「いや、なんか。子どもの頃、水族館で見たペンギンがなんかぺちぺち歩いてる姿がお前によく似て‥‥」




【里奈】

「似てません！」




【秋善】

「俺を待たせた罰だ。今夜は付き合えよ？」




【里奈】

「べ、別に待ってて欲しいなんて頼んだ覚えは‥‥」




【秋善】

「何想像してんだよ。顔赤いぞ」




【里奈】

「取締役がいつも変なこと言うからです！」




【秋善】

「お？　じゃあ、今夜はそこまでＯＫってことか？」




【里奈】

「なんでそうなるんですか！　嫌です。絶対に、嫌です」




【秋善】

「ちぇっ。つれねぇの。まぁ、飯くらい付き合えや」




【里奈】

「なんでいつもそう勝手に‥‥」




【秋善】

「今夜は‥‥そうだな。やっぱ焼肉かな！」




【里奈】

「またですか!?」




【秋善】

「いいだろ。肉好きなんだよ。お肉ちゃ～ん！　ラブ！」




【里奈】

「いいですけど‥‥野菜も食べないと、体によくないですよ」




【秋善】

「なら、今日はお前が注文しろ。そんで、俺に野菜も食わせる。どうだ？」




【里奈】

「‥‥わかりました。じゃあ、うんと高いお肉を食べます。もちろん、取締役のおごりで！」




【秋善】

「へいへい。ちゃっかりしてんなぁ？」




【里奈】

「これくらいじゃないと、取締役の秘書は務まりません」




【秋善】

「ははっ！　違いねぇ」




　笑いながら秋善は、里奈の膝にまた頭を乗せて来た。




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役!?」




【秋善】

「なんだよ。もう慣れただろ？」




【里奈】

「そういう問題じゃなくて‥‥」




【秋善】

「知ってるか？　焼肉を一緒に食う男女は、一線を越えるらしいぞ？」




【里奈】

「またそんな大嘘を‥‥」




【秋善】

「本当だって！　だから歓楽街には焼肉屋が多くてだな‥‥」




【里奈】

「もう‥‥わかりましたから、静かにしてて下さい。脚がくすぐったいです」




【秋善】

「へいへい。すみませんね」




　こうして、まんまと秋善のペースにはまりながら、里奈はどこか浮き立つような気持ちで彼との時間を楽しんでいた。




【里奈】

「ただい‥‥ん？　部屋に電気がついてる？　私、つけっぱなしで出てちゃっ‥‥」




【ジョージ】

「おう、遅かったな」




【里奈】

「きゃあっ!?　な、ななななななな!?」




【ジョージ】

「ななな？　なんだそれ。新しい生き物か？」




【里奈】

「な、なんで、あなたがここにいるのよ!?」




【ジョージ】

「合鍵で入ったから？」




　ジョージはテーブルの上に置いてあった鍵を見せびらかしながら、にっこりといい笑顔を浮かべた。




【里奈】

「‥‥はぁ。確かに、ここはあなたに借りてもらった部屋だから、持ってても不思議じゃないけど‥‥」

「女性の部屋に無断で侵入するのって、ちょっと失礼だと‥‥」




【ジョージ】

「なぁ、この芸人おもしろいな。最近テレビ観てねぇから知らなかったわ。お前知ってた？」




【里奈】

「人の話を聞きなさいよ！」




【ジョージ】

「へいへい。そうカッカすんなって」




　ジョージはテレビを消すと立ち上がり、台所へ入ってしまった。




【里奈】

「ちょ、ちょっと!?」




【ジョージ】

「コーヒーか？　それとも、ビールの方がいいか？」




【里奈】

「‥‥お水で」




【ジョージ】

「つまんねぇ。こういう時は、付き合うもんだろ？」




【里奈】

「用件を言って下さい」




【ジョージ】

「‥‥報告を聞きに来た」




【里奈】

「‥‥わかった」




　ジョージの差し出す水を受け取りながら、里奈は今日の出来事を彼に報告した。




【里奈】

「‥‥という感じです」




【ジョージ】

「なるほどなぁ」




【里奈】

「まぁ、こっちはご飯をおごってもらえるのでいいけど。今の所、それらしい情報は何もつかめてませんごめんなさい」




【ジョージ】

「いや、上出来だ」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「相手と仲良くなるのは悪いことじゃねぇだろ。少なくとも、今の所は順調だって言ってんだよ」




【里奈】

「そ、そう‥‥。ならよかった」




【ジョージ】

「この調子でしっかりやれよ？　お前の手で、そのセクハラ野郎をこのレースから引きずり下ろすんだ」




【里奈】

「‥‥」




【ジョージ】

「どうした？」




【里奈】

「え？　う、うん‥‥わかってる」




【ジョージ】

「期待してるぜ」




【里奈】

「‥‥うん」

（改めて言われると、なんかずっしり来るな‥‥）

（そもそも、この人、どうしてそんなことを頼むんだろう‥‥）

（こんなに手間も時間もかけて、あの人を三響ホールディングスの社長争いから引きずり下ろして、何かメリットが‥‥？）




【ジョージ】

「じゃあな。明日もしっかりやれよ」




【里奈】

「あ‥‥！」




【ジョージ】

「ん？　なんだ？」




【里奈】

「‥‥ううん。なんでもない。気をつけて帰ってね」




【ジョージ】

「‥‥お前に心配されるまでもねぇよ」




　憎まれ口を叩いて、ジョージは里奈の部屋をあとにした。

　静かになった部屋の真ん中で、なぜか里奈は胸の中にもやもやとしたものが生まれているのを感じていた。




【里奈】

「私の任務は、あの人を陥れること‥‥」




　最初からわかりきっていた事実はこの日、なぜか里奈の表情を曇らせる現実に変わっていた。








第３章









　翌朝、里奈の足取りは重かった。




【里奈】

（はー‥‥。なんか、昨日はよく眠れなかった‥‥）

（ジョージの言うことはめちゃくちゃだし、なんだか取締役のことばっかり考えちゃうし‥‥）

「弱味‥‥どうやって握ったら‥‥ん？」




　その時、１階に入っているカフェの窓際席に、見覚えのある人物が座っているのが見えた。




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「えっ!?　取締役!?　どうして、こんな朝早く‥‥」




　戸惑っていると、書類から顔を上げた秋善と里奈の目がピタリと合った。




【里奈】

「あっ！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「な、なんだろう。手招きしてる‥‥。見なかったことに‥‥しても、あとで絶対会うし、絡まれるよねぇ‥‥」

「はぁ‥‥」




　里奈は覚悟を決めると、カフェへと足を向けた。




【秋善】

「おはようさん」




【里奈】

「お、おはようございます‥‥どうしてこんな所にいるんですか？」




【秋善】

「居心地悪いから降りて来た」




【里奈】

「居心地？」




【秋善】

「突っ立ってないで座れ」




【里奈】

「失礼します‥‥」




【秋善】

「飯は食ったか？」




【里奈】

「朝は‥‥あまり食べない主義なので」




【秋善】

「それはよくねぇな。秘書はハードな仕事だ。飯はちゃんと食え」




【里奈】

「はぁ‥‥」




【秋善】

「あ、お姉ちゃん。モーニングのＡセットひとつ」




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　勝手に‥‥」




【秋善】

「社長命令」




【里奈】

「‥‥はい」

（まったく、いつもくだらないことに社長命令使って‥‥）




【秋善】

「早いな。いつもこんな時間に来てるのか？」




【里奈】

「え？　は、はい！　仕事はやっと慣れて来ましたけど、覚えておいた方がいいこともたくさんあるので、朝は自分の勉強の時間にあてているんです」




【秋善】

「へぇ。いい心がけだな」




　秋善はそう言って、目の前にあったコーヒーカップを手に取りゆっくりと傾けた。

　改めて、そのバランスの整った長い四肢に見とれた。

　組まれた足からカップを持つ手首のラインまでやたらと整った容姿に、いつものセクハラ発言を忘れそうになる。




【里奈】

「‥‥取締役」




【秋善】

「んー？」




【里奈】

「お疲れですか？」




【秋善】

「‥‥さぁ、どうでしょう？」




　冗談めかして言っているが、いつもの秋善よりも肌の調子が悪いような気がする。

　目の下もくぼんでいる上に、眉間のしわがいつもの倍ある気がした。




【里奈】

「昨日、ちゃんと眠られたんですか？」




【秋善】

「んー、まぁな」




【里奈】

（‥‥嘘っぽい）

「あの、取締役！」




【店員】

「お待たせしました！　クロワッサンサンドのセットのお客様！」




【秋善】

「ああ、あっち」




　明るい笑顔の女性店員は、里奈の目の前にプレートを置くと一礼してすぐに下がった。




【里奈】

「うわぁ！　おいしそう！」




【秋善】

「だろ？　ここのクロワッサンサンドは最高だぜ？」




　焼きたてでパリパリのクロワッサンの間には、厚めに切られたジューシーなローストビーフが大胆にはみ出している。

　添えられているのは豆とコーンのサラダにプチトマト。小さな器には真っ白な杏仁豆腐と黄桃の欠片が添えられていた。




【里奈】

「このカフェ、こんなに素敵なモーニングセットがあるんですね」




【秋善】

「うちのビルに入ってる飲食店は、どこもうまい。ここは特に、朝は空いてていいぞ」




【里奈】

（おかしい‥‥取締役、すごく疲れてるみたいだし。朝からこんな所にいるなんて‥‥）

「何かあったんですか？」




【秋善】

「‥‥何かって？」




【里奈】

「そ、それは‥‥わかりません、けど」




【秋善】

「俺にとっての何かと、お前にとっての何かが、必ずしも等しく重要なことだとは言えない」




【里奈】

「え？　それって‥‥」




【秋善】

「関係ないことにイチイチ首を突っ込むなってことだ」




【里奈】

「関係なくないです！　私は‥‥！」




【秋善】

「‥‥いいから黙って食え」




【里奈】

（なんか、墓穴掘っちゃったというか‥‥ああ、もう何やってんのよ私は‥‥）

（取締役みたいに、ここぞって時にバンバンまくしたてられる話術があればなぁ‥‥）




【秋善】

「‥‥悪かった」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前なりに気遣ってんのはわかってんだよ。ただ‥‥。それが逆にムカついた」




【里奈】

「意味が、よく‥‥」




【秋善】

「お前に気遣わせるなんて、俺もまだまだだって話だ」




【里奈】

「あ‥‥」

（笑った‥‥よかった。いつもの、取締役だ）

（あれ？　なんで私、ほっとしてるの？）




【秋善】

「‥‥業績がな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「業績が悪い時は、兄弟と顔合わせたくねぇんだよ」




【里奈】

「‥‥はい？」




【秋善】

「昨日、前年比の決算をまとめさせたんだが。ほれ」




【里奈】

「‥‥見てもいいんですか？」




【秋善】

「俺の秘書だろ。何か問題が？」




【里奈】

「い、いえ‥‥拝見します」




　そこには、神九条不動産の前年度と今年度上半期の業績がグラスとして記されていた。




【里奈】

「あれ？　これ‥‥。右肩上がり‥‥上半期だけで、前年比より３％も黒字じゃないですか」




【秋善】

「ああ」




【里奈】

「それなのに、どうして業績が悪いなんて‥‥」




【秋善】

「王を目指すには、これだけじゃ足りねぇ」




【里奈】

「王を‥‥？」




【秋善】

「三響のトップに立つためには、これっぽっちの黒じゃ足りねぇ。業界トップじゃねぇ、この国の全ての産業‥‥経済のトップに立つ勢いが必要だ」




【里奈】

「経済の、トップ‥‥!?」




【秋善】

「何驚いてんだよ」




【里奈】

「お、驚きますよ！　そんな壮大な話！」




【秋善】

「どこがだよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺にとっちゃ、そんなもんは通過点にすぎねぇ。おもろいことをやるための、手段でしかねぇんだよ」




【里奈】

「手段って‥‥」

（そんな‥‥途方もない話を、足がかりにするつもりなの!?　そんなことをしなければ、三響のトップには上がれないの!?）




【秋善】

「覚えとけ。お前がついてる男は、野心の塊だってな」




【里奈】

（‥‥私、甘く考えていたのかもしれない）

（私が陥れる人は、私が想像する以上に、強い人だ‥‥）




　秋善オススメのクロワッサンサンドは確かにおいしかったが、里奈は既にそれがおいしいのかそうでないのか判断がつかなくなっていた。

　想像以上に強く、激しく、そして野心の塊のような男に、自分ができることが本当にあるのか。

　そんなことばかりを考えていた。




　食事を終えた里奈に促され、秋善と共に41階へと上がった。




【里奈】

「おはようございま‥‥」




【春樹】

「おや、噂の人が来たようだね」




【里奈】

「あ！　しゃ、社長！　おはようございます！」




【春樹】

「おはよう」




【夏妃子】

「ご一緒に出勤なんて、見せつけてくれるわね」




【秋善】

「‥‥うるせぇよ」




【里奈】

「あ‥‥！」




【秋善】

「‥‥誰も通すな」




　秋善は再びムスッとした表情に戻ると、社長室の方へ行ってしまった。




【夏妃子】

「感じ悪い」




【春樹】

「彼の秘書はなかなか大変だろうね」




【里奈】

「い、いえ！　そんなことは‥‥」




【夏妃子】

「今、里奈さんがよくやってくれてるという話をしていたのよ」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥」




【春樹】

「これからも、秋善のことをよろしく頼むよ。それじゃあ、今日もみんな頑張ってくれ」




　春樹も軽く手を挙げると、エレベーターホールへと向かった。




【里奈】

（すごい余裕‥‥現トップの貫禄、か‥‥）




【夏妃子】

「朝から一緒だなんて、やるわね」




【里奈】

「もう！　雪さんまで、からかわないで下さい‥‥」




【夏妃子】

「ごめんごめん。でも、ちょっとまずかったかなぁ？」




【里奈】

「まずい？」




【夏妃子】

「取締役。ちょっと機嫌を損ねちゃったかな？」




【里奈】

「朝からあんな感じだったので、気にすることはないと思いますよ」




【夏妃子】

「う～ん、でもやっぱり。ね？　今のが、決定打になったのは間違いないと思う」




【里奈】

「た、確かに‥‥。社長がいらしていたのは誤算でした」




【夏妃子】

「これは業務命令。お昼、取締役を誘って機嫌を直しておいて下さい」




【里奈】

「ええっ!?　わ、私がですか!?」




【夏妃子】

「貴方でなければ、できないことよ」




【里奈】

「うう‥‥でも」




【夏妃子】

「今日は午後から取締役会があるの。それまでに機嫌が直ってないと、ちょっと困ったことになるの」

「いいわね？」




【里奈】

「わ、わかりました‥‥」

（ランチ‥‥か。あまり気が進まないけど、取締役のことはちょっと気になるし、誘ってみようかな‥‥）




【秋善】

「テンション下がるわ～‥‥」




【里奈】

「どうしてですか？」




【秋善】

「せっかく里奈とのランチデートなのに、社員食堂って‥‥」




【里奈】

「い、いいじゃないですか！　午後も予定があるんだし、近ければ余計な時間はかかりません」

（あんまり特別な所に行って、変なことされるのは嫌だし‥‥）




【秋善】

「社員食堂って‥‥」




【里奈】

「２度も言わなくていいです！　さぁ、食べましょう！」




【秋善】

「へいへい」




【里奈】

「わぁ～！　こ、このカレイの煮付け身がぷりぷりしてる！　おいしそう！」




【秋善】

「うちは社食もそれなりの味だ。食っとけ食っとけ」




【里奈】

（よかった‥‥ちょっとは、機嫌が直ってきたかな？）




【女性社員Ａ】

「あ、ねぇねぇ！　あれ、秋善社長じゃない？」




【里奈】

「ん？」




【女性社員Ｂ】

「うわ、本当だ。相変わらず、怖そう‥‥」




【女性社員Ａ】

「あれで、すっごい遊んでるらしいじゃん」




【女性社員Ｂ】

「やだ～‥‥」




【里奈】

「‥‥取締役」




【秋善】

「なんだ？」




【里奈】

「なんか、噂になってますよ」




【秋善】

「みてぇだな。言いたい奴には言わせておけ」




【里奈】

（気にならない‥‥か。噂なんて、この人にはいくらでもあるだろうし）

（あれ？　なんかもやもやするような‥‥）




【男性社員Ａ】

「あ、秋善社長じゃないっすか！」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「ああ、なんだ。お前か」




【男性社員Ａ】

「いや～、先日はありがとうございました！　もう、超楽しかったっす！」




【男性社員Ｂ】

「今度、あの店で貸し切りでパーティーしようって言ってんっすよ！」




【男性社員Ｃ】

「社長も是非来て下さいよ！」




【秋善】

「あー‥‥気が向いたらな」




【里奈】

（男にはモテるんだ‥‥）




【男性社員Ａ】

「あ、この人が例の美人すぎる秘書さんですか？」




【里奈】

「え？　わ、私!?」




【秋善】

「なんだその情報。どこのキャッチコピーだ？　もうちょっと、かっこいいのつけてくれよ」




【男性社員Ｂ】

「すんません！　でも、噂通りの美人秘書さんっすね！　可愛い～！」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【男性社員Ｃ】

「ねぇ、よかったら君も‥‥」




【秋善】

「オイ、お前ら」




【里奈】

「え‥‥!?」




　秋善は突然立ち上がると、そのまま里奈の肩を抱き寄せ男性社員たちに向き直った。




【里奈】

「取締役!?」




【秋善】

「人のもんに手ェ出すんじゃねぇぞ？　こいつは俺の女だ」




【里奈】

「なっ!?」




【男性社員Ｃ】

「おおー！　社長、かっこいいー！」




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　取締役！」




【秋善】

「なんだよ」




【里奈】

「恥ずかしいです」




【秋善】

「へぇ？　そういう顔も、いいもんだな」




【里奈】

「な、何言ってるんですか！　こんな大勢の前で‥‥」




【秋善】

「だから、だよ」




【里奈】

「大体、誰があなたの女なんですか！」




【秋善】

「あ？　女、秘書。だろ？」




【里奈】

「そ、そういう言い方するのやめて下さい！」




【秋善】

「いいじゃねぇか。こんくらい言わなきゃ、悪い虫がつく」




【里奈】

「虫って‥‥」




【秋善】

「‥‥行くぞ」




【里奈】

「え？　で、でもご飯がまだ‥‥」




【秋善】

「いいから、行くぞ」




【里奈】

「は、はい‥‥。ま、待って下さい！　取締役！」




【秋善】

「なんだよ」




【里奈】

「こ、こんな早い時間に行っても、誰もいないんじゃ‥‥」




【？？】

「君は‥‥!?」




【里奈】

「え‥‥？」




　誰もいないはずの会議室の前には、ひとりの男が立っていた。




【秋善】

「あんたは‥‥」




【里奈】

「お知り合いですか？」




【秋善】

「‥‥まぁ、な」




【里奈】

（珍しい。なんだか歯切れが悪い‥‥）




【？？】

「早いね、秋善君。君は、１番最後に現われると思っていたよ」

「紹介はしてくれないのか？」




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「は、はい！」




【秋善】

「紹介する。こちら中国公社の取締役、古泉千影さんだ」




【里奈】

「は、初めまして！　えっと‥‥神九条秋善の秘書をしております、水之瀬里奈と申します」




【古泉】

「‥‥古泉千影です。よろしく」




【里奈】

「よろしく、お願いします‥‥？」

（なんだろう？　なんか、変な間が‥‥）




【秋善】

「‥‥ロールケーキが食べたい」




【里奈】

「はい？」




【秋善】

「ぷうぷう堂の苺ロールが食べたいから買って来い」




【里奈】

「ぷ、ぷうぷう堂って‥‥最低２時間の行列は必須って言われてる、超人気店じゃないですか！　今からですか!?」




【秋善】

「取締役会が終わったら食いたい」




【里奈】

「な、何を‥‥!?　そんなことしたら、取締役会に出られない‥‥」




【秋善】

「出るなと言ってるんだ」




【里奈】

「ど、どうしてですか!?」




【秋善】

「言うことを聞け」




【里奈】

「取締役‥‥」




　それは、いつもの秋善からは想像できない、真剣な声とまなざし。

　こちらの一切を遮断する、拒絶の反応。それが、里奈にとっては確かな恐怖となって体を蝕んだ。




【里奈】

「‥‥わかりました。失礼します」




　里奈はくるりと踵を返すと、今乗って来たエレベーターに乗り込んだ。




【里奈】

（何よ、それ‥‥意味がわからない！　意味がわからない！）




　理不尽な願いに、里奈は胸の中にもやもやと怒りが溜まって行くのを感じた。




【古泉】

「随分、思い切ったことをするね」




【秋善】

「あんたには関係ないだろ」




【古泉】

「彼女を、近づけたくないということですか」




【秋善】

「俺は鼻がきくタイプなんだ。本能が、危険を察知する」




【古泉】

「‥‥肝に銘じておこう」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「た、ただいま戻りました‥‥」




【夏妃子】

「だ、大丈夫？　なんだかヨレヨレしてるわよ？」




【里奈】

「せ、戦場でした‥‥デパ地下は、戦場と化していました」




【夏妃子】

「お疲れ様。目当てのものは買えた？」




【里奈】

「はい！　ぷうぷう堂の苺ロール！」




【夏妃子】

「おお～、おめでとう！」




【里奈】

「みんなの分も買って来たので、あとで食べて下さいね」




【夏妃子】

「ありがとう。もう、取締役は戻られたわよ」




【里奈】

「本当ですか!?　マズイ。早く行かないと‥‥！」




　ちょうどその時、里奈のデスクの内線電話が鳴った。




【里奈】

「もしもし？」




【秋善】

『‥‥戻ったか』




【里奈】

「は、はい！　今戻りました！　あの、ロールケーキ買って来たので、すぐに‥‥」




【秋善】

『いや、いい。これからすぐに出る。付き合え。今日は直帰になると三島に伝えろ』




【里奈】

「でも‥‥。何かあったんですか？」




【秋善】

『‥‥なんの話だ』




【里奈】

「だって‥‥」




【秋善】

『なんでもない』

『ロールケーキは明日朝イチで食う。５分で出るから仕度しておけ』




【里奈】

「あっ！」




　電話はこちらの返答を待たずに、唐突に切れてしまった。




【里奈】

「何よ‥‥一体」




【夏妃子】

「やっぱり、こうなったかぁ」




【里奈】

「え？」




【夏妃子】

「呼び出しでしょ？」




【里奈】

「ど、どうしてわかったんですか!?」




【夏妃子】

「戻って来た取締役、すっごく機嫌悪そうだったから」




【里奈】

「このまま出かけるので、直帰すると伝えるように言われました」




【夏妃子】

「了解。しっかりね」




【里奈】

「はい‥‥。いってきます」

（突然どうしちゃったんだろう‥‥今日の取締役、やっぱり変‥‥）




【秋善】

「バーボン、おかわり」




【里奈】

「取締役‥‥飲み過ぎですよ」




【秋善】

「そうでもねぇよ」




【里奈】

「でも、もう５杯目‥‥」




【秋善】

「まだ、酔ってすらいねぇよ」




【里奈】

（‥‥やっぱり。なんか変だ。いつものセクハラもないし‥‥ずっと黙ってるし）

「あ、あの‥‥」




【秋善】

「‥‥なんでカクテルを、あんなにシェイクするか知ってるか？」




【里奈】

「え？　えっと、お酒を混ぜるため？」




【秋善】

「それもひとつの理由だ。お前、強い酒は好きか？」




【里奈】

「実は‥‥得意ではないです。舌にピリピリする感じがして、味がよくわからなくて」




【秋善】

「シェイクすることで酸素を混ぜ、酒に細かな気泡を入れる。そうすることによって、酒がまろやかになる」




【里奈】

「そうだったんですか‥‥言われてみれば、原理がわかるような」




【秋善】

「だから、強い酒を女に飲ませるには、カクテルが手っ取り早い場合もある」




【里奈】

「え？　それって‥‥」




【秋善】

「お前の飲んでるそれ、結構強いのわかってんのか？」




【里奈】

「ええっ!?　で、でも！　こんなにピンクで可愛いのに!?」




【秋善】

「それが、罠の色でも‥‥同じセリフが言えるか？」




【里奈】

「取締役‥‥」

（やっぱり、変だ‥‥）

「取締役。何かあったんですか？」




【秋善】

「‥‥何か、か」




【春樹】

（不動産事業計画が遅延している件について、何か報告は？）




【秋善】

（現在、住民とのトラブル解決について検討中だ。後々揉めて建設中断になるよりも、今のうちに解決策を取っているまでだ。ケツは合わせる）




【秀明】

（見苦しい）




【秋善】

（なんだと？）




【春樹】

（言い訳と取られても仕方のない言葉だ）




【秋善】

（‥‥わかっている）




【春樹】

（来月の取締役会には、会長も出席される）




【秀明】

（会長が？）




【秋善】

（へぇ？　親父が来るなんて珍しいな）




【春樹】

（今後の方針について、改めて検討することになっている。来月の取締役会までに、神九条不動産の成長戦略をまとめ、負け惜しみに聞こえないように体裁を整えておくこと）




【秋善】

（負けねぇよ）




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「取締役？」




【秋善】

「あ、ああ。なんだよ」




【里奈】

「話、聞いてませんでしたね？」




【秋善】

「‥‥悪い。ちょっと、ぼーっとしてただけだ」




【里奈】

「‥‥もう、帰りましょう。明日も、早いんですから」




【秋善】

「お前、顔赤いぞ」




【里奈】

「ちょっと‥‥疲れただけです」




【秋善】

「調子に乗ってガバガバ飲むからだ」




【里奈】

「つ、強いお酒だなんて知らなかったんですよ！」




【秋善】

「そう、噛みつくな。猫か。マスター、チェック」




　秋善はそう言いながら、黒いカードを差し出した。




【里奈】

（お金持ちしか持てないカード‥‥やっぱり、この人と私は、住む世界が違うんだなぁ‥‥）

（なんで私が、この人に付き合わなくちゃいけないんだろう‥‥）




　低下している思考力が、里奈の中に眠っていたシンプルな疑問を呼び覚ます。




【里奈】

（なんで私が、こんな人のこと‥‥心配しなく、ちゃ‥‥）




【秋善】

「大丈夫か？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥送ってく。行くぞ」




　秋善は里奈の腕を持つと、ゆっくりとその場に立たせた。

　ふわふわと浮くような感覚の中で寄り添った体は、自然と腕を組む形となり、まるで恋人同士のような体勢で店をあとにした。




【秋善】

「オイ、大丈夫か？」




【里奈】

「大丈夫、です‥‥」

（うう‥‥車、酔ったかも‥‥）




【秋善】

「大丈夫じゃねぇだろ。ったく。悪い。社に寄ってくれ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「‥‥仕事を思い出した。もうちょっと付き合え」




【里奈】

「仕事って‥‥こんな時間に？」




【秋善】

「安心しろ。あそこには仮眠室もシャワールームもある。必要なら休んでいい」




【里奈】

「あ‥‥」

（ここからうちまで行くより、会社に寄った方が近いから‥‥すぐに休めるのは、助かるけど‥‥）

（気を遣ってくれた‥‥？　まさか‥‥？）




【秋善】

「もうちょっとの辛抱だ。ちょっと横になってろ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　里奈の頭を自分の膝を倒した秋善は、静かに彼女の頭を撫でた。

　いつもとは逆の体勢に、里奈の胸は妙な音をたてて跳ねていた。




【秋善】

「ほれ。もっとちゃんとつかまってろ」




【里奈】

「いえ、そんな‥‥社内ですし‥‥」




【秋善】

「こんな時間だ。もう誰もいねぇだろ」




【冬哉】

「誰も？」




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「なんだ。お前、まだいたのか」




【冬哉】

「ここの会議室で映画を観ていたんですよ」




【秋善】

「はぁ？」




【冬哉】

「うちのテレビより大きいんですよね。ここのスクリーン。あ、秋兄さんも観るなら貸しますよ？　10年前に廃村になったはずの村で、専業主婦探偵が髪の伸びるコケシの呪いを‥‥」




【秋善】

「ああ、結構だ。急いでるんで、失礼するぜ」




【冬哉】

「大丈夫？　水之瀬さん。かなり辛そうだけど」




【里奈】

「あ、の‥‥」




【秋善】

「うるせぇよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「行くぞ」




【冬哉】

「お疲れ様、水之瀬さん」




【里奈】

「し、失礼します‥‥」




　夜のオフィスは、怖いくらいに静まりかえっていた。




【里奈】

「あの‥‥電気つけないんですか？」




【秋善】

「こっち、来い」




【里奈】

「あ‥‥」




　肩を抱かれ、窓際に立たされた里奈は、目の前に広がる光景に息をのんだ。

　夜の中に広がる高層ビル群。宝石のようにきらめく窓の明かりに、遠くに見える電波塔の光。

　高層フロアならではの夜景が、そこには広がっていた。




【里奈】

「綺麗‥‥」




【秋善】

「水、飲め」




　いつの間に取って来たのか、秋善の手には冷えたペットボトルのミネラルウォーターが握られていた。




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【秋善】

「座れ」




【里奈】

「ええっ!?」




　秋善が里奈に勧めたのは、社長がいつも座るイスだった。




【里奈】

「む、無理です！　そんな！　恐れ多い!!」




【秋善】

「騒ぐな。アホ」




【里奈】

「あ‥‥！」




　秋善はまず自分がイスに腰を下ろすと、膝の上に里奈を乗せた。




【里奈】

「な、何を!?」




【秋善】

「動くな」




　腰元に腕を回され、里奈は立ち上がれなくなってしまった。




【秋善】

「気分は、どうだ？」




【里奈】

「だ、大分、マシになりました‥‥」




【秋善】

「‥‥何よりだ」




　秋善はそのまま里奈の胸元に顔を埋めると、改めて強く彼女の体を抱き締めた。

　その腕の力がやけに強くて、里奈は腕を振り払うことをためらった。




【秋善】

「セクハラです、って。言わねぇのか？」




【里奈】

「‥‥言いたいです」




【秋善】

「言っても、いいんだぞ？」




【里奈】

「‥‥そんな顔、しないで下さい」




【秋善】

「は？」




【里奈】

「取締役、ひどい顔をしています」




【秋善】

「ひっでぇこと言うなよ」




【里奈】

「事実です」




【秋善】

「‥‥俺は、今どんな顔をしてる？」




【里奈】

「‥‥苦しそうな、泣きそうな……そんな顔です」




【秋善】

「泣きそう、か。言ってくれる」




【里奈】

「んっ!?」




　秋善はひとりごとの続きのように、里奈の唇に自分の唇を重ねた。




【里奈】

（強引な、キス‥‥）




　なぜか、抵抗する気にはならなかった。

　唇を割って舌が入って来ても、彼女は動じることはなく、ただ男の熱に身を任せていた。




【秋善】

「つかまってろ」




【里奈】

「え‥‥？」




　秋善は里奈の足の下に腕を差し入れると、そのまま彼女をお姫様だっこスタイルで持ち上げた。




【里奈】

「きゃあっ!?」




　反射的に秋善の首につかまった彼女は、すぐに傍らのソファに寝かされた。




【里奈】

「あ‥‥！」




　体のすぐ上に、秋善のそれが覆い被さった。

　開いた足の間に、秋善の足が強引に入って来る。




【里奈】

「と、取締役！」




　反射的に抵抗するが、酒のせいか、それともキスのせいか里奈の腕に力は入らない。




【秋善】

「なんだよ」




【里奈】

「なんだじゃなくて‥‥こ、困ります！」




【秋善】

「いいぜ」




【里奈】

「えっ？」




【秋善】

「困ってろよ」




【里奈】

「な、何を‥‥!?」




【秋善】

「困らせてぇんだよ」




【里奈】

「どうして‥‥？」




　服の隙間から、秋善の詰めたい指が侵入して来る。




【里奈】

「やっ！」




　身をよじって抵抗する里奈の唇を、優しいキスが拭って行く。




【里奈】

「どうしてこんなこと!?」




【秋善】

「無粋だな。したいからする。それだけだ」




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「抱きたい」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「その呼び方、やめろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「こういう時は、名前で呼べ」




【里奈】

「あ‥‥。秋善‥‥さん」




【秋善】

「合格だ」




[image: ]




【里奈】

「んっ!?」




　やっていることも言っていることも強引で、信じられない。

　それなのに、男に抵抗できないのは、どうしてなのだろう。

　優しく撫でるように服を剥かれ、里奈はいつの間にか男に身を任せていた。

　静かで、そして熱い呼吸が、夜の空気を満たして行った。




【里奈】

「ん‥‥うぅ‥‥。あ、れ？　朝‥‥？」




　仮眠室で体を起こした里奈は、全身が甘いような気だるいような、重たいような感覚が体を包み込んでいる。




【里奈】

「そっか‥‥あのまま私、寝ちゃって‥‥。取締役が、運んでくれたのかな」




　昨日の夜、そのまま寝てしまった、そのままの中身を思い出して里奈は頬が熱くなるのを感じた。




【里奈】

「あっ、ちゃー‥‥。やって、しまった‥‥」




　がっくりと項垂れながら里奈は頭を押さえた。

　いくら酒に酔っていたとは言え、普段の里奈ならば絶対にしないはずのことを、彼女は昨夜、シタ。




【里奈】

「何やってるのよ、私は‥‥」




　その時、仮眠室の扉が軽くノックされた。




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「水之瀬さん、起きてるかな？」




【里奈】

「と、冬哉さん!?」




【冬哉】

「入ってもいいかな？」




【里奈】

「は、はい！　ど、どうぞ！」




【冬哉】

「失礼します」




【里奈】

「冬哉さん‥‥どうして？」




【冬哉】

「秋兄さんに頼まれたんだ。はい、これ」




【里奈】

「これは‥‥」




　冬哉はハイブランドとわかる店名の入った紙袋を、いくつか里奈の前に置いた。




【冬哉】

「そっちが靴。こっちがスーツ、あと下着も選んでおいたって‥‥もう。こんなこと、僕に言わせないで欲しいなぁ」




　メモを読み上げながら、冬哉はえへへと苦笑いを漏らしている。




【里奈】

「こ、こんなに‥‥？」




【冬哉】

「朝から閉まってるお店を片っ端から開けさせて、全部用意したみたい」




【里奈】

「そんなこと‥‥どうして‥‥」




【冬哉】

「あの人なりの、気遣いってやつだと思うよ。昨日と同じ服だと、色々言われちゃうでしょ？」




【里奈】

「あ‥‥」




【冬哉】

「どうする？　まだ時間もあるし、１度帰る？　それとも、これ着る？」




【里奈】

「着ます」




【冬哉】

「本当？　よかった。朝から運んだ甲斐があるよ」




【里奈】

「サイズとか、あうなら‥‥ですけど」




【冬哉】

「ああ、それは絶対大丈夫って言ってたよ」




【里奈】

「嫌な自信‥‥」




【冬哉】

「‥‥何か、あったの？」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「いや、変な話じゃなくてね。なんか水之瀬さん、辛そうに見えたから‥‥」




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥」




【冬哉】

「‥‥そう。考えすぎだったかな？　ごめんね」




【里奈】

「いえ‥‥」




【冬哉】

「前も言ったけど」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「何かあったら、いつでも相談してね。僕は、君の味方だから」




【里奈】

（多分、言わない方が取締役のためだよね‥‥こういうスキャンダルって‥‥）

「ありがとう、ございます‥‥」




【冬哉】

「じゃあ、またね。下のカフェは６時半からオープンだから。ご飯食べるといいよ」




【里奈】

「はい‥‥」




　冬哉は手を振ると、仮眠室を出ていった。




【里奈】

「取締役‥‥帰っちゃったのかな」




　里奈は紙袋から服を取り出すと、それを身につけ仮眠室をあとにした。




【里奈】

「失礼しま‥‥あれ？　いない‥‥」




　社長室はもぬけの殻で、誰の姿もない。




【里奈】

「やっぱり、帰っちゃったのかな‥‥」




【秋善】

「どこ見てんだ」




【里奈】

「えっ!?」




　背後から声をかけられ振り返ると、すぐ目の前に秋善の姿があった。なぜか、上半身は裸だ。




【里奈】

「なっ!?　ななななななっ!?」




【秋善】

「７？」




【里奈】

「何してるんですか!?」




【秋善】

「シャワー。汗臭い上司とか嫌だろ」




【里奈】

「ああ‥‥そっか」




【秋善】

「似合ってんじゃん」




【里奈】

「え？　あ、これ‥‥ありがとうございます」




【秋善】

「‥‥別に」




【里奈】

「そ、それで、あの‥‥！」

（それで‥‥何を言おうとしてるんだろう。私‥‥こうなって、この人に‥‥）




【秋善】

「仕事」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「片付けたい仕事がある。悪いが、ひとりにしてくれないか」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「‥‥出て行ってくれ」




【里奈】

「‥‥わかりました。失礼します」




　里奈はいつものように頭を下げると、社長室をあとにした。




【秋善】

「‥‥。クソッ!!」




【里奈】

（終わるのかな‥‥これで、私たち）

「いや、始まってもないんだけどさ！　別に‥‥」

（そうだよね。始まってもないし、よく考えたら、これってあの人の弱味になるわけだし‥‥）

（これで、私の任務って終わりになるんじゃ‥‥）




　なぜか、秋善の言葉が次々に浮かんで来る。

　セクハラされたこと、嫌がらせをされたこと、頭に浮かぶのは大半がイライラさせられることばかりなのに。

　なぜか、里奈の胸には、怒りではなく悲しみが溢れていた。




【里奈】

「優しく、されたから？　そんな程度で落ちるほど、私は安くない‥‥！」




　声に出してみても、胸の中に溢れる悲しみはひとつも拭えない。

　ただ、悲しかった。こうなってしまったこと、秋善の反応、自分が嘘をついていること、その全てが里奈の胸に重くのしかかる。




【里奈】

「私、何やってるんだろう‥‥」




　結局、始業時間になっても、里奈と秋善が顔を合わせることはなかった。

　幸か不幸か、里奈には判断がつかない。

　ただ、ほっとする反面、寂しいと思うのも事実で‥‥。

　この日、彼女は仕事でもミスを連発して、雪にこってり怒られた。




【里奈】

「はー‥‥社会人としてどうなの。もう‥‥。こんなんじゃダメだ。明日はしっかりしないと！」

「‥‥」

（今日は、やっぱりいない‥‥よね。取締役）




　いつも送ってくれていた男の姿は、今日はなかった。




【里奈】

（‥‥やっぱり、１度そうなったらもう‥‥）




　その時、ポケットの中の携帯電話が震えた。




【里奈】

「も、もしもし！」




【ジョージ】

「よう。オレオレ。オレだけど」




【里奈】

「なんだ、ジョージか‥‥」




【ジョージ】

「なんだよリアクション悪ぃな」




【里奈】

「液晶見ないで取ったのよ。仕方ないでしょ」




【ジョージ】

「ふーん？　誰かからの電話でも待ってたのか？」




【里奈】

「ち、違うわよ！　用件は何？」




【ジョージ】

「おめでとう」




【里奈】

「は？」




【ジョージ】

「払う分の金に見合った仕事は、しているようだな」




【里奈】

「意味が、よく‥‥？」




【ジョージ】

「どうだった？　社長さんの、腕は」




【里奈】

「なっ!?　なんであなたがそのこと‥‥!?」




【ジョージ】

「こんだけの規模の計画だ。内通者がいても、おかしくないだろ？」




【里奈】

「内通者‥‥!?」




【ジョージ】

「写真や録音はあるのか？」




【里奈】

「あ、あるわけないでしょ！　そんなの！」




【ジョージ】

「チッ、それがあればてっとり早かったんだけどな」




【里奈】

「あったとしても、自分が写ってるものを渡せないわよ！」




【ジョージ】

「そこはテクでどうにかしろよ」




【里奈】

「無茶言わないでよ‥‥。こっちは素人なんだから‥‥」




【ジョージ】

「まぁいい。これでひとつ、足がかりができた」




【里奈】

「足がかり？」




【ジョージ】

「この程度じゃまだぬるい。次は、情報を持って来い」




【里奈】

「情報‥‥」




【ジョージ】

「会社、経理、トラブル、女。なんでもいい。あのいけすかねぇおっさんの首をかく、有力な情報を頼むぜ？」




【里奈】

「‥‥あ、あの。ジョージ。私‥‥」




【ジョージ】

「‥‥叔父さんを助けたいんだろ？」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【ジョージ】

「じゃあな。明日も頑張れよ」




　相変わらず電話は唐突に切れた。




【里奈】

「‥‥どうしたら、いいのよ。もう‥‥最低」




　携帯電話を握りしめたまま、里奈は呆然と立ちつくした。

　自分がどうすればいいのか、どうするべきなのか。

　改めて、目の前に突きつけられた現実に、里奈は目の前が暗く闇に引きずり落とされるのを感じた。








第４章









【里奈】

「あ、朝日が‥‥目に突き刺さる。眼球が砂になりそう‥‥」

（昨日ちゃんと眠れなかったからなぁ‥‥）

「うう、辛い。こんなことなら、無理にでも眠ればよかった‥‥」




　昨夜、ベッドに入っても眠ることができず、里奈は一睡もしないまま出社した。




【里奈】

（少しだけでも、眠ればよかった‥‥今日はミスが出ないように、気を引き締めて行かないと！）




【里奈】

「フン、フフ～ン‥‥っと」




【秋善】

「ああ！　そのエレベーターストップ！」




【里奈】

「え!?」




【秋善】

「サンキュー‥‥ん？」




【里奈】

「お、おはようございます‥‥」




【秋善】

「お前か‥‥おはようさん」




【里奈】

「お、おはようございます‥‥」

（最悪。朝１番に会っちゃうなんて‥‥）




【秋善】

「化粧」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「濃いぞ」




【里奈】

「せ、セクハラですか‥‥」




【秋善】

「眠れなかったのか？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「それ、クマ隠しだろ」




【里奈】

（バレてる‥‥）




【秋善】

「クソッ、そんなに‥‥」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「なんでもねぇよ」




【里奈】

「何か言いましたよね？」




【秋善】

「地獄耳」




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「なんにも言ってねぇよ」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「うるせぇ。黙ってろ」




【秋善】

「‥‥悪かったな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥なんでもねぇよ」




【里奈】

「あの、取締役。その‥‥」




【秋善】

「着いたぞ」




【里奈】

「あ‥‥」




　ポーンという小さな音と共に、エレベーターは41階に到着した。




【秋善】

「お先に失礼」




【里奈】

「取締役！」




【秋善】

「‥‥悪い。急ぐから」




　秋善はそう言って、先にフロアに出て行ってしまった。




【里奈】

（‥‥避けられてる）

（‥‥ダメだ。早くここを離れないと‥‥情が移る前に、早く‥‥）

「終わらせなくちゃ」




【夏妃子】

「ああ、こんな所にいたの。まったく、トロトロしないでよね」




【里奈】

「お、おはようございます。夏妃子様‥‥」




【夏妃子】

「今日はやることが山積みなの。ちんたらしないで、しっかりやりなさい」




【里奈】

「え？　そ、そうなんですか？」




【夏妃子】

「明日開かれる会議の資料を頼んでいた製本会社がミスをしたのよ」




【里奈】

「ええっ!?　明日のって‥‥100部規模で必要だったやつですよね!?」




【夏妃子】

「全て手作業になったから、秘書課からも人員を出すことになったの。わかる？」




【里奈】

「わ、私がやるんでしょうか？」




【夏妃子】

「そういうこと」




【里奈】

「ひぇ～‥‥ん？」

（ってことは、残業になる可能性もあるってことか‥‥）

（ひとりで残れば、情報を探すのにも都合がいいよね‥‥よしっ！）

「頑張ります！」




【夏妃子】

「え、ええ。頼んだわよ。しっかりやってちょうだい」




【里奈】

（早く情報を集めて、ここから出なくちゃ‥‥こんな風に、あの人の側にいるくらいなら。早く‥‥）




【雪】

「本当に、大丈夫？　顔色悪いみたいだけど」




【里奈】

「だ、大丈夫です！　ちょっと今日はタスクが多くて、明日まで残したくないのでやってから帰ります！」




【雪】

「あまり無理はしないようにね」




【里奈】

「ありがとうございます。お疲れ様です」




　雪が去るのを見届けた里奈は、パソコンのモニターに向き直った。




【里奈】

「私の権限で見られるネットワークには限界がある‥‥。せめて、社長のパソコンに直接アクセスできれば‥‥」




　キーを打ち鳴らす里奈の姿は、躍起になっているという形容詞がよく似合った。




【里奈】

「こっち、でもダメか‥‥。どうしようかな‥‥」




【秋善】

「ひとりごと、でかくね？」




【里奈】

「えっ!?」




【秋善】

「誰もいねぇと思ったら大間違いだ」




【里奈】

「取締役‥‥どうして!?」




　里奈は慌てて手元のキーボードを操作し、ショートカットで表示させている画面を切り替えた。




【里奈】

（見られてないよね!?）




【秋善】

「お前、こんな時間に何やってんだよ」




【里奈】

「ちょっと‥‥残業を」




【秋善】

「何をちんたらやってんだ？」




【里奈】

「あ‥‥っ!?」




　秋善は座っている里奈の後ろから腕を伸ばし、マウスの上に手を重ねた。里奈の手の上から、包み込むように。




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「ここは色を変えろ。見にくい」




【里奈】

「あ、は、はい！　ありがとう、ございます‥‥」




【秋善】

「あとこっち。時間の表示が見づらい。サイズ上げろ」




【里奈】

「あ、あの！」




【秋善】

「‥‥なんだよ」




【里奈】

「て、手が！」




【秋善】

「手？」




【里奈】

「気になります」




【秋善】

「へぇ？　俺のこと、気になるわけ？」




【里奈】

「ご、語弊があります。落ち着かないという意味で‥‥」




【秋善】

「‥‥わかってる。わざとだ、わざと」




【秋善】

「これ、お前が数字もまとめたのか？」




【里奈】

「え？　は、はい‥‥」

（万が一の時のために用意しておいた、お昼間やってた仕事だけど‥‥）




【秋善】

「よくまとまってる。最初の時もそうだったが、お前は整理する能力が高いようだな」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」

（仕事、ちゃんと褒めてくれてる‥‥）

（会社の情報を探るために、残ってただけなのに‥‥こんなにちゃんと見てくれてる‥‥）




【秋善】

「大丈夫か？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「顔、ひどいぞ」




【里奈】

「なっ!?　み、見ないで下さい！」




【秋善】

「冗談で言ってんじゃねぇよ。目の下、線みたいなの入ってんぞ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「今日、これでもうしまいか？」




【里奈】

「は、は、はい‥‥」




【秋善】

「じゃあもうとっとと帰れ」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「弱ってる動物を食うのも、野生の本能だぞ？」




【里奈】

「野生‥‥」




【秋善】

「ぐーすか寝こけてると食っちまうぞって言ってんだよ」




【里奈】

「ぐ、ぐーすかなんて寝ません！」




【秋善】

「そうかぁ？」




【里奈】

「へ、変な目で見ないで下さい！　私は、そ、それはそれは健やかに！　そよ風のように寝てますから！」




【秋善】

「そよか‥‥ブフッ!!」




【里奈】

「なっ!?　吹き出さないで下さい！」




【秋善】

「いや、だってお前‥‥そよ風って。なんなんだよ。どういう例えなんだよ。ブフッ」




【里奈】

「あ‥‥」

（取締役が、笑ってくれた‥‥）

（って、何を動揺してるのよ‥‥その程度のことで、なんで‥‥）

（なんで、こんな嬉しいんだろう‥‥）




【秋善】

「本当に、大丈夫なのか？」




【里奈】

「少し寝不足なだけです」




【秋善】

「少し？」




【里奈】

「‥‥寝れば、回復しますから」




【秋善】

「ふぅ～ん？　そろそろ終わりにしとけ。そんなんじゃ、明日もひでぇ顔で出社するハメになるぞ」




【里奈】

「ひ、ひどいひどい言わないで下さい！」




【秋善】

「本当、見てらんねぇんだよ」




【里奈】

「え‥‥？」




　秋善はそう言いながら、里奈の頬にそっと指を添えた。




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「なぁ、聞かせてくれよ」




【里奈】

「何を、ですか‥‥？」




【秋善】

「お前は、さ‥‥俺の」




　その時、２人の背後からガタリと大きな音が鳴り響いた。




【里奈】

「誰!?」




　振り返っても返事はなく、室内には再び静寂が戻って来た。




【里奈】

「虫‥‥でしょうか？」




【秋善】

「どんなでかい虫だよ。なんか落ちた音だろ」




【里奈】

「そう‥‥ですよね」




【秋善】

「なんだ？　虫が苦手なのか？」




【里奈】

「得意ではないです‥‥」




【秋善】

「ふぅん‥‥」




【里奈】

「‥‥？」




【秋善】

「‥‥ほら、これで保存しとけ。帰るぞ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「なんだよ。もう遅いだろ。こんな時間に女性社員放り出して事件でもあったら、俺が面倒なことになんだよ」




【里奈】

「そんな、事件なんて‥‥」




【秋善】

「敵は、どこに潜んでるかわかんねぇからな」




【里奈】

「敵って‥‥」




【秋善】

「３分で出る準備しろ」




【里奈】

「あ‥‥」




　秋善は里奈の頭を撫でると、そのまま秘書室をあとにした。




【里奈】

「３分って。いきなり言われても‥‥。あっ！　もう２分しかない！　急がないと！」




　里奈も慌ててパソコンの電源を落とすと、カバンを手にエレベーターホールへ向かった。




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（気まずい‥‥）

（いつもなら、冗談仕掛けてきたり、膝枕したりしてたのに‥‥）

（そもそも、この人今私のことどう思って‥‥）




【秋善】

「あんまり、無理するなよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前は、変な所でマジメなんだよ。一生懸命やるのも考えるのも、お前のいい所だ。ただ‥‥」




【里奈】

「ただ？」




【秋善】

「お前の短所でもある。自己管理はしろ」




【里奈】

「はい‥‥気をつけます」




【秋善】

「まぁ、俺も気をつけるけど」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥一応、上司だからな。暇な時は、見ておいてやるよ。お前のこと」




【里奈】

「取締役‥‥」

（そんな風に、言わないで欲しい‥‥私は、あなたを‥‥騙しているの‥‥）




　珍しく優しい男の態度に、里奈は戸惑いを隠せなかった。

　秋善の言葉が、態度が、表情が、優しさが、里奈の心を刺激する。

　矛盾と、恐怖。そんな感情を抱えたまま、彼女はこの日、久しぶりに深い眠りについた。




【里奈】

「申し訳ありません！」




　ぐっすり眠ってしまった里奈は、翌日盛大に寝坊をしてしまった。




【夏妃子】

「‥‥それで？」




【里奈】

「遅刻は、完全に私の責任です。みなさんにご迷惑をおかけした分、今日は‥‥」




【夏妃子】

「時間は元には戻らない。アタシがアナタなんかのために使った時間を、アナタが返せると思っているの？」




【里奈】

「それは‥‥」




【夏妃子】

「時間はお金を生むの。そして、１度過ぎた時間はもう２度と戻って来ない。この意味は、わかるわね？」




【里奈】

「はい‥‥」




【夏妃子】

「大体、新人のアナタにできることなんてあるのかしら？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」

（何も言えない‥‥。うう、情けない‥‥。なんで遅刻なんてしちゃったんだろう‥‥）




【夏妃子】

「さぁ、どう責任を取るつもりなの？」




【里奈】

「私‥‥」




【秋善】

「それくらにしとけよ。姉貴」




【里奈】

「えっ!?」




【夏妃子】

「随分重役出勤ね。アキ」




【秋善】

「重役だからな」




【夏妃子】

「彼女はアタシの部下よ。アタシのやり方に口出ししないで」




【秋善】

「まぁ、そりゃそうだけどな。こいつは俺の部下でもある」




【里奈】

「取締役‥‥」




【夏妃子】

「‥‥何が言いたいの？」




【秋善】

「この場は俺が預かる。里奈」




【里奈】

「は、はい！」




【秋善】

「‥‥来い」




【里奈】

「はい‥‥」




　里奈は夏妃子に一礼すると秋善のあとに続き、社長室へと向かった。




【秋善】

「適当に座れ」




【里奈】

「で、も‥‥」




【秋善】

「まぁ、立ってたいって言うなら止めねぇけど」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥はぁっ」




　秋善はイスに深く腰掛けると、大きなため息を吐いた。




【秋善】

「お前なぁ。残業して翌日寝坊って‥‥」




【里奈】

「申し訳ありません」




【秋善】

「給料泥棒とか言われても文句言えねぇパターンだぞ」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「社会人として、気が弛んでいると思われても仕方がない」




【里奈】

「もう、２度とこのようなことがないよう、気を引き締めていきたいと思っています」

「本当に、申し訳ありませんでした」




　里奈は泣きそうになった瞳を隠しながら、深く頭を下げた。




【秋善】

「‥‥ふぅん」




【里奈】

（かっこ悪い‥‥取締役の言う通りだ。私、社会人失格だ‥‥）




【秋善】

「反省しているのか？」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「その言葉が本当か、体で照明してもらおうか？」




【里奈】

「えっ!?」




　顔を上げると、目の前にいたはずの秋善の姿が消えていた。




【秋善】

「どこ見てんだ」




【里奈】

「取締役!?」




　いつの間にか後ろに回り込んでいた秋善が、里奈の腕を後ろ手に縛り上げていた。




【里奈】

「ちょっ!?　何してるんですか!?」




【秋善】

「ネクタイで縛る、男のロマンだろ？」




【里奈】

「は‥‥きゃあっ!?」




　秋善は自由の奪われた里奈の体を、すぐ側のソファに押し出した。

　もつれた足が絡まって、彼女の体は簡単に柔らかなソファの上に倒れ込んだ。




【里奈】

「な、何す‥‥!?」




【秋善】

「お仕置きの時間だ」




　秋善は、すぐに里奈の体の上に覆い被さると、楽しそうに笑った。




【里奈】

「ちょっ!?　な、何するんですか！」




【秋善】

「叫んでも声が届かないことくらい、お前なら知ってるだろ？」




【里奈】

「ま、まだ午前中なんですよ!?　何を考えて‥‥！」




【秋善】

「へぇ？　夜ならいいのかよ」




【里奈】

「そ、そういうわけじゃっ!!」




【秋善】

「お前さ、そんなに嫌なら隙を作るなよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「つけ込まれるような弱味を見せるから、俺みたいなのに食われるんだ」




【里奈】

「仕掛けてる本人に注意されるのって、すごく不服なんですけど」




【秋善】

「優しいだろ？　そんなんじゃ、俺以外の獣にも狙われるぞって言ってんだ」




【里奈】

「獣なんですか？」




【秋善】

「そんなの、お前が１番知ってんだろ」




【里奈】

「な、なんの話をしてるんですか！」




【秋善】

「お前はわかってねぇんだよ。自分がどれくらい無防備に見えるか」




【里奈】

「わ、私の、どこが‥‥！」




【秋善】

「現に、こんなことされてるだろ？」




　秋善は声を潜めながら、里奈の首筋に唇を押し当てた。




【里奈】

「んっ!?」




【秋善】

「いい反応だな」




【里奈】

「や、めて‥‥下さい！」




【秋善】

「本当に？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「体の方は、そうでもないようだぞ？」




【里奈】

「そんな、こと‥‥！」




　身をよじって抵抗するが、秋善の言葉は当たらずも遠からずであることを、里奈は感じていた。




【里奈】

（違う‥‥私は、こんな風にされたいんじゃない！　こんな風に‥‥！）




【秋善】

「‥‥興ざめだ」




【里奈】

「え？」




　秋善はそう言って、里奈の手首のネクタイをほどくと体を起こした。




【里奈】

「どう、して‥‥？」




【秋善】

「なんだよ？　して欲しかったのか？」




【里奈】

「そ、そういうわけじゃ！」

（そ、そうよ‥‥別に、して欲しかったわけじゃ‥‥）




【秋善】

「‥‥そんな顔すんなよ。クソッ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「このままお前を力ずくで抱くのは簡単だが、それじゃあ意味がねぇからな」




【里奈】

「意味がない？」




【秋善】

「お前から抱いて欲しいって言わなきゃ、意味がねぇだろ？」




【里奈】

「なっ!?　何を言い出すんですか！」




【秋善】

「ははっ、そうカッカすんなって。さて、と」




　秋善は自分のデスクに腰を下ろすと、ノートパソコンに触れた。




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「折れからの説教は以上だ。仕事に戻れ。俺はこれから明日の大事な資料を作らなきゃならねぇんだよ」




【里奈】

「明日って‥‥取締役会ですよね？　資料なら、私たちが既に用意したはずですが」




【秋善】

「‥‥ちょっと緊急の要件がな」




【里奈】

「どういうことですか？　何か、不備があったなら仰って下さい！　あれは、私の仕事です！」




【秋善】

「ああ、言い方が悪かった。お前の仕事に悪い所はねぇよ。ただ‥‥。突っ込まれるとマズイ部分がある。そこを、今のうちに修正しておきたい」




【里奈】

「まずいこと‥‥？」




【秋善】

「住民運動」




【里奈】

「住民運動って‥‥この前の？　でも、あれはもう‥‥」




【秋善】

「あの連中以外にも、反対運動を起こす連中は大勢いる。これから、利権の絡む話が増えれば金に群がる面倒な連中もわんさか出て来るだろうな」




【里奈】

「ひとつを解決しても、終わらないんですね」




【秋善】

「そういうことだ」




【里奈】

「あの‥‥」




【秋善】

「ん？」




【里奈】

「私にも、何かできることがあったら言って下さい！」




【秋善】

「お前に‥‥？」




【里奈】

「わ、私も、今回のプロジェクトに関わるひとりですし。それに‥‥」




【秋善】

「それに？」




【里奈】

「前回の‥‥住民の方たちの話し合いを聞いた身としては、放っておけません」




【秋善】

「放っておけないって‥‥お前、よく他人にそこまで肩入れできるな」




【里奈】

「他人じゃ、ありません‥‥」




【秋善】

「何？」




【里奈】

「私は、もうあの人たちの声を聞いた。あの人たちの願いを聞いた」

「もう、当事者です！」




【秋善】

「フンッ、なるほどな」




【里奈】

「な、なんですか？」




【秋善】

「いや、お前の気持ちはよくわかった」




【秋善】

「ただ、住民運動については他言無用だ」




【里奈】

「え？　ど、どうして？」




【秋善】

「面倒なんだよ。今後の展開に差し障る可能性がある。できる限り、情報は抑えたい」




【里奈】

「わかりました」




【秋善】

「いい子だ。仕事に戻れ」




【里奈】

「‥‥失礼します」

（秘密の情報‥‥か、これもひとつの情報‥‥）

（でも、この情報を渡すのは‥‥）




【雪】

「里奈さん？」




【里奈】

「え？　は、はい！」




【雪】

「大丈夫？　相当絞られたみたいね。顔、赤いわよ」




【里奈】

「だ、大丈夫です！　わ、私が寝坊したのが悪いんですから！」




【雪】

「そう？　じゃあ、しっかり反省した所で、仕事に戻ってもらいましょうか」




【里奈】

「は、はい！」

（と、とにかく今は、汚名を返上しないと！　よし！）




　こうして、里奈は通常の業務に戻った。

　まだ胸を騒がせているものの正体に、里奈は真実を見いだせずにいた。

　しかし、この感情がなんなのか理解するのに、そう時間はかからなかった。




【里奈】

「今日の～ごっはんは、カツオ～の、たったき～！」

「はー。晩ご飯をゆっくり家で食べるのって、いつぶりだろう‥‥」

「たくさん食べて、サクっと寝て、明日は遅刻しないように‥‥ん？」




　自作の玉ねぎソースたっぷりのカツオのたたきをテーブルに乗せた里奈の目に、携帯電話の点滅が飛び込んで来た。




【里奈】

「着信？」




　液晶を開くと、そこには着信２件とメールが１通来ていた。




【里奈】

「全部、ジョージ‥‥」

（そういえば、毎日報告しろって言われてたんだ‥‥昨日も今日もバタバタしてて連絡してなかった）

「きゃあっ!?」




　携帯を持っていると、手の中のそれがブルブルと震えだした。




【里奈】

「も、もしもし!?」




【ジョージ】

「やっと繋がったな‥‥」




【里奈】

「ご、ごめん。ここの所、色々あって‥‥。連絡するの忘れてた」




【ジョージ】

「ふぅん？　色々、ね‥‥。なら、情報の方はたんまり手に入ったんだろうな？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」




【ジョージ】

「なんだよ、歯切れ悪ぃな」




【里奈】

「情報は、その‥‥」

（住民の反対運動のこと、この前の夜のこと、多分弱味になる情報だと思う‥‥けど‥‥）

「ありま、せん‥‥」




【ジョージ】

「‥‥何？」




【里奈】

「連絡が取れなかったのは、神九条の仕事が多かったの。取締役とは、少し話し込んだりもしたけど‥‥」




【ジョージ】

「けど？」




【里奈】

「し、仕事の話で、つい盛り上がっちゃっただけで‥‥弱味になるようなことは、何もなかった」




【ジョージ】

「なるほど。物証は何もねぇってことか」




【里奈】

「う、うん‥‥」




【ジョージ】

「‥‥仕方ねぇ。まぁ、盛り上がるくらい仲良しになったのはいいことだ」




【里奈】

「仲良し‥‥」




【ジョージ】

「報告はなるべく毎日入れろ。いいな？」




【里奈】

「‥‥わかった」




【ジョージ】

「じゃあな」




【里奈】

「‥‥」

（嘘‥‥ついたことになるのかな）

（何やってるんだろう、私‥‥どうするつもりなんだろう‥‥）

「わからなくなってきた‥‥」




　ジョージの言葉に対する自分の嘘。早く任務を終わらせなくてはいけないと思う反面、秋善のことを考えてしまう。

　里奈は、自分がどうするべきなのか、完全に迷っていた。




【里奈】

「‥‥どうしたらいいんだろう」




【秋善】

「あーあ。かったりーなぁ」




【里奈】

「取締役。大事な会合なんですから、そういうことを軽々しく言わない方がいいと思います」




【秋善】

「なんだよ。秘書みたいなこと言うなよなぁ」




【里奈】

「みたい、じゃなくて秘書ですから」




【秋善】

「お前、ちょっと三島に似てきたんじゃねぇの？」




【里奈】

「褒め言葉として、受け取っておきます」




【秋善】

「そういう所がそっくりだっつってんだよ」




【古泉】

「楽しそうだね」




【里奈】

「あ‥‥古泉相談役！」




【古泉】

「また君か‥‥確か、水之瀬君だったかな？」




【里奈】

「はい！」




【秋善】

「なんだ。あんたも来てたのか。ご苦労なことだ」




【古泉】

「重要な会議だと、春樹君に呼ばれたものでね」




【里奈】

（取締役が資料を作っていたことといい、もめ事のこと釘を刺してたことといい、今日はただの報告じゃなくて本当に何か重要なことを相談する会議みたい‥‥）




【秋善】

「じゃあ、古泉さん。またあとで」




【古泉】

「ちょっと待った」




【里奈】

「え？」




【古泉】

「今日も、秘書さんの出番はないんじゃないかな？」




【里奈】

「それは‥‥」




【古泉】

「デリケートな会議だ。遠慮してもらえるかな？」




【里奈】

「‥‥取締役」




【秋善】

「‥‥古泉さんがそう言うなら、従わないわけにはいかない」




【秋善】

「悪いが、外してもらえるか？」




【里奈】

「‥‥わかりました」




【秋善】

「すまねぇな」




【里奈】

「いえ‥‥」




【秋善】

「それじゃあ行こうか。古泉さん。俺たちの、戦場に」




【古泉】

「ええ」




【里奈】

（なんだろう‥‥胸騒ぎがする‥‥）

「あ、あの！」




【秋善】

「ん？　どうした？」




【里奈】

「あの‥‥」

「ま、また！　ロールケーキを用意して、待ってます！」




【秋善】

「里奈‥‥」




【里奈】

「だから、頑張って下さいね！」




【秋善】

「‥‥おうよ。いい子で待ってろよ」




【里奈】

「はい！」




【春樹】

「楽しそうだね。秋善」




【秋善】

「いつもこんなもんでしょう？」




【古泉】

「どうやら、彼女の力は絶大なようだ」




【秀明】

「彼女？」




【春樹】

「ああ、例の新人秘書君か」




【秋善】

「べ、別に！　あいつは関係ねぇよ！」




【春樹】

「はたして、そうかな？」




【秋善】

「‥‥何が言いたい」




【春樹】

「最近、君のセクハラが減ったと、部下がよく口にしているみたいだ」




【秋善】

「そりゃどうも」




【春樹】

「しかし、それが数字に出なければ何も意味がない」




【秋善】

「‥‥っ」




【古泉】

「不動産事業計画‥‥芳しくないという噂が、社内から聞こえてきてね」




【秋善】

「真打ちは最後に登場するもんだろ？」




【秀明】

「自信があるようだな」




【秋善】

「当然だ。自信がなけりゃ、こんな化け物まみれの戦争に参加なんかできねぇよ」




【秀明】

「口は、慎んだ方がいい」




【古泉】

「弱い犬ほどよく見える、か。うまい言葉があるものだ」




【秋善】

「何が言いたいんですか？」




【古泉】

「結果を出しなさい。このまま芽が出なければ、君は化け物の仲間にもなれない」




【秋善】

「肝に銘じておきますよ」




【春樹】

「それじゃあ、次の議題に入りましょうか」




【秋善】

「‥‥チッ」




【秀明】

「秋善君」




【秋善】

「‥‥なんだよ」




【秀明】

「ああいう態度はよくないと思います」




【秋善】

「へぇ？　珍しいな。あんたが俺にアドバイスとは」




【秀明】

「言い方が悪かったようですね。目障りだ」




【秋善】

「あ？」




【秀明】

「秘書にうつつを抜かしている余裕があるのか、と言っているんです」




【秋善】

「てめぇ‥‥」




【秀明】

「暇な人はいいですね。のんきに暮らせて」




【秋善】

「うるせぇ！　俺には俺のやり方がある。口出すんじゃねぇよ」




【秀明】

「‥‥口を出すな、ですか。安心して下さい。私もそこまで暇じゃありません」




【秋善】

「‥‥クソッ！」




【里奈】

「遅いですね‥‥取締役」




【雪】

「どうしたの？」




【里奈】

「いえ。なんか、遅いなと思って。取締役」




【雪】

「あら。貴方には連絡が行ってると思ったけど」




【里奈】

「え？」




【雪】

「会合はとっくに終わってるわよ」




【里奈】

「ええっ」

「!?　じゃ、じゃあ！　取締役はどうして戻って来ないんですか!?」




【雪】

「う～ん‥‥逃亡でもしたかな？」




【里奈】

「と、逃亡って‥‥」

（おかしい‥‥取締役は待ってろって言ってた。それなのに、どうして‥‥）

「あ、あの！　私、取締役に確認したいことがあるので、ちょっと探して来ます！」




【雪】

「え？　ええ。気をつけて。いってらっしゃい」




【里奈】

「いってきます！」




　里奈は携帯電話をポケットに突っ込むと、そのまま秘書室を飛び出した。

　探すと言って飛び出したのはいいものの、里奈には秋善の行く場所がわからなかった。

　フロアをひとつずつ下りて社内を確認したが、秋善の姿はどこにも見当たらなかった。




【里奈】

「し、失礼します‥‥」

（うわぁ‥‥系列会社のフロアって来たことないから、ちょっと緊張しちゃうな）




【社員Ａ】

「あれ？　君は‥‥」




【里奈】

「あ、あなた！　前に食堂で会った‥‥！」




【社員Ａ】

「覚えててくれたんだ？　嬉しいな！」




【里奈】

「ど、どうも‥‥」




【社員Ａ】

「今日はどうしたの？」




【里奈】

「そ、そうだ！　あの、取締役見ませんでしたか!?」




【社員Ａ】

「え？　社長？　見てないけど‥‥」




【里奈】

「そう、ですか‥‥」




【社員Ａ】

「あ、もしかして‥‥」




【里奈】

「え？　なんですか？　何か心当たりがあるんですか!?」




【社員Ａ】

「いや、そ」

「の‥‥」




【里奈】

「なんですか!?　何かあるなら、なんでも教えて下さい！」




【社員Ａ】

「いや、でも‥‥」




【里奈】

「お願いします！」




　里奈は両手を合わせるとそのまま頭を下げた。




【社員Ａ】

「ちょ、ちょっと!?　頭上げて？　教えるから！」




【里奈】

「本当ですか」




【社員Ａ】

「本当本当！　だから、その、そこまでしないで？　目立っちゃうからさ」




【里奈】

「す、すみません！」




【社員Ａ】

「んー、多分だけどね。遊びに行っちゃったんじゃないかな？」




【里奈】

「遊びに？」




【社員Ａ】

「その、六本木とか。そういう所に」




【里奈】

「えぇっ!?　ま、まだ夕方ですよ!?」




【社員Ａ】

「前はよくあったんだよ。エスケープっていうの？　気分転換って、すぐ仕事ほっぽって抜け出しちゃうみたいな」




【里奈】

「そんな‥‥」




【社員Ａ】

「お姉ちゃんのいるお店で、こう‥‥遊んじゃうみたいな？」




【里奈】

「‥‥そう、ですか」




【社員Ａ】

「いい人なんだけど、ああいうのはちょっと困っちゃうよね～。ま、そういう所が男らしいとも言えるけど」




【里奈】

「あの‥‥ありがとうございました。失礼します‥‥」




【社員Ａ】

「あ、ちょ、ちょっと!?」




【社員Ａ】

「大丈夫かな‥‥」




　廊下に出た里奈は、もつれる足をなんとか動かし壁際にもたれかかった。




【里奈】

「六本木‥‥」

（確かに、１番最初に会った時も逃げてる所だったし‥‥）

「取締役がプライベートで何をしようと、私には関係ない‥‥か」

（でも、言って欲しかったな‥‥私には、言って欲しかった‥‥）




　その日、秋善が社に戻ることはなかった。

　秋善のことばかり考え続ける自分に、里奈はある仮定を頭に描き始めていた。




【里奈】

「おはようございまー‥‥って、誰もいないか」




　翌朝、なんとなく早く目覚めてしまった里奈は早々に出社した。




【里奈】

（どうせ、家にいてももやもやするだけだし‥‥）

「‥‥昨日、結局帰って来なかったな。取締役」




　六本木、逃亡癖、女の人のいるお店。昨日頭に入ってきた情報が、里奈の中でぐるぐると回っている。




【里奈】

「と、とにかく‥‥今はこの会社の情報を探らないと！　これだけ大きな所だもん。きっと、取締役自身以外のミスも何かあるに違い‥‥。って、私はあの人を失脚させるために情報を集めてるのよ？　なんであの人をかばうような方法を‥‥」




【夏妃子】

「何を、かばうのかしら？」




【里奈】

「きゃあ!?」




【夏妃子】

「朝から元気ね。耳が痛いわ」




【里奈】

「す、すみません！　おはようございます、夏妃子様！」




【夏妃子】

「早いわね」




【里奈】

「は、はい！　朝の方が、集中できるかなと思って！」




【夏妃子】

「‥‥秘書たるもの、いつでも集中できるようにしておきなさい。気の抜けた顔してお客様の前に出たら、承知しなくてよ？」




【里奈】

「え？　はい‥‥」

（夏妃子様がそんなこと言うなんて‥‥意外。これって、アドバイスだよね？）




【夏妃子】

「‥‥何か用かしら？」




【里奈】

「あっ、えっと‥‥コ、コーヒー！　コーヒーいかがですか？」




【夏妃子】

「‥‥いただくわ。早くしてちょうだい」




【里奈】

「は、はい！　ただいま！」

（びっくりした‥‥夏妃子様って、私のこと嫌いだと思ってたけど‥‥）

（仕事をちゃんとしていれば、そう強くも当たられないのかな‥‥？）

「厳しい人、なのかな。ふ～ん‥‥」




　その日、お昼を過ぎても取締役は現われなかった。




【里奈】

「失礼します。‥‥はぁ。えっと、次は‥‥」

（なんか今日はやけに忙しいな‥‥）

（取締役がいないせいかな？　今日はもう、来ないのかな‥‥）




　ぼんやりと考えごとをしながら振り返ったその時、里奈は何かにぶつかった。




【里奈】

「きゃあっ!?」




　後ろに倒れそうになった体を、誰かが腰を引き寄せて助けてくれる。




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「里奈にやってんだよ。お前は」




【里奈】

「取締役!?」




【秋善】

「ああ、うるせぇよ。でかい声出すな。頭に響く」




【里奈】

「あれ‥‥？」




　その時、秋善の首筋に何か赤いものがついていることに気がついて、里奈は目を見開いた。

　秋善の肌に散る赤い花。それは、昨日までは絶対になかったはずのものだった。




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「あ？　なんだよ」




【里奈】

「今日は暑いですね」




【秋善】

「そうか？」




【里奈】

「そ、そうですよ‥‥」

（しまった‥‥なんてわかりやすい嘘‥‥）




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（すごい見られてるし‥‥）

「重役出勤も大概にして下さい。今日は、取締役がいないせいで朝から大変だったんですから」




【秋善】

「お？　言うねぇ。お前もなかなか、腕を上げたな」




【里奈】

「誰と比べてるんですか！」




【秋善】

「え‥‥？」




【里奈】

「あっ!?　わ、私ったら、何を‥‥」




【秋善】

「お前‥‥」




【里奈】

「さ、先に戻ります！　取締役も早く来て下さいね！」




【秋善】

「あ、オイ！」




【秋善】

「‥‥なんだよ。クソッ」




【里奈】

「はぁ‥‥はぁ‥‥はぁ‥‥」

（もう‥‥何よ、これ‥‥なんなのよ！）

（胸が痛い。ズキズキする‥‥苦しい‥‥どうして？　どうして‥‥）




　胸の中に広がるのは、ただただ純粋な痛みだけだった。

　昨日の夜、秋善に何があったのか、想像するだけで気が狂いそうだった。

　せり上がる思い。その、膨大な質量に、里奈は息の仕方もわからなくなりそうになっていた。








第５章









【雪】

「ごめんなさい。午後３時からの会議の変更をメールで回しておいてもらえるかな？」




【里奈】

「はい！　電話もしておいた方がいいですよね？」




【雪】

「そうね。リーダーの青木さんには、念のためかけてもらえる？」




【里奈】

「わかりました」




　通常業務を進めながら、里奈はジョージに頼まれた情報収集に関してためらいを覚えていた。

　気がつけば、彼女の胸には秋善のことが浮かび、彼の不利益になることは避けたいと思う感情が芽生えていた。




【里奈】

（あの件以来、なんとなく気が進まない‥‥）

（でも‥‥）




　里奈の気がかりは、鳩野のことだった。

　自分を育ててくれた、優しい叔父。彼の病を治すためには、多額の資金が必要だった。




【里奈】

（気持ちを切り替えて、このままこの任務を続けるか。それとも‥‥）




　里奈には、もうひとつの選択肢が浮かびつつあった。




【雪】

「おはようございます、取締役」




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「おはようさん」




【里奈】

「お、はようございます‥‥」




【秋善】

「‥‥コーヒー、持って来てくれ」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥」




　秋善は一瞬里奈の前で足を止めたが、彼女に声をかけることはなく、そのまま社長室へと向かってしまった。




【里奈】

（‥‥なんか、よそよそしい。いつものセクハラもないし。やっぱり、この前の‥‥）




【雪】

「大丈夫？」




【里奈】

「え？」




【雪】

「顔色が真っ青よ」




【里奈】

「だ、大丈夫です‥‥」




【雪】

「本当に？」




【里奈】

「は、はい‥‥でも、ちょっと、外の空気を吸って来てもいいですか？」




【雪】

「ええ。わかったわ。取締役のコーヒーは、私がいれておくから、しっかり休みなさい」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥すみません」

（何やってんのよ、私‥‥）




　壁に頭をもたれさせながら、里奈は大きくため息を吐いた。




【里奈】

（顔に出ないようにしないと！　まずは、社会人としてきちんと仕事をしないと！）

「よしっ！」




　里奈は顔を上げると、そのまま秘書室へと戻った。




【里奈】

「戻りました‥‥」




【夏妃子】

「仕事に責任を持たない人は、うちの課にはいらないわ」




【里奈】

「‥‥申し訳ありません」

（言われても、仕方ないか‥‥）

（仕事の失敗は仕事で取り戻すぞ！　よしっ！）




【雪】

「里奈さん」




【里奈】

「雪さん！　先ほどは、申し訳ありませんでした！」




【雪】

「いいのよ。本当に大丈夫なの？　体調が悪いなら早退しても‥‥」




【里奈】

「大丈夫です！」




【雪】

「そう？　なら、お仕事。お願いできる？」




【里奈】

「はい！　なんですか？」




【雪】

「取締役が呼んでる」




【里奈】

「‥‥わかりました」




【雪】

「お願いします」




【里奈】

「はい！」




【雪】

「あ、里奈さん」




【里奈】

「は、はい！　なんでしょう？」




【雪】

「夏妃子さんに何か言われた？」




【里奈】

「え？」




【雪】

「夏妃子さんの機嫌がいい時は、貴方に嫌味を言った時と相場が決まってるもの」




【里奈】

「あははは‥‥。まぁ、これもコミュニケーションのひとつのあり方ですよ」




【雪】

「貴方は、大物になれるかもしれないわね」




【里奈】

「頑張ります。じゃあ、いってきますね」




【雪】

「頑張って下さい」




【里奈】

「失礼します。お呼びでしょうか？」




【秋善】

「ああ‥‥用ってほどじゃねぇんだが」




【里奈】

（大丈夫。いつも通り、秘書として接するの‥‥）




【里奈】

「なんでしょう？」




【秋善】

「顔色」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「顔色が悪い。大丈夫か？」




【里奈】

「それを言うために、わざわざ呼んだんですか？」




【秋善】

「‥‥悪いか？」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




【秋善】

「礼を言われるほどのことじゃねぇよ。上司が部下の体調を気遣うのは当然だ」




【里奈】

「‥‥それでも、ありがとうございます」




【秋善】

「ま、お前はそういう奴だよな」




【里奈】

（その笑顔、苦手‥‥）




【秋善】

「あまり調子が悪いようなら、帰った方がいい」




【里奈】

（優しい言葉なんか、かけない欲しい‥‥私のこと、なんとも思っていないなら、放っておいて欲しい‥‥）

（ずるい人‥‥）




【秋善】

「秘書課の方には、俺の方から連絡しておく。だから‥‥」




【里奈】

「‥‥がありますから」




【秋善】

「何？」




【里奈】

「仕事がありますから、帰りません」




【秋善】

「お前なぁ‥‥」




【里奈】

「お話はそれだけですか。では、失礼します」




【秋善】

「あ、オイ！」




【里奈】

（あれだけのことで呼び出すなんて‥‥どうして‥‥）




【夏妃子】

「あら、戻ってたの」




【里奈】

「はい‥‥」




【夏妃子】

「いないからまだどこかで油を売ってるのかと思ってたわ」




【里奈】

「申し訳ありません。夏妃子様、何か仕事はありませんか？」




【夏妃子】

「何よ。やる気を見せてサボった分を挽回しようというのかしら？」




【里奈】

「その通りです」




【夏妃子】

「‥‥そう。じゃあ、この資料。今日の夜までにまとめておいてちょうだい。それから、片桐さんとの会合となる場所の候補をリストアップしておいてちょうだい。それから‥‥」




【里奈】

「わかりました！　全部やります！　頑張ります！」




【夏妃子】

「え、ええ。頼んだわよ」




【里奈】

（今は、とにかく仕事だ。少しでも多くの仕事覚えて、必要な情報を集めないと‥‥）




　里奈はパソコンに向かうと、改めて今日やらなければいけないタスクをリスト化した。

　あらゆる仕事を覚えて、どの情報が毒になってどの仕事が薬になるのかを見分けるために、里奈はパソコンにかじりついた。




【里奈】

「ん、ん～‥‥！」




　大きく伸びをして、里奈は時計に目をやった。

　時刻は既に午後９時を回っていた。




【里奈】

「もうこんな時間か‥‥。もう１ファイル目を通してから、今日は‥‥」




【秋善】

「お前には、機密情報は教えられねぇな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「ひとりごとがでかすぎるんだよ」




【里奈】

「取締役!?　ま、まだいらっしゃったんですか‥‥」




【秋善】

「秘書なら社長が不在かどうか確認しておけ」




【里奈】

「今日は‥‥夕方から打ち合わせだったと聞いていたので、直帰されるのかと思ってました」




【秋善】

「相変わらず残業好きな部下がいると、小耳に挟んだもんでな。コーヒーあるか？」




【里奈】

「あ、すみません。さっきフィルターを交換したばかりで‥‥」




【秋善】

「お前、どんだけコーヒー飲んだんだよ」




【里奈】

「べ、別に。どれだけ飲もうと、取締役には関係ありません」




【秋善】

「‥‥アホか」




【里奈】

「え!?」




　秋善はそう言いながら、里奈の体を背中からぎゅっと強く抱きしめた。




【里奈】

「なっ!?　何するんですか!?」




【秋善】

「黙れ」




【里奈】

「黙りません！」




【秋善】

「いいだろ別に。他に誰がいるわけでもなし」




【里奈】

「そ、そういう問題じゃ‥‥！」




【秋善】

「コーヒーの匂いがする」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「お前、本当コーヒー飲みすぎ。体、コーヒーの香りになってるぞ」




【里奈】

「そんなことありません」




【秋善】

「嘘じゃねぇって。すっげぇ、いい匂い」




【里奈】

「や、やめて下さい‥‥」




【秋善】

「香水もいいが、たまにはこんなのもいいな」




【秋善】

「うまそう」




【里奈】

「とにかく、離して下さい！」




　里奈はその場にしゃがみ込み、秋善の腕から抜け出した。




【秋善】

「オイ‥‥」




　すぐに立ち上がった里奈の行動に、秋善は少なからず戸惑いを見せている。




【秋善】

「どういう動きだ、それは」




【里奈】

「自衛のために、手段を選んではいられませんから」




【秋善】

「あのなぁ‥‥何をそんなに怒ってるんだよ」




【里奈】

「べ、別に、怒ってなんか‥‥」




【秋善】

「嘘つけ。めちゃくちゃ怒ってるだろ」




【里奈】

「私は‥‥」




【秋善】

「なんなんだよ。言いたいことがあるなら言えって。お前らしくねぇよ、そんなん」




【里奈】

（お前らしくないって‥‥何よそれ。取締役が私の何を知ってるって言うの？）

「‥‥で下さい」




【秋善】

「あ？　なんだよ、はっきり‥‥」




【里奈】

「ふざけないで下さい！」




　予想以上の大声に、秋善もそして当人である里奈も驚いて目を見開いた。

　ただ、止めることはできなかった。秋善に対する怒りと悲しみがいっぺんに里奈から噴き出す。




【里奈】

「心配するふりなんて‥‥もうやめて下さい！　そういうの、迷惑なんです！」




【秋善】

「は？　ふり？　俺がいつそんなことしたよ？」




【里奈】

「してるじゃないですか！　今！」




【秋善】

「ふざけんなよ。誰がそんな一銭にもならねぇことするって？」




【里奈】

「昨日だって、女の人と一緒だったんですよね!?」




【秋善】

「は？　お前、なんでそれ‥‥」




【里奈】

「私が気づかないとでも思ったんですか!?　く、首に‥‥あとがついてたんですよ！」




【秋善】

「‥‥っ!?」




【里奈】

「以上です！　取締役と話すことなんて、もうありません。仕事に戻ります。出て行って下さい！」




【秋善】

「‥‥」




　秋善は一瞬何か言いたげに口を開いたが、そのまま目を伏せるとエレベーターホールの方へ向かって行った。




【里奈】

「言っちゃった‥‥」




　里奈はがっくりとうなだれると、そのまま両手で顔を押さえた。




【里奈】

（こんな風に、気持ちをぶつけるつもりじゃなかったのに‥‥ああ、もう‥‥）




　堪えようと思っても、涙腺が緩む。涙が零れそうになり、里奈は必死になって歯を食いしばった。

　悔しかった、悲しかった。ふがいなかった。

　職場で泣くのだけは嫌だという、彼女の中に芽生えた僅かばかりの秘書としてのプライドだけが、今の里奈を支えていた。




【里奈】

（情報を盗んで、秋善を王座争奪戦から引きずり落とす。それだけが、私の目的だった‥‥）

（それなのに‥‥この仕事を知れば知るほど、取締役と接すれば接するほど、あの人の熱意が理解できて‥‥）

「尊敬しかけてたのに‥‥」




【秋善】

「だったら、そのまま尊敬し続けて欲しいもんだ」




【里奈】

「え？」




　上から声をかけられ、里奈は驚いて顔を上げた。

　目の前の自分のデスクに『野菜ぺろぺろ』と書かれた野菜ジュースのペットボトルが置かれている。




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「コーヒーばっか飲んでるから、胃がキリキリすんだよ。野菜摂れ、野菜」




【里奈】

「どうして‥‥」




【秋善】

「ったく、誰にくだらねぇことを吹き込まれた？」




【里奈】

「誰って‥‥？」




【秋善】

「誤解がないように言っておく」




　秋善は里奈の隣のデスクからイスを引きずり出すと、そのままそこに腰を下ろした。




【秋善】

「俺が昨日、会合が終わってからどこに行っていたか知ってるか？」




【里奈】

「し、知りません！　六本木とかクラブとかじゃないんですか？」




【秋善】

「やっぱりな。ったく‥‥」




【里奈】

「違うんですか？」




【秋善】

「‥‥俺は昨日、例の住民団体の連中に会って来たんだ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「一部過激化しつつある反対派の運動の情報、中立派の住民たちへの説明会の開催、それら全ての連絡と相談口として彼らに改めて運営委員会を設立させる」




【里奈】

「つまり‥‥住民たちに住民たちを統制させるってことですか？」




【秋善】

「こっちがムキになるより、中立派の連中を納得させるには手っ取り早い手段だろ？」




【里奈】

「それを、相談しに‥‥？」




【秋善】

「頭を下げに行ったんだ」




【里奈】

「じゃ、じゃあ首のあの‥‥マークは？」




【秋善】

「あのおっちゃんらが機嫌よくＯＫしてくれて、祝杯を上げたんだよ。近所のスナックで、おばちゃまにモテモテだった俺を見せてやりたかったよ‥‥クソッ」




【里奈】

「スナック‥‥おばちゃん‥‥」




【秋善】

「俺は、お前に何もやましいことはしていない。誤解は解けたか？」




【里奈】

「‥‥で、でも！　だったら、どうして。私を連れて行ってくれなかったんですか！」




【秋善】

「連れて行けるわけねぇだろ」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（仕事を認めてくれたのは嘘で、私みたいなぽっと出の素人なんか、大事な席には連れて行けないってこと‥‥？）




【秋善】

「かっこ悪いだろ」




【里奈】

「‥‥え？」




【秋善】

「人に頭下げてる所、かっこ悪くて見られたくなかったんだよ」




【里奈】

「それだけの理由？」




【秋善】

「だけって、お前なぁ‥‥」




【秋善】

「嫌だったんだよ。お前に、俺のかっこ悪い姿は見せたくなかった」




【里奈】

「取締役‥‥」

「‥‥かっこ悪くなんか、ありません」




【秋善】

「里奈？」




【里奈】

「きちんと仁義を通すやり方、お金や権力じゃなく取締役が人として人に向き合う姿が、かっこ悪いはずありません！」




【秋善】

「‥‥サンキュ」




【里奈】

「あの、取締役‥‥」




【秋善】

「ん？　なんだ？」




【里奈】

「ごめんなさい」




【秋善】

「なんで謝るんだよ」




【里奈】

「私、取締役のことを誤解していました」




【秋善】

「いや、俺もきちんと説明していなかった。誤解を招いてすまなかったな」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「お前さ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「もしかして、なんだが」




【里奈】

「な、なんですか？」




【秋善】

「嫉妬、か？」




【里奈】

「はいっ!?」




【秋善】

「いや、今の話の流れから‥‥もしかしてと思ってな」




【里奈】

「なっ!?　そ、そんなわけ‥‥！」




【秋善】

「ない、か？」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「ほう？」




【里奈】

「も、もう！　遅いですから帰りますよ！」




【秋善】

「なんだよ。まだ答えを聞いてねぇぞ」




【里奈】

「わ、わー！　もうこんな時間！　取締役！　帰る準備して下さい！」




【秋善】

「なんでお前が俺に命令するんだよ」




【里奈】

「た、たまにはいいじゃないですか。いつも言われる側だし、時には言う側に立ちたくなることがあるんです」




【秋善】

「へいへい。ま、お前の顔の赤さを見れば、どう思ってるかなんて一目瞭然だけどな」




【里奈】

「え？　何か言いました？」




【秋善】

「なんでもねぇよ」




【里奈】

「‥‥？」




【秋善】

「この辺でいいか？」




【里奈】

「はい、大丈夫です。ありがとうございます。すみません、送っていただいて」




【秋善】

「本当は夕飯でも、と思ったんだが。お前も疲れてるようだしな」




【里奈】

「言っていただければ、お付き合いしたのに」




【秋善】

「無理はさせない主義なんだ」




【里奈】

「ありがとうございます。じゃあ、おやすみなさい」




【秋善】

「ああ、おやすみ」




　車から降りた里奈は、改めて車を見送ろうと車体に向き直った。

　エンジンがかかり、動き出そうとした車の窓ガラスが、ゆっくりと下りていく。




【秋善】

「ああ、そうだ」




【里奈】

「どうかしたんですか？　何か、忘れ物でも‥‥？」




【秋善】

「明日は私服で来い」




【里奈】

「え？　でも明日は平日ですし、仕事が‥‥」




【秋善】

「明日のお前の仕事は、俺とデートをすることだ」




【里奈】

「ええっ!?　デ、デート!?　ダメですよ！　だって、会社はどうするんですか!?」




【秋善】

「たまには空気を抜けって言ってんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「いいな？　仕事着で来たら、ひんむくからな」




【里奈】

「なっ!?　何言ってるんですか！」




【秋善】

「楽しみにしてる。おやすみ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　秋善が手を挙げると同時に、車はゆっくりと走り去ってしまった。




【里奈】

「何よ、あれ‥‥デートって！　平日ですよ!?　私服って、そんないきなり‥‥」




　言いたいことは次から次へ口をついて出ていく。

　それでも、里奈の胸はなぜか妙に高鳴っている。




【里奈】

「何着て行こうかな‥‥。どこに連れて行くつもりなんだろう‥‥」




　その時、カバンの中で携帯電話が震える音が響いてきた。




【里奈】

「メール‥‥？」




【ジョージ】

「情報は盗めたか？」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（そうだ、今日の報告のメール送らないと‥‥）




　返信ボタンを押してみるが、里奈には報告の文言が浮かばない。




【里奈】

「いつもみたいに、まだ情報を掴めてないって打てば‥‥」




【秋善】

（明日のお前の仕事は、俺とデートをすることだ。）




【里奈】

「‥‥。なんて返信しよう‥‥。まだ何も掴めていない。こうするのが、１番いいんだろうけど‥‥。また、嘘に嘘を重ねても、いつかは報告しないといけない‥‥」

「はぁ～‥‥」




　里奈は、ため息をつきながら携帯電話をカバンに戻した。




【里奈】

「何を言えばいいか、わからない‥‥」

（なんでこんなこと考えちゃうんだろう‥‥なんでこんなことで、いちいち悩んじゃうんだろう‥‥）

（私の任務は、あの人を陥れること。その報酬で叔父さんを助ける‥‥）

（そのためには、どんなこともしなくちゃいけないのに‥‥）




【秋善】

（人に頭下げてる所、かっこ悪くて見られたくなかったんだよ。）




【里奈】

「なんで、あの人のことをこんなに考えちゃうの‥‥？　これじゃあ、まるで‥‥。まる、で‥‥？」




　その時、里奈の中で何かがカチリと音をたててはまった。

　バラバラだったパズルのピースを合わせるように、それはぴったりと答えを形作る。




【里奈】

「嘘‥‥私、まさかあの人のことを‥‥？」




　へなへなと力なくその場にへたり込んだ里奈は、顔を押さえて困惑した。

　指に触れた肌が、熱を持っているのを感じる。

　翌日のデートの誘いを前に、里奈は己の感情の着地点を模索していた。




【里奈】

「ここ、で‥‥いいんだよね？」




　翌朝、会社の隣にあるアパレルビル内にある、噴水前に里奈は立っていた。




【里奈】

「待ち合わせは、ここでいいんだよね？」




　朝届いたメールには、１枚の画像が添付されていた。文面はひとこと。




【秋善】

「朝９時、ここ集合」




【里奈】

「こんな画像１枚で‥‥まぁ、三響グループのことは人物以外にも写真で勉強したから、なんとかわかったけど‥‥。ちゃんと口で言って欲しいな。なんでこんな遠回しな‥‥」




【秋善】

「サプライズってのは、大事だろ？」




【里奈】

「あっ!?　取締役‥‥!?」




【秋善】

「その呼び方、今日はやめろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「デートだっつっただろ。気分出ねぇんだよ」




【里奈】

「で、でも‥‥だったら、なんて呼べば‥‥」




【秋善】

「秋善さん、とか？」




【里奈】

「よ、呼べませんよ！」




【秋善】

「ケチ」




【里奈】

「なんとでも仰って下さい。私は今日仕事の一環として来ているわけですから、呼び方は変えません！」




【秋善】

「‥‥いつか言わせてぇな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前の口から、俺の名前を」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「待たせたか？」




【里奈】

「い、いえ。今来た所です」




【秋善】

「そうか。ここの場所、よくわかったな。来たことあるのか？」




【里奈】

「いえ。来るのは初めてです。入社前に‥‥その、色々調べておこうと思って写真を見たことがあって」




【秋善】

「マジメだねぇ。そういうマメさは、評価してるけどな」




【里奈】

「あ、ありがとうございます」




【秋善】

「‥‥それ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「服。いいな。似合ってる」




【里奈】

「‥‥っ!?」

「ありがとうございます‥‥取締役も、いつもと違う感じですね」




【秋善】

「素直にかっこいいって褒めろよ」




【里奈】

「に、似合ってると思います‥‥」




【秋善】

「どうも、ありがとうございます」




【秋善】

「じゃあ、行くか」




【里奈】

「え？　行くって‥‥」




【秋善】

「今日は息抜きだっつっただろ？　死ぬほど遊び倒すぞ！」




【里奈】

「は、はい！」

「きゃあっ!?」




【秋善】

「声がでかいぞ」




【里奈】

「ご、ごめんなさい‥‥でも‥‥」




　秋善が連れて来てくれたのは、同じビルの中にあるシネコン。映画館だった。




【里奈】

「ひぃっ!?」




　画面いっぱいに映し出されたゾンビの顔に、里奈は体を震わせた。




【里奈】

（なんで、よりによってホラー映画なの!?　私こういうの‥‥）




　薄目を開けながらスクリーンに向き直ると、再びゾンビがどアップで映し出されている。




【里奈】

（も、もうやだ！　帰りたい！）




　ぎゅっと目をつぶっても、耳から入ってくる大音響の叫び声や効果音のせいで恐怖が襲いかかってくる。




【里奈】

（ひーっ!!）




【秋善】

「怖がりすぎだ。あほう」




【里奈】

「え‥‥？」
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　震える里奈の手を、何かあたたかいものがそっと包み込んだ。

　驚いて顔をあげると、すぐ隣にいた秋善が里奈の手の上に自分の手を重ねていた。




【里奈】

「な、何を‥‥!?」




【秋善】

「静かに。他の客の迷惑になるだろ」




【里奈】

「だっ!?　でも‥‥!!」




【秋善】

「こうしときゃ、ちょっとは怖くねぇだろ」




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「そんなに怖いなら、出るか？」




【里奈】

「え？　でも‥‥」




【秋善】

「そこまで怖がると思ってなかったんだよ。お前がそんなに嫌なら、途中で出てもいいぞ」




【里奈】

「取締役‥‥」

「だ、大丈夫です！　せっかくだし、最後まで観たいです！」




【秋善】

「あんま無理すんなよ。手、冷たくなってんぞ」




【里奈】

「あ‥‥っ!?」




　秋善はそう言いながら、握った里奈の指先をゆっくりと撫でた。

　中指の第２関節をつまむようにこすり合わせ、撫でていく。




【里奈】

「取締役、くすぐったいです‥‥」




【秋善】

「こうしてりゃ、怖くねぇだろ？」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




　結局、上映中ずっと秋善は里奈の手を握り続けた。

　なんとか前を向いていることはできたけれど、里奈は終始手のことが気になって集中できなかった。




【秋善】

「ったく、いちいちビクッてなるんだもんなぁ。すっげぇ笑った」




【里奈】

「もう！　笑わないで下さいよ！　怖かったんですから！」




【秋善】

「へいへい。あれの２をハリウッドで作るって噂があるらしいぜ？　出たら一緒に観に行くか？」




【里奈】

「け、検討します‥‥。脚本がおもしろそうだったら‥‥」




【秋善】

「脚本？　怖くてもいいのか？」




【里奈】

「はい！　物語を味わうのは好きですから」




【秋善】

「ふ～ん？　話は、好き‥‥か」




【里奈】

「な、なんか変な話しちゃいましたね。ご飯、食べてもいいですか？」




【秋善】

「おう、食え食え。ここはうちの系列の店でも特に気に入ってるんだ。特にこの鴨のローストはうまいぞ？」




【里奈】

「これは、オレンジソースですか？」




【秋善】

「ああ、オーソドックスな料理だが、ここのソースは特にうまい。ブランデーの香りが強くて、オレンジのさっぱりとした酸味が鴨肉によく‥‥」




【里奈】

「ん～！　おいしい！」




【秋善】

「コラ、人の説明は最後まで聞け！」




【里奈】

「も、申し訳ありません！　あまりにもおいしそうだったので‥‥」




【秋善】

「ははっ、いいってことよ。うまいか？」




【里奈】

「はい！　すごくおいしい‥‥鴨ってこんなに柔らかかったんですね」




【秋善】

「たくさん食えよ」




【里奈】

「はい！」




【秋善】

「次は‥‥何にするか」




【里奈】

「美術館、水族館、劇場と‥‥」




【秋善】

「いい所に連れて行ってやろうか？」




【里奈】

「いい所？」




【秋善】

「物語好きには、おもしれぇかもな」




【里奈】

「どこですか？」




【秋善】

「それは着いてのお楽しみ。俺は、こんなことでもなけりゃ行かないしな」




【里奈】

「行かない？」




【秋善】

「いや、こっちの話だ。飯食ったら行くぞ」




【里奈】

「は、はい！」




　秋善は35階にある謎のフロアに里奈を連れて来た。

　びっしりと並べられたショーケースには、マニアにはたまらないお宝の数々が並べられている。




【里奈】

「うわぁ！　煮坂光太郎先生の使っていた、構想メモ！　腰平先生が映画出演した際の脚本！　三島香織先生の直筆原稿！　すごいっ！」




【秋善】

「へぇ？　意外と、本読むんだな」




【里奈】

「あ‥‥」

（夜の仕事をしていた時、待ち時間によく読んでた‥‥とは言わない方がいいよね）

「最近は、忙しくてあまり読めてませんけど‥‥」




【秋善】

「これはどうだ？　松目送水の遺品、黒皮の手帳」




【里奈】

「おおおおー！」




【秋善】

「乙女としてどうなんだ、そのリアクションは」




【里奈】

「す、すみません！　興奮してしまって‥‥」




【秋善】

「いいって。おもしれぇよ。お前の反応が」




【里奈】

「取締役は、こういうのお嫌いですか？」




【秋善】

「嫌いじゃねぇけど‥‥」




【里奈】

「けど？」




【秋善】

「これ、全部うちのコレクションなんだよ」




【里奈】

「‥‥は？」




【秋善】

「だから、ここにあるもの、後ろに展示してある古美術も含め、全部神九条家の持ち物なんだ」




【里奈】

「えええええええええ!?」




【秋善】

「作家の知り合いや、古美術品のコレクターと会う機会も多いからな」




【里奈】

「ちょ、ちょっとめまいが‥‥」




【秋善】

「大丈夫か？」




【里奈】

「は、はい‥‥」

（さすが、天下の三響ホールディングス‥‥）

「なんだかめまいがします。お金持ちの世界すぎて‥‥」




【秋善】

「金なんか、いくらあっても同じだろ」




【里奈】

「え？　でも‥‥」




【秋善】

「金の価値は平等。それを、どうするのかが力の見せ所。どう増やすか、どう使うか、それが問われる戦いなんだよ。俺らの世界はな」




【里奈】

「取締役‥‥」

（この三響のトップに立つ‥‥それは、私が想像する以上に過酷で、すごいことなんだ‥‥）




【秋善】

「仕事の話はやめだ。今日は、そういうのナシでお前と遊びに来てんだから」




【里奈】

「‥‥取締役。今日はどうして、私と遊ぼうなんて言い出したんですか？」




【秋善】

「あ？　それは、お前が‥‥」




【里奈】

「私の息を抜かせるため‥‥でも、どうしてそこまで私のことを‥‥？」




【秋善】

「理由なんかねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前と、遊びたかった。それだけだ」




【里奈】

「それだけ？　本当に、他に理由はないんですか？」




【秋善】

「‥‥お前と会いたいと思うのに、理由が必要か？」




【里奈】

「それは‥‥」

（どうして‥‥？　私は、あなたを騙しているの‥‥）

（なぜ、私を真っ直ぐみつめるの‥‥？）

（もう‥‥ダメだ。この人に、嘘はつけない‥‥つきたくない！）

「‥‥私、取締役に伝えたいことがあるんです」




【秋善】

「伝えたいこと？　なんだ？」




【里奈】

「あの、私‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「私‥‥！」




　その時、里奈の携帯電話が着信音を響かせた。




【里奈】

「あ、ご、ごめんなさい！　切るの忘れてた‥‥！」




【秋善】

「‥‥出ろよ」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「俺なら待ってる。ここは誰もいない。出ない理由はねぇだろ？」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」

「もしもし？」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥え？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　それ、本当なんですか!?」




【秋善】

「‥‥？」




【里奈】

「わ、わかりました。すぐに伺います。よろしくお願いします！」




【秋善】

「‥‥どうした？」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥里奈！」




【里奈】

「え？　あ‥‥っ」




【秋善】

「どうした？　何かあったのか？」




【里奈】

「あ、あの‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「え？」




　秋善は、あからさまに動揺を浮かべる里奈の手を握り、顔を近づけた。




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「落ち着け。何があった？」




　至近距離でみつめる目が、あまりにも真っ直ぐで里奈は落ち着きを取り戻した。




【里奈】

「お、叔父が‥‥危篤だって」




【秋善】

「何!?」




【里奈】

「病院から連絡があって、今集中治療室に移ったって連絡が‥‥！」




【秋善】

「行くぞ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「ボサっと」

「すんな！　車を出す。すぐに病院に向かうぞ！」




【里奈】

「でも、取締役には関係‥‥」




【秋善】

「関係ないなんて言わせねぇよ」




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「言っただろ。お前は俺の秘書だ」




【秋善】

「関係ないわけあるか」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます！」




　秋善に手を引かれ、里奈は走り出した。

　嫌な胸騒ぎが募り泣きそうになる彼女の手を、秋善はただ黙って握り続けてくれていた。




　病院に到着した時、既に緊急手術が始まっていた。




【医師】

「非常に危険な状態です。肝臓に菌が入って、内側から浸食しているような状態で‥‥」




【里奈】

「そんな‥‥」




【秋善】

「手術は、どれくらいかかりますか？」




【医師】

「今はまだなんとも‥‥」




【里奈】

「叔父さんは、助かるんですか!?」




【医師】

「全力を尽くします」




【秋善】

「よろしくお願いします」




　医師を見送った２人は、家族用の待合い室で待機することとなった。




【秋善】

「‥‥何か飲むか？」




【里奈】

「‥‥いえ」




【秋善】

「長丁場になりそうだ。休めるようなら休んでおけ」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥でも‥‥」




【秋善】

「ったく、お前は」




【里奈】

「え‥‥？」




　秋善は里奈の肩を引き寄せると、そのまま彼女の体を抱き締めた。




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「無理すんな」




【里奈】

「む、無理なんて‥‥。そりゃあ、多少は動揺してますけど‥‥」




【秋善】

「そういう言い訳が聞きたいわけじゃねぇんだよ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「今からそんなに気張ってたら、お前が壊れそうで見てらんねぇよ」




【里奈】

「わ、私は‥‥別に‥‥」




【秋善】

「言えよ。今なら、俺以外には誰もいねぇ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「言え。全部、聞いてやるから」




　秋善の腕が、ぎゅっと強く彼女の体を抱き締めた。

　里奈の背中に回された腕が、やけにあたたかく感じる。




【里奈】

「私‥‥、私は‥‥」




　そのぬくもりが里奈の中で安心に代わり、胸いっぱいに広がった不安は涙に変わって彼女の頬を濡らした。




【里奈】

「どうしよう‥‥叔父さんが、叔父さんが‥‥！」




【秋善】

「ああ」




【里奈】

「叔父さんは、私のことを育ててくれました‥‥両親のいない私を、実の娘みたいに！　もしも、もしも叔父さんが亡くなったら‥‥私、何も恩返しできないままになっちゃう‥‥!!」




　喉を絞るような声で、里奈は泣いた。受け止めてくれる秋善の胸に縋るように、声を上げて泣いた。

　取り乱す彼女の背中を、秋善は何も言わずただ静かに撫でてくれている。

　その感触があまりに優しくて、里奈は涙を止める方法がわからなくなっていた。




【秋善】

「何も恩返しできねぇなんて、そんなことはねぇだろ」




【里奈】

「でも！」




【秋善】

「あのなぁ。俺は会ったことねぇけど、実の娘みたいに育ててもらったんだろ？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「お前は、叔父さんのこと愛してるか？」




【里奈】

「はい。それは、もちろん！」




【秋善】

「叔父さんは、お前のことを愛してくれていると思うか？」




【里奈】

「はい」




【秋善】

「だったら、余計なこと考えんな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「あのなぁ、叔父さんはお前のことずっと育ててくれてたんだろ？　愛情かけて。そんでお前は今こうして元気に生きてる。そんだけでじゅうぶんじゃねぇか」




【里奈】

「それは‥‥」




【秋善】

「親子ってのは、そういうもんだろ。恩を返すだの返さねぇだの、そんな無粋なこと言うもんじゃねぇよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「とにかく今は信じてやんな。お前の愛してる叔父さんのことを」




【里奈】

「信じる‥‥？」




【秋善】

「お前の大好きな叔父さんが、お前を悲しませるようなことはしねぇだろ」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「ああ、それから。こういう時だから先に言っとく。もし手術費とかの心配してるなら、気にすんなよ。俺が出してやるから」




【里奈】

「ええっ!?　そ、そんなの！」




【秋善】

「アテはあんのか？」




【里奈】

「‥‥なんか、前もこんな会話したような」




【秋善】

「金は天下の回りモン。使い方は俺次第」




【里奈】

「でも、そんな‥‥！」




【秋善】

「でもな、人の命よか軽いんだよ」




【里奈】

「命より‥‥？」




【秋善】

「言っただろ。金の使い方を考えるのも俺の仕事、俺がどう使おうが俺の勝手だ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「秘書のひとりも救えないで、何が未来のキングだよ」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥本当に、ありがとうございます！」




【秋善】

「いいって。お礼は将来、お前の体でたっぷりしてもらうからよ」




【里奈】

「なっ!?　か、体で!?」




【秋善】

「働けよってことだ」




【里奈】

「あ、な、なんだ‥‥」




【秋善】

「今、何考えた？」




【里奈】

「え？　べ、別に何も‥‥！」




【秋善】

「本当かぁ？　顔、赤いぞ」




【里奈】

「なんでもありません！」




【秋善】

「‥‥大分、落ち着いたようだな」




【里奈】

「え？　あ‥‥」

（確かに‥‥まだ不安はあるけど、さっきみたいな何も見えなくなる怖さはなくなった‥‥）




【秋善】

「大丈夫だ。こういう時こそ、お前がしっかりしなきゃだろ？」




【里奈】

「‥‥はい。ありがとうございます。取締役！」




【秋善】

「だからその呼び方やめろっつってんだろ」




【里奈】

「えへへ‥‥」




　里奈のおでこを指で弾きながら、秋善は笑いかけた。

　その微笑みにつられるように、里奈も涙を拭って笑ってみせる。

　不思議な気持ちだった。目の前の男のぶっきらぼうな言葉にどこまでも励まされている自分がおかしくて、里奈は心からの笑みを浮かべていた。




　手術は５時間にも及ぶ長丁場となった。




【医師】

「手術は無事に成功しました」




【里奈】

「ほ、本当ですか!?」




【医師】

「ええ。肝臓の一部を摘出する大がかりなものになりましたが、無事に終わりました」




【秋善】

「まだ会えないんですか？」




【医師】

「現在は麻酔が効いているので眠っています。ただ、目が覚めて経過を見るまでは面会謝絶とさせていただきます」




【里奈】

「わかりました。お世話になります。叔父さんのこと、よろしくお願いします」




　医師は深く頭を下げると、そのまま部屋をあとにした。




【秋善】

「よかったな」




【里奈】

「は、い‥‥」




【秋善】

「オイ!?」




　返事を言い終わる前に、里奈の体は力を失い床にへたりこんでしまった。




【秋善】

「大丈夫か!?」




【里奈】

「す、すみません‥‥なんか、安心したら力が抜けちゃって」




【秋善】

「ほら」




【里奈】

「あ‥‥！」




　秋善は里奈の腕と腰をとらえると、彼女の体を立たせた。




【里奈】

「ありがとう、ございます‥‥」




　立ち上がったのに、秋善は里奈の腰を引き寄せたまま離そうとしない。




【里奈】

「あ、あの‥‥」




【秋善】

「なぁ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「このまま、俺んちに来いよ」




【里奈】

「なっ!?　何言って‥‥!?」




【秋善】

「今日は、俺んちに泊まれ」




【里奈】

「ほ、本気で言ってるんですか!?」




【秋善】

「本気に決まってんだろ」




【里奈】

「そ、そんなこと、急に！」




【秋善】

「どうせ、今日は家に帰っても眠れねぇだろ？」




【里奈】

「取締役‥‥」

「なんですかそれ！　送り狼ってやつですか？」




【秋善】

「持ち帰る場合は送るって言わないんじゃねぇか？」




【里奈】

「む、迎え狼？」




【秋善】

「響きが悪い」




【里奈】

「ど、どうしたらいいんですか！」




【秋善】

「選択はお前に任せる」




【里奈】

「そんな‥‥こと、急に言われても」




【秋善】

「選べよ」




【里奈】

（行きたい‥‥）

（でも、こんな時に頼るのも‥‥）




【秋善】

「こんな時くらい、俺に頼れよ」




【里奈】

「取締役‥‥」

「本当に、いいんですか？」




【秋善】

「悪かったら誘わねぇよ」




【里奈】

「‥‥じゃあ、お邪魔してもいいですか？」




【秋善】

「‥‥いいのか？」




【里奈】

「い、今から家に戻るより、取締役の家で休ませていただいた方が、時間的に長く眠れますし」




【秋善】

「まぁ、ここからだとうちの方が近いからな」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「まぁ、寝かせてやれるかどうかは保証しねぇけど」




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「いいから、行くぞ」




【里奈】

「‥‥はい」




　もう里奈に迷いはなかった。

　秋善に連れられ、里奈は彼の自宅へ向かった。




【里奈】

「‥‥」

「ん‥‥っ」




　遠くから、水の音が聞こえる。




【里奈】

「あ、れ‥‥？」

「もう、朝‥‥？」




　目を開くと、見慣れない天井が見えた。




【里奈】

「えっ!?　ここは!?」




【秋善】

「ああ、起きたか？」




【里奈】

「きゃあっ!?」




　秋善はバスタオル１枚、上半身裸の状態で部屋に入って来た。




【里奈】

「ふ、ふふふふふ服を着て下さい！」




【秋善】

「何を照れてるんだか」




【里奈】

「い、いいから！　服を着て下さい！」




【秋善】

「お前も浴びるだろ？　シャワー」




【里奈】

「わ、私は‥‥！」




【秋善】

「タオル、ここに置いておく」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥」




　秋善は真新しいタオルをデスクに置くと、そのまま部屋から出ていった。




【里奈】

「‥‥はー。‥‥どうしよう。これから‥‥」




　後悔はなかった。不思議と、清々しい気持ちですらあった。

　ありえないことなど、この世にはないのかもしれない。それを、自分の今の気持ちが証明している。

　里奈は机の上に置かれたカバンを引き寄せると、中から携帯電話を取り出した。




【里奈】

「やっぱり、着信が入ってる‥‥」




　携帯には、ジョージからの着信が入っていた。




【里奈】

（結局、報告してないから‥‥）




　里奈は携帯を握りしめたまま、じっとジョージの名前を見下ろした。




【里奈】

（お金のために、取締役の秘密を握る。最初はそれだけが目的だった、でも今は‥‥）

「‥‥私に、あの人を裏切ることはできない」




　里奈の心は決まっていた。

　お金の問題もあるが、それよりも何よりも、秋善を守りたいと思う心が彼女を決断へと導いていた。




【里奈】

「‥‥ジョージと、話をしよう。今夜、私の気持ちをきちんと聞いてもらおう」




　嘘をついていたことを告白して、それで会社を辞めることになってもかまわない。

　それで幻滅されても、かまわないと里奈は思っていた。

　真実を隠すことに比べれば、それは軽い事案であると里奈は考えていた。




　その日、里奈は秋善のハイヤーで共に出社した。




【里奈】

「だ、誰もいませんよね？」




【秋善】

「いねぇに決まってんだろ。何時だと思ってんだ。定時２時間前って‥‥」




【里奈】

「だ、だって！　一緒に出社したら、噂になっちゃうじゃないですか」




【秋善】

「言いたい奴には言わせておけばいいだろ」




【里奈】

「もう！　取締役！」




【秋善】

「へいへい。とりあえず、飯でも食おうぜ？」




【里奈】

「はい」




【秋善】

「朝から食い過ぎだ。アホ」




【里奈】

「そ、そんな食べてません！　取締役だって、私の分の卵食べたじゃないですか」




【秋善】

「あーあー聞こえないー」




【里奈】

「もう！」




【冬哉】

「すみません！　乗ります！」




【里奈】

「あ、冬哉さん。おはようございます」




【冬哉】

「おはよう。２人揃って出勤なんて、本当に仲がいいんだね」




【秋善】

「うるせぇよ」




【里奈】

「と、冬哉さんも早いんですね」




【冬哉】

「ちょっと‥‥父さんに、用事があってね」




【里奈】

「そ、そうですか‥‥」

（あれ？　なんだろう？　なんか今、変な感じが‥‥）




【秋善】

「じゃあな、お先」




【里奈】

「あ‥‥」




　エレベーターは41階に到着し、秋善が先に出て行く。




【里奈】

「待って下さい、取締役！」




　里奈も慌ててあとを追おうとした、

　その時──




【冬哉】

「‥‥裏切り者」




【里奈】

「え？」




　振り返るとちょうどエレベーターの扉が閉まる所だった。




【里奈】

「今の‥‥。まさか‥‥!?」








第６章









【雪】

「里奈さん」




【里奈】

「‥‥」




【雪】

「里奈さん？」




【里奈】

「え？　は、はい！」




【雪】

「大丈夫？　これ、人事部に届けてもらいたいんだけど‥‥今忙しい？」




【里奈】

「いえ！　だ、大丈夫です！　すぐに行ってきます！」

「はー‥‥ダメだなぁ。ぼんやりしてる。仕事中は集中しないと。でも‥‥」




　里奈の心に引っかかっているのは、今朝の出来事。




【冬哉】

（‥‥裏切り者。）




【里奈】

「あれって、やっぱり‥‥」




　ため息をつくと同時に、ポケットの中の携帯電話が震えた。




【里奈】

「も、もしもし！」




【ジョージ】

「‥‥俺だ」




【里奈】

「あ‥‥！」

（ジョージ‥‥）




　液晶を確認せず出たその先に、不機嫌そうな男の声が響いている。




【ジョージ】

「久しぶりだなぁ？」




【里奈】

「う、うん‥‥。今夜、電話しようと思ってたの」




【ジョージ】

「‥‥本当かよ」




【里奈】

「あ、あのね、ジョージ。私、あなたに伝えたいことがあって‥‥」




【ジョージ】

「そうか。それはちょうどよかった。オレもお前に言いたいことがあったんだ」




【里奈】

「言いたいこと？」




【ジョージ】

「全てをバラす」




【里奈】

「えっ!?　ど、どういう意味!?」




【ジョージ】

「言葉通りの意味だ」




【里奈】

「ど、どうして‥‥!?」




【冬哉】

「すみません。乗ります！」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「おや？　水之瀬さん」




【里奈】

「‥‥っ!?」

「冬哉、さん‥‥」




　突然乗り込んで来た冬哉に、里奈は思わず携帯電話を後ろ手に隠した。




【冬哉】

「こんにちは。今日はよく会うね」




【里奈】

「そ、そうですね‥‥」

（いつもの冬哉さん？　今朝のあれは、聞き違いだったのかな？　でも‥‥）




【冬哉】

「僕はこれから外部で打ち合わせなんだ。そのまま直帰するつもり。水之瀬さんは？」




【里奈】

「わ、私は届け物を‥‥」




【冬哉】

「そっか。お互い、頑張ろうね！」




【里奈】

「あ‥‥！」




　冬哉はそう言って、エレベーターから下りてしまった。




【里奈】

（私も、つられて１階まで来ちゃった‥‥）




【ジョージ】

『オイ。お前、オレのこと忘れてんだろ？』




【里奈】

「あ！　も、もしもし!?」




　隠していた携帯を耳にあて、里奈は慌てて返事をした。




【ジョージ】

『業務中ってわけか。秘書様は大変ですねぇ？』




【里奈】

「‥‥ジョージ、お願い。バラすのはやめて」




【ジョージ】

『ああ？　何言ってんだ、お前は』




【里奈】

「バラすなら、私の口から言いたいの」




【ジョージ】

『‥‥ランチ、隣のビルの33階にあるフレンチ、ルコンテで待つ』




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

『そこで話すぞ』




【里奈】

「わ、わかった」




　電話はブツリと大きな音をたてて切れた。




【里奈】

「ランチ‥‥か」

（そこで、全てを話そう。私の、本当の気持ちを‥‥）




【秋善】

「里奈、飯行くぞ」




【里奈】

「あ、す、すみません！　今日はちょっと‥‥」




【秋善】

「あ？　なんだよ。先約か？」




【里奈】

「え？　ええ、そんな感じ‥‥です」




【秋善】

「誰とだよ」




【里奈】

「へ？　え、えっと‥‥」




【秋善】

「なんだ？　俺に言えねぇような相手なのか？」




【里奈】

「そ、そういうわけじゃないですけど‥‥」




【秋善】

「じゃあ、誰だよ」




【里奈】

（な、何!?　今日の取締役、妙にぐいぐい来るんだけど‥‥）

（なんとか、ごまかさないと‥‥）

「そ、その‥‥冬哉さん、と」




【秋善】

「冬哉？」




【里奈】

（冬哉さんは外部で打ち合わせだって言ってた。今日は会わないし、これでなんとか‥‥）

「し、仕事の話です。だから、今日は取締役とは‥‥」




【秋善】

「へいへい。了解。仕事の話じゃ仕方ねぇな」

「その代わり、夕飯は付き合えよ？」




【里奈】

「か、考えておきます」




　秋善は里奈の肩を叩くと、そのまま社長室へと戻っていった。




【里奈】

（そろそろ時間‥‥行かないと！）




　秋善の姿が消えるのを待って、里奈も席を立った。

　約束の時が、迫っている。




【里奈】

「お待たせし、ま‥‥」




【ジョージ】

「よぉ」




【冬哉】

「よかった。ちゃんとひとりで抜け出せたんですね」




【里奈】

「ど、どうして冬哉さんがここに!?」




【ジョージ】

「せっかくだから、紹介しておこうと思ってな」




【冬哉】

「言ったじゃないですか、外で打ち合わせだって」




【里奈】

「‥‥やっぱり、冬哉さんは」




【ジョージ】

「協力者がいるって言っただろ？」




【里奈】

「‥‥そういうことだったんですね」




【冬哉】

「まぁまぁ、せっかく３人で会ったんだから。まずは、乾杯といきましょう」




　冬哉は里奈の席のグラスに、赤いワインをなみなみと注いだ。




【ジョージ】

「乾杯」




【里奈】

「‥‥乾杯」




　里奈はグラスに唇をあてると、一応飲むフリをしてグラスをテーブルに置いた。




【里奈】

「２人が知り合いだったなんて、驚きました」




【冬哉】

「大学のね、同級生なんだよ」




【里奈】

「え？　大学って‥‥」




【ジョージ】

「東王大学」




【里奈】

「ええええっ!?　と、東大!?」




【ジョージ】

「驚きすぎだろ」




【里奈】

「だ、だって！　冬哉さんはともかく、ジョージも!?」




【冬哉】

「あはは。君って本当、反応が素直でおもしろいよね」




【里奈】

「あ、ありがとうございます」




【ジョージ】

「お前なぁ、そういうリアクション結構傷つくわ」




【冬哉】

「そんなたまでもないでしょ？」




【ジョージ】

「冬哉。お前もうっさい」




【里奈】

「本当に、仲がいいんですね‥‥」




【冬哉】

「うん。僕は、利害が一致する相手とは、仲良くすることにしてるんだ」




【里奈】

「利害？」




【ジョージ】

「俺は龍善の手から会社を奪いたい、こいつはあの会社が欲しい」




【里奈】

「え!?　と、冬哉さんも!?」




【冬哉】

「ん？　どうしてそんなに驚いてるの？」




【里奈】

「だ、だって‥‥冬哉さんは、この王座の争いには関心がないのかと思ってました」




【冬哉】

「まさか。神九条の人間としては、１度くらい夢みるでしょう。世界の全てを手に入れたいと」




【里奈】

「せ、世界‥‥？」




【ジョージ】

「夢じゃねぇよ。三響は現在国内ナンバーワンになりつつある」




【冬哉】

「製造業、販売業、建設、金融。現在国外にも事業展開して、業績を伸ばしています」




【ジョージ】

「ゆくゆくは世界の三響として名を馳せることが、こいつの夢なんだと」




【冬哉】

「彼は現総帥を、その座から引きずり下ろすことができればいいみたいだからね」




【里奈】

「ジョージ、あなたの目的はなんなの？」




【ジョージ】

「‥‥俺は、あのオッサンを三響の座から引きずり下ろす。俺と、おふくろを捨てたあの男に、世界なんぞは取らせねぇ」




【里奈】

「ちょっと待って！　おふくろって‥‥」




【冬哉】

「彼の母はかつて、神九条龍善の女だった人です」




【里奈】

「‥‥え？　ええええええええええええええええええええ!?」




【ジョージ】

「ま、驚くわな」




【里奈】

「と、ということは！　冬哉さんとジョージは‥‥」




【冬哉】

「異母兄弟、ということですね」




【里奈】

「じゃ、じゃあ！　取締役や、社長たちと‥‥」




【ジョージ】

「異母兄弟」




【里奈】

「そ、そんな‥‥!?　信じられない！」




【ジョージ】

「オレだって信じたかねぇよ。でも、残念ながら事実なんだよ」




【里奈】

「でも、だったらどうして、こんなことを!?」




【ジョージ】

「オレは、あのオッサンが許せねぇんだよ」




【ジョージ】

「オレと病気のおふくろほっぽって、あっさり権力を手にした男が、おいしい思いをし続けるなんて冗談じゃねぇ」




【里奈】

「だったら、どうしてひとりを王座争いから下ろすなんて‥‥」




【冬哉】

「オレはね、元々兄さんたちには相手にされていないんだ」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「１番下ってことで、甘く見られてるっていうのかな？　そういう感じ」




【ジョージ】

「だから、こいつが権力争うに入る隙をひとつ作らなくちゃいけなかったんだよ」




【里奈】

「なるほど‥‥」




【冬哉】

「さすがに、ジョージに僕を王座に据える力はない」




【ジョージ】

「うっせぇよ」




【冬哉】

「まぁ、僕は自力でそこに上り詰める力があるけれど。使えるものはなんでも使うが僕の信条だから」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（この目‥‥この冬哉さんの目が、怖い‥‥）

「つまり、席がひとつ空けば、それだけ冬哉さんが入り込みやすくなる」




【冬哉】

「じわじわと株を上げ、兄さんたちが敵は目の前の３人しかいないって油断してるうちに、僕は僕なりのやり方であの人たちを叩き潰す。例えどんな手を使ってもね」




【里奈】

（怖い‥‥この人、何を考えているかまったくわからない‥‥）




【冬哉】

「今の三響はガンみたいなものだ」




【里奈】

「ガン‥‥？」




【冬哉】

「内側にたくさんのよくないものを内包して、色々な病気を引き起こしている。あっちこっちで、ね」




【里奈】

「病気って‥‥」




【冬哉】

「僕はそれを正したい。僕のこの手で」




【里奈】

「で、でも‥‥正しいことをしたいなら、私みたいな人間を加えて撹乱したり、引きずり下ろしたりするんじゃなくて、もっと正々堂々と戦えばいいのに‥‥」




【冬哉】

「正攻法じゃ、三響では戦えない。君にだってわかるだろう？」




【里奈】

「そ、それはそうかもしれませんが‥‥」




【冬哉】

「毒を制するには、新しい毒を使う。それで全てが、ノープロブレム。そういうことだよ」




【里奈】

「そんな‥‥。冬哉さんだけは、違うと思っていました。あなただけは、いい人だと‥‥」




【冬哉】

「いい人だよ、僕は。貴女には、人を見る目がないようだね。まぁ、それは‥‥。彼も同じのようだけど」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥楽しそうなランチタイムだな」




【里奈】

「と、取締役!?　どうして‥‥!?」




【秋善】

「お前が冬哉と食事するって聞いて、俺が黙ってると思うか？」




【冬哉】

「へぇ？　そんな風に言って来たんですか？」




【里奈】

「は、はい。ジョージと会うと説明するのは、どうかと思ったので‥‥」




【ジョージ】

「どうも～。どうかと思われる存在でっす」




【秋善】

「誰だ、こいつは」




【ジョージ】

「冬哉クンと同じ大学の同級生だった、ジョージでっす！」




【秋善】

「ケッ、東大生か」




【ジョージ】

「そういうことだ。今日は東大の会ってわけ」




【里奈】

「い、いえ！　私は‥‥！」




【ジョージ】

「だからオジサン、席を外してもらえる？」




【秋善】

「断る」




　秋善は舌打ちをすると、里奈の手首を掴んだ。




【里奈】

「え!?」




【秋善】

「出るぞ」




【里奈】

「ちょ、ちょっと待って下さい！　私は‥‥！」




【秋善】

「いいから来い」




【里奈】

「あの‥‥！」




【冬哉】

「まったく、荒っぽいなぁ。秋兄さんは」




【ジョージ】

「話はまた今度。今日は男同士、仲良くランチとしゃれこむことにするわ」




【秋善】

「オイ、東大コンビ」




　秋善は２人の座るテーブルに指をさしながら微笑みかける。




【秋善】

「世の中は、学歴だけじゃねぇんだぜ？」




【冬哉】

「おやおや」




【ジョージ】

「だ、そうだぜ？　里奈」




【里奈】

「わ、私もそう思います」




【ジョージ】

「へぇ？」




【秋善】

「こいつは俺のもんだ。余計なちゃちゃは入れんな」




【里奈】

「なっ!?」




【秋善】

「じゃあな」




　秋善に引きずられるようにして、里奈は店をあとにした。




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　取締役！　どこまで行くんですか!?」




【秋善】

「知らねぇよ」




【里奈】

「ええっ!?　ど、どういう‥‥!?」




【秋善】

「俺、結構怒ってるんだぜ？」




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「なんで、俺よりあいつを優先したんだ？　あの男、誰だ？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」

（い、今説明しないと！　私は、スパイで‥‥でももうあの人たちとは、離れるって‥‥）

「あ‥‥の‥‥」

（ダメ‥‥声が、震える‥‥）




　怖かった。ため息をつかれるのが、幻滅されるのが、秋善を失うかもしれないことが、たまらなく怖い。




【里奈】

「私‥‥」




【秋善】

「‥‥。なぁ」




【里奈】

「え？　は、はい！」




【秋善】

「このまま、サボっちまうか」




【里奈】

「え!?」




【秋善】

「気分転換。デートの続きだ」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「どうしたい？　お前の、言う通りにしてやる」

「だから、俺のそばにいろ」




【里奈】

「取締役‥‥」

「ご飯を食べましょう」




【秋善】

「ご飯？」




【里奈】

「誰かさんのせいで、食いはぐれてしまいましたから」




【秋善】

「なんかひっかかる言い方だな。オイ」




【里奈】

「だって事実じゃないですか」




【秋善】

「へいへい。なら、せいぜいお詫びになるように、ゴージャスなご飯をご馳走させていただきますかね」




【里奈】

「ありがとうございます。‥‥行きましょう」




【秋善】

「‥‥ああ」




【里奈】

「‥‥はぁ。結局、今日は言えなかった‥‥。私が、スパイだってこと。それどころか、ジョージにもちゃんと言えなかったし‥‥。明日は言おう‥‥ちゃんと。説明しなくちゃ‥‥」

「っと、このファイルをコピーして‥‥」




【秋善】

「おはようさん」




【里奈】

「取締役‥‥」




【雪】

「おはようございます」




【里奈】

「お、おはようございます」




【秋善】

「うちの秘書ちゃんたちは、みんな素晴らしいね。朝早くからご苦労さんです」




【雪】

「取締役こそ、今日は重役出勤じゃないですね」




【秋善】

「三島サン厳しいねぇ。俺だって、たまにはヤル気出すんだぜぇ？」




【里奈】

「わ、私！　ちょっと自販機に行ってきますね！」




【雪】

「え？」




【秋善】

「だったら、俺も‥‥」




【里奈】

「い、いってきます！」




【里奈】

「あぅっふぅ‥‥。何をしているの私は。逃げてどうするのよ、逃げて！」

「ああー‥‥もう、いざとなったらやっぱり怖いよ‥‥何これ」

（ダメだ。もっときちんと、向き合わなくちゃ‥‥真実を、あの人に告げなくちゃ‥‥）




　里奈の決意は本物だった。ただ、その勇気が秋善の顔を見る度に揺らぐ。

　なんとか真実を伝えようとすればするほど焦り、気持ちばかりが空回りする。

　そして。




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「あのなぁ」




【里奈】

「へ？　はい！　なななななんでしょうか!?」




【秋善】

「‥‥なんでもねぇ。そこのクーラーボックスに、色々入ってる。何か作ってくれ」




【里奈】

「飲むんですか？」




【秋善】

「俺の車で俺が何をしようが、お前には関係ないだろ？」




【里奈】

「‥‥わかりました」




　里奈は、クーラボックスの中のグラスを取ると、そこに氷を落とし、ボトルをグラスに注いでミネラルウォーターで割った。

　仕上げに、グラスの底を拭き、それを秋善に手渡した。




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「どうぞ」




【秋善】

「お前は、飲まねぇのか？」




【里奈】

「‥‥お水をいただきます」




【秋善】

「‥‥乾杯」




【里奈】

「‥‥乾杯」




　グラスを合わせ、２人は喉を潤した。静かな車内に、液体の揺れる音が響く。

　秋善の喉が鳴る度に、自分の耳が熱くなるような気がして、里奈は視線をグラスに集中させた。




【秋善】

「そろそろ、お前んちに着くぞ」




【里奈】

「送っていただき、ありがとうございます‥‥」




【秋善】

「‥‥明日も、よろしく頼む」




【里奈】

「はい。おやすみなさい‥‥」




【里奈】

「今日も言えなかった‥‥。もぉぉぉ‥‥なんで言えないの‥‥」

「このままズルズル言えないままなのかな‥‥。どうして言えないんだろう」

「本当のことを伝えることが、こんなにも怖いなんて‥‥知らなかった。取締役のことを考えることが、こんなに‥‥」




　その日の眠りは、やはりとても浅く。みた夢は、どこまでも深い闇に包まれているような、悪夢だった。




【里奈】

「えっと、ハンカチ持った、携帯持った、財布に、手帳に、あとは‥‥」




　家を出る前の最後の荷物確認をしていると、玄関のチャイムが鳴った。




【里奈】

「あれ？　こんな早くに誰だろう‥‥？　は～い！」




【秋善】

「おはようさん」




【里奈】

「えっ!?　取締役!?　どうしたんですか？」




【秋善】

「いや、なんとなく‥‥。朝早く目が覚めたから、寄ってみただけだ」




【里奈】

「それだけですか？」




【秋善】

「‥‥最近、お前とゆっくり話せてない気がしてな」




【里奈】

「取締役‥‥」

（そうだ‥‥私、言おう言おうとして、ここの所ずっとぎこちなかったかも‥‥）

（取締役は、気付いてたんだ‥‥）




【里奈】

「気になりますか？　なんて‥‥」




【秋善】

「気になる」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「気になるに決まってんだろ。俺が、お前を気にしないとでも思ったのか？」




【里奈】

「ほ、本気で言ってるんですか!?」




【秋善】

「ついても得にならねぇ嘘を、俺は絶対につかねぇ。お前には、嘘をつきたくねぇ。それだけの話だ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「‥‥行くぞ」




【里奈】

「あ‥‥！」




　里奈の反応を避けるように、秋善は背を向けた。

　送ってくれた車の中でも、会話は弾まず、気まずい空気の中で２人は会社に到着した。




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（１度キッカケを見失うと、どこまでも闇が迫って来る‥‥）

（私は、このままこの人を、闇の中で見失ってしまうの‥‥？）




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「え？」




　エレベーターの中でふいに秋善は、里奈の腕を強く引いた。




【里奈】

「んっ!?」




　狭いエレベーターの中で、里奈と秋善の唇が重なり合う。




【里奈】

（な、に‥‥!?）

「‥‥やっ!!」




【秋善】

「逃がさねぇよ」




【里奈】

「んんっ!?」




　身をよじる里奈の体を、秋善の腕が押さえつける。




【里奈】

（嫌じゃない‥‥）

（でも‥‥）




【秋善】

「お前の唇は、柔らかいな」




【里奈】

「な‥‥にを‥‥んんっ!?」




【秋善】

「他の、誰にも触らせたくない」




【里奈】

「取締役‥‥。や、やめて下さい！」




　里奈は両腕に力を込めると、秋善の体を突き放した。

　思わぬ力に、秋善の体がエレベーターの反対側にぶつかった。




【秋善】

「‥‥っ」




【里奈】

「あっ！　ご、ごめんなさい！」




【秋善】

「お前‥‥。いや、いい」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺も、少し強引なことしちまったからな。おあいこってやつだろ」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「ただ、これだけは言わせろ」




【里奈】

「え!?」




　秋善は里奈の腕を掴んで壁際に追い詰めると、顔を近づけて来る。




【里奈】

（ま、また‥‥キス‥‥!?）




　驚いて目を見張る里奈の頬に、秋善は触れるだけのキスを落とした。




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「何かあったら、俺に相談しろ。お前のそばには、俺がいることを忘れるな」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「今日からしばらく、修羅場になるぞ」




【里奈】

「え？　修羅場？」




【秋善】

「一緒に頑張ろうぜ。頼りにしてるぞ、優秀な秘書さん」




【里奈】

「あっ‥‥」




　秋善は里奈の頭をクシャっと撫でた瞬間、エレベーターがフロアに到着した。

　里奈の目をみつめると、秋善はフロアへ先に出ていった。




【里奈】

（‥‥仕事、頑張ろう）




　伝えなければならないこと、やらなければいけないこと、そして今の自分の立場。

　解決しなければならない問題は山積みだが、里奈は秋善の言葉に元気づけられていた。




　その日の午後、里奈は秋善のオフィスに呼び出された。




【里奈】

「失礼します」




【秋善】

「ああ、悪いな。急に呼び出して」




【里奈】

「いえ。なんでしょうか？」




【秋善】

「これ、読んでみろ」




　秋善はそう言って、デスクの上に数冊のファイルを並べた。




【里奈】

「失礼します。これは‥‥」




【秋善】

「『ゴッドパレス銀座』事業計画の候補だ。うちの会社のチームにいくつか出させたんだが‥‥」




【里奈】

「私が見てもいいんですか？」




【秋善】

「ああ。これを見て、意見を聞かせて欲しい」




【里奈】

「‥‥わかりました。拝見させていただきます」




【秋善】

「そこ、座っていいぞ」




【里奈】

「はい、失礼します」




　里奈はソファに腰を下ろすと、いくつかの事業計画書に目を通した。

　ところが‥‥。




【里奈】

「‥‥あの、取締役」




【秋善】

「なんだ？」




【里奈】

「これは、素直に意見を言ってもいいんでしょうか？」




【秋善】

「どうぞ」




【里奈】

「私は、不動産の勉強はしていないのでよくわからなかいので、専門的なことは言えないのですが‥‥」

「これ‥‥なんか、よくある施設の集合体って感じがします」




【秋善】

「よくあるってのは？　詳しく説明しろ」




【里奈】

「えっと‥‥こっちは各エリアに分かれて世界を表現する新しい遊園地を配置するって書いてありますけど、それって結構どこにでもありますよね？　某遊園地とか」

「住宅地の真ん中にジェットコースターがあるのはおもしろいですけど、騒音問題は大丈夫なんでしょうか？」

「銀座という町のイメージからは、よくも悪くもかけ離れているかと‥‥」




【秋善】

「そうだな。じゃあ、こっちのはどうだ？」




【里奈】

「若者の好きなファッションブランドのお店をたくさん入れたショッピングモール‥‥各月で限定ショップを展開、ステージでのイベントも‥‥」

「確かに、私たちにとっては魅力ですし、銀座という町に新たなお客さんを呼び込むという意味ではありかもしれません」

「ただ‥‥これもよくあるパターンですよね。新宿とか渋谷とか池袋とか、既に似たような施設がたくさんあると思います」




【秋善】

「やっぱり、お前もそう思うか？」




【里奈】

「はい。こっちの映画や演劇の劇場を集めた計画も、大手のシネマコンプレックスが行っている企画に似ている気がします」




【秋善】

「そうなんだよ。どいつもこいつも、どこかにありそうな計画書ばっかり出してきやがって‥‥。こんなチンケな計画じゃ、俺が王座に上がるどころか、同業のトップにも立てやしねぇ」




【里奈】

「なるほど‥‥」




【秋善】

「ちなみに、お前だったらこういう時どういう計画を立てる？」




【里奈】

「わ、私ですか!?　計画って言われても‥‥」




【秋善】

「新しく町をひとつ作る。そこには、他の町にはねぇ何かが欲しい。そういう時、お前なら何を考える？」




【里奈】

「そうですね‥‥。新しいアミューズメントももちろん必要だと思いますが‥‥」

「やっぱり、住民の方たちの声を聞いてしまうと、どうしてもこういう企画は方向性として合わないんじゃないかとか‥‥考えたり‥‥」




【秋善】

「‥‥ふーん」




【里奈】

「あ、あの、私の意見は素人の戯言みたいなものなので！　そんな真剣に取らなくてもいいと思うのですが‥‥」




【秋善】

「は？　お前なぁ、俺がなんのためにお前を呼んだと思ってんだよ」




【里奈】

「な、なんのためって‥‥わかりません」




【秋善】

「うちには、それこそ優秀な専門家がたくさんいる。若いのだって、デザインから設計まで、学生時代から賞をとって来たような連中ばっかりだ。この企画だって、どれもすぐに開発に取りかかってもいい完成度だろ？」




【里奈】

「はい‥‥そう思います」




【秋善】

「でもこれじゃダメなんだよ。こんな、どこにでもあるようなお綺麗な町じゃ、俺の伝説の足がかりにもなりゃしねぇ。そこで、お前だ」




【里奈】

「わ、私!?」




【秋善】

「素人の意見が、思わぬ着想を生み出す可能性もある。そういう所に賭けてぇんだよ、俺は」




【里奈】

「そんな‥‥。大規模な計画なんですよ!?　そんな、博打みたいなやり方で、いいアイデアが出るなんて思えません！」




【秋善】

「自信がないのか？」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（そんなもの、あるはずないじゃない！　でも‥‥すぐにできないなんて言う人を、この人はチームには求めない‥‥）

（だったら‥‥）

「期待はしないで下さい。でも、やれるだけやってみます」




【秋善】

「いい子だ。ひとまず、この資料をお前に渡しておく。ここまで体裁を整えなくていいから、何か町作りに役立つような企画を考えろ」




【里奈】

「わかりました‥‥」

（そ、そんなこと言われても‥‥ど、どうしたらいいの!?）




　専門ではない仕事を引き受けてしまった里奈は、頭を抱えながらその日も夜遅くまでオフィスに残っていた。




【里奈】

「あー‥‥脳がプリンになるぅ‥‥」




　もらった企画案や雑誌などをかき集め、穴が開くほど読み込んだが、いいアイデアは浮かばない。




【里奈】

「素人の意見って言われても、一体何をやったらいいのか‥‥」




【冬哉】

「あれ？　水之瀬さんだ」




【里奈】

「と、冬哉さん!?」




【冬哉】

「こんばんは。まだ残ってたんだね」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【冬哉】

「情報は集まってる？」




【里奈】

「え？　えっと‥‥」

（そうだ‥‥結局この前は、きちんと話ができなかったから、私がスパイを辞めるつもりだってことをこの人は知らないんだ‥‥）

「きょ、今日は急な仕事を任されてしまって‥‥普通に残業中です」




【冬哉】

「そっか。何？　事業計画？　なんで君がこんなことをしているの？」




【里奈】

「ムチャブリ‥‥ってやつです」




【冬哉】

「なるほどね。これ、秋兄さんから直接頼まれた仕事？」




【里奈】

「そうです」




【冬哉】

「ふぅぅ～ん？」




【里奈】

（な、何考えてるんだろう‥‥怖い。あんまり２人で話すのは、よくない気がする‥‥）

「あ、あの！　私そろそろ帰ろうと思ってた所で‥‥！」




【冬哉】

「え？　でもまだ終わってないんでしょ？」




【里奈】

「え、えっと‥‥その‥‥」




【秋善】

「今日は、ここまでできてんだろ？　じゅうぶんだ」




【里奈】

「え!?」




　里奈の書きかけのメモを取り上げながら、秋善が彼女の背後から声をかけた。




【里奈】

「取締役!?」




【冬哉】

「こんばんは。秋兄さん、まだいたの？」




【秋善】

「いちゃ悪いか？」




【冬哉】

「ううん。最近、秋兄さん働きすぎなんじゃない？　仕事もいいけど、体も大事にして下さいね」




【秋善】

「へいへい。どうもありがとさん」




　秋善は里奈のまとめメモをデスクに置くと、彼女の頭をポンと撫でた。




【秋善】

「そろそろ帰るぞ。準備しろ」




【里奈】

「あ、は、はい！」




【冬哉】

「‥‥。あー！　そういえば‥‥」




【里奈】

「え？」




　冬哉の突然の大きな声に顔を上げると、冬哉がどこから取り出したのか缶コーヒーを里奈に向かって差し出していた。




【冬哉】

「これ、差し入れに持って来てたんだ。よかったらどうぞ」




【里奈】

「あ、ありがとうございま‥‥」




【冬哉】

「おっと！　うっかり手が滑って缶が！」




　冬哉はわざとらしい口調でそう言いながら、缶コーヒーを傾けた。

　なぜか缶の口は既に開けられており、中に入っていたコーヒーが里奈のメモの上に盛大に零れた。




「里奈あっ!?」




【秋善】

「冬哉!?　お前っ!!」




【冬哉】

「あああああ！　ご、ごめんなさい！　水之瀬さん、大丈夫？　かからなかった？」




【里奈】

「い、いえ。私は‥‥大丈夫です。でも‥‥」




　せっかく作った今日１日分の集大成‥‥のメモが、琥珀色の液体でドロドロになっている。




【里奈】

「ああ‥‥」




【冬哉】

「本当にごめんなさい！」




【里奈】

「い、いえ！　事故ですし、冬哉さんが謝る必要は‥‥」




【冬哉】

「本当に、ごめんね？」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（この顔、まさか‥‥）




【秋善】

「‥‥出て行けよ」




【里奈】

「と、取締役‥‥？」




【冬哉】

「秋兄さん、怒った？」




【秋善】

「怒るに決まってんだろ！」




【里奈】

「ちょっ、ちょっと！　取締役!?　落ち着いて下さい！」




【秋善】

「落ち着いていられるか！」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「人の仕事の邪魔をする奴は最低だ。今すぐ心から詫びを入れて、ここを出て行け！」




【里奈】

「取締役‥‥」




【冬哉】

「‥‥本当に、申し訳ありません。以後、このようなことのないよう気をつけます」




【里奈】

「い、いえ。まだメモ程度でしたから。大丈夫です」




【冬哉】

「このお詫びは、いずれ。失礼します」




　冬哉はそう言って秘書室をあとにした。




【秋善】

「ったく、ロクなことしねぇな。あいつ」




【里奈】

「私、拭くもの取ってきますね」




【秋善】

「ああ。頼む」




　コーヒー色に染まったメモをつまみ上げ、秋善は目を細めて内容を確認した。




【秋善】

「へぇ？」




【里奈】

「取締役？　拭いてからじゃないと、きちんと読めませんよ？」




【秋善】

「いや、大丈夫だ。読める」




　秋善はやけに真剣な顔でメモに目を通している。




【秋善】

「‥‥いいんじゃねぇの？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「明日、きちんと人に見せる形にして、俺の所に持って来い」




【里奈】

「見せるって‥‥？」




【秋善】

「明日の取締役会、いくつかの事業計画を提出することになっている。そこに、お前のこの構想も混ぜる」




【里奈】

「ええっ!?　そ、そんな!?　いきなりですか!?」




【秋善】

「企画は鮮度が命だ。さすがに、コーヒーまみれの資料は、会議室には持って行けねぇからな」




【里奈】

「‥‥わかりました。やってみます」




　ポタポタとコーヒーの垂れるメモを掴みながら、里奈は心の中にほっとした気持ちが生まれているのを感じた。




【里奈】

（一生懸命考えたことにＧＯを出されるのは、すごく嬉しいな‥‥頑張ろう！）




　翌日、会議室で里奈は提出用の資料をまとめていた。




【里奈】

「うう～‥‥！　急がないと！　午前中いっぱいかかっちゃったから、これをあとはまとめて綴じる所までいかないと！」




【秋善】

「おーっす。こんな所にいたのか？」




【里奈】

「取締役？　どうしたんですか？」




【秋善】

「秘書室行ったらお前の姿がねぇから、三島に聞いたらここだって言われてな」




【里奈】

「資料ができたので、今のうちにまとめちゃおうと思って」




【秋善】

「こっちから綴じてきゃいいのか？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「２人でやった方が早いだろ」




　秋善は並べられた資料を１枚ずつ重ねて行く。




【秋善】

「こんなん、冊子印刷でプリンタに任せりゃいいのに」




【里奈】

「わ、私、その‥‥機械があまり強い方ではなくて。この方が、中身の確認もしながらできますし」




【秋善】

「なるほどな。ほれ、ほれ、ほれ」




【里奈】

「取締役、早いですね」




【秋善】

「やり方だよ。１枚ずつ移動して重ねるんじゃなくて、逆にして手元を合わせる。そうすりゃ、最後右手ですぐにホッチキスでとめられる」




【里奈】

「そっか。ホッチキスを持つ時に、いちいち持ち替えてるのがロスになってたんですね‥‥」




【秋善】

「ま、こんなもんは慣れだ慣れ」




【里奈】

「慣れるほどやってるんですか？」




【秋善】

「俺にだって、初々しい新人時代はあったんですよ」




【里奈】

「想像がつかな‥‥っ!?」




　その時、里奈の指先を紙がかすめた。

　ピリリとした痛みと共に、里奈の指先からわずかに赤がにじむ。




【里奈】

「いたた‥‥」




【秋善】

「紙で切ったのか？」




【里奈】

「はい。あはは‥‥。ちょっと、絆創膏取ってきますね」




【秋善】

「ああ、その前に‥‥」




【里奈】

「え‥‥!?」




　秋善は里奈の指を取ると、唇を近づけた。




【里奈】

「ちょっ!?」




【秋善】

「黙れ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　触れた秋善の唇の熱に、里奈の背中が震えた。里奈の指を秋善が、楽しそうにくわえている。




【里奈】

（ど、どうしよう‥‥）

「汚いです」




【秋善】

「お前の体に、汚い所なんてねぇよ」




【里奈】

「な、何を‥‥!?」




【秋善】

「本音」




【里奈】

「や、めて‥‥下さい！」




【秋善】

「ほれ。これで大丈夫だろ？」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」

（びっくりした‥‥）




【秋善】

「これで全部だな」




【里奈】

「あ‥‥」

（結局、ほとんど作ってもらっちゃった‥‥）

「ありがとうございます。すみません‥‥」




【秋善】

「いいって。会議までもうちょっとか‥‥。それまで、２人きりだな」




【里奈】

「‥‥はい」

（そうだ‥‥この機会に、取締役に私のことを説明して‥‥）

（あ、でも‥‥私まだジョージに任務を下りることを説明してないし‥‥）




【秋善】

「何か、飲むもんでも‥‥」




【里奈】

「あ、あの！」




【秋善】

「ん？　なんだよ」




【里奈】

「あの‥‥」

「も、もし‥‥の話なんですけど」




【秋善】

「ああ」




【里奈】

「この資料が漏洩したら、どうしますか？」




【秋善】

「漏洩‥‥か」




【里奈】

「ま、まぁ。素人の企画資料に価値なんてないのかもしれませんけど‥‥」




【秋善】

「いや、この企画はおもしろい。今回の計画の要になる重要なもんになると、俺は踏んでる」




【里奈】

「そ、それは褒めすぎじゃ‥‥」




【秋善】

「別に、お前だから褒めてるわけじゃねぇ。単純に、いいと思ったものをいいと言ってるだけだ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【秋善】

「こいつが漏洩するということは、それだけ俺の作戦が手薄になるってことだ。王になるための、糸がひとつ切れる」




【里奈】

「じゃ、じゃあ‥‥もし‥‥」

「もし、会社の大切な情報を漏洩するような‥‥スパイが、いたとしたら？」




【秋善】

「‥‥」

「ぶん殴って追い出す」




【里奈】

「追い出す‥‥」




【秋善】

「それだけだ」




【里奈】

「‥‥っ」

（本当のことを言えば、追い出される‥‥）

（それでも、私は‥‥!!）

「取締役！」




【秋善】

「‥‥なんだ？」




【里奈】

「あの、私‥‥」




【秋善】

「‥‥？」




【里奈】

「実は、私‥‥！」

（言わなきゃ‥‥言わなきゃ‥‥言わなきゃ‥‥っ!!）

「私‥‥はっ!!」




【春樹】

「おや、２人とも。早いね」




【里奈】

「あ‥‥っ!!」




【秋善】

「早いな、兄貴」




【春樹】

「遅刻は趣味じゃないんだ。今日は‥‥お客さんも一緒なのかな？」




【里奈】

「い、いえ！　私は、いつも通りすぐに‥‥」




【秋善】

「いや、こいつは今日の俺の相棒だ」




【里奈】

「えっ!?」




【秋善】

「重要な企画に関わっている。責任者として、今日の取締役会にも出席してもらう予定だ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【春樹】

「お手並み拝見、だね」




【里奈】

「が、頑張ります！　よろしくお願いします！」




　春樹の優しい微笑みは、里奈の気持ちをキリリと引き締める。

　ただ、彼女の隣で同じ男の表情をみつめる秋善の横顔は、ただひたすらに険しいことに、里奈は気付いてはいなかった。




【秀明】

「フロアキャプチャーとの連携アプリ‥‥」




【秋善】

「担当者から説明をさせる」

「里奈」




【里奈】

「は、はい！これは現在の町から未来の町へ、GPSの機能を使ってスタンプラリーを行うというものです。開発前の銀座に、スマーホフォンを使ってタッチすると位置情報が記録されます」

「アプリをフロアキャプチャー社と共同で開発し、将来できる予定の『ゴッドパレス銀座』で、過去にタッチした同じ場所をタッチします。端末には、過去のその町がCG再現された映像や、お得なクーポンなどが表示されるという‥‥名付けて『プロジェクト・タイムマシン！（仮）！』」




【秀明】

「アプリの開発‥‥か」




【秋善】

「現在の住民と、未来の町を繋ぐ計画。これが俺の、未来の町づくりってやつだ」




【里奈】

「‥‥っ」

（だ、大丈夫‥‥最後までやりきった！　これで、社長の許可が下りれば‥‥）




【春樹】

「‥‥却下、だね」




【里奈】

「え？」




【春樹】

「端的に言えば、経費がかかりすぎる」




【秀明】

「アプリ自体の開発費用、サービス維持のためのサーバー、人件費、今後発生するであろう特典に関する各店舗への交渉、協力。町自体の開発費用以外に、宣伝費、その他雑費にいくらかかると思っている？」




【春樹】

「当初の予定よりも、かなりオーバーしてしまうね」




【里奈】

（やっぱり‥‥素人の考えだったのかな。却下されて、当然‥‥）




【秋善】

「それでも、やる価値はあると考えてるぜ。俺は」




【里奈】

「取締役!?」




【秋善】

「黒が出れば、問題ねぇだろ？」




【春樹】

「元手がかかりすぎる上に、博打としか言いようがない事業計画だね」

「こんな無茶な計画に、ＧＯは出せない」




【秋善】

「確実なものにしか、金は出ねぇってか？　お前ら、それでも世界に立とうって人間かよ！　勝負っつーのは、博打と同じだ！　勢いで負ける奴が負ける。違うか？」




【春樹】

「ビジネスに、不確定要素は必要ない」

「授業計画を練り直すように。解散」




【里奈】

「ま、待って下さい！」




【春樹】

「‥‥解散」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　会議は春樹の合図で唐突に終了した。

　席を立つ役員たちにまぎれ、春樹や秀明も会議室から出ていってしまった。

　残された里奈と秋善の間には、重い沈黙だけが横たわっている。




【里奈】

（き、気まずい‥‥どうしよう‥‥こういう時、なんて言えばいいの？）

「ごめんなさい」




【秋善】

「お前が謝る必要はない」




【里奈】

「でも、私の企画のせいで‥‥！」




【秋善】

「それを選んだのは俺だ。それは間違っていなかった。俺は今でもそう思っている」




【里奈】

「でも！」




【秋善】

「悪い。少し、静かにしてくれ」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥さっきは、何を言いかけた？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「会議が始まる前」




【里奈】

「それは‥‥」




【秋善】

「今は、仕事に関係のない話がしたい」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「聞かせろ。お前の話」




【里奈】

「‥‥」

（言えない。こんな‥‥）




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（本当のことを、今の取締役になんて伝えられない‥‥！）

「‥‥今夜、ご飯を一緒に食べませんか？」




【秋善】

「‥‥珍しいな。お前から、誘って来るなんて」




【里奈】

「たまには、いいじゃないですか‥‥」




【秋善】

「‥‥ああ。そうだな」




【里奈】

「あ‥‥」

（笑って‥‥くれた‥‥）




【秋善】

「たまには、誘われるのも悪くない」




【里奈】

「‥‥はい！」




【冬哉】

「‥‥」




【ジョージ】

「あいつは、もうダメだな」




【冬哉】

「こうなることは、最初からわかってましたよ」




【ジョージ】

「秋善は、放っておいても自滅すると？」




【冬哉】

「予想の範囲内です」




【ジョージ】

「末恐ろしい奴だよ、お前は」




【冬哉】

「次の行動に移りましょうか、相棒さん」




【ジョージ】

「あいよ」




【冬哉】

「あ、っと。その前に。ジョージ」




【ジョージ】

「あ？」




【冬哉】

「次から、うちに潜入する時は、もっと地味な格好で来てほしいな」




【ジョージ】

「うっせぇよ。ファッションセンスまでお前に指図される筋合いはねぇ」




【冬哉】

「目立つんですよ。その格好。忍ぶ気はあるんですか？」




【ジョージ】

「へいへい。了解。相棒」








第７章









【里奈】

「ありがとうございました。ご飯も、ごちそうさまでした」




【秋善】

「あそこのハンバーグステーキは最高だろ？」




【里奈】

「はい。すごく‥‥おいしかったです」




【秋善】

「また、明日もよろしく頼む」




【里奈】

「あの‥‥取締役！」




【秋善】

「ん？　なんだよ」




【里奈】

「‥‥おやすみなさい」




【秋善】

「ああ。おやすみ」




　車は静かに大通りへと消えていった。




【里奈】

（‥‥何やってるんだろう、私は）

「‥‥なんか、疲れたな」

「はー‥‥明日はきちんと、取締役に伝えなくちゃ‥‥。本当に言えるのかな。このまま、あやふやな感じになんてことも。あるいは‥‥」




【ジョージ】

「お前、ひとりごと多いって言われねぇ？」




【里奈】

「きゃあっ!?　なっ!?　ジョージ!?」




【ジョージ】

「お前、自炊とか全然しねぇの？　冷蔵庫、空っぽすぎんだろ」




【里奈】

「か、勝手に人の家の冷蔵庫を見ないでよ！」




【ジョージ】

「とりあえず、桃の缶詰とか水は入れておいた。あとトマトもな。トマト食え。野菜食え」




【里奈】

「勝手に人の栄養状態を管理しようとしないで！」




【ジョージ】

「何カリカリしてんだよ。元気な女だな」




【里奈】

「あのねぇ‥‥」




【ジョージ】

「秋善が潰れるのも、時間の問題だな」




【里奈】

「な、なんの話？」




【ジョージ】

「見てりゃあわかるだろ。あいつの穴だらけの企画が、通るわけがない。お前も、うまくやったな？　素人意見を提出させるなんて、あいつの面汚しにもなって一石二鳥って感じだったぜ？」




【里奈】

「わ、私は、別に‥‥」




【ジョージ】

「あいつはもう放っておいても自滅する。そろそろ、別のターゲットを狙ってもいいかもな」




【里奈】

「べ、別の!?　ちょっと待ってよ！　別のってどういうこと？　私が狙うのは、神九条秋善じゃ‥‥」




【ジョージ】

「まだこちらの動きは悟られていない。せっかく高い金を出して雇ってんだ。利用できる価値のある間は、利用させてもらう。ほれ、これは冬哉からの伝言だ」




　ジョージは小さな紙切れを１枚差し出した。




【里奈】

「口で直接言えばいいのに‥‥」




【ジョージ】

「オレと冬哉はこの前秋善に顔を見られてる。３人で会っている所は、見られない方が得策だろ」




【里奈】

「そうだね。じゃあ、拝見させていただき‥‥」

「こ、これは‥‥!?」




【冬哉】

「次のターゲットは、Ｈ・Ｋ」




【里奈】

「Ｈ・Ｋ‥‥秀明、神九条!?」




【ジョージ】

「ま、打倒な相手だわな」




【里奈】

「そ、そんなの無理ですよ！　相手のこともよくわからないのに‥‥」




【ジョージ】

「さすがに、今からすり寄って仲良くなるっつーのは無理がある。あの男絡みの情報を集めるんだ」




【里奈】

「情報を集めるって‥‥そんなの、どうやって‥‥」




【ジョージ】

「お前はもう秋善のお気に入りの秘書として、社内で認識されている。ある程度のネットワークやセキュリティに侵入することは可能だろ？」




【里奈】

「でも‥‥。わ、私もう嫌なんです！　あの会社を‥‥あの人を騙すようなことは、したくないんです！」




【ジョージ】

「‥‥つまり、もうスパイをやめたいってことか？」




【里奈】

「そ、そういうことになります」




【ジョージ】

「お前、叔父さんの病院代を稼ぎたいんじゃなかったのかよ？」




【里奈】

「え、ええ‥‥。確かに、先日の手術から、体調は落ち着いて来ていますが、まだ予断を許さない状況です」




【ジョージ】

「だったら、金が必要だろ？」




【里奈】

「それはそうですけど‥‥あてができたんです。まっとうなルートです。だから、こんな犯罪まがいのことはもう‥‥」




【ジョージ】

「神九条秋善」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「いいパトロンを捕まえたようだな」




【里奈】

「そ、そういう言い方はやめて下さい！」




【ジョージ】

「間違ってねぇだろ」




【里奈】

「取締役は‥‥好意で力を貸して下さってるんです。そういう言い方は‥‥」




【ジョージ】

「好意ねぇ‥‥。その好意、お前の過去を知ってもまだ続くと思うのか？」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「夜の仕事、スパイ、冬哉や俺と手を組んでコソコソ会社を嗅ぎ回っていたことを、秋善はどう思うだろうな？」




【里奈】

「そ、それは‥‥わかってますけど。でも、私もうあの人に嘘をつくのは‥‥！」




【ジョージ】

「よく考えろよ？　本当に、お前は自分で選んだ道に後悔しないと言い切れるのか？」




【里奈】

「そ、れは‥‥」




【ジョージ】

「断るならバラす」




【里奈】

「そ、そんな！」




【ジョージ】

「判断は慎重にな」




　ジョージは里奈の肩を叩くと、そのまま部屋から出て行ってしまった。

　残された里奈は、へなへなとその場にへたり込むと、じっと床をみつめる。




【里奈】

「怖い‥‥」




　両腕が、自然と自分の体を抱き締めるような形になる。

　体が、小刻みに震えているのがわかる。




【里奈】

「私は‥‥どうすればいいの‥‥どうすれば‥‥!!」




【里奈】

「ふあぁ～‥‥ぁ」




【秋善】

「締まりがねぇなぁ‥‥」




【里奈】

「す、すみません！」




【秋善】

「お前の企画の修正だろうが。もちっと気合い入れろ！　気合いを！」




【里奈】

「は、はい‥‥。あの、でも取締役‥‥」




【秋善】

「なんだ？」




【里奈】

「私の素人意見が却下された今、この企画を練り直すより、新しい企画を考えた方がいいんじゃ‥‥」




【秋善】

「お前なぁ‥‥」




【里奈】

「な、なんですか？」




【秋善】

「俺は、お前の企画がおもしれぇと思ったんだよ。確かに、金銭的な面で難しい問題はある。しかし、この計画実現したらすげぇおもしれぇことになる。そう思わねぇか？」




【里奈】

「それは‥‥」




【秋善】

「ここまで言われちゃ、逆に燃えてきたぜ。何がなんでも予算を捻り出して、計画を見直す！　必ず実現するからな！　お前もしっかり食らいついて来いよ！」




【里奈】

「は、はい‥‥」

（取締役は本気なんだ‥‥本気で、私の企画に可能性を感じてくれている‥‥）

（これが‥‥最後の手伝いになるかもしれない。最後の‥‥）

「取締役」




【秋善】

「ん？　なんだ？」




【里奈】

「頑張ります。私、一生懸命頑張ります！」




【秋善】

「‥‥ああ、期待してるぜ？　俺ら２人で組めば、できねぇことなんかねぇよ」




【里奈】

「はい‥‥」

（いつバレるか、いつ辞めるかわからないけど‥‥このプロジェクトだけは‥‥）

（最後まで、頑張りたい。それが、秘書として私ができる、最後のこと‥‥）




　新プロジェクトに対する思い、秋善の情熱、自分の立場、変わるもの、変わらなければならないもの、手放さなければならないもの、覚悟。

　あらゆるものが交錯する中で、里奈は自分に降りかかっている質量にただ身をすくめることしかできなくなっていた。




　変わろうとしているのは、里奈だけではないことを、彼女はその日の午後に知ることとなった。




【秋善】

「里奈。打ち合わせに出る。お前も一緒に来い」




【里奈】

「は、はい！　わかりました！」




【里奈】

「あれ？」




　その変化に真っ先に気がついたのは、他でもない里奈だった。




【里奈】

「取締役。ハイヤーは‥‥？」




　いつもなら、出かける時は必ず玄関前に停車しているはずの秋善のハイヤーの姿が、今日はどこにも見当たらない。




【秋善】

「ああ、今日は電車で向かう」




【里奈】

「えっ!?　ど、どうしてですか!?」




【秋善】

「そっちの方が時間を無駄にしなくて済むだろ？　金も時間も有限じゃねぇんだ。今日からは、キリキリ締める所は締めて行くからな？」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「なんだよ。驚いたか？」




【里奈】

「はい」




【秋善】

「素直だな」




【里奈】

「だ、だって‥‥まさか取締役がそんなことを考えているなんて、思ってもみなくて」




【秋善】

「本当に素直だなお前」




【里奈】

「す、すみません！」




【秋善】

「ははっ、いいって」

「小さなことからコツコツと、ってな」




【里奈】

「そうですね‥‥。そう思います！」




【秋善】

「てっぺんがバシっとキメねぇと、下はついて来ねぇ」

「まずは俺が率先して、死に物狂いになんねぇと、現場も燃えねぇしな」




【里奈】

（取締役も、本気でこの企画に臨んでいるってことか‥‥私も気を引き締めて行かないと！）

「じゃあ、行きましょうか！」




【秋善】

「おうよ！」




　と、意気揚々と出発した所まではよかったのだが‥‥。




【秋善】

「ぎゃあっ!?」




　秋善の低い悲鳴に、周囲の人の視線が集まった。

　改札機がピンポンと音をたてて、秋善を足止めしている。




【里奈】

「と、取締役!?　大丈夫ですか!?」




【秋善】

「いてぇ‥‥なんで改札が俺の行く手を阻むんだよ」




【里奈】

「ＩＣカードの接触が甘かったのかもしれませんね。もう１度試してみて下さい」




　秋善はＩＣカードを改札にかざした。

　ところが、ピンポンと音をたてて改札は閉じてしまった。




【秋善】

「クソッ！　なんだこれ」




【里奈】

「もしかして‥‥残金が足りてないんじゃないでしょうか？」




【秋善】

「残金？　あー‥‥」




【里奈】

「前、チャージしたのはいつですか？」




【秋善】

「チャージ‥‥」




【里奈】

「まさか、チャージしたことないんですか？」




【秋善】

「‥‥１番最初に買ってから、使ったことねぇんだよ」




【里奈】

「ええっ!?　そ、それ本当ですか!?」




【秋善】

「ふ、普段は車だから、こういうものには乗らねぇんだよ」




【里奈】

「じゃあ、なんでＩＣカードを買ったんですか？」




【秋善】

「これ１枚でバスも電車も乗れるっつーから‥‥試したかったんだよ」




【里奈】

「そ、それだけの理由で、購入したんですか!?」




【秋善】

「わ、悪いかよ。使いたかったんだよ。なんか未来っぽいだろ？」




【里奈】

「男の子って‥‥」




【秋善】

「子って年齢じゃねぇよ」




【里奈】

「内面の話です‥‥」

（まったく、この人は‥‥なんでたまに可愛いかなぁ‥‥）

「で？　今日はどこに行くんですか？」




【秋善】

「まずは銀行回りだな。資金を増やす、かつお前の企画に必要な業者との交渉だ」




【里奈】

「業者って‥‥」




【秋善】

「特典のクーポンに協力してくれる店舗探し、アプリの開発、現在の町の画像やらモデルを提供してくれる店舗探し。やることは山積みだろ？」




【里奈】

「勝手に進めてもいいんですか？　まだ、社長の承認は‥‥」




【秋善】

「あいつが言ってるのは、金の問題だけだ。三響からの援助金を増やすために、結果を出せば問題はねぇよ」




【里奈】

「それって、やっぱりかなり博打ってことなんじゃ‥‥」




【秋善】

「俺は、勝てねぇ博打を打っているつもりはねぇよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「さぁ、今日は足を使うぞ！　足を！　時間削減！　サクサク動くぜ！」




【里奈】

「はい！」




　秋善は宣言通り、キビキビと仕事をこなした。

　車でロスしていた時間を整理することにより、いつもより多くの企業を回ることができた。

　このままとんとん拍子に進めばいいなと思っていたのだが‥‥。




【里奈】

「あーうー‥‥」




【雪】

「なんて声を出してるのよ」




【里奈】

「雪さぁん‥‥」




【雪】

「だいぶ煮詰まってるようね」




【里奈】

「アプリの開発自体は、引き受けて下さる会社がみつかったんですけど‥‥やっぱり、これじゃあまだ弱いかなと思って」




【雪】

「なるほど。ひとつ実現すると、更によくできるものがあるんじゃないかと思ってしまう。あなたも、ようやく仕事のおもしろさがわかってきたみたいね」




【里奈】

「デザイン‥‥ＵＩの工夫、もっと使いやすくしたいって欲が出ちゃうんですよね。はぁ～‥‥」




【雪】

「その悩みも含めて、おもしろさ。でしょ？」




【里奈】

「はい！　そうですね。頑張って結果を出して、グループ全体のプロジェクトとして認めてもらえるようにしないと！」




【雪】

「そうね。神九条不動産の実績を認めさせれば、取締役の肩書きが変わる日も近いかもしれないわね」




【里奈】

「はい！　ボスにはもっと上に行ってもらわないと！　頑張ります！」

（限られた予算で準備は進めているけれど‥‥やっぱり、これだけじゃいまいち企画として弱い‥‥）

（せめて、もう少し予算があれば‥‥）




【秋善】

「里奈、飯行くぞ」




【里奈】

「え？　は、はい！」




【秋善】

「あーあ。ったく、もちっと通常の不動産部門でブイブイいわせてりゃあなぁ。予算の問題でグループ内の承認なんて必要ねぇのによぉ」




【里奈】

「まぁまぁ、逆に言えばこのプロジェクト自体が三響のメイン企画として出せれば、それだけ大規模な展開ができるということじゃないですか！」




【秋善】

「はー‥‥。今、不動産事業はパッとしねぇからなぁ。それこそ、でかいパトロンがどばーっとついてくれりゃあ、言うことなしなんだが」




【里奈】

「パト‥‥」




【秋善】

「アホ」




【里奈】

「え？」




　秋善は、里奈の頭をぐしゃぐしゃと撫でた。




【里奈】

「ひゃあああああああっ!?」

「な、何するんですか！」




【秋善】

「何つまんねぇ顔してんだ。冗談に決まってんだろ」




【里奈】

「べ、別に私は‥‥」




【秋善】

「安心しろ。俺はパトロンなんて作らねぇから」




【里奈】

「だ、だから！　私は何も‥‥ん？」




【秋善】

「どうした？」




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　どいて下さい！」




【秋善】

「おわぁっ!?」




　里奈は突然秋善を突き飛ばすと、そのまま彼の脇をすり抜け駆けだした。




【秋善】

「オイ！　お前！」




【里奈】

「大丈夫ですか!?」




　秋善が振り返ると、道路を挟んだ向こう側におばあさんが倒れているのが目に入った。




【おばあちゃん】

「だ、大丈夫です‥‥少し、心臓が痛んだだけで‥‥」




【里奈】

「た、大変！　取締役！」




【秋善】

「今、救急車を呼びますよ」




【おばあちゃん】

「いえ、本当に‥‥大丈夫ですから」




【里奈】

「おばあちゃん。何もなくても、違和感があるならみてもらった方がいいです」




【おばあちゃん】

「でも‥‥」




【里奈】

「あの‥‥私の伯父も、検査が遅れて、そうこうしているうちに他の病気を発症して、大変だったんです。だから、少しでも何か感じるようなら、病院に行かれた方がいいと思います」




【おばあちゃん】

「お嬢さん‥‥ありがとう。優しい人だね」




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥あの、自分のことを話してしまってごめんなさい」




【おばあちゃん】

「いいのよ。そうね‥‥少し、みてもらおう‥‥かし、ら‥‥」




　おばあさんは苦しそうに胸を押さえたまま、里奈の体に倒れ込んだ。




【里奈】

「お、おばあちゃん!?　おばあちゃん！」




【おばあちゃん】

「だい、じょうぶ‥‥。少し、胸が苦しいだけ、だから‥‥」




【秋善】

「落ち着け。もうすぐ救急車が来る」




【里奈】

「あ、あの‥‥取締役！　その‥‥」




【秋善】

「わかってる」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺は打ち合わせに行く。お前は、ばあさんについていてやれ」




【里奈】

「ありがとうございます」




【秋善】

「落ち着いたら連絡しろ」




【里奈】

「わかりました」




　秋善は時間を確認すると、その場をあとにした。

　救急車はほどなくして到着し、里奈は彼女の病院へ付き添った。




【秋善】

「戻ったぞ～」




【里奈】

「あ、取締役！　おかえりなさい」




【秋善】

「ああ。ばあさんの様子はどうだ？」




【里奈】

「元々、心臓に持病があったようです。今までは病院が遠いので、通院がおっくうだったみたいですが、これからは定期的に通うと仰ってました」




【秋善】

「そうか。何もなくてよかったな」




【里奈】

「はい。すみません、打ち合わせに出られなくて」




【秋善】

「いや、いい。これ、今日の打ち合わせの書類だ。目を通しておけ」




【里奈】

「わかりました」




【秋善】

「やはり、先方としてもこちらの共同開発費を少し上げないと、これ以上のことはできねぇと断られた」




【里奈】

「やっぱり、お金の問題が‥‥」




【秋善】

「これから、うちの不動産がバンバン売れて、事業にかける予算が増えりゃあこっちにかける金も増えるんだが‥‥」




【里奈】

「これが、バンバン売るための事業計画ですから」




【秋善】

「本末転倒‥‥クソッ」




【里奈】

（事業計画って本当に大変なんだ‥‥）

（このまま、本当に事業計画は中止になっちゃうのかな‥‥）




　その時、電話の着信音が室内に鳴り響いた。




【里奈】

「はい、秘書室です。‥‥ええ、水之瀬は私ですが‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「はい‥‥えっ!?　ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「‥‥？」




【里奈】

「わかりました。では、明日でもよろしいでしょうか？　はい、はい。ありがとうございます！　失礼いたします！」




【秋善】

「どうした？」




【里奈】

「あ、あの！　今の電話、さっきのおばあちゃんからだったんですけど！」




【秋善】

「へぇ？　連絡先を渡してたのか。上出来だな。それで？　あのばあさんがどうしたって？」




【里奈】

「あ、あのおばあちゃんが、通院するのに今の家は遠いから、新しくマンションを購入したいって電話をしてきて‥‥」




【秋善】

「はぁっ!?　なんだそりゃ。はぶりのいい話だな」




【里奈】

「なんか、あのおばあちゃん‥‥実はすごい人だったのかもしれません。病院でも‥‥なんだか、特別待遇だったというか」




【秋善】

「あのばあさん‥‥名前は？」




【里奈】

「え？　えっと、確か‥‥とう、東条‥‥東条ひ‥‥」




【夏妃子】

「東条ひばり」




【里奈】

「そう！　ひばりさん！　って‥‥えっ!?」




【秋善】

「お前、知り合いか？」




【夏妃子】

「東条コンツェルン、４代目会長の奥様が、確かそんな名前だったわね」




【里奈】

「東条コンツェルン!?」

（確か、三響と並ぶ財閥‥‥大手のホテルチェーンやファッション業界で有名なあの東条コンツェルンの前期会長の奥様!?）




【秋善】

「お前、なんでそんなこと知ってるんだよ」




【夏妃子】

「現会長の奥様が、私の顧客なの」




【里奈】

「私の‥‥？」




【雪】

「ああ、里奈さんには言ってなかったわね。夏妃子さんは三響を代表するファションブランド、ｃｌｅｍａｔｉｓのデザイン監修をされているのよ」




【里奈】

「ええっ!?　そ、そうなんですか!?」

（そっか‥‥度々秘書室からいなくなるのは、そういう‥‥）




【秋善】

「なるほど。東条の‥‥」




【里奈】

「あの、明日‥‥契約をしたいから私に来て欲しいと言われたのですが‥‥」




【秋善】

「不動産の契約は、俺の専門分野だ。俺も行こう」




【里奈】

「わかりました。よろしくお願いします」




【雪】

「よかったわね。大口のお客様じゃない」




【里奈】

「は、はい！」

（別に、そんなつもりじゃなかったんだけど‥‥）

（でも、おばあちゃんに何もなくて、本当によかった‥‥）




　明日の約束を秋善と交わした里奈は、その少し前にある場所へ向かおうと密かに思った。




【里奈】

「伯父さん！」




【鳩野】

「いらっしゃい。来てくれたんですね。ありがとうございます」




【里奈】

「よかった。顔色、かなりよくなったね」




【鳩野】

「手術の経過も順調で、最近はやっと散歩も許可してもらえるようになりました」




【里奈】

「ごめんなさい。ずっと、お見舞いに来られなくて‥‥」




【鳩野】

「新しい仕事を始めたばかりでしょう？　忙しいのはいいことです」

「それよりも、入院費のことで迷惑をかけていることが‥‥」




【里奈】

「そんなのはいいの！　最近、仕事も覚えてバリバリ働いてるから、お金のことは心配しないで？」




【鳩野】

「しかし‥‥」




【里奈】

「きょ、今日もこれからお客さんと契約の話をしに行くんだ」




【鳩野】

「契約？」




【里奈】

「うん。私は秘書をしてるんだけど、今日はたまたま知り合ったお客さんの不動産契約に同席させていただく予定で‥‥」




【鳩野】

「不動産‥‥？　里奈は不動産の会社に就職したのですか？」




【里奈】

「あ、言ってなかったっけ？　神九条不動産っていう‥‥」




　その時、鳩野のベッドの上にある台がガタリと音をたてて揺れた。




【里奈】

「伯父さん‥‥？」




【鳩野】

「今、なんと言いました？」




【里奈】

「え？　神九条不動産っていう所で、秘書を‥‥」




【鳩野】

「‥‥私は、里奈が何を選択し、何をしようと、それは里奈の自由であると考えて生きてきました。しかし、これだけは言わせて欲しい」




【里奈】

「‥‥何？」




【鳩野】

「今すぐ、退社して下さい」




【里奈】

「え‥‥？」




【鳩野】

「突然こんなことを言って申し訳ありません。自分の治療費でお世話になっている里奈に、こんなことを言うのはお門違いなのはわかっています。ただ、どうしても‥‥里奈には、あそこにいて欲しくないんです」




【里奈】

「どうして‥‥？」




【鳩野】

「理由は言えません」




【里奈】

「そんな‥‥。なんで、突然‥‥！」




【鳩野】

「理不尽なことを言っていることは重々承知です。ただ、里奈には神九条に‥‥三響ホールディングスに関わって欲しくないんです。お願いします。できれば早急に、神九条から手を引いて下さい」




【里奈】

「‥‥わ、私は」




【鳩野】

「‥‥すみません。突然、こんなことを言って」




【里奈】

「どうしたの？　伯父さんが、そんなことを言うなんて‥‥」




【鳩野】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥少し考えさせて」




【鳩野】

「‥‥そうですね。この話は、また今度にしましょう」




【里奈】

「‥‥じゃ、じゃあ私、仕事だから」




【鳩野】

「‥‥ええ。また」




　里奈は、フラフラとおぼつかない足取りで病院を出た。




【里奈】

（伯父さん‥‥どうして急に、あんなことを‥‥？）

（神九条‥‥三響‥‥どうして伯父さんが、あんなに反対するのか、わからない‥‥）

（私、どうしたらいいの‥‥もう、スパイはしたくない。伯父さんも辞めろって言ってる‥‥）

「でも、私は‥‥！」




【秋善】

「オイ」




【里奈】

「ひゃあっ!?」




【秋善】

「‥‥っ!?」




【里奈】

「取締役!?　す、すみません‥‥」




【秋善】

「いや、驚かせたのはこっちだろ。それにしたって、驚きすぎだけどな」




【里奈】

「すみません‥‥」




【秋善】

「どうしたよ？　なんか、浮かない顔だな」




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥ありません」




【秋善】

「あのなぁ‥‥」




【里奈】

「‥‥？」




【秋善】

「‥‥いや、いい。とにかく今は、ばあさんの所に行くとするか」




【里奈】

「は、はい！」




【秋善】

「はー‥‥食った食った」




【里奈】

「なんか、ごちそうになっちゃいましたね」




【秋善】

「なんで年長者っつーのは、下の世代が来るとやたら食わせたがるかねぇ」

「孫かっつーの」




【里奈】

「あ、あはは‥‥」




　マンションの契約のため、里奈と秋善は先日のおばあさんの自宅へと向かった。

　立派な松の木、錦鯉の泳ぐ池、離れのある立派な豪邸で、おばあさんはたくさんの料理を振る舞ってくれた。




【里奈】

「旦那さんが亡くなって、子どもたちも独立して‥‥あんな大きなお屋敷にひとりで暮らしていたら、寂しくなるのは当然ですよ」




【秋善】

「まぁな。孤独っつーのは、思った以上に人をへこませるもんだ。その気持ち、わからねぇでもねぇけどよ」




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「いや、こっちの話だ。それより、よかったな。あのばあさん、マンション即決だけじゃなくて今後もうちの不動産を利用したいって言ってたじゃねぇか」




【里奈】

「そ、そうですね。親族の方にもご紹介していただけるみたいで、これからいいお客様になるかもしれませんね」




【秋善】

「なんだか、ツキが向いて来たようだな」




【里奈】

「そうですね。不動産部門からの予算が上がれば、企画の方も厚みを出せると思いますし‥‥」




【秋善】

「なんだか、あのばあさんは俺たちを勝利に導いてくれる女神だったのかもしれねぇな」




【里奈】

「ふふっ、そうかもしれませんね」




【秋善】

「いや‥‥。女神は、お前かな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「あの時、お前が俺を突き飛ばしてあのばあさんを助けなかったら、こんなことにはならなかっただろ」




【里奈】

「す、すみません。あの時は、おばあちゃんが倒れているのが見えて、無我夢中で‥‥」




【秋善】

「いいと思うぜ？　お前の、その向こう見ずな素直さを、俺は評価してるんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥」

（違う‥‥私は、素直なんかじゃない‥‥）

（私は‥‥）




【秋善】

「この調子で、これからも俺の‥‥」




【里奈】

「取締役！」




【秋善】

「‥‥なんだよ、でっかい声出して」




【里奈】

「あの、私‥‥取締役にお話したいことがあるんです！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「聞いていただけますか？」




【秋善】

「‥‥お前、前も何か言いかけてたな。それか？」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥ああ。俺は、お前の話ならいつでも聞いてやる。だから、なんでも話してみろ」




【里奈】

「取締役‥‥」

（スパイは、ぶん殴られて追い出される‥‥）

（それでもいい‥‥私は、この人に嘘をつきたくない‥‥）

（例え、殴られてでも‥‥！）

「私は‥‥秘書じゃありません」




【秋善】

「は？　何を言って‥‥」




【里奈】

「私は、秘書としてこの会社でお世話になっていますが、本当はただの‥‥一般人なんです」




【秋善】

「‥‥意味が、よくわからない」




【里奈】

「専門的な資格も持っていないし、立派な学校も出ていない」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「私は、目的があってこの会社に入社しました」

「三響ホールディングスの次期社長争い‥‥３人の候補から、神九条秋善‥‥貴方を引きずり下ろすために潜入した、スパイなんです！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（やっぱり‥‥引いてる‥‥よね？）

「取締役は、前に言いましたよね？　スパイがいたら、その時はぶん殴って追い出すって」




【秋善】

「‥‥ああ」




【里奈】

「どうか、殴って追い出して下さい！」




【秋善】

「‥‥」

「お前、このあと何か予定はあるか？」




【里奈】

「い、いえ‥‥特にありませんけど」




【秋善】

「なら、少しここで待っていろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺が戻るまで動くな。絶対だ。いいな？」




【里奈】

「ちょ、ちょっと!?」




　秋善はそう言って、オフィスをあとにした。




【里奈】

「え？　な、何？　どういうこと!?　私の話は‥‥!?　ど、どうしよう‥‥。待ってた方がいいのかな‥‥？」




　ひとり、オフィスに残された里奈は、ソファに腰を下ろした。




【里奈】

（‥‥どこ行っちゃったんだろう）




　ひとりで待つ時間は予想以上に長く、判決を待つ気持ちで彼女は秋善の帰りを待った。




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「ん‥‥っ」

（あ、れ‥‥？　なんか、気持ちいい‥‥）




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「取締役‥‥？」

（そっか‥‥私、待ってる間に、緊張が緩んで‥‥寝ちゃったんだ‥‥）




【秋善】

「お前なぁ、寝るか？　普通。この状況で」




【里奈】

「すみましぇん‥‥」




【秋善】

「いいって。お前の寝顔、嫌いじゃねぇし」




【里奈】

「見ないでくだしゃい‥‥」




【秋善】

「無理。もっと、見せろ‥‥」




【里奈】

「んっ‥‥」

（あったかい‥‥）




【秋善】

「起きないのか？」




【里奈】

「‥‥えっ!?」




【秋善】

「お前は、いつでも驚いてるイメージがあるの俺だけか？」




【里奈】

「ひゃあっ!?」




　至近距離にある秋善の顔に、里奈は反射的に後ずさった。

　しかし、ソファのへりが行く手を阻み、秋善に祖追い被されるように追い詰められてしまった。




【里奈】

「お、お戻りになっていたんですか‥‥」




【秋善】

「ああ。人のオフィスでぐーすか寝やがって。お前には危機感というもんがねぇのか？」




【里奈】

「も、申し訳ありません！」




【秋善】

「いや、いい。そのまま‥‥」




　秋善は逃げようとする里奈の腕を掴んで、顔を近づけた。




【里奈】

「あ、の‥‥？」




【秋善】

「お前は、どうしたいんだ？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前は、俺にスパイだってことを告白して。それで、どうしたいんだよ」




【里奈】

「それは‥‥。知っていて欲しかったんです」




【秋善】

「知って‥‥？」




【里奈】

「本当のことを‥‥取締役に知っていて欲しかったんです」




【秋善】

「‥‥そうか」

「せっかくのお前の希望だが、俺は女を殴る趣味はない」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「だから、お前の要望は聞けねぇな」




【里奈】

「でも‥‥私は」




【秋善】

「それから‥‥」

「我が社は、現在大がかりなプロジェクトを動かしていることは、お前が１番よくわかっているな？」




【里奈】

「はい‥‥それは、重々承知しています」




【秋善】

「今は、人手が欲しい。俺の信頼できる、相棒がな」




【里奈】

「でも、私はスパイなんですよ!?」




【秋善】

「で？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「何か問題があんのか？」




【里奈】

「いや、問題大ありじゃないですか！」




【秋善】

「どこがだよ」




【里奈】

「へ？」




【秋善】

「お前、俺のことまだスパイするつもりなのか？」




【里奈】

「いえ‥‥私は、もう」




【秋善】

「だろ？　本当にスパイを続けるつもりなら、そんなこと俺に言う必要はねぇ」

「まぁ、そうやって油断させておいて‥‥って手もあるが」




【里奈】

「そ、そんなこと！」




【秋善】

「お前は、そんなことはしない。だろ？」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「まぁ、これからいつどこの狼に誘われるとも限らない」

「そこで、お前を今後も俺の秘書として雇う代わりに、ひとつ条件を出す」




【里奈】

「秘書として‥‥これからも雇っていただけるんですか!?」




【秋善】

「お前は、辞めたいのか？」




【里奈】

「い、嫌です！　このまま働けたら、すごく嬉しいと思って‥‥」

「でも、私はスパイだから‥‥！」




【秋善】

「お前が、そうしたいなら。俺は協力する。そのための条件だ」

「どうする？」




【里奈】

「の、のみます！　なんでもします！　ここで働けるなら‥‥なんでもします！」




【秋善】

「いい返事だ。それじゃあ、きいてもらおう」

「俺の条件は‥‥」




【里奈】

「‥‥え？」




　秋善は里奈の耳元で、ある条件を囁いた。

　それは、里奈にとって予想外の条件だった。




【里奈】

「だ、め‥‥です！　取締役‥‥！」




【秋善】

「ここまで来て、ダメはねぇだろ？」




【里奈】

「で、でも‥‥シャワーとか‥‥」




【秋善】

「うるせぇよ」




【里奈】

「ン‥‥っ!?」




　秋善の唇が、強引に里奈の熱を追い詰めて行く。




【里奈】

「取締役‥‥本気、なんですか‥‥？」




【秋善】

「何がだよ」




【里奈】

「私と‥‥ここで、暮らすって‥‥」




【秋善】

「どこに冗談の入る隙があるんだ？」




【里奈】

「だって‥‥！」




　秋善の出した条件、それは彼と共に、彼の家で暮らすことだった。




【秋善】

「そうすれば、お前の行動を逐一監視できる」




【里奈】

「監視って!?」




【秋善】

「つーのは、タテマエ」




【里奈】

「え？　んん‥‥っ!?」




【秋善】

「お前を、そばにおきたい」

「起きた瞬間、寝る瞬間、食事の時間、何気ない時間の全てに、お前を溶け込ませたい」




【里奈】

「あ‥‥っ！」




【秋善】

「俺のそばにいると誓え」




【里奈】

「私‥‥」

「誓います」




【秋善】

「言ったな？　女に二言はねぇよな？」




【里奈】

「それ言うなら、男なんじゃ‥‥」




【秋善】

「細かい奴。ちょっと、黙ってろ」




【里奈】

「んぅ‥‥。怒ってないんですか‥‥？」




【秋善】

「終わったことを、ぐだぐだ言うほど俺はちっちゃくねぇんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「こんな気持ちは初めてだ。ひとりの女に、こんなに夢中になったのは初めてだ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「呼べよ、俺の名前を‥‥」




【里奈】

「そ、そんなの‥‥」




【秋善】

「呼べ」




【里奈】

「‥‥秋善‥‥さん」




【秋善】

「いい子だ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「今夜は、俺の下で啼け」




　秋善の腕に包まれながら、里奈はその熱に身を任せる。

　縋るように、叩き付けるように、時間はゆっくりと過ぎていく。

　秋善に飲み込まれるように、里奈は意識を震わせた。
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　荒い呼吸を整えながら秋善が里奈から体を離したのは、深夜２時を回った頃だった。

　互いに乱れる呼吸が、静かな部屋の中で混ざり合い、どこまでも繋がっているような感覚すら覚える。




【秋善】

「‥‥大丈夫か？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「はーあ。おっさんには、しんどいなぁ」




　ふざけた口調で茶化しながら、秋善はそっと里奈を腕枕に乗せる。




【里奈】

「‥‥腕、痺れますよ」




【秋善】

「大丈夫」




　頬に当たる肌が、しっとりと張り付いてくる。

　まるで、最初からひとつのものだったように、それはしっくりと彼女の体に馴染んだ。




【里奈】

「‥‥秋善さんは、嫌じゃないんですか？」




【秋善】

「嫌？」




【里奈】

「その‥‥スパイ、だったわけじゃないですか。私」




【秋善】

「‥‥嫌じゃないと言えば、嘘になる」




【里奈】

「やっぱり‥‥」




【秋善】

「でも‥‥もう済んだことだ。そう、思ってる」




【里奈】

「そんな‥‥あっさり納得できるものなんですか？」




【秋善】

「疑ってるのは、お前の方みたいだな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥確かに、他の女だったら、何があってもそばに置くようなことはしなかっただろう」




【秋善】

「お前になら、最悪騙されてもいいと思う程度には‥‥俺はお前のことを、考えているってことだ」




【里奈】

「どうして‥‥私には、そんな力も魅力も‥‥」




【秋善】

「さぁな。運命だったんだろ」




【里奈】

「うん、めい‥‥？」




【秋善】

「俺は‥‥昔から、できる方じゃなかった」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「ガキの頃から、優秀すぎる兄貴や弟に囲まれて、一族全員エリート揃い。ちょっとやそっとじゃ追い越せねぇ、でっかい壁に囲まれて、俺はワガママらしいワガママを言わないまんま大人になっちまったんだ」




【里奈】

「‥‥意外です。子どもの頃から、自由人だったのかと‥‥」




【秋善】

「コラ」




　秋善は苦笑を漏らしながら、里奈の頬を指でつついた。




【里奈】

「すみません‥‥」




【秋善】

「ガキってのは、意外と気を使うもんだろ。多かれ少なかれな。周りは全員敵みたいなもんだった。俺は生まれた瞬間から、三響の継承者候補で‥‥」

「そんな、なんの力もないガキが、自分の希望やワガママを言う隙なんて、あの頃の俺には想像もできなかった」




【里奈】

「辛い‥‥ですね」




【秋善】

「頑張っても評価されねぇってのは、しんどいもんだ。うちは、俺以外は全員東大だからな。私立のそこそこいい所行っても、蔑んだ目で見られて、グループ会社に就職してもボンボンの裏口だって言われて」

「死に物狂いで業績出して、冬哉を出し抜いて、ナンバー３まで上り詰めてもなお、上からも下からも追い立てられる日々。挙げ句の果てに、スパイまできちまうとは‥‥。まったく」




【里奈】

「ご、ごめんなさい‥‥」




【秋善】

「俺は‥‥さっさと終わらせてぇんだよ。こんな戦い」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「うちは、生まれた時からずっと争いばっかだった。だから、とっととこの戦いを終わらせて、お堅い兄貴たちやバカな弟も含めて、全員で酒でも飲みてぇんだよ。俺は」




【里奈】

「秋善さん‥‥」




【秋善】

「ま、だったらさっさと脱落して。誰かの協力でもした方が、早いんだけどな」

「それはそれでなんか悔しいだろ？」




【里奈】

「悔しい‥‥？」




【秋善】

「今まで散々落ちこぼれ扱いされてきたんだ。人生で１度くらい、真正面から兄貴や‥‥親父たちに勝利宣言をかましてぇんだよ」




【里奈】

「‥‥意外でした」




【秋善】

「ん？　どれがだよ」




【里奈】

「全部です。秋善さんに、そんな目標があったこと、家族のことをそんな風に考えていたこと、もっとちゃらんぽらんで‥‥いい加減な人だと思っていました」




【秋善】

「はっきり言うな。お前は本当」




【里奈】

「ご、ごめんなさい‥‥」




【秋善】

「いいって。実際、いい加減に暮らしてたこともあったしな」




【里奈】

「仕事さぼったり、女の人と遊んだり？」




【秋善】

「若かったんだよ。俺も」




【里奈】

「ついこの前の出来事のような気もしますけど‥‥」




【秋善】

「そうだな‥‥。お前に会って、そんな遊びもくだらねぇと思うようになったんだっつーの。言わせんな。アホ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「俺は必ず王になる。だからお前は、妃になれ」




【里奈】

「妃‥‥」




【秋善】

「返事は？」




【里奈】

「私でいいんでしょうか？」




【秋善】

「どういう意味だ？」




【里奈】

「もっと‥‥王座の隣に相応しい女性がいるのではないかと思って‥‥」




【秋善】

「‥‥いねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前以外に、俺の隣には座らせたくねぇよ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「‥‥先は長い。お前も、その日が来るまで、まずは俺の片腕としてしっかりサポートしてくれよ」




【里奈】

「私のことを、信じてくれるんですか？」




【秋善】

「‥‥当然だ。スパイだろうがなんだろうが、俺はお前の企画と仕事にに惚れた。だから、何がなんでも実現させる」

「一緒に、上に行くぞ」




【里奈】

「‥‥はい！」




　ダメかと思った。もう２度と、秋善に触れることはかなわない。そう思っていた。

　しかし、今里奈の胸にあるのは、ひたすら穏やかな安らぎと、愛しさだった。

　秋善と共にあれば、きっと全てがうまくいく。

　この時里奈は、そして秋善もまた、気付くことはできなかった。




　２人の運命は、既に呪われた道へと歩みを進めていた──




　翌日、里奈は相変わらずの忙しさの中に身を投じていた。




【里奈】

「えっと、次は‥‥神九条不動産の稚内さんに、この書類を出して‥‥」




【冬哉】

「‥‥」




【里奈】

「きゃあっ!?　び、びっくりした‥‥。冬哉さん‥‥？」




　開いたエレベーターの扉の前に、冬哉が無表情で立っていた。




【冬哉】

「32階」




　乗り込んで来た冬哉は、むっすりとしたままそう告げる。




【里奈】

「は、はい‥‥」




　恐る恐る階数ボタンを押して里奈は、冬哉の横顔を盗み見た。

　不機嫌そうな表情には、何やら見覚えのないあざが広がっていた。




【里奈】

「あ、あの‥‥」




【冬哉】

「‥‥何？」




【里奈】

「その頬‥‥どうしたんですか？」




【冬哉】

「‥‥別に。ちょっと、野良犬に噛まれた」




【里奈】

「噛‥‥!?」




【冬哉】

「ちゃんとしつけておいて欲しいよね。まったく」




　冬哉の視線が、なぜか里奈を責めるようにみつめてくる。




【里奈】

「あ、あの、大丈夫ですか？　あまりひどいようなら、医務室に‥‥」




　言葉を投げかけた瞬間、エレベーターがポーンと落ち着いた音をたてて32階に到着した。




【冬哉】

「それじゃあ」




【里奈】

「あ‥‥！」




【冬哉】

「‥‥そうだ、忘れてた」




　冬哉はそう言って里奈に笑顔を向けると、彼女の腕を掴みその体を壁際に押しやった。




【里奈】

「痛‥‥!?」




【冬哉】

「裏切り者」




【里奈】

「え？」




【冬哉】

「僕は、君を悲しませるためならなんでもする。そう、なんでも‥‥」

「覚えておいてね？」




【里奈】

「な、に‥‥？」




　里奈の問いかけに、冬哉はただにっこりと微笑みを浮かべた。

　エレベーターの扉が閉まり、階数の押されていない箱が空中で動きを止めている。

　意味がわからなかった。ただ、男の言葉が本気であろうことだけは、はっきりと理解できた。

　嵐は、すぐそこまで近づいていた。
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【里奈】

「痛い‥‥！　離して!!」




【冬哉】

「へぇ、神経は図太くても痛覚はあるんだ？」




【里奈】

「なっ!?」




【冬哉】

「君、自分が何をしたかわかってるの？」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（もう、全部バレてるってこと!?　私が、全てを彼に話したことを‥‥!?）




【冬哉】

「裏切りが何を意味するか、君には身をもって知ってもらう必要があるようだね」




　冬哉は低い声でそう呟くと、ゆっくりと里奈に顔を近づけてくる。




【里奈】

「い、嫌‥‥っ!!」

（この人に、こんなこと‥‥絶対にされたくない!!）




　冬哉を避けようと顔を背けたその時、エレベーターの扉がゆっくりと開いた。




【秋善】

「その手を離せ、冬哉！」




【里奈】

「えっ!?」




　里奈が反応する前に、冬哉の顔が横に流れた。




【冬哉】

「‥‥っ!?」




　秋善に殴られた冬哉の体が、エレベーターの奧に叩き付けられた。




【里奈】

「取締役‥‥!?」




【秋善】

「ったく、１発じゃ足りなかったようだな？　冬哉！」




　里奈の肩を抱きながら、秋善は威嚇するように強く言った。




【冬哉】

「いたた‥‥秋兄さんは、手が早すぎるよ。子どもじゃないんだから」




【秋善】

「もう１発いくか？」




【冬哉】

「やめてよ。もう、そんな毎日何度も殴られたらたまったもんじゃないよ‥‥」




【里奈】

「え？　毎日‥‥？」




【秋善】

「うるせぇ。俺がキレる前に、さっさと立ち去れ」




【冬哉】

「はいはい。お邪魔しました」




　冬哉は捨てゼリフを残してエレベーターをあとにした。




【秋善】

「ったく、油断も隙もねぇな」




【里奈】

「あ、あの‥‥」




【秋善】

「あ？　なんだよ」




【里奈】

「今、冬哉さんが毎日って‥‥」




【秋善】

「‥‥なんでもねぇよ」




　視線を逸らす秋善の態度に、里奈の記憶のピースが揃っていく。




【里奈】

「まさか、昨日席を外した時‥‥？」




【秋善】

「おかしいと思ったんだよ。わけのわからんメンツでランチとか、絶対あいつが絡んでる自信があったもんでな」




【里奈】

「じゃ、じゃあやっぱり‥‥冬哉さんの頬のあざは昨日、取締役が!?」




【秋善】

「‥‥ふん、ふんふふーん」




　秋善はわざとらしく目を逸らしながら、似合わないハミングをしている。




【里奈】

「ダ、ダメですよ！　そんなことしちゃ！」




【秋善】

「仕方ねぇだろ。ああでもしねぇと、収まりがつかなかったんだよ」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「つ、次からは‥‥気をつける」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前に、そういう顔されんのは苦手なんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥。助けて下さって、ありがとうございます」




【秋善】

「いいって」

「そうだ！　じゅ、準備の方はできてるのか？」




【里奈】

「は、はい！　取締役会に提出する資料は全てまとめてあります！」




【秋善】

「よっしゃ。いい返事だ。これで、全てを決めるつもりでいくぞ」




【里奈】

「‥‥はい！」




　里奈は改めて秋善に向き直った。

　男の顔には、自信と勝利の色が濃く表れている。




【里奈】

（今日の会議で承認されれば、三響全体からの支援を受けることができる‥‥）

（これが、最後の‥‥!!）




　２人は顔を見合わせると、しっかりと頷き合った。




　里奈と秋善が会議室に到着すると、既に各社の重役に加え、幹部、冬哉、秀明、春樹の三響のトップメンツが勢揃いしていた。




【里奈】

（参加するのは２回目だけど‥‥これだけ揃うと、さすがに緊張する‥‥）




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「え？」




　秋善は里奈の腰の後ろにそっと手を添えると、そのまま前に押し出した。




【秋善】

「大丈夫だ。俺たちが、足で稼いだ実績と、お前の素晴らしい企画があれば首を横に振る奴なんかいねぇよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「行くぞ！」




【里奈】

「‥‥はい！」




　２人の入場で、会議は開始した。

　今日の議題は、前回の修正案に関する報告と、『ゴッドパレス銀座』計画に関する融資の件についてだ。




【里奈】

（大丈夫‥‥前回与えられた課題はクリアしてる‥‥これが認められれば、きっと‥‥）




【秀明】

「‥‥」




【春樹】

「なるほど。こういう方向で修正して来ましたか」




【里奈】

「‥‥と、当初の予算に大幅に追加をすることで、プロジェクトの初期進行もかなり具体的に見える所まで来ました」




【秋善】

「不動産部門からも予算を５％アップした。これで、今回の企画が具体的にどれほどの黒を出せるか、見せられる所までできるはずだ。改めて、今回のプロジェクトに関して、三響からのバックアップをお願いしたい」




【春樹】

「急激に神九条不動産の利益が出ているのは、何かコツがあるのかな？」




【里奈】

「えっと、それは‥‥」




【秋善】

「勝利の女神に微笑まれた。とでも言えばいいですかね」




【里奈】

「と、取締役!?」




【冬哉】

「勝利の？」




【秀明】

「女神‥‥」




【春樹】

「はははっ、それはいい。勝利の女神は、幸運をもたらすのか、それとも‥‥」




【秋善】

「さぁ、採決の時間だ」




【里奈】

「よろしくお願いします！」




　里奈の声に、その場にいた全員が意味ありげな笑みを浮かべた。

　経験の少ない彼女にも、それがプラスの反応であることは見て取れた。




【里奈】

（いい流れ‥‥このまま、結論が出れば‥‥！）




【春樹】

「新規プロジェクトだけでなく、本来の業務の見直しも行う‥‥ビジネスを全体図で見ることができているようだね」




【秋善】

「俺だけの力じゃねぇよ。俺の優秀なスタッフたちの‥‥」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥おかげです」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秀明】

「‥‥笑わせる」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「なんだと‥‥？」




【秀明】

「この程度の修正で、グループの支援を求めるなど笑止千万。他の誰が許そうとも、この神九条秀明の名の下に融資を許可することなどないと思え」




【里奈】

「そ、そんな!?　どうしてですか!?　既にビジネルモデルとして、将来的な数字の可能性を秘めていることは、お手元の資料でもわかる通り‥‥！」




【秀明】

「どんなに数字が出る予想でも、いらぬ火の粉は払わねばならない。そうだろう？」




【里奈】

「いらぬ火の粉‥‥？」




【秋善】

「‥‥なるほどな。反対するだけの情報が、あんたにはあるってわけか」




【里奈】

「情報って‥‥」

（ま、まさか‥‥!?）




【秀明】

「‥‥」




【秀明】

「住民の反対運動？」




【古泉】

「一部沈静化に成功しているようだが、こういう話は利権の絡みで長くもめるものだ」

「これから、自称住民による反対運動が活性化する可能性は多いにあるだろう」




【秀明】

「‥‥これを、私にどうしろと？」




【古泉】

「何。ひとつの材料だと思って、心に止めておいてもらえればいい」




【秀明】

「‥‥なるほど」

「一応、覚えておきますよ。他ならぬ、貴方がわざわざその手で届けて下さった情報だ」




【古泉】

「さすが、秀明だ。理解力のある男は、嫌いではないよ」




【秀明】

「この事業に、融資はできない。これが、神九条金融としての見解だ」




【秋善】

「くっ‥‥!?」




【春樹】

「どうやら、色々と把握できていない情報があるようだね」




【冬哉】

「今日は、これくらいでお開きにした方がいいかもしれませんね」




【里奈】

「そ、そんな!?」




【秋善】

「‥‥わかりました」




【里奈】

「えっ!?　ちょ、ちょっと取締役!?」




【秋善】

「再度ご検討いただけますよう、よろしくお願いいたします」




【里奈】

「‥‥っ」




　全員の前で礼儀正しく頭を下げた秋善に、里奈は言葉を失っていた。

　男の潔いまでの態度と、そうせざるを得ない状況に、里奈は自分の無力を感じた。




【秋善】

「相変わらず、ここのヒレは最高だな」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　会議の後、仕事を終えた里奈を、秋善はレストランへと連行した。




【里奈】

（景色もいいし、食事もおいしい。でも‥‥）




【秋善】

「デザートは今日から新作らしいぜ？　お前、そういうの好きだろ？」




【里奈】

「は、はい。楽しみです！」




【秋善】

「でも、こういう食事の後ってなんでかジャンクなもん食いたくなるんだよなぁ」




【里奈】

「ちょっと、わかる気がします」




【秋善】

「じゃあ、帰る途中でコンビニ寄って、ポテチでも買うか」




【里奈】

「太りますよ？」




【秋善】

「嫌なこと言うなよ。ジャンクはリスクも覚悟で食うもんだ」




【里奈】

「あ、あはは‥‥」

（取締役‥‥やっぱり、変。妙にテンション高いし‥‥）

（今日の会議で決めるつもりだったもの‥‥落ち込んでないわけ、ないよね‥‥）




【秋善】

「せっかくの、同棲初夜だ。つまんねぇこと考えねぇで、ゴージャスに行こうぜ？」




【里奈】

「ど、同棲じゃなくて、単なる同居です！」




【秋善】

「一緒だろ」




【里奈】

「も、もう！」




　成り行きとは言え、同居を承諾してしまった今、自分の事以上に里奈は秋善のことを思っていた。

　不安や動揺よりも彼を気遣う気持ちの方が、断然大きなものとして彼女の中に存在していた。




【秋善】

「はー、食った食った」




【里奈】

「‥‥ごちそうさまです」




【秋善】

「最後のデザート、結構イケたな。俺はケーキやら何やらはそんなに食わねぇんだが、あのショコラムースはうまかった」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥なかなかねぇよな。ああいう菓子は、大抵ぼやーっとした味になるんだが。今日のムースはちゃんとチョコの香りがして‥‥」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥明日は晴れると思うか？」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥今夜、抱くぞ」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥え!?」




【秋善】

「遅ぇよ」




【里奈】

「す、すみません！　ぼーっとしちゃって‥‥」




【秋善】

「なんだ？　初めての夜に、緊張してんのか？」




【里奈】

「‥‥そんなようなものです」




【秋善】

「‥‥。はぁ」

「里奈」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「こっち向け」




【里奈】

「え!?」




　秋善はうつむく里奈の頬を掴むと、そのまま唇に唇をぶつけた。




【里奈】

「んっ!?」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥っ!!」




【秋善】

「‥‥せっかくの夜に、何辛気くせぇツラしてんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥」

「そんなことありません」




【秋善】

「だったら、大事な夜に俺以外のどんなことを考えたんだ？」




【里奈】

「それは‥‥」




【秋善】

「納得のいく、説明をしてもらおうか」




【里奈】

「ず、ずるいです‥‥そういう聞き方」




【秋善】

「ごちそうさま」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「しっかりチャージ、させてもらったぜ？」




【里奈】

「チャージって‥‥。私はＩＣカードじゃありません！」




【秋善】

「俺にとって、お前は栄養源だってことだ」




【里奈】

「な、なんですかそれ‥‥」




【秋善】

「元気出た。サンキューな」




【里奈】

「あ‥‥」

（いつもの、取締役の笑顔だ‥‥）




【秋善】

「心配かけたな。悪い」




【里奈】

「い、いえ‥‥」




【秋善】

「しょげてる場合じゃねぇっつーの。これからが、俺らの粘り所だろ？」




【里奈】

「そう‥‥ですね。これで終わったわけじゃ、ありませんよね！」




【秋善】

「当然だ。まだ諦めねぇぜ、俺は。『ゴッドパレス銀座』は必ず成功させる」

「俺の、全てをかけて」




【里奈】

「‥‥私も、一緒に頑張ります！」




【秋善】

「よろしく頼むぜ？　相棒」




【里奈】

「‥‥はい！」




　互いの存在をしっかりと確かめながら、２人は新たな目標へ向けて走り始めた。




【社員】

「住居エリアのデザイン候補、100パターン上がりました！」




【秋善】

「店舗エリアの出店リストはどこだ!?」




【社員】

「誰だよ、タブレット持っていったの！」




【里奈】

「すみません！　現在協力が決定している店舗リストをまとめたので、確認をお願いします！」




　社内は具体的な計画に乗りだしていた。

　三響からの融資がなくとも、このプロジェクトは遂行される。

　最初の投資が少なければ、それだけでプロジェクトの規模は縮小される。

　映画や菓子の新商品と同じで、不動産も最初にかける金がでかければでかいほど当たると教えてくれたのは、秋善だった。




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「はい！」




【秋善】

「休憩、行っていいぞ」




【里奈】

「もう少しやらせて下さい」




【秋善】

「あんまり、無理するのもよくねぇぞ」




【里奈】

「ありがとうございます。今、確認とデータの共有を終わらせてしまえば、午後は通常の業務に戻れますから。やってしまいます！」




【秋善】

「‥‥そうか。そっちのことは任せたぞ」




【里奈】

「はい！」




　朝早めに出社してこちらの仕事、午前中の前半で秋善のスケジュールを管理、連絡などもろもろの通常業務を行う。

　午後は通常業務に加えて、社内でまとめられた提案の確認や、打ち合わせの外回りを終え、夜は仕事を持ち帰るような日々が続いている。




【里奈】

（取締役の家に‥‥一応泊まっているような状態だけど。初日以外は、取締役も接待続きであんまり家にいないし‥‥）

（あれ以来ジョージから連絡がないのも気になる‥‥）

（このまま、何もなければいいだけど‥‥）

「ただいま‥‥」




　電気のついていない部屋を見回し、里奈は落胆のため息をついた。




【里奈】

「まだ、帰ってないんだ‥‥」




　これが、すれ違いの生活というものなのだろうか。

　などと考えて、里奈は慌てて首を横に振った。




【里奈】

「な、何を倦怠期の夫婦みたいな妄想にひたってるんだろう‥‥」

「‥‥マンションに、戻ってみようかな」




【秋善】

「ああ、帰ってたのか」




【里奈】

「え!?」




【秋善】

「何ぼーっと突っ立ってんだよ」




【里奈】

「取締役‥‥お、おかえりなさい！」




【秋善】

「ただいま。飯、食ったか？」




【里奈】

「え？　あ、そういえば‥‥」




【秋善】

「んなこったろーと思った。寿司、買って来たから食え」




【里奈】

「あ！　これ、ゆし万の上寿司!?」




【秋善】

「詳しいな。お前、寿司好きなのか？」




【里奈】

「よくテレビで紹介されるから、知ってたんです。この包みの３色の糸が目印って！」




【秋善】

「お前、夢中になると飯を忘れるタイプだからな。ったく、危なっかしくて見てらんねぇよ」




【里奈】

「す、すみません‥‥」




【秋善】

「ビジネスパートナーのことを気にかけるのは、上司として当然だ」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥」

「今、お茶いれますね！」




【秋善】

「‥‥ああ、頼む」




【里奈】

（ダメだな。取締役の方が疲れているのに、心配かけちゃって‥‥）

（明日からは、もっと気を引き締めていかないと！）




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「んん～‥‥！　そろそろ晩ご飯に行こうかな‥‥」




【雪】

「里奈さん」




【里奈】

「は、はい！」




【雪】

「お先に失礼するわね」




【里奈】

「あ、は、はい！　お疲れ様でした！」




【雪】

「あんまり、無理しすぎないようにね。顔色、悪いわよ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます。そうですね、そろそろ休憩します」




【雪】

「そうしてちょうだい。お疲れ様」




　雪は去り際、里奈のデスクに小さなキャンディをひとつ置いて秘書室をあとにした。




【里奈】

「雪さん‥‥。ありがとうございます」

（もうこんな時間だったんだ‥‥ダメだ。意識したらお腹減ってきた‥‥）

「コンビニにでも行こうかな‥‥」




　その時、誰もいなくなった秘書室に、電話の音が鳴り響いた。




【里奈】

「はい、秘書室」




【秋善】

「俺だ」




【里奈】

「取締役？　どうなさったんですか？」




【秋善】

「今すぐオフィスまで来い」




　電話は音をたてて切られた。




【里奈】

「なんだろう‥‥？」




　里奈はパソコンの画面をロックすると、夜の取締役室へ向かった。




【里奈】

「失礼します」




【秋善】

「ああ、来たか。これを、渡しておこうと思ってな」




　秋善はそう言いながら、数枚の書類を里奈に向かって差し出した。




【里奈】

「これは‥‥？」




【秋善】

「現在、あの周辺で店舗を持っていて、タイムマシン計画に店舗写真や内装、コメントなんかを協力してくれる住民のリストだ」




【里奈】

「えっ!?」




【秋善】

「これを機に店を閉める人間も何人かいるが、昔この場所に自分の店があったことを未来の誰かが知ってくれるなら嬉しい」

「そう伝えてくれと。確かに、伝えたからな」




【里奈】

「ちょ、ちょっと待って下さい！　現在の住民への説明は、来週って話だったと思うのですが‥‥」




【秋善】

「反対住民も含めた全体説明会は、な。今日、たまたまあの近くまで寄ったから、賛成派のおっさんらと飲んで来たんだよ。そこで、何人かの承諾を得た」




【里奈】

「何人かって‥‥」

（このリストだけでも10店舗‥‥いや、住居も含めると20戸以上の承諾を取ったってこと!?）




【秋善】

「お前が飯も忘れて熱中してんだ。俺だって、たまには上司らしく、部下へさりげないフォローを入れたい時があるんだよ」




【里奈】

「たまにはって‥‥」

（私は、いつも助けてもらってばかりなのに‥‥）




【秋善】

「まぁ、ついでだ。ついで」




【里奈】

「すみません‥‥本来、私がやらなければならないことなのに」




【秋善】

「いいって。これは本来の任務じゃねぇだろ。あとだしじゃんけんの、打ち合わせみたいなもんだ。俺が勝手に飲みに行って、たまたままとまった話だ。気にすんな」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「そんなに悪いと思うなら、そのリストの情報ひとつにつき、キス１回ってのはどうだ？」




【里奈】

「ええっ!?」




【秋善】

「ざっと35件ほどあるからな。今夜だけで35回だ」




【里奈】

「ちょ、ちょっと待って下さい！　なんでそうなるんですか！」




【秋善】

「お前が責任を感じるくらいなら、いっそ貸しってことでチャラにする手段を提示しただけだ」




【里奈】

「どんな返し方ですか！　まったく‥‥。この切羽詰まった状況で、よくそんな冗談言えますね」




【秋善】

「こんな時、だからこそだろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「焦ってる時に焦ってる顔をすると、気分がどんどんそっちに引っ張られる。隙もできる」

「大物は、ヤバイって時ほど、冷静に笑うもんだぜ？」




【里奈】

「そ、そんな‥‥」




【春樹】

「いいことを言うね」




【里奈】

「えっ!?」




　背中から声をかけられ、里奈は驚き振り返った。

　そこには、いつもの柔和な微笑みをたたえた春樹の姿があった。




【里奈】

「社長!?」




【秋善】

「おっと、まさかお手本が登場するとは思わなかったぜ？」




【春樹】

「なんのことかな？」




【秋善】

「‥‥なんでもねぇよ。なんの用だ？　こんな時間に。まさか、茶を飲みに来たってわけじゃねぇよな？」




【春樹】

「里奈君のいれてくれるお茶なら、喜んでご相伴に預かりたい所だけれど」




【里奈】

「あ、い、今いれてきます！」




【春樹】

「いや、結構。少し、話があるだけだから」




【里奈】

「話‥‥？」




【春樹】

「君たちに、少しだけヒントをあげようと思ってね」




【秋善】

「ヒント‥‥ねぇ？　なんの冗談だ？　兄貴は、敵に塩を送るって言葉を知らねぇのか？」




【春樹】

「いいから聞きなさい」




　春樹は言葉尻だけは穏やかだが、ピシャリとはっきり秋善の言葉を遮断して、にっこりと微笑んだ。




【春樹】

「このままでは、君たちに勝利はない」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「何が言いたい？」




【春樹】

「このままでは、副社長の‥‥秀明君の思うままにことは運ぶと言っているんだ」




【里奈】

「副社長の‥‥？」




【秋善】

「なんの根拠があってそんなことが言える？」




【春樹】

「君たちも目の当たりにしたはずだ。彼の堂々とした態度。材料は、揃っているということだろう」




【里奈】

「そんな‥‥」




【春樹】

「考えなさい。時には、誰かを味方につけることも考えるべきだ」




【里奈】

「誰かって？」




【春樹】

「権力をいっぱい持っている人、かな？」




【里奈】

「権力‥‥？」




【春樹】

「それもまた、ひとつの手段であることを覚えておいた方がいい。世の中、まっとうなやり方だけでは勝つことは難しいものだよ」




【里奈】

「で、でも‥‥」

（そんなこと、簡単にできることじゃ‥‥大体、どうやってそんな人と知り合えばいいのかも、私にはわからない‥‥）




【秋善】

「ご忠告どうも。俺からも、ひとつ話をさせてもらっていいか？」




【春樹】

「何かな？」




【秋善】

「なぜ、敵であるはずの俺に手を貸すようなマネをする？」




【里奈】

「そ、そうです！　取締役は、社長のライバルでもあるはず‥‥これは、何かの作戦ですか!?」




【春樹】

「作戦‥‥ね」

「そう取られてもかまわない。ただ‥‥。目的は、誰にでもある‥‥とだけ言っておこうかな」




【里奈】

「社長‥‥」




【春樹】

「夜分に失礼したね。２人とも、引き続き頑張って」




【里奈】

「あ‥‥！」




　春樹は笑顔を崩すことなく、部屋から出ていってしまった。




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「食えない男だ。ったく」




【里奈】

「どうするんですか？」




【秋善】

「‥‥兄貴の思い通りにはなるつもりはない」




【里奈】

「‥‥社長は、どうしてあんなことを言ったんでしょうか」




【秋善】

「さぁな。ただ‥‥」

「悔しいが、あいつの言葉は正しい」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥手段を選ばないやり方も、時には必要になるかもしれねぇな」




【里奈】

「‥‥」




　秋善の横顔を見ながら、里奈は先ほどの春樹の言葉を思い返していた。

　しかし、それが本当に正しいことなのか、里奈にはわからなくなっていた。

　ただ、秋善の手を汚してはいけないこと、これから三響の上に立つ人間として、彼がひとりで全てを抱え込もうとしていることだけははっきりとわかる。




【里奈】

（私には、何ができるんだろう‥‥この人のために、何ができるんだろう‥‥）




　今までしてもらったことの全てが、里奈の頭の中でぐるぐると渦巻いている。




【里奈】

（もし、取締役が迷っているのなら‥‥きっと、私には‥‥ううん。私にしか、できないことがあるはず）

（‥‥大丈夫。必ず、やり遂げてみせる。この人のために、この人に上に立ってもらうために‥‥）




　たくさん助けてもらった、たくさん教えてもらった。仕事の楽しさ、大切さ、彼の姿勢、そして、深い愛情。

　１度は本気で騙そうとした男のために、里奈はこの夜。ひとつの決心をした。




【里奈】

「お願いします！」




　翌日、秘書室中に響き渡る大きな声で里奈は、勢いよく頭を下げた。




【雪】

「ちょ、ちょっと！　里奈さん!?　それ、本気で言ってるの!?」




【里奈】

「本気です！　ですから、どうしてもお２人に力を貸していただきたいんです！」




【夏妃子】

「‥‥わかっているのかしら？　それがどれほど危険で、私たちの迷惑になる可能性があるか」




【里奈】

「わかっています」




【夏妃子】

「何かあったら、アナタの首が飛ぶだけじゃ済まないことになるのよ」




【里奈】

「‥‥はい。お２人にご迷惑はおかけしません！　絶対、成功させます。だから、どうか！　お力を貸してはいただけないでしょうか!?」




【雪】

「夏妃子さん‥‥」




【夏妃子】

「冗談じゃないわ。絶対なんて言葉ほど、信用のならないものはないってことを、ご存じないのかしら？」




【里奈】

「そう言われることはわかっていました」




【夏妃子】

「わかった上で言っているなら、アナタは本当に愚かであるとしか言い様がないわね。アナタは、私たちにボスを裏切れと強要するつもりなのかしら？」




【里奈】

「ち、違います！」




【夏妃子】

「違わないわ。つまりは、そういうことでしょう？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」




【雪】

「里奈さん。どうして急にそんなことを言い出したの？　貴方が、考えもなしに行動しているとは思わないけれど。正直、理解に苦しむのよ」




【里奈】

「雪さん‥‥。すみません、突然こんなこと言い出して‥‥。でも‥‥私は、どうしても今度の計画を成功させたいんです！」




【夏妃子】

「計画を成功？　他人を蹴落とすの間違いでしょう？」




【里奈】

「違います！」




【夏妃子】

「なんですって？」




【里奈】

「私は‥‥この会社に入るまで、仕事がなんなのか、自分がしなければならないことはなんなのか、わかりませんでした。言われたことをこなす日々、やらなければいけないことに追い立てられる日々。そんな中で、取締役が見せてくれた‥‥人との対話に、とても感動したんです」




【雪】

「対話‥‥？」




【里奈】

「私たちが扱っているのは、ものでも人でもない。みんなの気持ちだってことを」




【夏妃子】

「‥‥」




【里奈】

「私は、この『ゴッドパレス銀座計画』を最初に聞いた時、ただの大規模な商業建設プロジェクトだと思っていました。たくさんのお金が動いて、たくさん儲かる。ただ、それだけの話だと‥‥。けど、それは違った‥‥」




【夏妃子】

「‥‥どう違ったのかしら？」




【里奈】

「これは、人との未来を創造する、大規模プロジェクトなんだって‥‥今はそう思っています」




【雪】

「人との‥‥」




【夏妃子】

「未来‥‥ね」




【里奈】

「お願いします！　私は、どうしてもこの計画を実行して、あの町を‥‥あの町の人たちと未来を作り上げたいんです！どうか‥‥お力を貸していただけないでしょうか!?」




【雪】

「‥‥夏妃子さん」




【夏妃子】

「‥‥まったく。とんだ新人が入ってきてしまったものね。人事部には、品性を見抜く感性というものがないのかしら？　女が、そう簡単に頭を下げるんじゃないわよ」




【里奈】

「え‥‥？」




【夏妃子】

「女性はね、常に美しくなければならないの。華麗に、優雅に、そして、時には淫靡に。力は掴み取るものじゃないわ。引き寄せるもの。麗しい花に止まる蝶のように、力を吸い寄せるものよ」




【夏妃子】

「‥‥雪」




【雪】

「はい。なんですか？　夏妃子さん」




【夏妃子】

「雪は、後悔しないのかしら？　こんな新人の茶番に付き合って、自分のキャリアが危うくなることに対して」




【雪】

「‥‥私の性格は、夏妃子さんが１番ご存知のはずですよね」




【夏妃子】

「‥‥聞くまでもないわね」




【夏妃子】

「水之瀬さん」




【里奈】

「はい！」




【夏妃子】

「アナタに、美しい花となる方法を、教えてさしあげますわ」




【里奈】

「それって‥‥!?」




【雪】

「手伝うのは、本当に少しだけよ？」




【里奈】

「雪さん‥‥夏妃子様‥‥。ありがとうございます！」

（これで‥‥これで、きっと‥‥!!）




　先輩秘書、２人の言葉に里奈は飛び上がりそうなほどの喜びを覚えていた。

　次なるステージの部品をひとつずつ集める里奈の胸には、この計画を成功させたいという強い願いと秋善のことが浮かぶ。

　男が里奈の計画を知ったのは、その１週間後のことだった。




　一週間後、里奈は秋善の背中をぐいぐい押して長い廊下を歩いていた。




【秋善】

「オイ！　押すなって！　転ぶだろうが！」




【里奈】

「いいから！　こっちに来て下さい！」




【秋善】

「‥‥お前なぁ。なんだってこんな所に？」




【里奈】

「いいから！　この部屋です！」




【秋善】

「おわぁっ!?」




　ドン、と強く背中を叩かれ、秋善は前のめりで部屋の中へ飛び込んだ。

　そこは、企業のトップや政治家がお忍びで通う、高級料亭。

　中でも、中庭の庭園に向いて開かれたこの部屋は、店の中でも特等席と呼ばれる最上の部屋だった。

　店を押さえてくれたのは、雪だ。




【秋善】

「お前‥‥一体、何を企んでる？」




【里奈】

「‥‥勝手なことをしたのは謝ります。でも、こういうのは私の仕事だと思ったんです」




【秋善】

「何‥‥？」




【里奈】

「ほら、よく政治家が会見で言うじゃないですか。『あれは秘書が全部勝手にやったことなんです』って！　だから、勝手にやりました」




【秋善】

「‥‥話は見えた。ひとつだけ聞かせろ」




【里奈】

「なんでしょう？」




【秋善】

「これは、なんのための茶番だ？」




【里奈】

「‥‥貴方のための」




【秋善】

「何‥‥？」




【里奈】

「貴方の、神九条不動産の、そして‥‥『ゴッドパレス銀座』計画のための、茶番です」




【秋善】

「‥‥フンッ」

「お前も、ずいぶん秘書らしくなったな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「おもしれぇ。いい意味で、期待を裏切る奴は、ビジネスパートナーとして最高だ」




【里奈】

「じゃ、じゃあ‥‥」




【秋善】

「乗ろうじゃねぇか。お前の仕立てた、この舞台にな」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます！」




　秋善が席についた所で、外から声がかけられた。




【仲居】

「失礼いたします。お連れ様が到着されました」




　開いた障子から、恰幅のいい中年男性が入って来る。

　よく、テレビで顔を見る、メガネと大仏黒子がトレードマークの男、○×党の党首、桐生小五郎議員。その人だ。




【桐生】

「いやいや、待たせてしまったかね」




【秋善】

「いえ、先生。本日は、お忙しい中お越しいただき誠にありがとうございます」




　打ち合わせも、誰が来るのかも知らないはずの秋善は、まるではじめからそう用意していたように、落ち着いた笑顔を浮かべ議員を迎え入れた。




【里奈】

（さすが取締役‥‥私も、負けてられない！）

「小五郎先生、本日はお呼びたてして申し訳ありません。お会いできて、本当に嬉しいです！」




【桐生】

「おお、キミかね。夏妃子クンのイチオシの新人というのは」




【秋善】

「夏妃子？」




【夏妃子】

「あらいやだ。先生、早速鼻の下を伸ばしていらっしゃるんですか？　もう、若い子ばかりに目が行くのは、男の人の悪い癖ですね」




【桐生】

「夏妃子のように完璧ないい女ばかりを見ていると、時には未完成なものに惹かれたりするものなんだよ。大目にみなさい」




【秋善】

「なんで、姉貴が!?」




【里奈】

「無理を言って協力していただいたんです！　これから後期予算委員会や、先生の地元のダム建設に関する会議も増える時期ですし、今じゃないと本物の小五郎先生にお会いできないんじゃないかって思ったら焦ってしまって‥‥」




【秋善】

「お前が？　姉貴と協力!?」




【夏妃子】

「この子ったら、どこで噂を聞きつけたのか、小五郎先生の奥様が私のファッションブランドのファンだって知って、ずっと先生に会わせろ会わせろってうるさかったんですよ」




【桐生】

「はははっ、夏妃子。そうやっかむな。予算会議はともかく、よく私の地元のダムの会議まで調べたね」




【里奈】

「当然です！　あのダム建設は、小五郎先生が立候補なさったときからのマニュフェストじゃないですか！　私、ずっと先生のファンだったんですよ？　知っていて当然です」




【桐生】

「いやはや、頼もしい新人だね」




【秋善】

「ありがとうございます。さぁ、先生。まずは乾杯とまいりましょう」




【桐生】

「そうだな。いやぁ、今夜は両手に華というやつかな。はっはっはっ！」




　こうして、里奈の思惑通り、有力な政治家と秋善の会合が始まった。

　予定外のこととはいえ、秋善の態度は堂に入ったもので、桐生の杯も進む。




【桐生】

「なるほど。『ゴッドパレス銀座』か‥‥」




【秋善】

「先生のお力添えがあれば、きっと私どもの野望を実現することができると、私は考えています」




【桐生】

「若者が夢を追う姿は、この歳になると眩しすぎるものだな‥‥」




【里奈】

「せ、先生！　じゃあ、私がこの体で強すぎる光を遮ってさしあげます！」




【桐生】

「ほほう？　それは頼もしいな」




　里奈は桐生の隣に席を取り、次々に手元の杯に酌をし続けている。




【里奈】

（前の仕事で覚えたことが、こんな風に役立つなんて思わなかった‥‥）




【桐生】

「あの辺りは、私も議員になりたての頃、住んでいたんだよ」




【秋善】

「ええ、存じ上げております。今でも、住民の方は先生のご活躍をいつも拝見して元気付けられていると仰っていましたよ」




【桐生】

「知ってるかな？　あの、今もある‥‥角の‥‥焼き鳥屋の隣。花屋の美人店主」




【秋善】

「‥‥先生。焼き鳥屋の隣は、お好み焼き屋ですよ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「30年前から続く名店だそうですね。おかみさんは、とても威勢のいい美人な方で、私もつい食が進んでしまいました」




【桐生】

「フンッ、口だけではなさそうだな」




【里奈】

（まさか、今の‥‥取締役が本当のことを言っているのか、試したの!?）

（すごい‥‥）




【桐生】

「おもしろい。キミのように若い男に、賭けてみるのもまた一興」




【秋善】

「ありがとうございます。これからも、勉強させて下さい」




【桐生】

「美人の新人秘書さんに会わせてくれた礼だ。何か、私にできることがあるなら、いつでも遠慮なく言いなさい。私に、できる限りのことをさせていただくよ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます！」




【秋善】

「ありがとうございます！」




【桐生】

「さぁさぁ、難しい話はこれでおしまいだ。今夜はたっぷり飲ませていただくとしようかね」




【夏妃子】

「あら、先生。お酒は奥様に止められているんじゃありません？」




【桐生】

「夏妃子クンは、なんでもお見通しだな」




【里奈】

「せ、先生？　お体に障っては大変です。今日は、このくらいにして‥‥」




【桐生】

「ふぅむ。しかし、せっかく開けたボトルだ。これを捨てるのはもったいない。そうは思わんか？」




【里奈】

「え？」




　桐生の言う通り、先ほど開けたばかりのワインのフルボトルには、まだ半分ほど赤い液体が入っている。




【桐生】

「最近はなんでもかんでも仕分け仕分けで、ついもったいないと思ってしまう癖がついてしまってね。せっかくだ、キミ。飲みなさい」




【里奈】

「え？　わ、私ですか!?」




【桐生】

「ああ、そうだ。どうする？　飲むのか、飲まないのか？」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（こ、これは‥‥さっきと同じだ。この人は、私を試そうとしている‥‥）

（ここで、断るわけにはいかない‥‥!!）

「い、いただきま‥‥！」




【秋善】

「先生！」




【里奈】

「え？」




　ボトルを掴もうとした腕を押さえ、別の腕がボトルを掴んだ。

　振り返ると、ボトルを持った秋善が、いつもの意地悪な笑みを浮かべていた。




【秋善】

「今夜は、私にいい格好をさせて下さい！」




【桐生】

「ほう？　では、見せてもらおうか。キミのいい格好とやらを」




【秋善】

「小五郎先生の懐の深さと優しさ、そして何よりその男らしさに感銘を受けました！　今宵はこの、不肖神九条秋善！　先生にならい、男を見せようと思います！」




　秋善は高らかにそう叫ぶと、ボトルに直接口をつけた。




【里奈】

「‥‥っ!?」




　ごくごくと喉を鳴らして液体を煽る秋善。

　女であれば、唇から零しドレスの間の胸元に沿わせれば、無理に飲まずに済ませることができる。

　しかし、秋善は一滴も零すことはなく、そのボトルの中身を飲みきって見せた。




【秋善】

「ごちそうさまです！」




【桐生】

「はっはっは！　最近の若者にしては、なかなか度胸がある。気に入ったぞ、神九条秋善」




【秋善】

「ありがとうございます！」




【夏妃子】

「先生、そろそろお迎えの車が来るそうです」




【桐生】

「なんだもうここがバレたのか。まったく、うちの秘書は優秀すぎてかなわんな。見送りは結構。写真を撮られると面倒だ。今夜は楽しかった」




【里奈】

「こちらこそ、ありがとうございました」




【秋善】

「今後とも、よろしくお願いいたします」




【桐生】

「ああ。では、失礼するよ」




　桐生は軽く手を挙げ、背を向けた。

　が、急に何かを思い出したかのように立ち止まると、にっこりと笑顔を浮かべて秋善に視線を送った。




【桐生】

「ああ、そうそう。言い忘れていた。神九条秋善クン。キミのフィアンセは、元気かな？」




【里奈】

「‥‥え？」

（フィアンセ‥‥？）




【秋善】

「‥‥ははは。自分が仕事人間なもので、最近はすっかりヘソを曲げられています」




【桐生】

「若い秘書をはべらせるのは結構だが、たまには本命にもきちんと愛想を振りまかねばならんよ。うちのカミさんも、それで大騒ぎをしたんだ。キミには、同じ面倒は起こしてもらいたくないね」




【秋善】

「ありがとうございます。心にしかと、留めさせていただきます」




【桐生】

「では、失礼」




　桐生はくるりと振り返ると、しっかりとした足取りで廊下へと進んだ。




【夏妃子】

「‥‥念のため、私も行くわ」




【里奈】

「え？　でも‥‥」




【夏妃子】

「私は、大丈夫なのよ。何があっても。それに、これ以上酔っ払いの近くにいたくないの。失礼するわ」




【里奈】

「あ、夏妃子様！」




【夏妃子】

「‥‥何かしら？」




【里奈】

「今日は本当に、ありがとうございました！」




【夏妃子】

「‥‥失礼」




　スッと背筋を伸ばし、夏妃子も静かに廊下へと向かった。




【秋善】

「‥‥はぁっ」




【里奈】

「と、取締役!?」




　廊下の足音が遠ざかったのを確認した瞬間、秋善の体がその場にくず折れた。




【秋善】

「大丈夫だ‥‥クソッ。若い頃は、この程度の一気なんでもなかったんだがな」




【里奈】

「た、大変！　すぐお水を‥‥！」




【秋善】

「いいから」




【里奈】

「え‥‥!?」




　秋善はそう言って、里奈の腕を強く引いてそのまま体を抱きしめた。




【里奈】

「と、取締役!?」




【秋善】

「でかい声出すな。頭に響く‥‥」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　秋善の腕は、いつもの数倍の熱をもって里奈の体を包み込む。




【秋善】

「ったく。こうなるから、こんな面倒な手段はとりたくなかったんだよ」




【里奈】

「‥‥取締役、怒ってますか？」




【秋善】

「‥‥ああ」

「勝手なことをしてくれて、ありがとな」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「無理矢理でもなけりゃ、こんな席に来ることはなかっただろ」

「ったく、まさかお前がこんな席を準備できるとはな」




【里奈】

「‥‥あの、おばあちゃんが」




【秋善】

「ばあちゃん‥‥？　ああ、東条の所の？」




【里奈】

「はい。あの方のお身内が、夏妃子様のブランドのファンで‥‥私が今同じ職場で働いているとお話したら、どこで人は繋がっているかわからないわねという話になって。流れで、桐生先生の奥様も、ブランドのファンであるということをお聞きして‥‥それで」




【秋善】

「姉貴に協力してもらったっつーことか」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「よく、あの姉貴がいいっつったな」




【里奈】

「‥‥一生懸命お願いしましたから」




【秋善】

「まったく‥‥お前はどこまでも、俺の予想を裏切ってくれる」




　言葉の先で、秋善の表情が曇る。

　あれほどの量をいっぺんに体に摂取したのだ。下手をすれば命にかかわる状態かもしれない。




【里奈】

「取締役！　いけません、今救急車を！」




【秋善】

「いいから、ここにいろ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　秋善は手加減なしの強さで里奈の腕を抱きしめると、そのまま彼女の肩口に顔をうずめた。




【秋善】

「‥‥どこまで、お前はいい女なんだっつーの」




　搾り出すような声が、里奈の胸に突き刺さる。




【里奈】

（いい女‥‥？　私が‥‥？）




　自分のやったことを、仕事を、秋善に褒められたことが嬉しい。

　しかし、その反面、投げかけられた言葉を真正面から受け止められない自分がいるのも確かだった。

　嘘をついた、騙していた、それでも優しく強く教えてくれる男の力になりたいと願った。

　都合がいいことは承知で、男のそばにいたいと願った。

　言う必要がないこと、知られる必要がないこと。それは、今回の任務には何も関係ない、ただの彼女の過去。

　だから、黙っていた。

　しかし、いい女という言葉をもらった今、彼女はもう１ミリも男に嘘をつきたくないという思いで、体の中がいっぱいになっていた。




【里奈】

「‥‥じゃないです」




【秋善】

「‥‥なんだ？」




【里奈】

「いい女なんかじゃ、ないです‥‥」




　声が、震える。

　失望されたくない、これ以上、離れたくない。それでも、今のままの自分でいるには、あまりにも自分は嘘が多すぎる。




【里奈】

「私、夜の仕事をしていたんです‥‥」




　最後の隠しごとを口にした瞬間、それはとめどない涙に変わり、彼女の頬をほろほろと濡らした。




【里奈】

（私は、貴方に評価してもらえるような人間じゃない‥‥）

（それでも‥‥この人には、全てを知っていて欲しい‥‥）

（そして、もう手放しで私を褒めることのないよう。どうせなら、徹底的に‥‥）




　里奈の涙は途切れることなく、彼女の肩口に顔をうずめる秋善の頬にも降りかかった。

　その時だった。




【秋善】

「‥‥知ってた」




【里奈】

「えっ!?」




　驚いて目を見開くと、熱っぽい目で下から見上げる秋善の瞳と視線がぶつかった。




【秋善】

「お前、水割りを作った時にグラスの底をハンカチで拭いただろ？」




【里奈】

「あっ‥‥!!」

（そういえば、無意識にそんなことした気も‥‥）




【秋善】

「それ以外にも、一緒に食事に行った時に、俺がトイレに行こうとしたら一緒に立とうとしていた」




【里奈】

「そ、そうでしたっけ？」




【秋善】

「お前は無意識だったかもしれねぇけどな。あれは全部、接客業‥‥特に、そういうのに小うるさい厳しい店にいた女の癖みたいなもんだ」




【秋善】

「里奈をずっと見てれば、そんなもんはすぐにわかった」




【里奈】

「き、気付かなかった‥‥」




【秋善】

「で？」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「だから、なんだよ」




【里奈】

「だ、だから‥‥私は、取締役が思うようないい女なんかじゃない‥‥」




【秋善】

「だーかーら。それは、俺がお前の素性を何も知らねぇで、そう言った場合だろ？　お前が夜の仕事してた、俺はそれを知ってた。その上で俺はこう言ってんだ」




【秋善】

「里奈は、いい女だってな」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「何感情的になってんだよ」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「言え。何気にしてんだ？」




【里奈】

「さ、さっき‥‥小五郎先生が‥‥その」




【秋善】

「フィアンセうんぬんか？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「そんな話、山ほどあるに決まってんだろ」




【里奈】

「や、山ほど!?」




【秋善】

「俺を誰だと思ってる？　天下の三響ホールディングス、不動産部門ナンバー１、神九条不動産の代表取締役だぜ？　そんな話がねぇ方がおかしいだろ？」




【里奈】

「そ、それはそうですけど‥‥」




【秋善】

「そんなもんは、周りが勝手に決めた夢想みてぇなもんだ。いちいち気にする必要なんかねぇよ」




【里奈】

「で、でも‥‥！」




【秋善】

「お前の方こそ、さっきのアレはなんなんだよ」




【里奈】

「え？　さっきのアレ？」




【秋善】

「あのクソセクハラ政治家に、なんでベタベタ触らせてんだっつー話だよ」




【里奈】

「あ、あれは‥‥仕方ないじゃないですか。先生の機嫌を損ねたら、今度の話もうまくいかないし‥‥」




【秋善】

「ったく、手馴れた所見せやがって。今後、こういうことはすんな」




【里奈】

「い、いいじゃないですか！　うまくいったんだから」




【秋善】

「よくねぇよ！」




【里奈】

「あっ!?」




　秋善はそう言って里奈のシャツの胸元を広げると、露になった肩口に歯をたてた。




【里奈】

「ちょ、ちょっと!?　取締役!?」




【秋善】

「もう誰にも触らせるな。お前の体は、もうどこもかしこも‥‥俺だけのもんだ」




【里奈】

「ん‥‥っ!?」




　それが子どもっぽい独占欲であることは、里奈にはよくわかった。

　ほんの数分前まで同じような嫉妬に身を焦がした里奈の体を、更なる熱で焼き尽くしながら男は唇を重ねた。




　翌朝、二日酔いで遅刻すると宣言した秋善をベッドに残し、里奈は真っ先に会議室へと向かった。




【冬哉】

「おはよう。里奈さん」




【里奈】

「‥‥やっぱり、貴方だったのね」




　朝、携帯をチェックした里奈は、見知らぬアドレスから入ったメールによって呼び出された。




【里奈】

「『本日、朝７時。会議室で待つ。大事な話がある』」

「なんですか？　このメール。完全に、２時間ドラマの中盤で殺されちゃう人の展開ですよね。この流れ」




【冬哉】

「そうとわかってて、来たんだ？」




【里奈】

「もちろん。殺されるつもりは毛頭ありませんけど」




【冬哉】

「驚いたよ。秋兄さんの所で、一緒に住み始めたんだって？」




【里奈】

「‥‥さすが、なんでも筒抜けなんですね」




【冬哉】

「そう怖い顔しないでよ。今日はジョージ抜きで、里奈さんに話したいことがあったんだ」




【里奈】

「私にはありません」




【冬哉】

「いいから聞きなよ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　微笑を浮かべながら、男は里奈の近くに１歩近づいた。




【冬哉】

「ねぇ、知ってる？　秋兄さんには、フィアンセがいるの」




【里奈】

「‥‥なんだ、そんなこと？　知ってるわ。あの人から聞いたもの」




【冬哉】

「へぇ？　そうなんだ？」




【里奈】

「話はそれだけ？　それで私の動揺を誘えると思ったら、大間違い」

「仕事があるので、失礼してもよろしいですか？」




【冬哉】

「本題はここからだよ」




【里奈】

「‥‥なんです？」




【冬哉】

「あの人に、妹がいるって知ってる？」




【里奈】

「‥‥え？」

（神九条の一族の情報は全てジョージからもらった‥‥義姉の夏妃子さん以外、神九条に女の血縁者はいないはず……）




【冬哉】

「ねぇ、キミさ。なんで自分がこんな役回りに選ばれたか、考えたことはない？」




【里奈】

「どういう意味‥‥？」




【冬哉】

「わざわざ伯父さんのことまで調べて、ただのホステスさんを企業のスパイにする。その仕組み自体に、疑問を持たなかったの？」




【里奈】

「それは‥‥」

（考えた‥‥けど、たまたまかなって‥‥）

「何が、言いたいの‥‥？」




【冬哉】

「里奈さんは、僕たちにとってとても便利な駒だったんだ」

「便利にして、最重要の‥‥ね」




【里奈】

「はっきり言いなさいよ！　何が言いたいの!?」




【冬哉】

「キミは、秋兄さんの実の妹」

「そう言ったら、里奈はどうする？」




【里奈】

「な、に‥‥？」




　冬哉の言葉の意味が、１ミリも頭に入って来ない。

　投げかけられた言葉が日本語であることを、彼女は理解できなかった。

　唖然とする里奈に、冬哉は笑顔を浮かべた。




【冬哉】

「キミと秋兄さんは血の繋がった、実の兄妹だ」




　その日、冬哉が見せた笑顔は、里奈が見た中で１番美しく、１番残酷な輝きを放っていた。








第９章









　午前中、里奈は半休を取り病院へと向かった。

　面会時間を待って、朝１番に里奈は鳩野の病室へ向かった。




【里奈】

「本当なんですか？　私が神九条の‥‥神九条秋善と、血が繋がっているって！」




【鳩野】

「‥‥」




【里奈】

「お願い、伯父さん！　答えて！」




【鳩野】

「‥‥だから、退社して欲しかったんです」

「里奈には、傷ついて欲しくなかった」




【里奈】

「じゃあ、やっぱり‥‥」




【鳩野】

「本当のことを、話さなければいけない日が来たようですね。私は、今まで里奈のお母様の兄と名乗り、里奈を育てて来ました。しかし、それは真っ赤な嘘」




【里奈】

「じゃあ、貴方は‥‥」




【鳩野】

「私は、あなたのお母様‥‥白河響子様に仕えていた、白河家の執事でした」




【里奈】

「し、つじ‥‥？」




【鳩野】

「響子さんは、幼い頃から好奇心旺盛で、正義感が強く、なんでもひとりで抱え込んでしまわれる方でした。政治家であるお父様の血を引かれた方だったのかもしれません」




【里奈】

「おじい様は政治家だったんですか‥‥？」




【鳩野】

「ええ。一流の環境で、響子さんは宝石商に憧れ、イギリスの大学で鉱物の勉強をされていました。社交界は広く狭い。三響ホールディングスの神九条龍善と繋がりができるまで、そう時間はかかりませんでした‥‥」




【里奈】

「現三響ホールディングス総帥、そして神九条兄弟のお父様‥‥。彼が、私の父だというの!?」




【鳩野】

「響子さんは何も仰りませんでした。ただ、久方ぶりにお会いした響子さんは既に‥‥あなたをお腹に宿しておいででした」




【里奈】

「そんな‥‥」




　鳩野の言葉は、あまりにも唐突で、頭の中にうまく引っかかってくれない。




【里奈】

「‥‥つまり、状況証拠が揃いすぎている。そういうわけなんですね？」




【鳩野】

「‥‥できるなら、あなたには打ち明けずに、いたかった」




【里奈】

「‥‥会社に戻ります」




【鳩野】

「やめて下さい。これ以上、里奈がこの醜い運命の連鎖に巻き込まれるのを、私は見たくない！」




【里奈】

「‥‥少し、考えさせて」




【鳩野】

「里奈‥‥」




【里奈】

「ごめん。まだ、頭が混乱してるんだ‥‥。あなたのことも、正直どう接したらいいかわからない」




【鳩野】

「‥‥すまない」




【里奈】

「いいの。少し、時間をちょうだい」




【鳩野】

「‥‥わかった。ただ、これだけは言わせて下さい。私は里奈のことを、本当に愛しています」




【里奈】

「‥‥ありがとう」




　里奈は振り返ることなく、鳩野の病室をあとにした。




【雪】

「里奈さん？　病院に行ってたんじゃないの？」




【里奈】

「はい！　今戻りました！　遅くなって申し訳ありません」




【夏妃子】

「‥‥伯父さん、だったかしら？」




【里奈】

「え？」




【夏妃子】

「大切な家族なら、そばにいて差し上げるべきだわ」




【里奈】

「夏妃子様‥‥。ありがとうございます。体調はだいぶ落ち着いているみたいです‥‥」




【夏妃子】

「‥‥そう。ま、アタシには関係のないことね」




【里奈】

（夏妃子様も、気にかけてくれたってことなのかな‥‥？）

（雪さんにも心配かけちゃったし‥‥まずは気持ちを切り替えて、仕事に集中しないと‥‥）

「仕事、に‥‥」




　目の前の光景は、あまりにも色々なものと誰かを結びつける。




【里奈】

（私と、取締役が兄妹だなんて‥‥そんなの‥‥そんなの‥‥!!）




　その時、手元の固定電話が高らかな声を上げた。




【里奈】

「は、はい！　も、もしもし!!　秘書室です！」

「‥‥」

「‥‥えっ!?」

「失礼します！　取締役！　今、お話いいでしょうか!?」




【秋善】

「お、おう。おはようさん。今朝、病院行ってたんだってな」




【里奈】

「え？　あ‥‥」

（そ、そうだ‥‥つい飛び込んで来ちゃったけど、私、今取締役に会うのは‥‥）




【秋善】

「言えば送ってたのに」




【里奈】

「きゅ、急に‥‥伯父さんに会いたくなって‥‥」




【秋善】

「そうか‥‥。元気だったか？　伯父さんは」




【里奈】

「は、はい。術後の経過も順調で‥‥」




【秋善】

「‥‥そのうち、お前の伯父さんにも挨拶に行かないといけねぇかもな」




【里奈】

「け、結構です！」




【秋善】

「え‥‥？」




【里奈】

「あ、い、いえ‥‥その‥‥。お、伯父さんもまだ体調が万全じゃないので‥‥あまりびっくりさせるようなことは、その‥‥」




【秋善】

「‥‥だな。じゃあ、伯父さんが退院したら、な」




【里奈】

「取締役‥‥」

（取締役は、知らないんだよね‥‥？　私が、妹だって‥‥）




【秋善】

「で？　なんだ？　話って」




【里奈】

「あ、そ、そうです！　それなんです！　あの、おばあちゃんが！」




【秋善】

「あ？　また東条のばあさんの話か？」




【里奈】

「聞いて下さい！」

「あのおばあちゃんの息子さんが、今△△銀行で頭取をやっているそうなんです！」




【秋善】

「へぇ。エリート一家だな」




【里奈】

「それが‥‥おばあちゃんが、『ゴッドパレス銀座』計画を話した所、興味を持っていただけたみたいで‥‥。ゆ、融資をしていただけると、今ご本人から連絡がありました！」




【秋善】

「何‥‥!?」




【里奈】

「今日の16時に来ていただけるなら、最速でお話ができると‥‥時間を取っていただけました！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥取締役？」




【秋善】

「でかした！　里奈！」




【里奈】

「きゃあっ!?」




　秋善は最高の笑顔を浮かべると、里奈の体を強く抱き締めた。




【里奈】

「と、取締役!?」

「困ります‥‥」




【秋善】

「‥‥今日は、本当に困ってるようだな」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「見てれば、わかるさ」

「何か、あったのか？」




【里奈】

「‥‥いえ。なんでもありませんよ？」




【秋善】

「言ったはずだ。俺に、嘘がつけると思うな」




【里奈】

「‥‥と、とにかく、取締役会を開きましょう！」




【秋善】

「なんだと？」




【里奈】

「後ろ盾、資金、計画。全てのピースが揃いました。今なら、反論させる材料は、限りなくゼロだと思います！」




【秋善】

「お前が、俺に取締役会の日程まで進言するとはな。まったく、スパイになったり住民説明で大口叩いたり‥‥」

「里奈は、いつも俺の予想を裏切りまくってくれてるな」




【里奈】

「す、すみません‥‥」




【秋善】

「バカ、褒めてるんだよ」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【秋善】

「『ゴッドパレス銀座』」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前は、どう見ている？」




【里奈】

「どうって？」




【秋善】

「ようやく、形になってきたんだ。改めて、お前の展望を聞いておきたい」




【里奈】

（‥‥この計画が終わったら、私はここを去らなくちゃいけない）

（この人のそばには、いられない‥‥）

（私が、この計画に対して思っていることは‥‥）

「‥‥思い出に」




【秋善】

「ん？」




【里奈】

「思い出に残る町を‥‥。取り壊される地区のこと、新しくできる場所、人々が記憶を積み重ね、大切にしていける場所として‥‥。この『ゴッドパレス銀座』という地区が、全ての人の幸せを紡ぐ場所になればいいと思っています」




【秋善】

「思い出‥‥か。そうだな。みんなにとって大切な思い出になるよう。‥‥俺たちにとっても、この計画は初めての共同作業。思い出に残るだろうな」




【里奈】

「‥‥はい」




　言葉が、胸に突き刺さって内側に染みていく。

　男のくったくのない笑顔が、優しい言葉が、評価してくれる態度が。

　どれもこれも、里奈を追い詰めるにはじゅうぶんすぎる幸福をはらんでいた。




【秋善】

「よしっ！　打ち合わせに行って、３時間で資料をまとめるぞ。明日は、緊急取締役会を決行するぜ！」




【里奈】

「‥‥はい。頑張ります」




　翌日、集まった重役たちを前に、里奈は息をのんだ。

　大きなプロジェクトであることももちろんだが、そこには三響ホールディングスの現総帥。

　全ての者が目指す高みに座る男、そして‥‥。

　里奈の父である男が、座っているからだ。




【里奈】

（この人が、私の‥‥）




【龍善】

「私を呼び出すということは、よほどのことなのだろうな。今日の会議は」




【秋善】

「もちろん。タイムイズマネー。あんたの好きな言葉通り、この時間を決して後悔はさせねぇぜ？」




【龍善】

「言ってくれるな。小僧が」




【春樹】

「古泉さんもきちんと出席なさるなんて、今日は雨でも降るのでしょうか？」




【古泉】

「出席するつもりはなかった。そこの、元気な男に捕まったのが運のつきだ」




【秋善】

「兄貴にも見せてやりたかったぜ？　俺の、大捕り物」




【春樹】

「期待しようか。そのやる気、空回りでないことを見せてもらうよ」




【里奈】

「それでは、これより神九条不動産による『ゴッドパレス銀座』計画について、改めてご説明させていただきます！」




　里奈の声と共に、室内の照明が落とされた。

　プロジェクターを通して、イメージ映像がアップで流される。

　その場にいる誰もが、それを厳しい目つきで眺めていた。




【里奈】

（大丈夫、この計画に‥‥穴はない！）




【龍善】

「なるほど。今までにない大きな計画であることは、認識できた」




【秋善】

「今日は、それだけじゃねぇぜ？　里奈！」




【里奈】

「それでは、現在までに上げられた問題点に対する回答も含めた予算案について、説明させていただきます！　お手元の資料、３ページ目をご覧下さい！」




　各々、配られた資料をめくりながら、里奈の説明に皆が耳を傾ける。

　『ゴッドパレス銀座』の全体概要、目指す理念、行われるキャンペーン、建設に必要な予算とそれを補填する計画について。




【里奈】

「以上、各方面からのバックアップ、融資など現時点でこのプロジェクトに対する大きな期待と信用はじゅうぶんに得られていると言えます」




【秀明】

「この短期間で、随分強力な囲い込みを行ったようだな」




【古泉】

「一体、どれほどの予算を使い込んだのかな」




【秋善】

「俺は必要なものには金を惜しまねぇ。けど、この協力者を集めたのは金や権力じゃねぇ」

「こいつの、頑張りだ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「それに、そんな程度のこと、金以外の力でやってやれなきゃ予算なんていくらあっても足りねぇだろ？」




【龍善】

「なるほど‥‥彼女の‥‥」




【里奈】

「‥‥っ!?」




　龍善はゆっくりと視線を上げると、里奈の目をしっかりとみつめた。




【里奈】

（何‥‥？　どうして、私を見るの‥‥？）




【秀明】

「‥‥これほどまでに、準備されたプロジェクトならば、融資を考えてやらなくもない」




【里奈】

「えっ!?　ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「一体、どういう風の吹き回しだ？　あれほどまでに、反対していたのはどこ行ったんだよ」




【秀明】

「成功するビジネスには、それなりの対応をします。この計画は、既に穴だらけのプロジェクトではなくなった。それだけのことです」




【秋善】

「なるほどな。さすが、天下の神九条金融の社長は、フットワークが軽くていらっしゃる」

「だが、お断りさせていただきたい」




【里奈】

「えっ!?」




【春樹】

「‥‥どういうことかな？」




【秋善】

「現段階でこのプロジェクトは、既にじゅうぶんな額の支援を受け、動き始めている。神九条金融の融資なくとも、計画を遂行できるだけの額が集まった。つまり、もうそこの男の助力は必要がなくなっちまったってわけだ」




【里奈】

「ど、どういうことですか!?」




【秋善】

「俺は、ここに証明できたはずだ。この戦いに、参加するに相応しい男かどうか‥‥三響のトップに立つに相応しい男かどうかってことをな」




【里奈】

「取締役‥‥」

（この人は、自分の力でここに立とうとしている‥‥）

（なんて、強い人なの‥‥）




【春樹】

「‥‥まったく、君という男は」




【龍善】

「‥‥おもしろい」




【里奈】

「え？」




【龍善】

「『ゴッドパレス銀座』。新たな世代の三響ホールディングスに相応しい計画だ」




【古泉】

「会長!?」




【龍善】

「この事業は、現在三響が手がける最重要プロジェクトとして、今後全面的にバックアップするよう系列企業に申し付ける」




【里奈】

「ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「オイ、親父！　人の話を‥‥！」




【古泉】

「お、お待ち下さい！」




【龍善】

「異論のある者は？」




　龍善の言葉にノーを言える者は、その場には誰ひとりいなかった。




【龍善】

「秋善」




【秋善】

「‥‥なんだよ」




【龍善】

「せっかくの兄の申し出だ。受けてやれ」




【秋善】

「‥‥どうしてもってんなら、考えてやってもいいけどよ」




【龍善】

「初期投資は、でかければでかい方がいい」




【秋善】

「‥‥わかったよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「まぁ、これでも‥‥成功、だな」




【里奈】

「‥‥はい！」




【龍善】

「水之瀬君」




【里奈】

「え？　は、はい！」




【龍善】

「君の活躍は噂に聞いている。これからも、秋善をフォローしてやりなさい」




【里奈】

「‥‥はい」




　龍善の言葉に、里奈はゆっくりと、そしてしっかりと頷いた。




【秋善】

「オイ、親父」




【里奈】

「え‥‥!?」




　龍善の前で固まる里奈の肩を、何かがゆっくりと引き寄せた。

　よろけた体が、すぐに何かに捕まる。




【秋善】

「俺の大事な女に、色目遣ってもらっちゃ困るな」




【里奈】

「ふっ!?」




【春樹】

「おやおや」




【秀明】

「‥‥」




【里奈】

「んんっ!?」




　会長、社長、その他関連会社の重役たちの目の前で、秋善はこともあろうか里奈の唇にキスを落とした。




【里奈】

「なっ!?　な‥‥っ!?」




【龍善】

「誤解だな。そのような気持ちで、彼女を見ていたわけでは‥‥」




【秋善】

「親父がどう言おうが、俺の目から見ればそう見えた」

「つまりこれは、けん制ってやつだ。あんただけじゃない、ここにいる‥‥全員に対してのな」




【里奈】

（め‥‥めちゃくちゃ‥‥）

「取締役」




【秋善】

「なんだ？」




【里奈】

「な、なんだじゃなくて‥‥」




【秋善】

「嫌なのか？」




【里奈】

「時と場所を考えて下さい！」




【龍善】

「安心しろ。お前がそこまでご執心の相手をどうこうするほど、暇ではない」




【秋善】

「‥‥どうだかな」




【里奈】

「あ、あの‥‥！」




【龍善】

「ん？　なんだね」




【里奈】

「その‥‥」

（今なら‥‥聞ける。この人に‥‥私のこと‥‥）

「あの‥‥！」




【秋善】

「‥‥里奈？」




【里奈】

「‥‥っ。な、なんでもありません」




【龍善】

「‥‥何か、用事だったのではないのか？」




【里奈】

「は、い‥‥。あの、これからも、よろしくお願いします！」




【龍善】

「ああ」




【秋善】

「里奈、下の会社の連中を集めて店を押さえろ」




【里奈】

「え？　神九条不動産の社員をってことですか？」




【秋善】

「もちろん。これから、祝勝会だ！」




【里奈】

「祝勝会‥‥」




【秋善】

「できるな？」




【里奈】

「は、はい！　了解しました！」




　秋善の命令により、里奈は大急ぎで会場の手配をし、社員に招集をかけた。

　三響ホールディングスの正式なプロジェクトとして再スタートした、『ゴッドパレス銀座』計画の祝勝会の準備のために。




【秋善】

「お前ら、今日までよく頑張ってくれた。しかし、明日からがこの計画の本番と言える」

「今日はしっかり食って飲んで、また明日から最高の仕事をしてくれ！」




　秋善の挨拶に、その場にいた社員たちがわっと歓声を上げた。




【里奈】

（よかった‥‥とりあえず、ここで正解だったみたい‥‥）




　里奈が手配したのは、ホテルレストランのビュッフェスタイルだった。




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「この短時間で、よくこれだけの準備ができたな」




【里奈】

「これは‥‥雪さんと、夏妃子様が手伝ってくれたおかげです」




【秋善】

「お前もすっかり、うちの秘書チームとして力を発揮してるってことか」

「頼もしいな」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」

（ダメだ‥‥取締役と話をしてると、胸が痛くなってくる‥‥）




【秋善】

「今回の１件で、次の株主総会の結果は大きく変わるだろう」




【里奈】

「え‥‥？　あ、そ、そうですね‥‥。この業績を認められれば、代表取締役の座も夢じゃない‥‥」




【秋善】

「夢なんかじゃ、終わらせねぇよ」




【里奈】

「‥‥そうですね。取締役には、三響のトップに立ってもらわないと」




【秋善】

「そして、お前を妃の座に座らせないと。な？」




【里奈】

「‥‥あの、取締役。私‥‥」




【社員】

「社長！　こっちで一緒に飲みましょうよ！」




【秋善】

「へいへい。仕方ねぇな。たまには、若い連中に説教でもかますか？」




【社員】

「ジジくさいっすよ、社長～！」




【秋善】

「うるせぇよ。ちょっと、行って来る」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　話をするタイミングを失った里奈は、所在なさげに視線を落とした。

　その時。




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「え？」




　秋善は里奈に顔を近づけると、手元を体で隠しながら里奈に何かを握らせた。




【里奈】

「これ‥‥」




　それは、ホテルのカードキーだった。




【秋善】

「部屋を取った。あとで来い」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「２人で、お祝いだ。いいな？」




【里奈】

「あの、私‥‥！」




【秋善】

「待ってる」




　秋善はいつもより、少しだけ優しい微笑みを浮かべると社員の輪の中に飛び込んで行った。




【里奈】

「‥‥どうしよう」




　手元に残されたカードキーをみつめながら、里奈は複雑な思いに駆られていた。

　悲しみと、切なさが混ざり合って、ゆっくりと気持ちが落ちて行くのを感じる。

　何も知らなければ幸福だったのかもしれない。しかし、それは今となっては無意味な抵抗だった。




【里奈】

（話をしなくちゃ‥‥本当のことを。そして、今度こそ‥‥本当に‥‥）

「全てを、終わりにしなくちゃ」




　プロジェクトの好スタートを前に沸く会場の中で、里奈だけが深い深い絶望に包まれていた。




　夜11時を回った頃、里奈は指定されたホテルの客室の前にいた。

　チャイムを鳴らすと、先に部屋に来ていた秋善に迎え入れられた。




【秋善】

「鍵渡したんだからそれ使えよ」




【里奈】

「‥‥すみません」




【秋善】

「‥‥まぁいい。お疲れさん」




【里奈】

「取締役も‥‥お疲れ様です」




【秋善】

「何か飲むか？」




【里奈】

「いえ‥‥結構です」




【秋善】

「そうか？」




　テーブルの上には、既に水割りのグラスが半分ほどなくなった状態で置かれていた。




【秋善】

「シャワー、先に使うか？」




【里奈】

「‥‥いえ」




【秋善】

「そうか‥‥」




【里奈】

「あ‥‥っ！」




　秋善は水割りのグラスを空にすると、そのまま里奈の腰を引き寄せ唇を合わせた。

　突然のことに、里奈は思わず唇をぎゅっと結んでその侵入を拒む。




【秋善】

「唇、開けよ」




【里奈】

「ダメ、です‥‥」




【秋善】

「開け」




【里奈】

「できません」




【秋善】

「お前ができなくても俺はする」




【里奈】

「やめて下さい！」




【秋善】

「里奈‥‥？」




【里奈】

「‥‥ダメなんです」




【秋善】

「どうした？　なんか変だぞ、お前」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「なんか、あったのか？」




【里奈】

「‥‥私は今日、どうしてもお伝えしなければならないことがあって来ました」




【秋善】

「どうしても？　なんだ？」




【里奈】

「実は‥‥」




　その時、テーブルの上に置かれていた携帯電話が、高い声を上げた。




【秋善】

「‥‥悪い。お前から連絡があるかもしれないと思って、マナーモードにしてなかった」




【里奈】

「‥‥出ていいですよ」




【秋善】

「いいって。この着信はメールだろ」




【里奈】

「でも‥‥会社の連絡かもしれないし。確認して下さい」




【秋善】

「ったく、お前は本当に優秀な秘書だよ」

「その代わり、メールを確認したら聞かせてもらうからな。お前の話ってやつを」




【里奈】

「‥‥はい」




　秋善は里奈の声に優しい微笑みを浮かべると、携帯を手にした。

　たった数秒が、とてつもなく長い出来事のように感じる。

　里奈は息を詰めて、男の動きを目で追った。

　ところが‥‥。




【里奈】

「‥‥？」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

（どうしたんだろう‥‥？　なんか、携帯持ったまま固まってる‥‥？）




　秋善は画面を見るなり、明らかに動揺したような面持ちで固まってしまった。




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「‥‥念のために聞きたい。お前の話ってのは、どれだけ重要なものなんだ？」




【里奈】

「え？　どれだけって言われても‥‥」




【秋善】

「答えろ」




　それが、冗談やノリで出た言葉ではなく、答えを求める強い力を秘めていることが聞いて取れる。




【里奈】

「‥‥私の話は。取締役との今後のことについて、考えるような内容です」




【秋善】

「‥‥やっぱりな」




【里奈】

「やっぱり‥‥？」




【秋善】

「つまり、このメールは冗談じゃないってことだな？」




　秋善はそう言いながら、手元の携帯電話を里奈に向けて差し出した。

　その液晶に表示されている文字列を見て、里奈は体の中から血の気が引いていくのを感じた。

　そこに表示されていた文面は、里奈が抱える悩みの全てを示している。




【里奈】

「『神九条秋善と水之瀬里奈は‥‥血の繋がった実の兄妹である‥‥』」

「誰が、こんなメールを‥‥？」




【秋善】

「知らないアドレスだ。少なくとも、向こうは俺のことを知ってるみたいだがな」




【里奈】

（思い当たる人は‥‥いる‥‥）




【秋善】

「ここに書いてあることは、事実なのか？」




【里奈】

「‥‥」




【秋善】

「答えろ」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「お前は知ってたのか？」




【里奈】

「‥‥この前、偶然知りました。恐らく、事実だと思います」




【秋善】

「‥‥信じないねぇぞ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「こんなの、本当なわけねぇだろ。お前、誰かに騙されてんだよ」




【里奈】

「違うと思います」




【秋善】

「何を根拠にそう言い切れる!?」




【里奈】

「取締役‥‥？」




【秋善】

「俺は信じねぇよ。こんな‥‥こんな安いドラマみてぇな展開、信じてたまるか！」




【里奈】

「でも‥‥私聞いたんです！　冬哉さんが、私たちは血が繋がった兄妹だって！　父親が一緒だって！」




【秋善】

「親父が‥‥？」




【里奈】

「私だって信じたくなかった！　でも‥‥事実なんですよ！　これが、現実なんです！」




【秋善】

「‥‥っ」




　聞きたくなかった、知りたくなかった、知らないままでいられたらどんなに幸せだっただろうか。

　しかし、里奈に否定する隙は残されてはいなかった。

　重い重い沈黙だけが、部屋の中を満たしていく。




【秋善】

「‥‥時間を、くれ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「俺が徹底的に調べ上げる。金も人も、使えるだけ使って必ず真実を明らかにする。だから、それまで待ってくれ‥‥」




【里奈】

「取締役‥‥。やめて下さい。そんなことをしても‥‥」




【秋善】

「うるせぇ！」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「‥‥悪い。これは、俺のためにすることだ」




【里奈】

「‥‥でも」




【秋善】

「俺は、俺の手で掴んだ真実しか信じねぇ。だから、少しだけ‥‥時間をくれ」




【里奈】

「‥‥わかりました。好きになさって下さい」




【秋善】

「今日は‥‥どうする？」




【里奈】

「‥‥自宅に戻ります」




【秋善】

「‥‥それは危険だろ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前の立場は、今かなり危うい所にある。ひとりには、したくない」




【里奈】

「でも‥‥」

（取締役の家に、戻るわけには‥‥）




【秋善】

「‥‥この部屋を使え。必要なものがあれば、部屋から届けさせる」




【里奈】

「‥‥わかりました。ありがとうございます」




【秋善】

「明日、昼にまた会おう。それまでに、俺はできる限りのことをしておく」




【里奈】

「‥‥よろしくお願いします」




　秋善はジャケットを手に取ると、ドアの方へと歩みを進めた。




【秋善】

「里奈」




【里奈】

「え‥‥？」




　部屋を出ようとしたその時、秋善がふいに里奈の体を抱きしめた。




【里奈】

「と、取締役!?」




【秋善】

「何もしねぇよ」




【里奈】

「じゃ、じゃあ離して下さい‥‥」




【秋善】

「うるせぇ。黙って聞け」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「‥‥俺は今から嫌なことを言う。お前にとって、それが嫌な言葉だったら、すぐに忘れてくれ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「例え‥‥俺とお前の血が繋がっていても、俺の気持ちは変わらない」




【里奈】

「何、を‥‥!?」




【秋善】

「だってそうだろ？　俺たちはもう出会っちまったんだ。この運命が、必然だったとしても、俺の胸に宿るのは家族への親愛なんかじゃねぇ。お前に対する‥‥愛情だ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「他の何にも変えられないこの思いを、俺は否定するつもりはねぇ。もしも、俺とお前の間にそういう関係があったとしても‥‥俺は変わらない。そのことだけは、覚えておいてくれ」




　秋善の声が、潰れるように小さく響く。

　抱きしめられた腕の力だけがやけに強くて、里奈はこのままひとつの体になってしまえばいいのにと本気で思った。

　抱き返した指は、どこまでも熱く、里奈の思いを代弁するかのように彼女の瞳からは涙が溢れた。




【秋善】

「‥‥おやすみ」




【里奈】

「‥‥っ」




　秋善は触れるだけのキスを里奈の頬に落とすと、そのまま目も合わせずに部屋をあとにした。

　あまりに唐突なキスは、家族のそれを思わせる優しい感覚だけを濡れる彼女の頬に残していった。




　後回しにした時間ほど、迫って来るのは早い。

　翌日、昼の休憩時間に里奈は秋善のオフィスを訪れた。




【里奈】

「失礼します」




【秋善】

「ああ、お前か‥‥」




【里奈】

「お呼びですか？」




【秋善】

「‥‥座れ」




【里奈】

「はい‥‥」




　いつものソファに腰を下ろしながら、里奈は体が強張るのを感じた。

　秋善は里奈の前に腰を下ろすと、同じように緊張しているような面持ちで数枚の書類を前に差し出した。




【秋善】

「今朝、お前の戸籍を取り寄せた」




【里奈】

「あ‥‥」




【秋善】

「お前の母、白河響子については、政治家の家っつーことで色々な情報がある上に、本人も海外にいた時期があるから調べるのに少々時間がかかりそうだ」




【里奈】

「そう、ですか‥‥」




【秋善】

「結論から言おう。お前の父親は‥‥。この世には存在しない扱いになっている」




【里奈】

「どういうことですか‥‥？」




【秋善】

「戸籍にも、お前の父の名は空欄になっていて、どうしてこんな情報が登録されているのか、役所の連中も首をひねっていた。一応、当時の管理ミスということで処理されているが‥‥こんなことは、金を持った人間ならばすぐにできるだろうな」




【里奈】

「それってつまり‥‥」




【秋善】

「何かしらの形で、三響ホールディングスの人間が関わっていても、不思議ではない。そう思ってる」




【里奈】

「じゃあ、やっぱり‥‥」




【秋善】

「諦めるのは早ぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「こうなったら、必ず真実をみつけてやる。直接、親父に問いただす！」




【里奈】

「で、でも！　そんなことして心象が悪くなったら、今後の事業計画にも響く可能性が‥‥！」




【秋善】

「関係ねぇよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前とのことより大事なもんなんて他にあるか」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「それになぁ、俺は優秀なんだよ。そんな程度で倒れるほど、俺の仕事はやわじゃねぇっつーの」




【里奈】

「‥‥ふふっ、そうですね。さすが取締役です」




【秋善】

「‥‥里奈」




【里奈】

「え？」




　秋善は立ち上がると、里奈の隣に腰を下ろした。

　ふいに体を引き寄せられ、秋善の腕に抱きしめられてしまう。




【里奈】

「取締役!?」




【秋善】

「本当のことがわかるまで、これ以上は何もしねぇ」




【里奈】

「‥‥っ」




【秋善】

「ただ、忘れるなよ。俺は、どんなことがあってもお前の味方で、お前のそばにいる」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「最後の株主総会までに、全ての真実をみつけだす。あと１週間、共に頑張ってくれるか？」




【里奈】

「‥‥はい、もちろんです」

「取締役と一緒なら、怖くない‥‥」




【秋善】

「‥‥ありがとう」




　真実を知るのは怖い。ただ、それでも秋善がそばにいてくれると言ってくれた時、里奈の中に勇気が生まれた。

　もう恐怖はなかった。どんな現実だって、受け止めてみせる。

　彼女がそう強くあれるのは、他でもない秋善のおかげであることを里奈はじゅうぶん理解していた。

　株主総会まで、残り１週間──







※注意

「これより先はいずれかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります」

「選択肢をタップせずにページをめくると、現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください」




●選択肢




　目心から愛する秋善常務のために、三響から身を引くことを決めた




　秋善常務が真実を明かしてくれるのを待った




















第10章









「１週間後──」




　夏妃子の司会進行により、今年度の株主総会が進められていた。




【里奈】

「大丈夫ですか？　取締役‥‥」




【秋善】

「何がだ？」




【里奈】

「その‥‥緊張とか」




【秋善】

「俺が、そんなもんと縁があるように思えるか？」




【里奈】

「‥‥なさそうですね」




【秋善】

「いい返事だ」




【夏妃子】

「それでは、これより来年度の役員に関する決議を発表させていただきます」




【里奈】

「これで、会長の座に取締役が上れば、王の座は‥‥」




【秋善】

「俺のものだ」




【里奈】

「‥‥これで、最後ですね」




【秋善】

「何を言ってるんだ。終わりじゃねぇよ」




【里奈】

「え？　それって‥‥」




【夏妃子】

「来年度、最高経営責任者は‥‥」




【秋善】

「来るぞ」




【里奈】

「‥‥っ!!」




【夏妃子】

「神九条春樹」




【里奈】

「春樹‥‥？」




【秋善】

「あいつが、引き続きＣＥＯ‥‥」




【里奈】

「ちょ、ちょっと待って下さい！　じゃあ‥‥！」




【夏妃子】

「続いて、来年度の副社長ですが‥‥」

「神九条秀明、神九条秋善の両名が、来年度の副社長を就任することをご報告させていただきます」




【里奈】

「えっ!?」




【秋善】

「副社長‥‥だと!?」




【春樹】

「‥‥どういうことか、説明していただけますか？」




【秀明】

「三響ホールディングスの王の座をかけた年だったと、自分たちは考えていたのですが」




【秋善】

「そうだ！　親父、これは一体‥‥どういうことだ！」




【龍善】

「静まれ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【龍善】

「お前たちにとって、今年は一体どのような年になっただろう」




【里奈】

「どういう、意味なんでしょう‥‥？」




【秋善】

「さっぱりわからねぇな。説明してくれ！　親父！」




【龍善】

「お前たちは、まだ未熟である。若い。だからこそ、野心を持つべきであると、私は考えた。そして、私の望む‥‥いや、それ以上の結果を出した」

「しかし、まだ力が足りないことは‥‥各々自身が身に染みてわかっている事実であろう」




【春樹】

「つまり‥‥会長の座を、今すぐ下りるつもりはない。今回の一件は、我々の力を試す‥‥茶番だったと？」




【里奈】

「そんな!?」




【龍善】

「茶番とはずいぶんな言い方だ。お前たちはそれぞれ、各々の課題を手に入れた。それは、今回の成果と言っていいだろう」




【秋善】

「つまり‥‥この戦いは、まだまだ続くってことか？」




【龍善】

「そういうことだ」




【里奈】

「そんな‥‥」




【龍善】

「以上だ。みな、来年もしっかりと頑張ってくれ」




　龍善の着席と共に、今年度の株主総会は終了となった。

　会場内にはただ、恐ろしいほどの静寂だけが広がっていた。




　株主総会の終わった会場には、数人の関係者だけがポツリポツリと残っていた。




【里奈】

「‥‥これから、どうするんですか？」




【秋善】

「どうするって？」




【里奈】

「この戦いですよ！　来年の総会まで、このまま戦い続けるなんて‥‥危険です」




【秋善】

「また、どこからスパイが来るかわからないしな？」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「悪かったって。そんな顔すんな」




【里奈】

「本当に、まだ戦う気なんですね‥‥」




【秋善】

「当たり前だ。俺は必ず王になる、そして‥‥。お前を俺の妃にする」




【里奈】

「取締役‥‥」




【春樹】

「なかなか、熱いプロポーズだね」




【里奈】

「え!?　しゃ、社長!?」




【春樹】

「まったく、まだこんな戦いが続くなんて‥‥年寄りには少々、荷が重いな。体力的な意味で」




【秋善】

「なら、とっとと下りてもかまわないんだぜ？　年寄りさん」




【里奈】

「取締役!?」




【龍善】

「私から見れば、どちらも小僧だ」




【里奈】

「あ‥‥っ!?　かい、ちょう‥‥」




【秋善】

「出たな。大ダヌキ」




【龍善】

「お前のような小僧に席をくれてやるほど、私はもうろくしてないつもりだ」




【秀明】

「お前のような甘ちゃんに、その座はまだ早いようですね」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（な、何よ‥‥会長だけならまだしも、副社長だって同じ立場なのに‥‥）




【秋善】

「好き放題言いやがって‥‥」




【春樹】

「こらこら、さすがにそれは言い過ぎだよ」




【秀明】

「ここにいる全員が思っていることでしょう」




【秋善】

「‥‥はぁ、ったく。お前ら、言いたいこと言ってくれるぜ」




【里奈】

「‥‥ですよ」




【秋善】

「ん？　里奈？」




【里奈】

「まったくですよ！」




【秀明】

「‥‥っ!?」




【春樹】

「おやおや？」




【里奈】

「なんなんですか！　さっきから聞いてたら、好き放題言って！」

「確かに取締役は、ちょっとだらしなくて、ちょっといい加減で、ちょっと強引ですけど！」




【秋善】

「お前なぁ‥‥」




【里奈】

「でも、一生懸命で、部下を信用していて、結果だって出しています！　本気になった取締役は、本当に本当にすごいんですから！」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「大体、ここにいる人たちはみんな、同じ立場じゃないですか！　一方的に、人のことを墜とすような発言をするなんて‥‥下品だと思わないんですか!?」




【秀明】

「なっ!?」




【春樹】

「下品‥‥ですか」




【秋善】

「‥‥プッ」




【里奈】

「取締役も、笑ってる場合じゃありません！」




【秋善】

「なんで俺までキレられなくちゃいけねぇんだよ！」




【里奈】

「身内のそういう甘い態度が、だらしない感覚を助長させるんです！　まったく、言葉で人を攻撃していい権利なんて、誰にもないんです！　そんなことを平気で言えるなんて、親の顔が見てみたいですね！」




【春樹】

「親の‥‥」




【秀明】

「顔‥‥」




【龍善】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥」




【里奈】

「‥‥あっ!!し、しまった‥‥！　私ってば、つい余計なことを口走って先走ってしまった‥‥!!」




【秋善】

「‥‥ぶふっ。はははははっ！　あはははははっ！」




【里奈】

「わ、笑いすぎですよ！　取締役！」




【秋善】

「いや、だってお前‥‥ぶふっふふふふっごふっ」




【秀明】

「まったく、笑えない冗談だ」




【里奈】

「いや、今のはそのあの‥‥ものの弾みというかその‥‥」




【秀明】

「何様のつもりだ？」




【里奈】

「ヒィッ!!」




【春樹】

「こらこら、秀明君。女の子を、睨まないの。彼女の言うことにも、一理ありますよ」




【秋善】

「そういうことだ」




【里奈】

「え‥‥？」




　秋善は楽しそうにケタケタ笑いながら、里奈の体を引き寄せた。

　里奈の肩を抱きながら、秋善はにっこり微笑んだ。




【秋善】

「どうだ？　頼もしい相棒だろ？」




【龍善】

「‥‥おもしろい。さすが、といった所か」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「じゃあな、俺たちはこれで失礼する」




【春樹】

「秋善」




【秋善】

「あ？」




【春樹】

「お前と戦えることが、楽しみだ。これからも、期待している」




【秋善】

「余裕だな。あんたのその笑顔、そのうち全部ひっぺがして泣かしてやるから覚悟しろよ？」




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　取締役!?」




【秋善】

「行くぞ」




【里奈】

「あ‥‥っ！」




　秋善は里奈の手を引くと、そのままホールから駆けだした。




【ジョージ】

「よう」




【里奈】

「あ‥‥っ!?」




【ジョージ】

「久しぶりだな、里奈」




【秋善】

「‥‥お前は、前に１度会ったな」




【ジョージ】

「覚えていただけてたなんて、光栄です。副社長就任、おめでとうございます」




【秋善】

「10秒やる。今すぐ俺の前から、消えろ」




【ジョージ】

「そうけんけんしなさんな。オレは別に、何もしねぇよ」




【里奈】

「あの‥‥私」




【ジョージ】

「まさかこういう結末になるとはな？」




【里奈】

「‥‥ごめん」




【ジョージ】

「は？　なんでオレに謝るんだよ。悪いことしたって自覚あんなら‥‥帰って来いよ」




【里奈】

「ううん。そうじゃなくて‥‥。スパイに戻るつもりはない。ただ‥‥。お世話になった分、返せなかったから」




【ジョージ】

「義理立てか。お前らしい‥‥。さっさと行けよ」




【里奈】

「ジョージ‥‥」




【ジョージ】

「お前みてぇな役立たずの裏切り者に、用はない」




【秋善】

「‥‥行くぞ」




【里奈】

「‥‥」




　秋善は里奈の手を引くと、そのままその場を去ってしまった。




【冬哉】

「‥‥何？　今の」




【ジョージ】

「やだ、冬哉君見てたの？　えっち」




【冬哉】

「今のはなんだったのか、聞いてるんだけど」




【ジョージ】

「笑うなよ。お前のそういう顔、マジで怖い」




【冬哉】

「君まで、裏切るんじゃないだろうね？」




【ジョージ】

「‥‥まさか」

「戦いは、まだこれからなんだろ？」




【冬哉】

「‥‥そう」

「これは、終わりじゃない。始まりだよ」

「楽しみだね‥‥水之瀬さん」




　エレベーターに乗ると同時に、秋善は里奈の腰に腕を回した。




【里奈】

「と、取締役!?」




【秋善】

「なんだよ」




【里奈】

「ダ、ダメです！　こんなこと‥‥！」




　唇を近づけて来る男に、里奈は全力で抵抗する。

　しかし、腰をがっちり捕えられ、のけぞるように背を逸らせる里奈に、秋善はどんどん近づいて来る。




【秋善】

「何がダメなんだよ」




【里奈】

「だ、だって‥‥私たちは‥‥！」




【秋善】

「俺、言ったよな？　本当のことがわかるまで、こういうのは我慢するって」




【里奈】

「そ、そうですよ！　取締役が決めたんじゃないですか！」




【秋善】

「本当のことがわかったって言ったら？」




【里奈】

「えっ!?」




【秋善】

「じゃ、じゃーん」




　秋善は謎の効果音を口にしながら、１枚の紙を里奈の前に広げてみせた。

　それは、ＤＮＡ鑑定の書類だった。




【里奈】

「まさか‥‥これ‥‥!?」




【秋善】

「お前と、俺のＤＮＡの比較検査の結果だ」




【里奈】

「いつの間にそんな‥‥」




【秋善】

「本来なら、１ヶ月くらいかかる検査だが、最速でやらせた」




【里奈】

「だ、大丈夫なんですか‥‥そんなに急いで」




【秋善】

「いいから、これを見ろ」




　秋善の突きつける紙には、何やら難しそうな数字がぐるぐると描かれている。




【里奈】

「どう‥‥見るんですか？　これ‥‥」




【秋善】

「ま、そうなるわな」




【秋善】

「簡単に説明する。俺のＤＮＡの情報と、お前のＤＮＡの情報は完全に一致しない」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「どちらか片方の親が一緒なら、どこかが必ず一致する‥‥または似るもんだ。このデータには、それがひとつもねぇ」




【里奈】

「それって‥‥つまり‥‥」




【秋善】

「俺とお前は、血が繋がってないってことだ」




【里奈】

「ほ、本当ですか!?」




【秋善】

「本当だ。ったく、どこでそんな話になったのか知らねぇが‥‥。ああ、クソッ。めんどくせぇ！」




【里奈】

「んんっ!?」




　秋善は鑑定書と書かれた書類を放り上げると、その紙が地面にたどり着く前に里奈の唇に唇をぶつけた。




【秋善】

「これでもう、いいだろ？」




【里奈】

「ダ、ダメです！」




【秋善】

「なんでだよ！」




【里奈】

「‥‥なんか、色々なことがいっぺんにありすぎて。頭が追いついていないんです」




【秋善】

「‥‥難しく考えすぎなんだよ、お前は」




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

「これからまた、一緒に戦ってもらうんだ。先に自滅したら、承知しねぇぞ？」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「俺と共に、これからも頑張ってくれるか？　相棒」




【里奈】

「頑張ります。もちろん」




【秋善】

「頼もしいな。しっかりやってくれよ？」




【里奈】

「１番頑張らなくちゃいけないのは、副社長ですけどね」




【秋善】

「ああ、しっかりやるぜ？　やりまくってやるぜ？」




【里奈】

「‥‥ひわい」




【秋善】

「狙ってんだよ」

「明日からまた、頼むぜ？」




【里奈】

「‥‥はい！」




　困難もあるだろう、苦労もあるだろう。

　けれど、彼女たちは今走り出した。

　この戦いが終わるその日まで、彼女たちは走り続ける。

　これは、某所で繰り広げられている、戦いの記録である。

　～ＥＮＤ～







前の選択肢に戻る







※注意

これより先は何らかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

１つ前か、ページ一覧から選択肢画面に戻り、いずれかタップしてください。




















第10章









「１週間後──」




【鳩野】

「‥‥そうですか。決めたんですね」




【里奈】

「‥‥うん。どうなるかはわからないけれど、私、この戦いが終わったらあの会社から手を引くことにする」




【鳩野】

「それは、やはり実の兄妹だからですか？」




【里奈】

「‥‥それは、違うかな」




【鳩野】

「どういうことです？」




【里奈】

「私‥‥本当に悩んだんだ。伯父さんに、母のことを聞いた時‥‥取締役と血が繋がってるって聞いた時。本当に怖くて、辛かった。でも、取締役は‥‥私のことを知った時、それでも私を必要としてくれた。仕事で認められたこと、ケンカしたこと、色々あったし‥‥もしかしたら血が繋がっていたおかげで、こんなに優しくしてくれたのかなんて考えたこともあるけど」

「でも、違った。取締役は、そんなことさえどうでもいい感じだった」




【鳩野】

「‥‥破天荒な方だと、噂には聞いています」




【里奈】

「本当。もう最初の頃は大変だったんだ。すぐに仕事から逃げようとするし、めんどくさがるし、女の子には手が早いし。でも‥‥仕事に一生懸命で、部下のことを大切に思ってて、人を幸せにする事業をしてる。みんなには見えない所で全力疾走して、たくさんの人を支えてる。そういう所をすごく尊敬してて、それで‥‥」




【鳩野】

「大切な、人なんですね」




【里奈】

「‥‥うん。人をこんな風に大切に思える時が来るなんて、知らなかった」




【鳩野】

「‥‥本当に、いいんですか？」




【里奈】

「‥‥うん。あの人がどんなにいいと言っても、きっといつかダメになる日が来る。あの人のそばにいない方が、あの人のためだから」




【鳩野】

「‥‥わかりました」




【里奈】

「さぁ、最後の大仕事。頑張ってくるね！」




【鳩野】

「いってらっしゃい」




【里奈】

「いってきます！」




　こうして、今年度の株主総会が行われることとなった。

　会場にはスーツ姿の株主たちが続々と集まり、夏妃子の進行で今年度の事業報告や来年度の計画について話が進められている。

　そして、本日のメインイベント。来年度の代表取締役に関する、採決の時がやって来た。




【里奈】

「いよいよですね。取締役」




【秋善】

「ああ。ここでＣＥＯの肩書きを手に入れられれば、三響ホールディングス次期総帥の肩書きへ駒を進めることができる」




【里奈】

「取締役なら、大丈夫です」




【秋善】

「すごい自信だな」




【里奈】

「ずっと見てきましたから」




【秋善】

「‥‥そうだな。一緒に、勝ち取るぞ」




【里奈】

「‥‥はい」

（後悔がないと言えば、嘘になる‥‥けど）

（一緒に戦ってきた時間は、無駄じゃない‥‥）




【夏妃子】

「それでは、三響ホールディングスＣＥＯに関する投票の結果を報告させていただきます。来年度、最高経営責任者を勤めさせていただきますのは‥‥」




【里奈】

（大丈夫‥‥きっと、大丈夫‥‥!!）




【夏妃子】

「‥‥神九条春樹に決定いたしました」




【秋善】

「‥‥っ!?」




【里奈】

「そんな‥‥」




【秋善】

「‥‥さすがに、１発逆転なんてドラマみてぇな展開は、なかったってことか」




【里奈】

「でも！　あんなに頑張ったのに‥‥！」




【秋善】

「これが、結果だ」




【里奈】

「でも‥‥」




【夏妃子】

「そして、来年度の副社長に関してですが。人数に変更がありましたことを、ご報告させていただきます」




【里奈】

「‥‥え？」




【秋善】

「変更？」




【夏妃子】

「今年度まで、代表取締役として勤めさせていただきました、神九条秀明そして。神九条秋善を、来年度より副社長に就任することが委員会の決議の上、正式に決定しましたことをご報告させていただきます」




【秋善】

「どういうことだ‥‥？」




【夏妃子】

「神九条不動産は、来年度『ゴッドパレス銀座』計画をはじめとする、大規模プロジェクトを指揮する他、今年度の成績向上もふまえた上で、今後大きな活躍をすると期待されての就任となりました。今後は、神九条金融と二人三脚で三響ホールディングスの要となる事業を展開していく所存であります」




【里奈】

「取締役が‥‥副社長に？」




【秋善】

「ちょこっと、偉くなったってことか？」




【里奈】

「す、すごいじゃないですか！　おめでとうございます！」




【秋善】

「お、オイ！　待てよ！」




【里奈】

「取締役!?」




【夏妃子】

「‥‥なんでしょう？」




【秋善】

「三響ホールディングスの王座については、どうなったんだ？」




【里奈】

「あ、確かに‥‥。社長はそのままで、２人は同時にちょこっと格上げしたってことですよね？」




【秋善】

「会長の座はどうなるんだよ!?」




　秋善の言葉に、その場にいた株主たちがざわざわと騒ぎ始めた。




【龍善】

「静まれ」




【里奈】

「え‥‥!?」




　マイク越しに響いたのは、低く威圧する声。三響ホールディングスの現総帥、神九条龍善。その人だ。




【里奈】

「会長‥‥」




【龍善】

「みなさん、気にかけておられる三響ホールディングス会長の座に関して、私の口から直接説明させていただこう」

「今年度、我が三響ホールディングスのトップ‥‥王座に関して発表があった通り、私は引退を視野に入れた活動を今日まで勤めてきた」

「そして、ここにいる我が息子たちは、それに見合う働きをしてくれた。特に‥‥秋善。お前がここまでの業績を上げるとは、正直予想していなかった。それは、この場にいる全員が思っていることだろう」




【秀明】

「‥‥」




【春樹】

「‥‥」




【秋善】

「‥‥何が言いてぇんだよ」




【龍善】

「人間、その気になればなんでもできる。お前たちには、それを証明するいい機会になったに違いない。我が三響ホールデイングスは、今後も国内外問わず、広い視野を持って多くの事業に挑戦して欲しい」

「私は、そう考えている。みなにとって、この期間は、互いの能力の可能性、限界、その限界を越えた先にあるものを見るのに相応しい時間となったのではないだろうか」




【春樹】

「つまり‥‥会長は、我々の力を見るために、今日まで見守っていたというわけですか？」




【里奈】

「え!?」




【龍善】

「その通りだ」




【秋善】

「なんだそりゃ。俺たちは、踊らされてたってことか？」




【龍善】

「決して無駄ではなかっただろう？」




【秀明】

「会長は、その座を退く気はないということでしょうか？」




【龍善】

「いや、それは違うな」




【龍善】

「私は引退を考えている。ただ、この席は１年で決められるほど、軽いものではないということだ」




【里奈】

「１年でってことは、つまり‥‥」




【龍善】

「新たな計画も始まったばかりだ。今後も、諸君にはこの座をかけて、よりよい事業を展開していって欲しい」




【春樹】

「戦いは、まだまだ続く‥‥という展開ですか」




【秋善】

「オイオイ。打ち切り少年漫画のアオリじゃねぇんだぞ！　なんだそりゃ！」




【龍善】

「文句は、私をうならせるような結果を出してからにしてもらおうか。小僧ども」




【秀明】

「‥‥なるほど」




【春樹】

「これは、反論の余地がありませんね」




【秋善】

「仕方ねぇ。もう１年で、結果を出して何も言い返せなくしてやるぜ！」




【龍善】

「以上だ。今後の活躍に、期待している」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「ったく、なんだよこのオチは」




【里奈】

「来年も、頑張らないとですね」




【秋善】

「当然だ。誰にも文句なんて言わせねぇ。俺は、俺の手でキングになってやるぜ！」




【夏妃子】

「それでは、これにて三響ホールディングスの株主総会を終了させていただきます」




【里奈】

「終わりましたね‥‥」




【秋善】

「来年まで持ち越しかよ。ったく、後味悪ぃ」




【春樹】

「よくやったね、秋善」




【里奈】

「社長!?」




【春樹】

「こんばんは、里奈君」




【里奈】

「こ、この度は、ＣＥＯ就任おめでとうございます」




【春樹】

「はははっ。本当は、会長の座を狙うつもりだったんだけど。今回はみんなの頑張りに、負けちゃったかな」




【秋善】

「うるせぇよ。高みの見物のくせに、嫌味か？」




【春樹】

「そんな余裕はないよ。優秀な弟を持つと、いつだってプレッシャーを感じて大変だよ」




【里奈】

（笑顔でそういうことを言える所が、すごいです‥‥）




【春樹】

「お前も成長したね。今後は、２人で協力して、まずは秀明君を潰す所から始めようか」




【里奈】

「えっ!?」




【春樹】

「彼は‥‥なんだか色々と手ごわい所があるからね。要注意なんだよ」




【里奈】

「で、でも‥‥。取締役‥‥」




【秋善】

「‥‥断る」




【里奈】

「え？」




【春樹】

「最高経営責任者の誘いを断るということがどういうことか、お前はわかっているのかな？」




【秋善】

「俺たちが少し協力した程度で潰せる相手なら、俺が手を出さなくても勝手に潰れるだろ。俺は、兄貴を敵にも味方にもするつもりはねぇよ」




【春樹】

「‥‥はははっ。なるほどね」

「おもしろい意見が聞けてよかったよ。お前みたいな男は、嫌いではないね」




【秋善】

「あんに好かれても、嬉しかねぇよ」




【春樹】

「里奈君も、こんな男の秘書じゃ色々と大変だろう？」




【里奈】

「‥‥もう慣れました」




【秋善】

「オイ。そこはフォローしろよ」




【春樹】

「まったく、いいコンビだよ。お前たちは。里奈さん、これからも秋善のことをよろしく頼む」




【里奈】

「‥‥善処します」




【秋善】

「‥‥チッ」




【里奈】

「‥‥なかなか、読めない人ですね」




【秋善】

「だから恐ろしいんだよ。あの兄貴は」




【里奈】

「頑張らないと、ですね」




【秋善】

「‥‥もちろんだ」

「俺は、必ずあいつの上に行く。だから、お前も手伝えよ」




【里奈】

「取締役‥‥」




【夏妃子】

「水之瀬、こんな所にいたの？　パーティーの準備にかかるわよ。早くアナタも来なさい」




【里奈】

「あ、は、はい！」




【秋善】

「待てよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「今日はこいつは、俺のゲストだ。準備は、姉貴に任せるぜ」




【里奈】

「ちょ、ちょっと取締役!?」




【夏妃子】

「‥‥何を言っているのかしら？　彼女は、私の部下よ」




【秋善】

「こいつには、まだやってもらわなきゃいけねぇことが残ってんだよ」




【里奈】

「やってもらわなきゃいけないこと‥‥？」




【秋善】

「ほら、行くぞ！」




【里奈】

「あ、ちょ、ちょっと!?」

（な、何!?　一体、なんなの‥‥!?）




　やけに高いテンションの秋善に引きずられるようにして、里奈はホールをあとにした。




　里奈と秋善がレストランに到着した時、会場には既に三響ホールディングスの重役たちが勢ぞろいしていた。




【里奈】

「ちょ、ちょっと！　取締役！　どこに行くんですか！　というか、このドレスは一体なんなんですか！」




　総会終了後、秋善によって用意された謎のゴージャスドレスに身を包み、里奈は彼に手を引かれ会場のど真ん中を突き進んで行く。




【里奈】

（なんか目立ってる！　すごく目立っている!!）




　会場の重役たちの視線が、秋善と手を繋ぐ女性が誰なのか興味津々といった様子で遠慮なく視線を投げかけてくる。




【秋善】

「親父」




【里奈】

「え!?」




　やっと足が止まったと思った瞬間、秋善がとんでもない相手を呼んだ。

　顔を上げると、数人の男に囲まれた龍善の姿が、すぐそこにあった。




【里奈】

「と、取締役!?　一体‥‥」




【秋善】

「お前は黙ってろ」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【龍善】

「‥‥なんだ。ここは宴席の場だ。どうでもいい話ならば、あとにしてお前も自分の責務を果たしなさい」




【秋善】

「この席だからこそ、あんたに言いたいことがあるんだよ」




【龍善】

「‥‥聞こうか」




【秋善】

「俺の今回の仕事について、あんたが評価してくれたこと、嬉しかったよ」

「このまま、俺はあんたをその席から引き摺り下ろす」




【龍善】

「宣戦布告か‥‥おもしろい」




【秋善】

「話はそれだけじゃねぇよ」




【里奈】

（まさか、取締役‥‥ここで!?）




【秋善】

「今回の仕事は、俺の運と実力が生んだ結果だ。そして、その力の影にはこいつがなければきっと、成立していなかったものが多くある」




【龍善】

「‥‥何が言いたい」




【秋善】

「俺は、この女‥‥水之瀬里奈と、結婚したいと考えている」




【里奈】

「取締役!?　何を‥‥!?」




【秋善】

「俺の、大切なパートナーだ」




【龍善】

「‥‥本気で言っているのか」




【秋善】

「ああ、本気だ」




【龍善】

「‥‥ダメだ」




【里奈】

「‥‥っ!?」

（やっぱり‥‥この人は、私のことを‥‥娘であることを、知っている‥‥？）




【龍善】

「お前には、フィアンセがいるはずだ」




【秋善】

「ああ、あんたが勝手に決めた、会ったこともねぇ女が地球のどこかにいるらしいな」

「そんな女と、結婚なんかできるかよ」




【龍善】

「子どもみたいなことを言うな。とにかく、結婚は認められん」




【秋善】

「それは‥‥こいつが、親父の娘だからか？」




【里奈】

「取締役‥‥!!」




【龍善】

「娘‥‥？」




【秋善】

「白河響子という名前に、覚えはあるか？」




【龍善】

「白河‥‥。なぜお前が、その名を？」




【秋善】

「質問してるのはこっちだ！」




【龍善】

「‥‥なるほど。やはり、そうではないかと思っていた」

「水之瀬君、君は響子君の‥‥」




【里奈】

「じゃあ、やっぱり‥‥会長は私の‥‥」




【龍善】

「いや、それは違う」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「どういうことだ？　こいつは、あんたの娘じゃないのか？」




【龍善】

「どこでそういう話になったのか、おおよその予想はつくが‥‥。はっきり言おう。彼女は、私の娘ではない」




【里奈】

「で、でも！　だったら、どうしてさっき‥‥」




【龍善】

「確かに、白河響子という女性を私は知っている。密かに思いを寄せていた時期も‥‥あったかもしれない」

「だが、断言しよう。私と彼女は、決してそのような関係ではなかった」




【秋善】

「本当なのか？　信じてもいいのか？」




【龍善】

「彼女の名誉のためにも、私は誓って真実しか口にしていない。君は、私の娘ではない。ありえないのだよ」




【里奈】

「‥‥よかった」




【秋善】

「‥‥それだけ聞けりゃあじゅうぶんだ」




【里奈】

「え!?」




　秋善は里奈の手を掴むと、龍善に背を向けた。




【龍善】

「待ちなさい、秋善。話はまだ終わっていない」




【秋善】

「俺の話はもう終わりだ。その、どこにいるかも知らねぇ女に言っておけ。フィアンセなら、もうとっくに決まってる。運命の女以外に、興味はねぇってな」




【龍善】

「‥‥」




【秋善】

「行くぞ」




【里奈】

「あ‥‥っ！」




　秋善に手を引かれ、里奈は歩き始めた。




【冬哉】

「あれ？　もう帰るの？　副社長さんなのに、こんなに早くエスケープしたら怒られると思うよ？」




【秋善】

「‥‥そういえば、まだ用事が残っていたな」




【里奈】

「え？」




　秋善は里奈の手を離すと、その手を冬哉のネクタイにかけると素早く引き寄せた。




【冬哉】

「‥‥何？　こんな所で、チューでもする気？」




【秋善】

「１度しか言わねぇからよく聞けよ？　こいつに２度と近づくな。妙なマネしてみろ？　俺は、お前を許さねぇ」




【冬哉】

「無理だよ。同じ会社にいるつもりなら、なおさら」




【里奈】

「‥‥っ」




【秋善】

「俺が王になった暁には、お前を真っ先に追い出してやる」




【冬哉】

「やれるもんなら、やってみてよ」




【秋善】

「警告はした。あとは自分で考えて行動しろ」




　冬哉のネクタイを離した秋善は、再び里奈の手を握り歩き始めた。

　里奈は、秋善に気づかぬようそっと振り返って会場をみつめる。

　ざわめく人々、うらめしそうな冬哉の視線、そして遠くに見えた龍善の姿。

　最後の瞬間、目の端に映った龍善の、寂しそうなどこか愛しげな表情を心に止めながら、里奈は真実に幸福を感じていた。

　秋善とは兄妹ではない。その事実だけが、彼女の胸を満たしていた。




　会場を出た２人は、その足で秋善のオフィスへ向かった。




【里奈】

「‥‥よかったんですか？　抜け出して」




【秋善】

「俺の用事は済んだからな」




【里奈】

「でも‥‥」




【秋善】

「そんなことより、もっと他に気にすることがあるだろうが」




【里奈】

「え!?」




　秋善は里奈の手を引くと、そのまま彼女の体を腕の中にすっぽりと収めてしまった。




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「我慢するのは、本当のことがわかるまで。そう言ったのを、覚えてるか？」




【里奈】

「‥‥はい」




【秋善】

「俺は、お前が欲しい」




【里奈】

「‥‥っ!?」




【秋善】

「何赤くなってんだよ。今更」




【里奈】

「だ、だって、そんな風に言われたら‥‥」




【秋善】

「俺は、最初からお前が欲しかったよ」




【里奈】

「最初から？」




【秋善】

「初めて会った時、言葉を交わした時、初めて仕事をした時、初めてお前をここで抱いた時」




【里奈】

「そ、そのことは‥‥今思い出させないで下さい！」




【秋善】

「あの時は、悪かった」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前を無理矢理抱いたこと、俺は‥‥後悔してる」




【里奈】

「似合いませんね、後悔なんて言葉」




【秋善】

「本当のことだ」




【里奈】

「取締役‥‥」

「わ、私の方こそ‥‥スパイなんてして‥‥本当にごめんなさい。今でも、後悔しています」




【秋善】

「そのことはもういって‥‥」




【里奈】

「だって、取締役が謝るから‥‥」




【秋善】

「‥‥フッ」




【里奈】

「‥‥ふふふっ」




【秋善】

「何謝り合ってんだか」




【里奈】

「本当ですね」




【秋善】

「‥‥もう１度、ここからはじめたい」




【里奈】

「ここから？」




【秋善】

「俺たち２人のはじまりとして、ここでお前を抱きたい」




[image: ]




【里奈】

「取締役‥‥」

「‥‥抱いて、下さい」




【秋善】

「いいのか？」




【里奈】

「そう言ったら、してくれますか？」




【秋善】

「‥‥ああ」

「もとより、そのつもりだ」




　秋善はそう言うと、部屋の奥にあるシーツを引き抜いた。

　そこに現れたのはダブルサイズの巨大なベッドだった。




【里奈】

「ちょっ!?　な、なんですかこれ!?　なんでこんなものが取締役室に!?」




【秋善】

「念のためな。こんなこともあろうかと、今夜のために手配しておいた」




【里奈】

「もう‥‥私たち、本当に兄と妹だったかもしれないんですよ？」




【秋善】

「だからだよ」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「‥‥お前、本当にそうだったら、俺の前から消えるつもりだっただろ？」




【里奈】

「どうして‥‥それを？」




【秋善】

「やっぱりな。言っただろ？　お前を見てれば、それくらいのことはわかる」




【里奈】

「‥‥私、怖かったんです。取締役の所にいて、取締役の邪魔になることが」




【秋善】

「んなことだろうと思ってた。本当に兄妹だと発覚して、俺のそばを離れようとしたら、その時は‥‥」




【里奈】

「その時は？」




【秋善】

「ここで、もう１度後悔をしようと思っていた。無理矢理にでもな」




【里奈】

「‥‥何考えてるんですか」




【秋善】

「お前のこと」




【里奈】

「え？」




【秋善】

「お前のことしか、考えてねぇんだよ。俺は」




【里奈】

「取締役‥‥」




【秋善】

「無理矢理でも、壊しても、後悔しても、それでも俺はお前をそばに置きたい」

「どんな悲しみも、必ず幸福に変えてやる」

「どんな咎でも、共に背負う」

「お前を悲しませる全てのものから、俺が守ってやる」

「だから、俺のそばにいさせよう。そう思っていた」




【里奈】

「めちゃくちゃです‥‥」




【秋善】

「最悪のシナリオは、なくなったがな」




　秋善はそう言って、胸元から里奈の戸籍謄本のコピーを取り出すとそれを破り、高く放り上げた。




【秋善】

「俺と共に、生きろ。俺は王になる、だからお前は妃になれ」




【里奈】

「もちろん」




【秋善】

「いい返事だ」




【里奈】

「連れて行って下さい。私を、その席へ」




【秋善】

「おおせのままに」

「来い、里奈」




【里奈】

「あ‥‥っ」




　歪な紙ふぶきの舞う中で、２人の影が重なった。

　合わせた唇は何よりも熱く、体の中で身を焦がしそうなほどの愛情がうねりとなって広がっていく。

　どんな試練も、どんな苦悩も、この人となら乗り越えていける。

　里奈は確信していた。

　これが、２人の王国の物語の序章になることを、はっきりと理解していた。




【冬哉】

「‥‥クソッ。何がなんでも、あの２人を潰す。この、神九条冬哉の名にかけて。裏切りは‥‥許さない!!」




【ジョージ】

「オイオイ。熱くなるのは結構だが、お前それ目的変わってね？」




【冬哉】

「黙れ」




【ジョージ】

「キャラ変わってんぞ。っつーか、お前ほんとにあの連中と兄弟だな」




【冬哉】

「なんの話だ？」




【ジョージ】

「やり方とか、口調とか春樹と秋善にソックリだった」




【冬哉】

「‥‥やめてもらえないかな？　虫酸が走る」




【ジョージ】

「ほれ。その笑顔、そっくりだ」




【雪】

「とんだ、延長戦でしたね」




【春樹】

「まったく、予定外だからこそおもしろい」




【雪】

「この状況でもなお笑顔を崩さない‥‥さすが、社長。怖い、お人‥‥」




【春樹】

「君にだけは言われたくないね。君がまさか、そんな女だったとはね‥‥」




【雪】

「あら、ずいぶんな言い方ですね。私を狂わせたのは、あなたよ？」




【春樹】

「‥‥その情報、ありがたく使わせていただくよ」




【古泉】

「本当に、会長の子ではないのですね？」




【龍善】

「何度も言わせるな。断じて、ありえない」




【古泉】

「しかし‥‥」




【龍善】

「最初に目にした時は、私も多少動揺はした」

「彼女は、あまりにも響子に似ていたからな‥‥」




【古泉】

「信じても、よろしいのですね？」




【龍善】

「‥‥彼女との思い出は、清らかで美しい。そういう形のものだ」

「獅子と恐れられた私が、彼女の前ではまるで猫だったよ」




【里奈】

「取締役！　とーりーしーまーりーやーくー！」




【秋善】

「うるせぇよ。んな何度も言われなくても聞こえてる」




【里奈】

「だったら早く起きて下さい。今日は朝１で会議、午後から打ち合わせ２件に、夜は東条さんとの会食ですよ」




【秋善】

「朝から秘書みたいなこと言って、俺を責めたてんなよ‥‥」




【里奈】

「秘書ですから！」




【秋善】

「まだプライベートだろ」




【里奈】

「あっ!?」




　秋善はそう言って、布団の中に里奈の体を引きずり込んでしまった。




【里奈】

「ちょ、ちょっと!?　取締役!?」




【秋善】

「まだ、プライベートだろ？」




【里奈】

「も、もう起きる時間です！　オフィスタイムです！」




【秋善】

「じゃあ、俺とオフィスラブしようぜ」




【里奈】

「もうしてるじゃないですか！　トレンディなこと言わなくていいから、早く起きて下さい！　遅刻します！」




【秋善】

「まったく、うちの秘書は優秀すぎて困るな。おはようさん」




【里奈】

「はい、おはようございます！」




　～ＥＮＤ～
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